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は じ め に

赤十字事業の推進につきましては、平素から県民の皆様並びに地区・分区をはじめとする関係者の皆

様から深い御理解を賜り、厚く御礼申し上げます。

令和５年５月８日から新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付けが、５類感染症になりまし

た。

これにより、法律に基づき行政が様々な関与をしていく仕組みから、個人の自主的な取組をベースと

した対応に変わりました。

このような状況の中で岩手県支部の各施設は、様々な工夫を凝らしながら、本来の事業を着実に実施

して参りました。

支部事業につきましては、令和６年１月１日に発生した能登半島地震災害において、医療救護班５

班、災害医療コーディネートチーム２班、こころのケア班１班を管内全施設から職員を選抜して現地に

派遣いたしました。

また、青少年赤十字事業として「リーダーシップ・トレーニング・センター」を４年ぶりに宿泊を伴

う日程で開催いたしました。

医療事業につきましては、信頼される医療を提供し、地域医療支援病院として医療・介護・福祉の連

携に努めるとともに、救急医療および災害救護に貢献できる体制の整備を進めて参りました。  

血液事業につきましては、広域事業運営体制の下、医療機関の需要動向を把握し、より安全な血液製

剤を安定的に供給するため、輸血用血液製剤のWeb発注促進及び献血Web会員サービス「ラブラッ
ド」による献血予約の推進に努めてまいりました。そして、FAXからWeb発注への移行とともに、積
極的な献血推進により協力者が増加しました。

乳児院につきましては、身心ともに健やかに成長できる養育の提供に努めるとともに、新社会的養護

の推進のため、家庭支援専門相談員と里親支援専門相談員が中心となり、早期の家庭引取や円滑な里親

委託に重点を置いて取り組みました。また、子育て短期支援事業を実施し、地域の子育て支援に取り組

んでおります。

鶯鳴荘につきましては、新型コロナウイルス感染対策を最優先事項として取り組みました。

また、入居者一人ひとりの個性や生活リズムに応じた介護支援に努め、医療的ケアのニーズが高まっ

てきたこともあり、看護職と介護職の職種間協働を図ってきました。更に、地域と積極的に交流を図

り、地域における福祉の拠点として機能している状態を目指してまいります。

今後とも、関係各位の一層の御支援、御協力を賜りますよう、お願い申し上げます。  

令和６年５月 13日
日本赤十字社岩手県支部

支部長 達 増 拓 也
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月 日 内　　　　容
４月 ３日 管内施設幹部職員及び新採用職員支部長辞令交付式（県庁第１応接室）

1日 赤十字創立記念日・岩手日報に赤十字運動月間に関する全面広告掲載
８日 青少年赤十字岩手県指導者協議会理事会・総会（支部会議室）
18日 全国赤十字大会参加（東京：明治神宮）
21日 北上川上流総合水防演習（一関市北上河川敷）
23日 岩手県支部監査委員監査（支部会議室）
６日 第１回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
25日 赤十字ふれあいフェスティバル（イオンモール盛岡）

1日～31日 愛の血液助け合い運動月間
27日～28日 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター（国立岩手山青少年交流の家）

秋田県大雨被害へこころのケア・避難所アセスメントチームを派遣予定だったが
ニーズ減少のため派遣中止

31日 岩手県有功会連合会総会（支部会議室）
1日～10日 夏の献血推進キャンペーン

３日 さんさ踊り参加（管内全施設）
６日 青少年赤十字親子サマースクール（支部会議室・救援センター）

18日～20日 全国赤十字救護班研修（石巻赤十字病院）
17日 赤十字ふれあいフェスティバル（イオンタウン釜石）
22日 管内施設合同災害救護訓練（支部会議室・救援センター）

盛岡市長選挙の結果により副支部長が交代することに伴い、評議員会文書審議
を実施

12日 高文連JRC委員会活動発表会（病院記念講堂）
19日～21日 第１ブロック支部合同災害救護訓練（石巻赤十字病院）

29日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（釜石市陸中海岸グランドホテル）
下旬 翌年度合同採用内定者決定

１日～30日 献血ルーム35周年キャンペーン
13日 青少年赤十字活動事例発表研究会（盛岡市サンセール盛岡）
15日 本社事業局長来局（支部・乳児院・鶯鳴荘視察）

２日～25日 クリスマス献血キャンペーン
14日 有功会感謝の集い（サンセール盛岡）

1日～2月末 はたちの献血キャンペーン
10日～14日 能登半島地震支援活動派遣
15日～19日 能登半島地震支援活動派遣
21日～25日 能登半島地震支援活動派遣
25日～27日 能登半島地震支援活動派遣
30日～2/3 能登半島地震支援活動派遣
３日～14日 バレンタイン献血キャンペーン

６日 第2回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
13日～17日 能登半島地震支援活動派遣
19日～25日 能登半島地震支援活動派遣

2日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング）
18日～24日 能登半島地震支援活動派遣

3月

2月

上旬

11月

12月

令和５年度の各施設の主要事業及び行事について

5月

1月

8月

6月

7月 28日～31日

9月

10月

１ 災害救ㆤ
災害救ㆤ䛿、赤十字の㔜せな౑࿨で䛒䜚୙ の災害䛻㎿㏿䛻ᑐᛂするた䜑、┒ᒸ赤十字⑓㝔䛻་ᖌ、┳ㆤ

ᖌ、୺事等䛛䜙なるᖖഛ救ㆤ⌜ 8 ⌜を⨨䛟䛸䛸䜒䛻、Ⓨ災┤ᚋの㉸急ᛶᮇ䛻活動する災害ὴ㐵་⒪䝏ー䝮

(DMAT)を⫱ᡂし᭦なる救ㆤ体ไのᙉ化䛻ດ䜑、䜎た、支部୺催◊ಟ・訓練、ブ䝻ッ䜽合ྠ訓練、┴・市合ྠ訓

練ཧຍ䛻䜘䜚救ㆤ員の⫱ᡂ䛻ດ䜑た。

➨ 1 ブ䝻ッ䜽支部合ྠ災害救ㆤ訓練䛿、ẖᖺ➨ 1 ブ䝻ッ䜽支部（北ᾏ㐨・ᮾ北）で開催地をᣢちᅇ䜚で⾜って

お䜚、᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴イルス䝁䝻䝘ឤᰁᣑ大䛻䜘䜚ᘏᮇ䛥䜜て䛔た䛜、5 㢮䛻⛣⾜した䛣䛸をཷ䛡て 10 ᭶䛻ᐑᇛ┴

支部（▼ᕳ赤十字⑓㝔）䛻て実施䛥䜜た。事๓訓練䛸して、9᭶の⟶内施タ災害救ㆤ訓練で、災害救ㆤ᫬のᇶ

♏で䛒る▱㆑䛸ᢏ⾡を☜ㄆし、救ㆤ⌜ 1 ⌜䛜ཧຍした。

䜎た、全ᅜ赤十字救ㆤ⌜◊ಟをᮏ♫で䛿な䛟、各ブ䝻ッ䜽䛻て実施する᪉ྥで、5 ᖺᗘ䛿ᮏ♫䛸➨ 1 ブ䝻ッ䜽

支部䛜୺催し、▼ᕳ赤十字⑓㝔䛻て実施䛥䜜、救ㆤ⌜ 1 ⌜䛜ཧຍした。

౛ᖺ、ᒾᡭ┴䛸┒ᒸ市の総合防災訓練䛻ཧຍして䛔た䛜、5 ᖺᗘ䛿䛭䜜䛻ຍ䛘、一関市で開催䛥䜜た北上

川上流総合水防演習、ᐑྂ市で開催䛥䜜た⥭急ᾘ防援助㝲北ᾏ㐨ᮾ北ブ䝻ッ䜽訓練䛻ཧຍした。

災害ᑐᛂ䛻䛴䛔て䛿、௧࿴ 6 ᖺ 1 ᭶ 1 日 16 ᫬ 10 分䛻、▼川┴⬟Ⓩ地᪉を㟈※地䛸する M7.6、᭱大㟈ᗘ

7 の地㟈䛜Ⓨ⏕し、ఫᏯಽቯ、ఫᏯⅆ災、地┙災害、ὠἼ⿕害を䛿じ䜑䛸した⏒大な⿕害䛜Ⓨ⏕した。Ⓨ災┤

ᚋ䛛䜙支部事業᥎㐍ㄢ職員䛜ཧ㞟し、᝟報཰㞟を⾜った。1 ᭶ 3 日䛻全ᅜの支部䛻救ㆤ⌜ὴ㐵せㄳ䛜出䛥

䜜、ᙜ支部䛛䜙䜒་⒪救ㆤ⌜ 5 ⌜、災害་⒪䝁ーディネート䝏ー䝮 2 ⌜、䛣䛣䜝の䜿ア⌜ 1 ⌜をὴ㐵し、䜎た支

部䛸⟶内施タ職員䛜支援せ員䛸してᖏྠし、救ㆤ員 57名をὴ㐵した。

䛭の௚、災害Ⓨ⏕᫬䛻㎿㏿䛻ᑐᛂするた䜑の救ㆤ資ᶵᮦ等のᩚഛ䛻ດ䜑、災害᫬䛻お䛡る⮬助・ඹ助のព

㆑ྥ上䛸防災・ῶ災をᬑཬするた䜑、地ᇦఫẸへの赤十字防災セミ䝘ー等を開催した。

（１）救ㆤ活動

௧࿴ 6 ᖺ 1᭶ 1日䡚3᭶ 25日䛂௧࿴ 6 ᖺ⬟Ⓩ༙ᓥ地㟈災害䛃 ➨１ḟ救ㆤ体ไ

救ㆤ⌜のὴ㐵

➨１⌜䛆1/10（水）䡚  14（日）䛇⬟Ⓩ町䛻て㑊㞴所のᕠᅇデ⒪や⾨⏕⎔ቃ☜ㄆを実施。

➨２⌜䛆1/15（᭶）䡚  19（㔠）䛇୐ᑿ市、ᚿ㈡町䛻て㑊㞴所の⾨⏕⎔ቃ☜ㄆやᩚഛを実施。

➨３⌜䛆1/21（日）䡚  25（ᮌ）䛇⬟Ⓩ町䛻て、ᕠᅇデ⒪や⾨⏕⎔ቃ☜ㄆ、ᩚഛを実施。

➨䠐⌜䛆1/30（ⅆ）䡚 2/3（ᅵ）䛇⌔Ὢ市䛻て、救ㆤ所でのデ⒪や㑊㞴所のᕠᅇデ⒪を実施。

➨䠑⌜䛆2/13（ⅆ）䡚  17（ᅵ）䛇⬟Ⓩ町䛻て、㑊㞴者の䛣䛣䜝の䜿アや⏕活୙活Ⓨ⑓ண防を実施。

災害་⒪䝁ーディネート䝏ー䝮のὴ㐵

➨１⌜䛆1/24（水）䡚  30（ⅆ）䛇୐ᑿ市⬟Ⓩ୰部ಖ೺་⒪⚟♴ㄪᩚᮏ部（⬟Ⓩ୰部ಖ೺⚟♴センター内）

➨２⌜䛆2/19（᭶）䡚  25（日）䛇୐ᑿ市⬟Ⓩ୰部ಖ೺་⒪⚟♴ㄪᩚᮏ部（⬟Ⓩ୰部ಖ೺⚟♴センター内）

䛣䛣䜝の䜿ア⌜のὴ㐵

➨１⌜䛆3/18（᭶）䡚  24（日）䛇୐ᑿ市ᙺ所䛻て活動。
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月 日 内　　　　容
４月 ３日 管内施設幹部職員及び新採用職員支部長辞令交付式（県庁第１応接室）

1日 赤十字創立記念日・岩手日報に赤十字運動月間に関する全面広告掲載
８日 青少年赤十字岩手県指導者協議会理事会・総会（支部会議室）
18日 全国赤十字大会参加（東京：明治神宮）
21日 北上川上流総合水防演習（一関市北上河川敷）
23日 岩手県支部監査委員監査（支部会議室）
６日 第１回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
25日 赤十字ふれあいフェスティバル（イオンモール盛岡）

1日～31日 愛の血液助け合い運動月間
27日～28日 青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター（国立岩手山青少年交流の家）

秋田県大雨被害へこころのケア・避難所アセスメントチームを派遣予定だったが
ニーズ減少のため派遣中止

31日 岩手県有功会連合会総会（支部会議室）
1日～10日 夏の献血推進キャンペーン

３日 さんさ踊り参加（管内全施設）
６日 青少年赤十字親子サマースクール（支部会議室・救援センター）

18日～20日 全国赤十字救護班研修（石巻赤十字病院）
17日 赤十字ふれあいフェスティバル（イオンタウン釜石）
22日 管内施設合同災害救護訓練（支部会議室・救援センター）

盛岡市長選挙の結果により副支部長が交代することに伴い、評議員会文書審議
を実施

12日 高文連JRC委員会活動発表会（病院記念講堂）
19日～21日 第１ブロック支部合同災害救護訓練（石巻赤十字病院）

29日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（釜石市陸中海岸グランドホテル）
下旬 翌年度合同採用内定者決定

１日～30日 献血ルーム35周年キャンペーン
13日 青少年赤十字活動事例発表研究会（盛岡市サンセール盛岡）
15日 本社事業局長来局（支部・乳児院・鶯鳴荘視察）

２日～25日 クリスマス献血キャンペーン
14日 有功会感謝の集い（サンセール盛岡）

1日～2月末 はたちの献血キャンペーン
10日～14日 能登半島地震支援活動派遣
15日～19日 能登半島地震支援活動派遣
21日～25日 能登半島地震支援活動派遣
25日～27日 能登半島地震支援活動派遣
30日～2/3 能登半島地震支援活動派遣
３日～14日 バレンタイン献血キャンペーン

６日 第2回評議員会（盛岡市エスポワールいわて）
13日～17日 能登半島地震支援活動派遣
19日～25日 能登半島地震支援活動派遣

2日 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー（ホテルメトロポリタン盛岡ニューウイング）
18日～24日 能登半島地震支援活動派遣

3月

2月

上旬

11月

12月

令和５年度の各施設の主要事業及び行事について

5月

1月

8月

6月

7月 28日～31日

9月

10月

１ 災害救ㆤ
災害救ㆤ䛿、赤十字の㔜せな౑࿨で䛒䜚୙ の災害䛻㎿㏿䛻ᑐᛂするた䜑、┒ᒸ赤十字⑓㝔䛻་ᖌ、┳ㆤ

ᖌ、୺事等䛛䜙なるᖖഛ救ㆤ⌜ 8 ⌜を⨨䛟䛸䛸䜒䛻、Ⓨ災┤ᚋの㉸急ᛶᮇ䛻活動する災害ὴ㐵་⒪䝏ー䝮

(DMAT)を⫱ᡂし᭦なる救ㆤ体ไのᙉ化䛻ດ䜑、䜎た、支部୺催◊ಟ・訓練、ブ䝻ッ䜽合ྠ訓練、┴・市合ྠ訓

練ཧຍ䛻䜘䜚救ㆤ員の⫱ᡂ䛻ດ䜑た。

➨ 1 ブ䝻ッ䜽支部合ྠ災害救ㆤ訓練䛿、ẖᖺ➨ 1 ブ䝻ッ䜽支部（北ᾏ㐨・ᮾ北）で開催地をᣢちᅇ䜚で⾜って

お䜚、᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴イルス䝁䝻䝘ឤᰁᣑ大䛻䜘䜚ᘏᮇ䛥䜜て䛔た䛜、5 㢮䛻⛣⾜した䛣䛸をཷ䛡て 10 ᭶䛻ᐑᇛ┴

支部（▼ᕳ赤十字⑓㝔）䛻て実施䛥䜜た。事๓訓練䛸して、9᭶の⟶内施タ災害救ㆤ訓練で、災害救ㆤ᫬のᇶ

♏で䛒る▱㆑䛸ᢏ⾡を☜ㄆし、救ㆤ⌜ 1⌜䛜ཧຍした。

䜎た、全ᅜ赤十字救ㆤ⌜◊ಟをᮏ♫で䛿な䛟、各ブ䝻ッ䜽䛻て実施する᪉ྥで、5 ᖺᗘ䛿ᮏ♫䛸➨ 1 ブ䝻ッ䜽

支部䛜୺催し、▼ᕳ赤十字⑓㝔䛻て実施䛥䜜、救ㆤ⌜ 1⌜䛜ཧຍした。

౛ᖺ、ᒾᡭ┴䛸┒ᒸ市の総合防災訓練䛻ཧຍして䛔た䛜、5 ᖺᗘ䛿䛭䜜䛻ຍ䛘、一関市で開催䛥䜜た北上

川上流総合水防演習、ᐑྂ市で開催䛥䜜た⥭急ᾘ防援助㝲北ᾏ㐨ᮾ北ブ䝻ッ䜽訓練䛻ཧຍした。

災害ᑐᛂ䛻䛴䛔て䛿、௧࿴ 6 ᖺ 1 ᭶ 1 日 16 ᫬ 10 分䛻、▼川┴⬟Ⓩ地᪉を㟈※地䛸する M7.6、᭱大㟈ᗘ

7 の地㟈䛜Ⓨ⏕し、ఫᏯಽቯ、ఫᏯⅆ災、地┙災害、ὠἼ⿕害を䛿じ䜑䛸した⏒大な⿕害䛜Ⓨ⏕した。Ⓨ災┤

ᚋ䛛䜙支部事業᥎㐍ㄢ職員䛜ཧ㞟し、᝟報཰㞟を⾜った。1 ᭶ 3 日䛻全ᅜの支部䛻救ㆤ⌜ὴ㐵せㄳ䛜出䛥

䜜、ᙜ支部䛛䜙䜒་⒪救ㆤ⌜ 5 ⌜、災害་⒪䝁ーディネート䝏ー䝮 2 ⌜、䛣䛣䜝の䜿ア⌜ 1 ⌜をὴ㐵し、䜎た支

部䛸⟶内施タ職員䛜支援せ員䛸してᖏྠし、救ㆤ員 57名をὴ㐵した。

䛭の௚、災害Ⓨ⏕᫬䛻㎿㏿䛻ᑐᛂするた䜑の救ㆤ資ᶵᮦ等のᩚഛ䛻ດ䜑、災害᫬䛻お䛡る⮬助・ඹ助のព

㆑ྥ上䛸防災・ῶ災をᬑཬするた䜑、地ᇦఫẸへの赤十字防災セミ䝘ー等を開催した。

（１）救ㆤ活動

௧࿴ 6ᖺ 1᭶ 1日䡚3᭶ 25日䛂௧࿴ 6ᖺ⬟Ⓩ༙ᓥ地㟈災害䛃 ➨１ḟ救ㆤ体ไ

救ㆤ⌜のὴ㐵

➨１⌜䛆1/10（水）䡚  14（日）䛇⬟Ⓩ町䛻て㑊㞴所のᕠᅇデ⒪や⾨⏕⎔ቃ☜ㄆを実施。

➨２⌜䛆1/15（᭶）䡚  19（㔠）䛇୐ᑿ市、ᚿ㈡町䛻て㑊㞴所の⾨⏕⎔ቃ☜ㄆやᩚഛを実施。

➨３⌜䛆1/21（日）䡚  25（ᮌ）䛇⬟Ⓩ町䛻て、ᕠᅇデ⒪や⾨⏕⎔ቃ☜ㄆ、ᩚഛを実施。

➨䠐⌜䛆1/30（ⅆ）䡚 2/3（ᅵ）䛇⌔Ὢ市䛻て、救ㆤ所でのデ⒪や㑊㞴所のᕠᅇデ⒪を実施。

➨䠑⌜䛆2/13（ⅆ）䡚  17（ᅵ）䛇⬟Ⓩ町䛻て、㑊㞴者の䛣䛣䜝の䜿アや⏕活୙活Ⓨ⑓ண防を実施。

災害་⒪䝁ーディネート䝏ー䝮のὴ㐵

➨１⌜䛆1/24（水）䡚  30（ⅆ）䛇୐ᑿ市⬟Ⓩ୰部ಖ೺་⒪⚟♴ㄪᩚᮏ部（⬟Ⓩ୰部ಖ೺⚟♴センター内）

➨２⌜䛆2/19（᭶）䡚  25（日）䛇୐ᑿ市⬟Ⓩ୰部ಖ೺་⒪⚟♴ㄪᩚᮏ部（⬟Ⓩ୰部ಖ೺⚟♴センター内）

䛣䛣䜝の䜿ア⌜のὴ㐵

➨１⌜䛆3/18（᭶）䡚  24（日）䛇୐ᑿ市ᙺ所䛻て活動。
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（２）救ㆤ員⫱ᡂ

䐟 ◊ಟ （༢఩䠖ே）

୺催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者ᩘ

赤
十
字

支部
救ㆤ員䛸しての赤十字

┳ㆤᖌ◊ಟ ᴫㄽ

6᭶ 13日

6᭶ 14日
支部会㆟ᐊ

16名

16名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

ᇶ♏
6᭶ 30日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
14名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

デ⒪ᛂ⏝
7᭶ 21日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
15名

ブ䝻ッ䜽

ᮏ♫

全ᅜ赤十字救ㆤ⌜

◊ಟ会
8᭶ 19日䡚20日

ᐑᇛ┴

▼ᕳ赤十字⑓㝔
13名

ᮏ♫
日赤災害་⒪䝁ーディ

ネート◊ಟ
9᭶ 23日䡚24日 ᮏ♫ 1名

ᮏ♫
䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者

㣴ᡂ◊ಟ会  
10᭶ 11日䡚12日 ᮏ♫ 1名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

ᇶ♏
11᭶ 17日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
11名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

デ⒪ᛂ⏝
12᭶ 22日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
14名

支部 䛣䛣䜝の䜿アせ員◊ಟ 12᭶ 18日 支部会㆟ᐊ 19名

ᮏ♫
䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者フ

䜷䝻ーアッ䝥◊ಟ会       
3᭶ 6日 WEB

⬟Ⓩ地㟈ᑐ

ᛂ䛻て୰Ṇ

ᮏ♫
日赤災害་⒪䝁ーディネ

ートフ䜷䝻ーアッ䝥◊ಟ
3᭶ 20日 WEB

⬟Ⓩ地㟈ᑐ

ᛂ䛻て୰Ṇ

⾜

ᨻ

・

እ

部

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

ᮾ北ブ䝻ッ䜽 DMAT 

ᢏ⬟⥔ᣢ◊ಟ
8᭶ 7日 ௝ྎᅜ㝿センター 4名

ᒾᡭ་大
ᒾᡭ DMAT 㝲員㣴ᡂ

◊ಟ
10᭶ 19日䡚20日

ᒾᡭ་大災害᫬地ᇦ་

⒪支援ᩍ⫱センター
3名

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

日ᮏ DMAT 㝲員㣴ᡂ

◊ಟ
12᭶ 5日䡚7日 ア䜽セス・䝃ッ䝫䝻 3名

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

日ᮏ DMAT 㝲員㣴ᡂ

◊ಟ
12᭶ 13日䡚15日 ௝ྎᅜ㝿センター １名

ᒾᡭ་大
ᒾᡭ災害་⒪䝻䝆ステ

ィッ䜽ス◊ಟ
䠮6ᖺ 1᭶ 16日

ᒾᡭ་大災害᫬地ᇦ་

⒪支援ᩍ⫱センター
2名

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

ᮾ北ブ䝻ッ䜽 DMAT 

ᢏ⬟⥔ᣢ◊ಟ
䠮6ᖺ 2᭶ 1日 ௝ྎᅜ㝿センター 2名

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

ᮾ北ブ䝻ッ䜽 DMAT 

ᢏ⬟⥔ᣢ◊ಟ
䠮6ᖺ 2᭶ 2日 ௝ྎᅜ㝿センター 3名

② 訓練 （༢఩䠖ே）

୺催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者ᩘ

赤
十
字

支部
支部職員災害ᑐᛂ

訓練
8᭶ 29日

┒ᒸ市

北上川Ἑ川ᩜ
35名

支部
⟶内合ྠ災害救ㆤ

訓練
9᭶ 22日 支部 25名

ブ䝻ッ䜽
➨ 1ブ䝻ッ䜽支部合ྠ

災害救ㆤ訓練
10᭶ 19日䡚21日

ᐑᇛ┴

▼ᕳ赤十字⑓㝔
10名

支部
救ㆤ員赤十字┳ㆤᖌ

◊ಟ 災害救ㆤ演習
9᭶ 15日 支部

39名

支部
救ㆤ員୺事通ಙ等訓

練
9᭶ 15日 支部

⾜
ᨻ䡡

እ
部

┒ᒸ市 ┒ᒸ市総合防災訓練 11᭶ 18日
䛝た䛞䜣ボールパー䜽            

䛔䜟䛞䜣スタ䝆ア䝮
10名

ᅜᅵ交通

┬

北上川上流総合水防

演習
5᭶ 21日 一関市磐井川 8名

ᒾᡭ┴ ᒾᡭ┴総合防災訓練 7᭶ 29日 ඵᖭᖹ市᯽ྎᑠᏛᰯ 8名

ᒾᡭ┴
⥭急ᾘ防援助㝲北ᾏ㐨ᮾ

北ブ䝻ッ䜽総合防災訓練
11᭶ 19日 ᐑྂ市☾㭜⸨ཎᇧ㢌 7名

᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊ᩆㆤ⌜➨ �⌜ ����ฟⓎᘧ   ࢁࡇࡇの࢔ࢣ⌜ ᐇ᪋の様子࢔ࢣࢻࣥࣁ

    

㑊㞴所でᕠᅇデ⒪のᵝᏊ                㑊㞴所⎔ቃᩚഛẁボールベッ䝗タ⨨

௧࿴ �ᖺ⬟Ⓩᆅ㟈ᑐᛂ
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（２）救ㆤ員⫱ᡂ

䐟 ◊ಟ （༢఩䠖ே）

୺催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者ᩘ

赤
十
字

支部
救ㆤ員䛸しての赤十字

┳ㆤᖌ◊ಟ ᴫㄽ

6᭶ 13日

6᭶ 14日
支部会㆟ᐊ

16名

16名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

ᇶ♏
6᭶ 30日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
14名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

デ⒪ᛂ⏝
7᭶ 21日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
15名

ブ䝻ッ䜽

ᮏ♫

全ᅜ赤十字救ㆤ⌜

◊ಟ会
8᭶ 19日䡚20日

ᐑᇛ┴

▼ᕳ赤十字⑓㝔
13名

ᮏ♫
日赤災害་⒪䝁ーディ

ネート◊ಟ
9᭶ 23日䡚24日 ᮏ♫ 1名

ᮏ♫
䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者

㣴ᡂ◊ಟ会  
10᭶ 11日䡚12日 ᮏ♫ 1名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

ᇶ♏
11᭶ 17日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
11名

支部・⑓㝔
災害救ㆤᇶ♏◊ಟ

デ⒪ᛂ⏝
12᭶ 22日

支部会㆟ᐊ・救援セ

ンター
14名

支部 䛣䛣䜝の䜿アせ員◊ಟ 12᭶ 18日 支部会㆟ᐊ 19名

ᮏ♫
䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者フ

䜷䝻ーアッ䝥◊ಟ会       
3᭶ 6 日 WEB

⬟Ⓩ地㟈ᑐ

ᛂ䛻て୰Ṇ

ᮏ♫
日赤災害་⒪䝁ーディネ

ートフ䜷䝻ーアッ䝥◊ಟ
3᭶ 20日 WEB

⬟Ⓩ地㟈ᑐ

ᛂ䛻て୰Ṇ

⾜

ᨻ

・

እ

部

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

ᮾ北ブ䝻ッ䜽 DMAT 

ᢏ⬟⥔ᣢ◊ಟ
8᭶ 7 日 ௝ྎᅜ㝿センター 4名

ᒾᡭ་大
ᒾᡭ DMAT 㝲員㣴ᡂ

◊ಟ
10᭶ 19日䡚20日

ᒾᡭ་大災害᫬地ᇦ་

⒪支援ᩍ⫱センター
3名

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

日ᮏ DMAT 㝲員㣴ᡂ

◊ಟ
12᭶ 5日䡚7日 ア䜽セス・䝃ッ䝫䝻 3名

䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

日ᮏ DMAT 㝲員㣴ᡂ

◊ಟ
12᭶ 13日䡚15日 ௝ྎᅜ㝿センター １名
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䠠䠩䠝䠰事

ົᒁ

ᮾ北ブ䝻ッ䜽 DMAT 
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⾜
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እ
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᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊ᩆㆤ⌜➨ �⌜ ����ฟⓎᘧ   ࢁࡇࡇの࢔ࢣ⌜ ᐇ᪋の様子࢔ࢣࢻࣥࣁ
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（３）救ㆤ員のⓏ㘓・⦅ᡂ≧ἣ（௧࿴䠒ᖺ３᭶３１日⌧ᅾ）

䐟 救ㆤ員Ⓩ㘓≧ἣ （༢఩䠖ே）

支部・施タ
⌜

ᩘ

救ㆤ⌜せ員（ே） ⾑ᾮ

౪⤥

せ員

ᮏ部

せ員
ィ

་ᖌ
┳ㆤ

ᖌ㛗
┳ㆤᖌ 助⏘ᖌ ୺事 ⸆๣ᖌ

支部 - - - - - - - - 11 11

┒ᒸ赤十字⑓㝔 8 31 41 127 15 35 17 - - 266

⾑ᾮセンター - - - - - - - 6 3 9

日赤㭬㬆Ⲯ - - - - - - - - 15 15

日赤ᒾᡭஙඣ㝔 - 1 1

ィ 8 31 41 127 15 35 17 6 30 302

② 䛣䛣䜝の䜿アᣦᑟ者Ⓩ㘓≧ἣ （௧࿴䠒ᖺ３᭶３１日⌧ᅾ）

（༢఩䠖ே）

支部・施タ名 ᣦᑟ者Ⓩ㘓者ᩘ
せ員Ⓩ㘓者

（ᣦᑟ者㝖䛟）

支部 3 5

┒ᒸ赤十字⑓㝔 7 147

⾑ᾮセンター 0 1

日赤ᒾᡭஙඣ㝔 1 0

日赤㭬㬆Ⲯ 0 0

ィ 11 153

（䠐）救ㆤ資ᶵᮦのᩚഛ≧ἣ

㏆䛔ᑗ来、㧗䛔☜⋡でⓎ⏕䛜ண᝿䛥䜜て䛔る༡ᾏトラフ地㟈、㤳㒔┤ୗ地㟈等の地㟈災害や㏆ᖺ┦ḟ䛠

ᒁ地的な㇦㞵災害等䛻ഛ䛘、救ㆤ資ᮦ等のᙉ化を⾜った。

䐟 ௧࿴ 5ᖺᗘ᪂た䛻ᩚഛ・᭦᪂

ရ名 ᩘ㔞 ⏝㏵

地区分区災害救援㌴タ⨨
一関市 1ྎ

ఫ⏣町 1ྎ
地区分区の事ົᢸᙜ者の業ົ㐙⾜

䜶アーテント䠒×䠒 䜶ア䝁ン付䛝 １ᙇ 災害᫬ᛂ急救ㆤ所௚ᑐᛂ（ᮏ♫㈈※ᩚഛ）

㝖㞷ᶵ（災害ᑐᛂ⏝） １ྎ 災害᫬救ㆤ⌜ὴ㐵᫬等の㝖㞷స業

災害救ㆤ⾰（ⓑベスト） 80ᯛ 災害᫬救ㆤ⌜╔⏝

災害救ㆤ⾰（救ㆤ員⏝ Tシ䝱䝒） 140ᯛ 災害᫬救ㆤ⌜╔⏝（ᮏ♫㈈※ᩚഛ）

Ⓨ㟁ᶵ䝞ッテ䝸ー（災害ᑐᛂ⏝） 䠑ྎ 救ㆤ⌜等の救ㆤ所௚で౑⏝

⾑ᅽィ 䠐ྎ ་⒪救ㆤᑐᛂ資ᶵᮦ

㠀᥋ゐᘧ体 ィ ３ᶵ ་⒪救ㆤᑐᛂ資ᶵᮦ

救ㆤ⌜⏝㠀ᖖ㣗᭦᪂ 救ㆤ⌜せ員の活動のた䜑

↓⥺ᇶ地ᒁ䝞ッテ䝸ー᭦᪂ ↓⥺の☜ಖ

モ䝞イル䝞ッテ䝸ー 䠐ᶵ（ア䝎䝥ター２）

② 救ㆤ⿦ഛཬ䜃資ᶵᮦのᩚഛ≧ἣ

ရ 名 ᩘ 㔞 ရ 名 ᩘ 㔞

災害救援㌴
支部  䠕ྎ

災害⏝⛣動⅕㣤ჾ
支部 4 ྎ

地区分区 50ྎ  地区分区 79ྎ  

ア䝬䝏䝳ア↓⥺ᒁ
ᅛᐃᒁ 1 ᒁ 救ㆤ᭹ ኟ⏝ 105╔

⛣動ᒁ 3 ᒁ 救ㆤ᭹ ෤⏝ 120╔

業ົ⏝↓⥺ᒁ 150MHZ
ᇶ地ᒁ 1 ᒁ 救ㆤ᭹ 䢎䡫䡸䡩䡼䡮䢈䢛 35╔

㝣上⛣動ᒁ 35ᒁ 救ㆤ員⏝ベスト 90╔

業ົ⏝↓⥺ᒁ 400MHZ
ᇶ地ᒁ 1 ᒁ 䝦ル䝯ット 65ಶ

㝣上⛣動ᒁ 15ᒁ 㞵ල 59╔

ኳᖥ（⤌䜏❧てᘧテント） 8ᙇ 防ᐮල 68╔

䜶アーテント（大） 5ᙇ ⦅上㠐 85㊊

䜶アーテント（୰） 1ᙇ 救ㆤ員⏝赤 Tシ䝱䝒 134╔

大ᆺテント（䝗ラッシ䝳） 2ᙇ（大・ᑠ） 救ㆤ員⏝ T シ䝱䝒 140╔

䜽イン䜽テント 4ᙇ ノートᆺパ䝋䝁ン ⑓㝔１支部２

⮬動体እᘧ㝖⣽動ჾ AED 3ྎ 䝥䝻䝆ェ䜽ター 1ྎ

ί水ᶵ 2ྎ ᗋ⨨ス䜽䝸ーン 1ྎ

་⒪セット⨨ྎ 3セット 救ㆤ員⏝䝞ッグ 50ಶ

ス䜽ー䝥ストレッ䝏䝱ー 2ྎ 䝽ンショル䝎ー䝞ッグ 30ಶ

ᢸᯫ 35ྎ 䝠ッ䝥䝞ッグ 30ಶ

䝽ンタッ䝏パーテーション 283ྎ ⮫場䝞イン䝎ー 15ಶ

Ⓨ㟁ᶵ 21ᶵ ஧ẁᘧ⡆᫆ベッ䝗 6ྎ

䝗ラ䝮䝁ー䝗䝸ール 16ᕳ ་⏝テレ䝯ーター 1ྎ

ᢞගᶵ（ライトボーイ） 1ᶵ ト䝸アー䝆シート 1セット

ᢞගᶵ（dERU 資ᮦ） 2ᶵ ⮬྾ᘧ䜶アーᢸᯫ 20ಶ

ノーパン䜽ᢡ␚⮬㌿㌴ 2ྎ ་⒪セット 3セット

大ᆺᡪ㢼ᶵ 5ྎ ᦠᖏᆺ་⒪セット 1セット

䝆ェット䝠ーター 6ྎ ᢡ䜚たた䜏ᐷྎ(ᮌ〇) 78ྎ

ᖹ㔝஦ົᒁ㛗 ୍㛵ᕷᆅ༊㛗㸦బ⸨ᕷ㛗㸧

災ᐖᩆ᥼㌴㓄ഛ

ᖹ㔝஦ົᒁ㛗 ఫ⏣⏫ศ༊㛗㸦⚄⏣⏫㛗㸧

災ᐖᩆ᥼㌴㓄ഛ
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（３）救ㆤ員のⓏ㘓・⦅ᡂ≧ἣ（௧࿴䠒ᖺ３᭶３１日⌧ᅾ）
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䝽ンタッ䝏パーテーション 283ྎ ⮫場䝞イン䝎ー 15ಶ
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多目的テント 61ྎ ⡆᫆ベッ䝗(ステンレス〇) 25ྎ

㝖㞷ᶵ 3ྎ 防災ボランティア䝴ニフ䜷ー䝮 20╔

パルス䜸䜻シ䝯ーター 5ྎ 防災ボランティア䝡ブス(㯤) 300ᯛ

ᢡ䜚␚䜏ᘧ䝩䝽イトボー䝗 3ྎ トイレ⏝テント 3ᙇ

グ㘓⏝䜹䝯ラ 1ྎ ᦠᖏトイレ 3,000 ಶ

⾨ᫍᦠᖏ㟁ヰ

支部 4 トイレ䜻ット 3,000 ᯛ

⑓㝔 3 ᮏ部⏝䝬イ䜽セット 1ྎ

⾑ᾮセンター2 救ㆤ⌜⏝⾑ᅽィ 6ྎ

㭬㬆Ⲯ 1 ᒇ内⏝テント(䜂な䜣ルー䝮) 300ᙇ

災害⏝ Wi-Fiルーター 2ྎ 救ㆤ所⏝パーテーション 6ྎ

災害⏝ス䝬ートフ䜷ン 2ྎ タブレット・䝥䝻䝆ェ䜽ター 各 1ྎ

⌧地災害ᑐ⟇ᮏ部⏝䝥䝸ンタ 2ྎ 䡀ERU ᅜ内ᆺ⥭急ᑐᛂ䝴ニット 1ྎ

䝋ーラーパネル ⵳㟁ụ 4ྎ パネル 8ᯛ 救ㆤ⌜⏝ᣑኌჾ 1ྎ

救ㆤ⌜㌴㍕⏝䝥䝸ンタ 1ྎ 災害⏝ᦠᖏ㟁ヰ ᭦᪂ 1ྎ

⮬動ラッ䝥ᘧトイレ 10ྎ 災害救ㆤ（⮫᫬救ㆤ）⏝䝞ッグ 2ಶ

ᛂ急救ㆤ所⏝▼Ἔストーブ 䠓ྎ ⛣動ᆺ䝸䝏䜴䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（大） 2ྎ

モ䝞イル䝞ッテ䝸ー 䠐ᶵ ⛣動ᆺ䝸䝏䜴䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（ᑠ） 3ྎ

࣮ࣜࢸࢵࣂࣝ࢖ࣂࣔ

⿦ഛ㸧ࣥࢥ࢔㸦࢚ࢺࣥࢸ࣮࢔࢚

ᩆㆤဨ⏝ ࢶࣕࢩ7

（䠑）救援物資のᩚഛ≧ἣ

支部ཬ䜃地区分区配ഛの災害救援㌴の᭦᪂、救援物資のᩚഛを⾜䛔、水害、ⅆ災、㞷害等䛻䜘䜚⿕災䛥䜜

た᪉䚻䛻救援物資等の配ᕸを⾜った。

䐟 救援物資のഛ⵳

救援物資の種㢮
ഛ⵳ᩘ

支部 地区分区

ẟᕸ 2,260 2,252

⥭急セット 654 875

䝞スタ䜸ル 1,629 2,257

タ䜸ル䜿ット 1,379 -

安╀セット 1,306 309

䝽ンタッ䝏パーテーション 283 -

多目的テント 61 -

ᒇ内⏝テント 300 -

ẁボールベッ䝗（ᴦኳイーグルスᥦ౪） 99 -

  

ẟᕸ ࣝ࢜ࢱࢫࣂ ⥭ᛴࢺࢵࢭ

     

Ᏻ╀ࢺࢵࢭ ᩆ᥼࣮ࢱࣥࢭෆഛ⵳の様子
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多目的テント 61ྎ ⡆᫆ベッ䝗(ステンレス〇) 25ྎ

㝖㞷ᶵ 3ྎ 防災ボランティア䝴ニフ䜷ー䝮 20╔

パルス䜸䜻シ䝯ーター 5ྎ 防災ボランティア䝡ブス(㯤) 300ᯛ

ᢡ䜚␚䜏ᘧ䝩䝽イトボー䝗 3ྎ トイレ⏝テント 3ᙇ

グ㘓⏝䜹䝯ラ 1ྎ ᦠᖏトイレ 3,000 ಶ

⾨ᫍᦠᖏ㟁ヰ

支部 4 トイレ䜻ット 3,000 ᯛ

⑓㝔 3 ᮏ部⏝䝬イ䜽セット 1ྎ

⾑ᾮセンター2 救ㆤ⌜⏝⾑ᅽィ 6ྎ

㭬㬆Ⲯ 1 ᒇ内⏝テント(䜂な䜣ルー䝮) 300ᙇ

災害⏝ Wi-Fiルーター 2ྎ 救ㆤ所⏝パーテーション 6ྎ

災害⏝ス䝬ートフ䜷ン 2ྎ タブレット・䝥䝻䝆ェ䜽ター 各 1ྎ

⌧地災害ᑐ⟇ᮏ部⏝䝥䝸ンタ 2ྎ 䡀ERU ᅜ内ᆺ⥭急ᑐᛂ䝴ニット 1ྎ

䝋ーラーパネル ⵳㟁ụ 4ྎ パネル 8 ᯛ 救ㆤ⌜⏝ᣑኌჾ 1ྎ

救ㆤ⌜㌴㍕⏝䝥䝸ンタ 1ྎ 災害⏝ᦠᖏ㟁ヰ ᭦᪂ 1ྎ

⮬動ラッ䝥ᘧトイレ 10ྎ 災害救ㆤ（⮫᫬救ㆤ）⏝䝞ッグ 2ಶ

ᛂ急救ㆤ所⏝▼Ἔストーブ 䠓ྎ ⛣動ᆺ䝸䝏䜴䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（大） 2ྎ

モ䝞イル䝞ッテ䝸ー 䠐ᶵ ⛣動ᆺ䝸䝏䜴䝮イ䜸ン⵳㟁ụ（ᑠ） 3ྎ

࣮ࣜࢸࢵࣂࣝ࢖ࣂࣔ

⿦ഛ㸧ࣥࢥ࢔㸦࢚ࢺࣥࢸ࣮࢔࢚

ᩆㆤဨ⏝ ࢶࣕࢩ7

（䠑）救援物資のᩚഛ≧ἣ

支部ཬ䜃地区分区配ഛの災害救援㌴の᭦᪂、救援物資のᩚഛを⾜䛔、水害、ⅆ災、㞷害等䛻䜘䜚⿕災䛥䜜

た᪉䚻䛻救援物資等の配ᕸを⾜った。

䐟 救援物資のഛ⵳

救援物資の種㢮
ഛ⵳ᩘ

支部 地区分区

ẟᕸ 2,260 2,252

⥭急セット 654 875

䝞スタ䜸ル 1,629 2,257

タ䜸ル䜿ット 1,379 -

安╀セット 1,306 309

䝽ンタッ䝏パーテーション 283 -

多目的テント 61 -

ᒇ内⏝テント 300 -

ẁボールベッ䝗（ᴦኳイーグルスᥦ౪） 99 -

  

ẟᕸ ࣝ࢜ࢱࢫࣂ ⥭ᛴࢺࢵࢭ

     

Ᏻ╀ࢺࢵࢭ ᩆ᥼࣮ࢱࣥࢭෆഛ⵳の様子
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② 救援物資の⿕災者への配ᕸ≧ἣ䛸ᅾᗜ≧ἣ（地区分区ẖ）

地区分区

ẟᕸ ⥭急セット 䝞スタ䜸ル
タ䜸ル

䜿ット

安╀セ

ット
救援㌴

ᘫ៘㔠

支ᡶ㔠

㢠
配ᕸᩘ ᅾᗜᩘ 配ᕸᩘ ᅾᗜᩘ 配ᕸᩘ ᅾᗜᩘ

┒ᒸ市 8 50 5 23 8 78 0 0 2 20,000
㔩▼市 4 54 3 44 4 54 0 0 1 0
ᐑྂ市 4 240 4 52 4 308 0 0 3 10,000
一関市 7 214 2 124 6 222 0 0 4 10,000
大⯪Ώ市 6 150 3 96 6 336 0 0 2 10,000
ዟᕞ市 24 342 10 30 24 69 0 0 5 0
ⰼᕳ市 14 57 5 54 13 60 0 0 3 40,000
北上市 7 18 4 8 7 15 0 6 1 20,000
ஂឿ市 0 282 0 98 0 370 0 198 1 0
㐲㔝市 0 27 0 12 0 27 0 0 1 0

㝣๓㧗⏣市 4 110 1 23 4 66 0 0 1 0
஧ᡞ市 2 151 1 35 2 112 0 0 2 10,000
ඵᖭᖹ市 0 19 0 18 0 49 0 0 3 0
⁪ἑ市 6 13 4 4 6 14 0 0 1 0
㞸▼町 0 3 0 6 0 14 0 0 0 10,000
ⴱᕳ町 0 11 0 6 0 10 0 0 0 0
ᒾᡭ町 3 11 1 11 3 10 0 0 1 0
⣸Ἴ町 3 8 2 10 3 6 0 0 1 0
▮ᕵ町 0 198 0 6 0 96 0 0 1 0
す࿴㈡町 1 13 0 12 1 21 0 0 2 0
㔠䞄ᓮ町 3 15 1 11 3 7 0 0 1 0
ᖹἨ町 5 15 0 12 5 26 0 0 1 0
ఫ⏣町 0 9 0 11 0 9 0 50 2 0
大槌町 0 11 0 12 0 19 0 0 1 0
ᒣ⏣町 2 9 1 47 2 50 0 53 1 0
ᒾἨ町 2 11 1 8 2 11 0 0 1 0
⏣㔝⏿ᮧ 0 0 0 24 0 0 0 0 1 0
ὒ㔝町 0 24 0 5 0 18 0 0 2 0
㔝⏣ᮧ 0 39 0 6 0 29 0 2 1 0
ᬑ௦ᮧ 0 100 0 60 0 100 0 0 1 0
一ᡞ町 0 17 0 6 0 17 0 0 1 10,000
㍍⡿町 0 13 0 6 0 13 0 0 1 0
஑ᡞᮧ 0 18 0 1 0 21 0 0 1 0
ᑠィ 107 2,252 50 881 105 2,257 0 309 50

ᒾᡭ┴支部 2,260 648 1,629 1,379 1,306 8
合ィ 107 4,512 50 1,529 105 3,886 1,379 1,615 58 140,000

（䠒）防災ボランティア・ಶேボランティア㣴ᡂ≧ἣ

防災ボランティア䛿、災害᫬䛻救援物資の㍺㏦・配分、⅕出し、㑊㞴所の支援など赤十字の災害᫬の支援

活動䛻༠ຊ䛔た䛰䛡る᪉䛻ボランティアⓏ㘓を䛔た䛰䛝、◊ಟや訓練等を実施して䛔る。

䠑ᖺᗘ䛿᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴イルス䛜ឤᰁ⑕ 5 㢮䛻఩⨨付䛡䜙䜜た䛣䛸をཷ䛡、ᇶᮏ的なឤᰁண防ᑐ⟇を実施し

な䛜䜙、㣴ᡂ◊ಟ・ボランティア◊ಟ、災害救ㆤ訓練を⾜った。防災ボランティア（㣴ᡂ）◊ಟ䛿、支部職員の

災害ᑐᛂ訓練䛸ྠ᫬開催䛸し、救ㆤ⌜ὴ㐵᫬䛻ᖏྠし⌧地䛻て救ㆤ所をタႠする訓練を௧࿴ 4 ᖺᗘ実施ᚋ

のㄢ㢟をᨵၿしな䛜䜙北上川Ἑ川ᩜ䛻て実施した。㐃⤡⥙（᫖ᖺⓏ㘓した LINE Ⓩ㘓や䝯ールア䝗レス）䛻て

ཧ㞟、⌧地での救ㆤ所のタႠ、⅕䛝出し等の訓練を実施した。

防災ボランティア支援⌜䛻䛴䛔て䛿、防災ボランティアの୰で䜒支部の༠ຊ౫㢗䛻༶動䛔た䛰䛡る᪉䛻Ⓩ

㘓䛔た䛰䛔て䛔る。┒ᒸ市総合防災訓練、⟶内合ྠ災害救ㆤ訓練、救ㆤ員┳ㆤᖌ୺事訓練䛻ཧຍし、യ⑓

者ᦙ㏦や救ㆤ所タႠ等の訓練を⾜った。

地ᇦの⤎ボランティア䛿、地ᇦ奉仕団䛜↓䛔地ᇦ等で、ボランティアをした䛔䛸䛔䛖᪉䚻のཷ䛡─䛸してເ㞟

し、Ⓩ㘓䛔た䛰䛔た᪉をᑐ㇟䛻㣴ᡂ◊ಟを実施した。支部୺催の◊ಟや訓練、地ᇦໟᣓ䜿ア事業へཧຍして

䛔た䛰䛔た௚、௒ᖺᗘ䛛䜙䛿ᮏ♫䛜᥎ዡする䝥䝻䝆ェ䜽トᆺ活動の◊ಟ会䛻ཧຍし、䛂ボランティアቑᙉ䛸௰㛫

䛵䛟䜚䛃を୰㛗ᮇ的な目ᶆ䛸し、➨ 1 ẁ㝵䛸して⤎ボランティア䛻䜘る活動紹介䝏ラシసᡂのた䜑のྲྀ䜚⤌䜏を開

ጞした。

䐟 ◊ಟ・訓練 （༢఩䠖ே）

୺催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者ᩘ

支部
支部職員災害ᑐᛂ訓練、防災ボ

ランティア◊ಟ・㣴ᡂ◊ಟ
  8᭶ 29日 ┒ᒸ市北上川Ἑ川ᩜ 24名

支部 ⟶内合ྠ災害救ㆤ訓練 9᭶ 22日 支部 9名

支部
救ㆤ員赤十字┳ㆤᖌ◊ಟ 災害

救ㆤ演習
9᭶ 15日 支部 6名

┒ᒸ市 ┒ᒸ市総合防災訓練 11᭶ 18日 䛝た䛞䜣ボールパー䜽 2名

支部 地ᇦの⤎ボランティア㣴ᡂ◊ಟ 7᭶ 8 日 支部 5名

支部 地ᇦの⤎ボランティアの㞟䛔 8᭶ 5 日 支部 8名

ᮏ♫ 䝥䝻䝆ェ䜽トᆺ活動◊ಟ会（３ᅇ） 8᭶ 5 日

10᭶ 23日

R6ᖺ 3᭶ 18日

支部

（Webཧຍ）
ᘏ䜉 7 名

支部
地ᇦの⤎ボランティア

䝥䝻䝆ェ䜽トᆺ活動䝽ー䜽ショッ䝥
12᭶ 17日 支部 4名

支部
地ᇦの⤎ボランティア䝥䝻䝆ェ䜽ト

ᆺ活動（➨ 1 ᅇ）
R6ᖺ 2᭶ 23日 支部 5名
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② 救援物資の⿕災者への配ᕸ≧ἣ䛸ᅾᗜ≧ἣ（地区分区ẖ）

地区分区

ẟᕸ ⥭急セット 䝞スタ䜸ル
タ䜸ル

䜿ット

安╀セ

ット
救援㌴

ᘫ៘㔠

支ᡶ㔠

㢠
配ᕸᩘ ᅾᗜᩘ 配ᕸᩘ ᅾᗜᩘ 配ᕸᩘ ᅾᗜᩘ

┒ᒸ市 8 50 5 23 8 78 0 0 2 20,000
㔩▼市 4 54 3 44 4 54 0 0 1 0
ᐑྂ市 4 240 4 52 4 308 0 0 3 10,000
一関市 7 214 2 124 6 222 0 0 4 10,000
大⯪Ώ市 6 150 3 96 6 336 0 0 2 10,000
ዟᕞ市 24 342 10 30 24 69 0 0 5 0
ⰼᕳ市 14 57 5 54 13 60 0 0 3 40,000
北上市 7 18 4 8 7 15 0 6 1 20,000
ஂឿ市 0 282 0 98 0 370 0 198 1 0
㐲㔝市 0 27 0 12 0 27 0 0 1 0

㝣๓㧗⏣市 4 110 1 23 4 66 0 0 1 0
஧ᡞ市 2 151 1 35 2 112 0 0 2 10,000
ඵᖭᖹ市 0 19 0 18 0 49 0 0 3 0
⁪ἑ市 6 13 4 4 6 14 0 0 1 0
㞸▼町 0 3 0 6 0 14 0 0 0 10,000
ⴱᕳ町 0 11 0 6 0 10 0 0 0 0
ᒾᡭ町 3 11 1 11 3 10 0 0 1 0
⣸Ἴ町 3 8 2 10 3 6 0 0 1 0
▮ᕵ町 0 198 0 6 0 96 0 0 1 0
す࿴㈡町 1 13 0 12 1 21 0 0 2 0
㔠䞄ᓮ町 3 15 1 11 3 7 0 0 1 0
ᖹἨ町 5 15 0 12 5 26 0 0 1 0
ఫ⏣町 0 9 0 11 0 9 0 50 2 0
大槌町 0 11 0 12 0 19 0 0 1 0
ᒣ⏣町 2 9 1 47 2 50 0 53 1 0
ᒾἨ町 2 11 1 8 2 11 0 0 1 0
⏣㔝⏿ᮧ 0 0 0 24 0 0 0 0 1 0
ὒ㔝町 0 24 0 5 0 18 0 0 2 0
㔝⏣ᮧ 0 39 0 6 0 29 0 2 1 0
ᬑ௦ᮧ 0 100 0 60 0 100 0 0 1 0
一ᡞ町 0 17 0 6 0 17 0 0 1 10,000
㍍⡿町 0 13 0 6 0 13 0 0 1 0
஑ᡞᮧ 0 18 0 1 0 21 0 0 1 0
ᑠィ 107 2,252 50 881 105 2,257 0 309 50

ᒾᡭ┴支部 2,260 648 1,629 1,379 1,306 8
合ィ 107 4,512 50 1,529 105 3,886 1,379 1,615 58 140,000

（䠒）防災ボランティア・ಶேボランティア㣴ᡂ≧ἣ

防災ボランティア䛿、災害᫬䛻救援物資の㍺㏦・配分、⅕出し、㑊㞴所の支援など赤十字の災害᫬の支援

活動䛻༠ຊ䛔た䛰䛡る᪉䛻ボランティアⓏ㘓を䛔た䛰䛝、◊ಟや訓練等を実施して䛔る。

䠑ᖺᗘ䛿᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴イルス䛜ឤᰁ⑕ 5㢮䛻఩⨨付䛡䜙䜜た䛣䛸をཷ䛡、ᇶᮏ的なឤᰁண防ᑐ⟇を実施し

な䛜䜙、㣴ᡂ◊ಟ・ボランティア◊ಟ、災害救ㆤ訓練を⾜った。防災ボランティア（㣴ᡂ）◊ಟ䛿、支部職員の

災害ᑐᛂ訓練䛸ྠ᫬開催䛸し、救ㆤ⌜ὴ㐵᫬䛻ᖏྠし⌧地䛻て救ㆤ所をタႠする訓練を௧࿴ 4 ᖺᗘ実施ᚋ

のㄢ㢟をᨵၿしな䛜䜙北上川Ἑ川ᩜ䛻て実施した。㐃⤡⥙（᫖ᖺⓏ㘓した LINE Ⓩ㘓や䝯ールア䝗レス）䛻て

ཧ㞟、⌧地での救ㆤ所のタႠ、⅕䛝出し等の訓練を実施した。

防災ボランティア支援⌜䛻䛴䛔て䛿、防災ボランティアの୰で䜒支部の༠ຊ౫㢗䛻༶動䛔た䛰䛡る᪉䛻Ⓩ

㘓䛔た䛰䛔て䛔る。┒ᒸ市総合防災訓練、⟶内合ྠ災害救ㆤ訓練、救ㆤ員┳ㆤᖌ୺事訓練䛻ཧຍし、യ⑓

者ᦙ㏦や救ㆤ所タႠ等の訓練を⾜った。

地ᇦの⤎ボランティア䛿、地ᇦ奉仕団䛜↓䛔地ᇦ等で、ボランティアをした䛔䛸䛔䛖᪉䚻のཷ䛡─䛸してເ㞟

し、Ⓩ㘓䛔た䛰䛔た᪉をᑐ㇟䛻㣴ᡂ◊ಟを実施した。支部୺催の◊ಟや訓練、地ᇦໟᣓ䜿ア事業へཧຍして

䛔た䛰䛔た௚、௒ᖺᗘ䛛䜙䛿ᮏ♫䛜᥎ዡする䝥䝻䝆ェ䜽トᆺ活動の◊ಟ会䛻ཧຍし、䛂ボランティアቑᙉ䛸௰㛫

䛵䛟䜚䛃を୰㛗ᮇ的な目ᶆ䛸し、➨ 1 ẁ㝵䛸して⤎ボランティア䛻䜘る活動紹介䝏ラシసᡂのた䜑のྲྀ䜚⤌䜏を開

ጞした。

䐟 ◊ಟ・訓練 （༢఩䠖ே）

୺催 訓練の名⛠ 実施日 会場 ཧຍ者ᩘ

支部
支部職員災害ᑐᛂ訓練、防災ボ

ランティア◊ಟ・㣴ᡂ◊ಟ
  8᭶ 29日 ┒ᒸ市北上川Ἑ川ᩜ 24名

支部 ⟶内合ྠ災害救ㆤ訓練 9᭶ 22日 支部 9名

支部
救ㆤ員赤十字┳ㆤᖌ◊ಟ 災害

救ㆤ演習
9᭶ 15日 支部 6名

┒ᒸ市 ┒ᒸ市総合防災訓練 11᭶ 18日 䛝た䛞䜣ボールパー䜽 2名

支部 地ᇦの⤎ボランティア㣴ᡂ◊ಟ 7᭶ 8日 支部 5名

支部 地ᇦの⤎ボランティアの㞟䛔 8᭶ 5日 支部 8名

ᮏ♫ 䝥䝻䝆ェ䜽トᆺ活動◊ಟ会（３ᅇ） 8᭶ 5日

10᭶ 23日

R6ᖺ 3᭶ 18日

支部

（Webཧຍ）
ᘏ䜉 7名

支部
地ᇦの⤎ボランティア

䝥䝻䝆ェ䜽トᆺ活動䝽ー䜽ショッ䝥
12᭶ 17日 支部 4名

支部
地ᇦの⤎ボランティア䝥䝻䝆ェ䜽ト

ᆺ活動（➨ 1 ᅇ）
R6ᖺ 2᭶ 23日 支部 5名
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② 防災ボランティアⓏ㘓者ᩘ（地ᇦู） （༢఩䠖ே）

地ᇦู 䝸ー䝎ー 地区䝸ー䝎ー ボランティア 合ィ

┒ᒸ市 1 0 17 18

ⰼᕳ市 1 0 3 4

▮ᕵ町 0 0 0 1

ዟᕞ市 1 0 4 5

一関市 0 0 1 1

大⯪Ώ市 0 1 0 1

㝣๓㧗⏣市 0 0 1 1

㔩▼市 1 2 1 4

ඵᖭᖹ市 1 0 3 4

஧ᡞ市 0 0 1 1

ᐑྂ市 0 0 4 4

⁪ἑ市 0 0 2 2

大槌町 1 0 2 3

㞸▼町 0 0 2 2

䛭の௚ 0 0 1 1

合 ィ 6 3 43 52

䐡 地ᇦの⤎ボランティアⓏ㘓者ᩘ（地ᇦู）

地 ᇦ ู ಶேボランティア （ே）

┒ᒸ市 䠑

⣸Ἴ町 ２

ዟᕞ市 １

ⰼᕳ市 2

ᖹἨ町 1

一関市 1

ᐑྂ市 1

合 ィ 13

（䠓）災害⩏援㔠のཷ付≧ἣ （R5ᖺᗘᒾᡭ┴支部ྲྀᢅ䛔㢠 ⩏援㔠名䛸㔠㢠の䜏ᥖ㍕）

ᒾᡭ┴䛜⿕災地䛸なる災害䛿Ⓨ⏕しな䛛った䛜、全ᅜ各地でⓎ⏕した⮬↛災害䛻䜘䜚⿕害をཷ䛡た⿕災地

の᪉䚻䛻ᑐする⩏援㔠䛜ᐤ䛫䜙䜜た。 （௧࿴ 6 ᖺ 3 ᭶ 31日⌧ᅾ）

                        

救援㔠名 㔠 㢠

௧࿴ 5ᖺ 5᭶⬟Ⓩ地᪉地㟈災害⩏援㔠 １䠕䠒䠈䠌３䠑෇

௧࿴ 5ᖺྎ㢼➨ 2ྕ等大㞵災害⩏援㔠 䠒２䠈䠓䠐１෇

௧࿴ 5ᖺ 6᭶ 30日䛛䜙の大㞵災害⩏援㔠 ２１２䠈䠒䠐䠑෇

௧࿴ 5ᖺ 7᭶ 7日䛛䜙の大㞵災害⩏援㔠 ３３䠐䠈䠑䠐䠓෇

௧࿴ 5ᖺྎ㢼➨ 6ྕ災害⩏援㔠 １䠔１䠈䠕１２෇

௧࿴ 5ᖺྎ㢼➨ 13ྕ災害⩏援㔠 １䠔䠌䠈䠔䠌１෇

௧࿴ 6ᖺ⬟Ⓩ༙ᓥ地㟈災害⩏援㔠 ３䠈䠌１䠕䠈䠐䠓䠓෇

合        ィ 䠐䠈１䠔䠔䠈１䠑䠔෇

（䠔） 防災・ῶ災のྲྀ⤌

ᮾ日ᮏ大㟈災などの㐣ཤの災害䛛䜙Ꮫ䜣䛰▱㆑やᩍ訓を௒ᚋのഛ䛘䛸して、多䛟の┴Ẹ䛻広䜑るた䜑、地

ᇦఫẸやᏛᰯをᑐ㇟䛻䛂赤十字防災セミ䝘ー䛃を開催した。䜎た、䛭のᬑཬのた䜑、防災事業ᣦᑟ者㣴ᡂを実

施し、᪂た䛻 33 名のᣦᑟ者を㣴ᡂした。

防災セミ䝘ーの実施場所䛸ཧຍ者ᩘ (༢఩䠖ே)

ᮇ 日 区分 場 所 内 容 ཧຍ者

���� ඹ㏻
┴Ⴀ༡㟷ᒣアパート㞟会所

䛂᳃のテラス䛃
災害へのഛ䛘 ��

���� ඹ㏻ ἑ内⏒ྃ 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ 㣤㇏୰Ꮫᰯ体⫱㤋 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ フタ䝞ᖹἨ 災害へのഛ䛘 DIG ��
���� ᨭ㒊 ┒ᒸ市❧ୗᶫ୰Ꮫᰯ体⫱㤋 救援物資⤌❧、タ⨨ ���
���� ඹ㏻ ᒾᡭ町䜖䛿䛪交流㤋 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ ᮏ一町内会බẸ㤋 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ 䠦䠝䛔䜟て୰ኸ㧗ᯇụཱྀᗑ 災害へのഛ䛘 ��
����� ᨭ㒊 ༓㈏▼ Ἠ㤋ᮾඖ‮ 災害へのഛ䛘、HL講習 ��
����� ඹ㏻ ┒ᒸ༡㧗ᰯ 災害へのഛ䛘 ���
����� ඹ㏻ Ύ Ⲯ 䜂な䜣じ䜗た䛔䛡䜣 ��
���� ඹ㏻ ᮾ࿴䝁ミ䝳ニティセンター 災害へのഛ䛘 ��
5����� ඹ㏻ 㐲㔝市㝃㤿∵地区センター 災害へのഛ䛘 ��
5������ ඹ㏻ 一ᡞ୰Ꮫᰯ 災害へのഛ䛘 ���

5������ ᨭ㒊 ┒ᒸ་⒪大Ꮫᰯ┳ㆤᏛ部
日赤の災害救ㆤᑐᛂ䛸 HL 䛸救援物資の

౑䛔᪉
��

5������ ᨭ㒊 㛗⯆ᑎᑠᏛᰯ お䛖ちの䜻䜿ン、䝝イ䝊ッ䜽ス⅕㣤体験 ��
赤十字防災セミ䝘ー１２ᅇ 支部⊂⮬防災セミ䝘ー䠑ᅇ 984
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② 防災ボランティアⓏ㘓者ᩘ（地ᇦู） （༢఩䠖ே）

地ᇦู 䝸ー䝎ー 地区䝸ー䝎ー ボランティア 合ィ
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௧࿴ 5ᖺ 6᭶ 30日䛛䜙の大㞵災害⩏援㔠 ２１２䠈䠒䠐䠑෇
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ᮾ日ᮏ大㟈災などの㐣ཤの災害䛛䜙Ꮫ䜣䛰▱㆑やᩍ訓を௒ᚋのഛ䛘䛸して、多䛟の┴Ẹ䛻広䜑るた䜑、地

ᇦఫẸやᏛᰯをᑐ㇟䛻䛂赤十字防災セミ䝘ー䛃を開催した。䜎た、䛭のᬑཬのた䜑、防災事業ᣦᑟ者㣴ᡂを実

施し、᪂た䛻 33 名のᣦᑟ者を㣴ᡂした。

防災セミ䝘ーの実施場所䛸ཧຍ者ᩘ (༢఩䠖ே)

ᮇ 日 区分 場 所 内 容 ཧຍ者
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┴Ⴀ༡㟷ᒣアパート㞟会所
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���� ඹ㏻ ἑ内⏒ྃ 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ 㣤㇏୰Ꮫᰯ体⫱㤋 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ フタ䝞ᖹἨ 災害へのഛ䛘 DIG ��
���� ᨭ㒊 ┒ᒸ市❧ୗᶫ୰Ꮫᰯ体⫱㤋 救援物資⤌❧、タ⨨ ���
���� ඹ㏻ ᒾᡭ町䜖䛿䛪交流㤋 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ ᮏ一町内会බẸ㤋 災害へのഛ䛘 ��
���� ඹ㏻ 䠦䠝䛔䜟て୰ኸ㧗ᯇụཱྀᗑ 災害へのഛ䛘 ��
����� ᨭ㒊 ༓㈏▼ Ἠ㤋ᮾඖ‮ 災害へのഛ䛘、HL講習 ��
����� ඹ㏻ ┒ᒸ༡㧗ᰯ 災害へのഛ䛘 ���
����� ඹ㏻ Ύ Ⲯ 䜂な䜣じ䜗た䛔䛡䜣 ��
���� ඹ㏻ ᮾ࿴䝁ミ䝳ニティセンター 災害へのഛ䛘 ��
5����� ඹ㏻ 㐲㔝市㝃㤿∵地区センター 災害へのഛ䛘 ��
5������ ඹ㏻ 一ᡞ୰Ꮫᰯ 災害へのഛ䛘 ���

5������ ᨭ㒊 ┒ᒸ་⒪大Ꮫᰯ┳ㆤᏛ部
日赤の災害救ㆤᑐᛂ䛸 HL 䛸救援物資の

౑䛔᪉
��

5������ ᨭ㒊 㛗⯆ᑎᑠᏛᰯ お䛖ちの䜻䜿ン、䝝イ䝊ッ䜽ス⅕㣤体験 ��
赤十字防災セミ䝘ー１２ᅇ 支部⊂⮬防災セミ䝘ー䠑ᅇ 984
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（䠕） ᚟⯆支援活動

ᖹᡂ 31 ᖺ 3 ᭶䛻ᾏእ救援㔠を౑⏝した᚟⯆支援事業䛂ノルディッ䜽・䜴䜷ー䜻ング䛸䛣䛣䜝の䜿ア䛃䛻䜘る௬タ

ఫᏯゼၥ䛿⤊஢した䛜、䛭のᚋ、奉仕団䛻䜘る䛂䜅䜜䛒䛔交流会䛃䛸してබႠఫᏯ等のゼၥをᖺ㛫 15 ᅇ䛛䜙 20

ᅇ⥅⥆して䛔た。௧࿴ 5 ᖺᗘ䛿、᪂ᆺ䝁䝻䝘䜴イルスឤᰁ⑕䛜➨ 5 㢮䛻఩⨨付䛡䜙䜜た䛣䛸䛻䜘䜚、ᇶᮏ的なឤ

ᰁᑐ⟇を⾜䛔な䛜䜙実施した。

䐟 奉仕団䛻䜘る䜅䜜䛒䛔交流会

実施日 実施場所 内容 ཧຍ奉仕団、職員等
ఫẸ

ཧຍ者

10/25
大槌町文化交流セ

ンターおしゃっち

䝫ールを౑った体᧯、ノルディッ

䜽・䜴䜷ー䜻ング、ラ䝆䜸体᧯、㋀

䜚、おᴦし䜏ᢳ㑅会・䝀ー䝮

ⰼᕳ市内 4 奉仕団（ⰼᕳ、大

㏕、▼㫽㇂、ᮾ࿴）１䠔名、ᒾᡭ

┴ノルディッ䜽・䜴䜷ー䜻ング奉

仕団員 1 名、支部職員 1 名

大槌町ᢸᙜ 1名

33名

10/15
㝣๓㧗⏣市⬥ノἑ

団地㞟会所

⅕䛝出し（䛿っ䛸Ồ）

演⯙䛻䜘る交流

じゃ䜣䛡䜣大会

一関市川ᓮ奉仕団員 13

名、一関市ᢸᙜ１名
35名

10/21

大槌町赤὾地区

（୰ኸබẸ㤋赤὾

分㤋）

䜂っ䛴䜏、⅕䛝㎸䜏䛤㣤のお᣺⯙

⏕活支援講習（೺ᗣ体᧯）

㐲㔝市奉仕団 4 名、㐲㔝

市᭷ຌ会員 1 名、㐲㔝市

ᢸᙜ 1 名、大槌町奉仕団

10 名、大槌町ᢸᙜ 1 名、

支部職員 2 名

200名

11/15
北上市総合⚟♴セ

ンター

大ᆺ⣬Ⱚᒃ ㋀䜚 ⭡ヰ⾡ ༡ி

⋢す䛰䜜 䝬䝆ッ䜽

北上市奉仕団員 14名

北上市ᢸᙜ 2 名、支部職

員 1名

北上市ᅾ

ఫ 9名

໭ୖᕷᆅ༊㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ࠸࠶ࢀࡩ஺ὶ఍

② 総合防災訓練等展示ブース出展

各地区分区を通じて、総合防災訓練や各種イベントへ展示ブースを出展し、来場者へ赤十字事業や救援物

資の紹介、救急法等のミニ講習を実施するなど広報活動を展開した。

実施日 実施場所 内容
ボランティア・

職員
来場者

5/21 一関市磐井川

北上川上流総合水防演習での

赤十字活動パネル・救援物資

展示、ノベルティグッズ・広報誌

配付

支部職員３名 約 50名

9/10

北上市多目的催事場

（北上市総合防災訓練

会場）

赤十字活動パネル・救援物資

展示、救急法体験、ノベルティ

グッズ・広報誌配付

支部職員 2 名 約 80名

11/3

大槌町文化交流センタ

ーおしゃっち（大槌町防

災フェスタ会場）

災害救助犬のデモンストレーシ

ョン、救援物資展示、救急法体

験、ノベルティグッズ・広報誌配

付

安全奉仕団員２名

支部職員１名
約 70名

    

    

防災展の様子
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（䠕） ᚟⯆支援活動
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仕団員 1 名、支部職員 1 名

大槌町ᢸᙜ 1名

33名

10/15
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団地㞟会所
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一関市川ᓮ奉仕団員 13
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10/21
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（10） ⮫᫬救ㆤ

බ的ᶵ関等䛛䜙౫㢗をཷ䛡た全┴つᶍの⾜事への救ㆤせ員のὴ㐵を⾜䛔、୙៖の事ᨾ等䛻䜘るയ⑓者

の救ㆤ䛻䛒たった。                                         

䐟 ⮫᫬救ㆤὴ㐵場所䛸ὴ㐵ேᩘ                                  (༢఩䠖ே)

ᮇ 日 ⾜事名 場 所 ὴ㐵ே員 ᝈ者ᩘ

5/14、21 北上川上流水防訓練 一関市北上川Ἑ川ᩜ 2 1

6/2䡚4 㧗総体ボート➇ᢏ ⰼᕳ市⏣℩†ボート場 3 0

6/3 ᒾᡭ┴㞀䛜䛔者ス䝫ー䝒大会 ᒾᡭ┴Ⴀ㐠動බᅬ 1 0

6/24䡚25 ༟⌫ᮾ北大会 ᒾᡭ┴Ⴀ体⫱㤋 2 0

7/13䡚16 ᮾ北総合体⫱大会ボート➇ᢏ ⰼᕳ市⏣℩†ボート場 4 0

7/27䡚28
JRC 䝸ー䝎ーシッ䝥

トレーニングセンター

ᅜ❧ᒾᡭᒣ

㟷ᑡᖺ交流のᐙ
2 2

9/1䡚3 ┴㧗等Ꮫᰯ᪂ேᡓボート➇ᢏ ⰼᕳ市⏣℩†ボート場 3 3

11/23 ➨ 82ᅇ一関・┒ᒸ㛫㥐ఏ➇㉮大会 JR一ノ関㥐๓䡚北上市ᙺ所๓ 3 0

䠎 ᩆᛴ法➼の講習
地ᇦの᪉䚻䛜೺ᗣ䛷安全䞉安ᚰ䛺ᬽ䜙䛧䜢㏦䜛た䜑䛻、人࿨ᩆຓの᪉法とල体ⓗ䛺▱㆑䞉ᢏ⾡䜢ᬑཬ䛩䜛た

䜑のᩆᛴ法、Ỉୖ安全法、೺ᗣ生ά支᥼講習、幼児安全法の講習䜢実施䛧てい䜛䚹新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ⑕

ᣑ大㜵Ṇのた䜑、ᇶ本ⓗ䛺ឤᰁ㜵Ṇᑐ⟇（೺ᗣ䝏䜵䝑䜽、䝬䝇䜽╔⏝、手指ᾘẘ、人と人との㊥㞳䜢ྲྀ䜛）䜢講

䛨、୍部の実ᢏの᪉法䜢ኚ᭦䛧䛺䛜䜙の実施と䛧た䚹                                         

（新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ⑕䛜 5㢮䜈⛣⾜䛧、ឤᰁᑐ⟇䜺䜲䝗䝷䜲ン䛜ᗫṆと䛺䜛 10᭶ 31日䜎䛷実施䛧た）

（１）ྛ講習のάືᴫせ

䛆 ᩆᛴ法 䛇

日ᖖ生ά䛻䛚䛡䜛事ᨾ㜵Ṇの▱㆑と、୙៖の事ᨾ䜔ᛴ⑓䛻ᑐ䛧て、་ᖌ䜔ᩆᛴ㝲䛻ᘬき⥅䛠䜎䛷の手ᙜ

ての᪉法䜢指導䛧、地ᇦ䛷の⮬ຓඹຓのព㆑䜢㧗䜑䜛もの䛷、赤十字ᩆᛴ法ᇶ♏講習と、䛭の୍部䜢短᫬㛫

䛷⾜う短期講習䜢実施䛧た䚹

௧和 5ᖺᗘ䛿ᇶ♏講習、ᩆᛴ員養成講習、短期講習、指導員養成講習䜢開催䛧た䚹

䐟 ᩆᛴ法ᇶ♏講習の実施主体と受講者数 (単位：人)

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

5/7、6/7、8/31、

3/14
日本赤十字社岩手県支部 74

4/28 ᒾᡭ┴❧኱Ꮫ┳ㆤᏛ㒊 7

5/16 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 39 指導員௻⏬

5/26 ኱ཎᏛᅬ 16

6/17 ⛉ṑ࠺ࡻࡕࡃࡶ࠸ࡊ 5 指導員௻⏬

6/18
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
12 指導員௻⏬

6/19 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 44 指導員௻⏬

7/8
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
15 指導員௻⏬

7/25 ୍㛵修⣚㧗➼Ꮫᰯ 12

8/24 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 9 指導員௻⏬

10/8
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
5 指導員௻⏬

10/19 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 46

10/27 Ꮫᅬࡾ࡝ࡳ࣭ࡃのࡕࡳ 10

11/13 ௓ㆤປാᏳᐃ࣮ࢱࣥࢭᒾᡭᨭ㒊 28

11/29 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 18

11/30 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 2 指導員௻⏬

12/6 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 20

12/13 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 17

12/20 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 20
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（10） ⮫᫬救ㆤ

බ的ᶵ関等䛛䜙౫㢗をཷ䛡た全┴つᶍの⾜事への救ㆤせ員のὴ㐵を⾜䛔、୙៖の事ᨾ等䛻䜘るയ⑓者

の救ㆤ䛻䛒たった。                                         

䐟 ⮫᫬救ㆤὴ㐵場所䛸ὴ㐵ேᩘ                                  (༢఩䠖ே)

ᮇ 日 ⾜事名 場 所 ὴ㐵ே員 ᝈ者ᩘ

5/14、21 北上川上流水防訓練 一関市北上川Ἑ川ᩜ 2 1

6/2䡚4 㧗総体ボート➇ᢏ ⰼᕳ市⏣℩†ボート場 3 0

6/3 ᒾᡭ┴㞀䛜䛔者ス䝫ー䝒大会 ᒾᡭ┴Ⴀ㐠動බᅬ 1 0

6/24䡚25 ༟⌫ᮾ北大会 ᒾᡭ┴Ⴀ体⫱㤋 2 0

7/13䡚16 ᮾ北総合体⫱大会ボート➇ᢏ ⰼᕳ市⏣℩†ボート場 4 0

7/27䡚28
JRC 䝸ー䝎ーシッ䝥

トレーニングセンター

ᅜ❧ᒾᡭᒣ

㟷ᑡᖺ交流のᐙ
2 2

9/1䡚3 ┴㧗等Ꮫᰯ᪂ேᡓボート➇ᢏ ⰼᕳ市⏣℩†ボート場 3 3

11/23 ➨ 82ᅇ一関・┒ᒸ㛫㥐ఏ➇㉮大会 JR一ノ関㥐๓䡚北上市ᙺ所๓ 3 0

䠎 ᩆᛴ法➼の講習
地ᇦの᪉䚻䛜೺ᗣ䛷安全䞉安ᚰ䛺ᬽ䜙䛧䜢㏦䜛た䜑䛻、人࿨ᩆຓの᪉法とල体ⓗ䛺▱㆑䞉ᢏ⾡䜢ᬑཬ䛩䜛た

䜑のᩆᛴ法、Ỉୖ安全法、೺ᗣ生ά支᥼講習、幼児安全法の講習䜢実施䛧てい䜛䚹新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ⑕

ᣑ大㜵Ṇのた䜑、ᇶ本ⓗ䛺ឤᰁ㜵Ṇᑐ⟇（೺ᗣ䝏䜵䝑䜽、䝬䝇䜽╔⏝、手指ᾘẘ、人と人との㊥㞳䜢ྲྀ䜛）䜢講

䛨、୍部の実ᢏの᪉法䜢ኚ᭦䛧䛺䛜䜙の実施と䛧た䚹                                         

（新ᆺ䝁䝻䝘䜴䜲䝹䝇ឤᰁ⑕䛜 5㢮䜈⛣⾜䛧、ឤᰁᑐ⟇䜺䜲䝗䝷䜲ン䛜ᗫṆと䛺䜛 10᭶ 31日䜎䛷実施䛧た）

（１）ྛ講習のάືᴫせ

䛆 ᩆᛴ法 䛇

日ᖖ生ά䛻䛚䛡䜛事ᨾ㜵Ṇの▱㆑と、୙៖の事ᨾ䜔ᛴ⑓䛻ᑐ䛧て、་ᖌ䜔ᩆᛴ㝲䛻ᘬき⥅䛠䜎䛷の手ᙜ

ての᪉法䜢指導䛧、地ᇦ䛷の⮬ຓඹຓのព㆑䜢㧗䜑䜛もの䛷、赤十字ᩆᛴ法ᇶ♏講習と、䛭の୍部䜢短᫬㛫

䛷⾜う短期講習䜢実施䛧た䚹

௧和 5ᖺᗘ䛿ᇶ♏講習、ᩆᛴ員養成講習、短期講習、指導員養成講習䜢開催䛧た䚹

䐟 ᩆᛴ法ᇶ♏講習の実施主体と受講者数 (単位：人)

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

5/7、6/7、8/31、

3/14
日本赤十字社岩手県支部 74

4/28 ᒾᡭ┴❧኱Ꮫ┳ㆤᏛ㒊 7

5/16 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 39 指導員௻⏬

5/26 ኱ཎᏛᅬ 16

6/17 ⛉ṑ࠺ࡻࡕࡃࡶ࠸ࡊ 5 指導員௻⏬

6/18
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
12 指導員௻⏬

6/19 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 44 指導員௻⏬

7/8
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
15 指導員௻⏬

7/25 ୍㛵修⣚㧗➼Ꮫᰯ 12

8/24 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 9 指導員௻⏬

10/8
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
5 指導員௻⏬

10/19 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 46

10/27 Ꮫᅬࡾ࡝ࡳ࣭ࡃのࡕࡳ 10

11/13 ௓ㆤປാᏳᐃ࣮ࢱࣥࢭᒾᡭᨭ㒊 28

11/29 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 18

11/30 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 2 指導員௻⏬

12/6 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 20

12/13 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 17

12/20 ┒ᒸ࣊ࢡ࢖࣓࢔ᑓ㛛Ꮫᰯ 20
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1/11 ໭᪥ᮏ་⒪⚟♴ᑓ㛛Ꮫᰯ 18

2/1 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 6 指導員௻⏬

2/22 ᒾᡭ┴ࢫࣂ༠఍ 8

2/28 ┒ᒸ་⒪኱Ꮫᰯ┳ㆤᏛ⛉ 30 指導員௻⏬

3/11 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ➨஧㧗➼Ꮫᰯ 9

ᩆᛴ法ᇶ♏講習 27回 470

䐠 ᩆᛴ法ᩆᛴ員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

6/8～9

9/1～2

3/15～16

᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊 59

5/18～20 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 40 指導員௻⏬

6/20～22 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 43 指導員௻⏬

8/24～25 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 9 指導員௻⏬

10/21～22
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
9 指導員௻⏬

11/14～15 ௓ㆤປാᏳᐃ࣮ࢱࣥࢭᒾᡭᨭ㒊 28

1/17～18 ໭᪥ᮏ་⒪⚟♴ᑓ㛛Ꮫᰯ 17

2/2～3 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 6 指導員௻⏬

ᩆᛴ法ᩆᛴ員養成講習 10回 211

③ ᩆᛴ法短期講習 ౫㢗ඛと受講人数 (単位：人)

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

4/5 ඵᖭᖹᕷ❧Ᏻ௦୰Ꮫᰯ 12

4/22 ⁪ἑᕷయ⫱༠఍ 21

4/23 ⁪ἑᕷయ⫱༠఍ 21

4/26 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 18 指導員௻⏬

4/29 ⳥ụᢏ研ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥ 70

5/12 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 50 指導員௻⏬

5/17 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

5/18 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

5/23 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ㟷ᯇᨭ᥼Ꮫᰯ 19

    

ᩆᛴἲㅮ⩦の様子

6/1 ┒ᒸᕷ❧ᇛ༡ᑠᏛᰯ 18

6/2 ୍㛵ᕷ༓ཕ㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ 32

6/2 ᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊㸦JRC指導⪅㣴ᡂ㸧 6

6/5 㞸▼⏫ศ༊ 15

6/8 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ➨஧㧗➼Ꮫᰯ 30

6/9 ඵᖭᖹᕷ❧す᰿➨୍୰Ꮫᰯ 89

6/18 㔝㫽の఍ࢃ࠺࡜ 20

6/21 ᒾᡭ┴㆙ᐹᮏ㒊㐠㌿චチㄢ 40

6/22 ᒾᡭ┴指ᐃ⮬ື㌴ᩍ⩦ᡤ༠఍ 38

6/22 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 8 指導員௻⏬

6/23 ᒾᡭ┴指ᐃ⮬ື㌴ᩍ⩦ᡤ༠఍ 38

6/23 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 7 指導員௻⏬

6/24 ᒾᡭ┴指ᐃ⮬ື㌴ᩍ⩦ᡤ༠఍ 38

6/27 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 164 指導員௻⏬

6/30 ᒾᡭ┴❧୍㛵➨஧㧗➼Ꮫᰯ 3

7/4 ඵᖭᖹᕷ❧Ᏻ௦୰Ꮫᰯ 23

7/5 ᐑྂ㆙ᐹ⨫ 14 指導員௻⏬

7/6 ᐑྂ㆙ᐹ⨫ 13 指導員௻⏬

7/5 ┒ᒸᕷ❧୰㔝ᑠᏛᰯ PTA 25

7/5 ᭷㝈఍♫ගᡂᕤᴗ 91

7/6 ᪥㉥㔩▼ᕷᆅ༊ 18

7/9 ┒ᒸ YMCA 72

7/10 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9 指導員௻⏬

7/11 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9 指導員௻⏬

7/11 ໭ୖᕷ❧㣤㇏୰Ꮫᰯ 79

7/12 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9

7/12 ⁪ἑᕷ❧⁪ἑ➨஧ᑠᏛᰯ 87

7/13 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9

7/13 ┒ᒸᕷ❧㒔༡ᮾᑠᏛᰯ 17

7/13 ඵᖭᖹᕷ❧ᑎ⏣ᑠᏛᰯ 18

7/14 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10

7/16 ኳ⌮ᩍᒾᡭᩍົᨭᗇ 20

7/16 ᪥㉥୍㛵ᕷᆅ༊㸦♫༠㸧 14

7/18 ⁪ἑᕷ❧⠛ᮌᑠᏛᰯ 17

7/20 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

7/21 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

7/24 ᖹἨࣂࢱࣇ 16

7/25 ▮ᕵ⏫❧▮ᕵ໭୰Ꮫᰯ 39

7/26 ⁪ἑᕷ❧㬼㣫ᑠᏛᰯ 30

7/26 ᪥㉥኱ᵔ⏫ศ༊ 8
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1/11 ໭᪥ᮏ་⒪⚟♴ᑓ㛛Ꮫᰯ 18

2/1 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 6 指導員௻⏬

2/22 ᒾᡭ┴ࢫࣂ༠఍ 8

2/28 ┒ᒸ་⒪኱Ꮫᰯ┳ㆤᏛ⛉ 30 指導員௻⏬

3/11 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ➨஧㧗➼Ꮫᰯ 9

ᩆᛴ法ᇶ♏講習 27回 470

䐠 ᩆᛴ法ᩆᛴ員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

6/8～9

9/1～2

3/15～16

᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊 59

5/18～20 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 40 指導員௻⏬

6/20～22 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 43 指導員௻⏬

8/24～25 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 9 指導員௻⏬

10/21～22
ᐑྂᕷᆅᇦ๰⏕࣮ࢱࣥࢭ

ࡤࢁࡦࢳ࣐ࡳ࠺
9 指導員௻⏬

11/14～15 ௓ㆤປാᏳᐃ࣮ࢱࣥࢭᒾᡭᨭ㒊 28

1/17～18 ໭᪥ᮏ་⒪⚟♴ᑓ㛛Ꮫᰯ 17

2/2～3 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 6 指導員௻⏬

ᩆᛴ法ᩆᛴ員養成講習 10回 211

③ ᩆᛴ法短期講習 ౫㢗ඛと受講人数 (単位：人)

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

4/5 ඵᖭᖹᕷ❧Ᏻ௦୰Ꮫᰯ 12

4/22 ⁪ἑᕷయ⫱༠఍ 21

4/23 ⁪ἑᕷయ⫱༠఍ 21

4/26 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 18 指導員௻⏬

4/29 ⳥ụᢏ研ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥ 70

5/12 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 50 指導員௻⏬

5/17 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

5/18 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

5/23 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ㟷ᯇᨭ᥼Ꮫᰯ 19

    

ᩆᛴἲㅮ⩦の様子

6/1 ┒ᒸᕷ❧ᇛ༡ᑠᏛᰯ 18

6/2 ୍㛵ᕷ༓ཕ㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ 32

6/2 ᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊㸦JRC指導⪅㣴ᡂ㸧 6

6/5 㞸▼⏫ศ༊ 15

6/8 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ➨஧㧗➼Ꮫᰯ 30

6/9 ඵᖭᖹᕷ❧す᰿➨୍୰Ꮫᰯ 89

6/18 㔝㫽の఍ࢃ࠺࡜ 20

6/21 ᒾᡭ┴㆙ᐹᮏ㒊㐠㌿චチㄢ 40

6/22 ᒾᡭ┴指ᐃ⮬ື㌴ᩍ⩦ᡤ༠఍ 38

6/22 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 8 指導員௻⏬

6/23 ᒾᡭ┴指ᐃ⮬ື㌴ᩍ⩦ᡤ༠఍ 38

6/23 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 7 指導員௻⏬

6/24 ᒾᡭ┴指ᐃ⮬ື㌴ᩍ⩦ᡤ༠఍ 38

6/27 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 164 指導員௻⏬

6/30 ᒾᡭ┴❧୍㛵➨஧㧗➼Ꮫᰯ 3

7/4 ඵᖭᖹᕷ❧Ᏻ௦୰Ꮫᰯ 23

7/5 ᐑྂ㆙ᐹ⨫ 14 指導員௻⏬

7/6 ᐑྂ㆙ᐹ⨫ 13 指導員௻⏬

7/5 ┒ᒸᕷ❧୰㔝ᑠᏛᰯ PTA 25

7/5 ᭷㝈఍♫ගᡂᕤᴗ 91

7/6 ᪥㉥㔩▼ᕷᆅ༊ 18

7/9 ┒ᒸ YMCA 72

7/10 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9 指導員௻⏬

7/11 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9 指導員௻⏬

7/11 ໭ୖᕷ❧㣤㇏୰Ꮫᰯ 79

7/12 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9

7/12 ⁪ἑᕷ❧⁪ἑ➨஧ᑠᏛᰯ 87

7/13 㔩▼㆙ᐹ⨫ 9

7/13 ┒ᒸᕷ❧㒔༡ᮾᑠᏛᰯ 17

7/13 ඵᖭᖹᕷ❧ᑎ⏣ᑠᏛᰯ 18

7/14 㔩▼㆙ᐹ⨫ 10

7/16 ኳ⌮ᩍᒾᡭᩍົᨭᗇ 20

7/16 ᪥㉥୍㛵ᕷᆅ༊㸦♫༠㸧 14

7/18 ⁪ἑᕷ❧⠛ᮌᑠᏛᰯ 17

7/20 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

7/21 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

7/24 ᖹἨࣂࢱࣇ 16

7/25 ▮ᕵ⏫❧▮ᕵ໭୰Ꮫᰯ 39

7/26 ⁪ἑᕷ❧㬼㣫ᑠᏛᰯ 30

7/26 ᪥㉥኱ᵔ⏫ศ༊ 8
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7/27 ᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊㸦JRCࣥࢭࣞࢺ㸧 97

8/4 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 11

8/6 㔠ࢣᓮ⏫ศ༊㸦㔠ࢣᓮ⏫ࢶ࣮࣏ࢫᑡᖺᅋ

ᮏ㒊㸧
26

8/23 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 90 指導員௻⏬

8/24 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

8/25 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

8/31 ୍ᡞ⏫❧୍ᡞᑠᏛᰯ 12

9/2 ᐑྂᕷඣ❺┦ㄯᡤ 12 指導員௻⏬

9/8 㝣ୖ⮬⾨㝲ᒾᡭ㥔ᒡᆅ 19 指導員௻⏬

9/12 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 98

9/22 ⁪ἑᕷ❧⁪ἑᮾᑠᏛᰯ 88

9/24 ᒾᡭ┴ᰂ㐨ᩚ᚟ᖌ఍ 20

9/25 ओ஬⸨ගᏛ研✲ᡤ 24

10/11 ओ࣓ࣞࣇ 32 指導員௻⏬

10/12 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 23 指導員௻⏬

10/14 ᒾᡭ┴ႠṊ㐨㤋 29 指導員௻⏬

10/17 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 56

10/23 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 104 指導員௻⏬

10/30 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ 220

11/7 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 56

11/8 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 15 指導員௻⏬

11/8 ໭ୖ㆙ᐹ⨫ 12 指導員௻⏬

11/11 ᒾᡭ┴ႠṊ㐨㤋 63 指導員௻⏬

11/11 ⁪ἑᕷ❧ᰗἑᑠ୰Ꮫᰯ 30

11/15 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

11/16 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38

11/23 ┒ᒸᕷᅵῡάື࣮ࢱࣥࢭ 15 指導員௻⏬

11/26 ᒸᆅ༊༠㆟఍┒ࢺ࢘࢝ࢫ࢖࣮࣎ 17

11/27 ᐩኈ኱Ꮫ 38 指導員௻⏬

12/20 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 122 指導員௻⏬

1/17 㝣ୖ⮬⾨㝲ᒾᡭ㥔ᒡᆅ 15 指導員௻⏬

1/29 ᒾᡭ┴ࢫࣂ༠఍ 18

2/2 の఍ࡳ࡞ࡶ 20

2/6 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 20 指導員௻⏬

2/13 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/14 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/15 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38

2/15 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/16 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/16 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38

2/16 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 83 指導員௻⏬

2/15 ᒾᡭ┴❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 80

2/16 ᒾᡭ┴❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 80

2/18 ᳃ᯘ෌⏕研✲఍࡚ࢃ࠸ 38

2/19 ᒾᡭ┴❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 40

2/29 ᒾᡭ┴ࢫࣂ༠఍ 37

3/7 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

3/8 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

3/23 ओࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡ࡭ࢇ࠸ 21

短期講習 98回 3䠈691

䙸 ᩆᛴ法 指導員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

事前研修 11/4～5

日本赤十字社岩手県支部

9

本研修 11/25～27 12/1～2 9

事後研修（新任研修）1/13 9

ᩆᛴ法講習 指導員養成講習 １回 9

䐣 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数 (単位：人)

䛆 Ỉୖ安全法 䛇

Ỉ䜢ά⏝䛧て೺ᗣのቑ㐍䜢ᅗり、Ỉの事ᨾ䛛䜙生࿨䜢Ᏺ䜛た䜑、Ὃ䛞のᇶ本と⮬ᕫ保全、Ỉの事ᨾ㜵Ṇ、

⁒䜜た人のᩆຓ、ᛂᛴ手ᙜ䛺どの▱㆑とᢏ⾡䜢指導䛩䜛もの䛷、௧和 5 ᖺᗘ䛿Ỉୖ安全法ᩆຓ員䊠養成講

習ཬ䜃短期講習䜢実施䛧た䚹

䐟 Ỉୖ安全法短期講習 (単位：人)

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

6/20 ᒾᡭ┴ࢶ࣮࣏ࢫ᣺⯆ㄢ 9 ▷ᮇ BLSྵ
6/27 ඵᖭᖹᕷయ⫱༠఍ 10 ▷ᮇ BLSྵ
6/30 ᒾᡭ኱Ꮫ㝃ᒓ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ 33 ▷ᮇ BLSྵ
7/3 ᪥㉥㞸▼⏫ศ༊ 10 ▷ᮇ BLSྵ
8/28 㐲㔝ᕷ❧ୖ㒓ᑠᏛᰯ 20 ╔⾰

8/29 㐲㔝ᕷ❧㟷➲ᑠᏛᰯ 69 ╔⾰

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

ᇶ♏ 27 470

ᩆᛴ員養成 10 211

短期講習 98 3,691

指導員養成 1 9

ィ 136 4,381
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7/27 ᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊㸦JRCࣥࢭࣞࢺ㸧 97

8/4 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 11

8/6 㔠ࢣᓮ⏫ศ༊㸦㔠ࢣᓮ⏫ࢶ࣮࣏ࢫᑡᖺᅋ

ᮏ㒊㸧
26

8/23 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 90 指導員௻⏬

8/24 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

8/25 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

8/31 ୍ᡞ⏫❧୍ᡞᑠᏛᰯ 12

9/2 ᐑྂᕷඣ❺┦ㄯᡤ 12 指導員௻⏬

9/8 㝣ୖ⮬⾨㝲ᒾᡭ㥔ᒡᆅ 19 指導員௻⏬

9/12 ඵᖭᖹᕷ❧ᯇᑿ୰Ꮫᰯ 98

9/22 ⁪ἑᕷ❧⁪ἑᮾᑠᏛᰯ 88

9/24 ᒾᡭ┴ᰂ㐨ᩚ᚟ᖌ఍ 20

9/25 ओ஬⸨ගᏛ研✲ᡤ 24

10/11 ओ࣓ࣞࣇ 32 指導員௻⏬

10/12 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 23 指導員௻⏬

10/14 ᒾᡭ┴ႠṊ㐨㤋 29 指導員௻⏬

10/17 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 56

10/23 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 104 指導員௻⏬

10/30 ᒾᡭ┴❧┒ᒸ༡㧗➼Ꮫᰯ 220

11/7 ᒾᡭ┴♫఍⚟♴༠㆟఍ 56

11/8 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 15 指導員௻⏬

11/8 ໭ୖ㆙ᐹ⨫ 12 指導員௻⏬

11/11 ᒾᡭ┴ႠṊ㐨㤋 63 指導員௻⏬

11/11 ⁪ἑᕷ❧ᰗἑᑠ୰Ꮫᰯ 30

11/15 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

11/16 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38

11/23 ┒ᒸᕷᅵῡάື࣮ࢱࣥࢭ 15 指導員௻⏬

11/26 ᒸᆅ༊༠㆟఍┒ࢺ࢘࢝ࢫ࢖࣮࣎ 17

11/27 ᐩኈ኱Ꮫ 38 指導員௻⏬

12/20 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 122 指導員௻⏬

1/17 㝣ୖ⮬⾨㝲ᒾᡭ㥔ᒡᆅ 15 指導員௻⏬

1/29 ᒾᡭ┴ࢫࣂ༠఍ 18

2/2 の఍ࡳ࡞ࡶ 20

2/6 ᒾᡭ┴㆙ᐹᏛᰯ 20 指導員௻⏬

2/13 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/14 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/15 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38

2/15 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/16 㔩▼㆙ᐹ⨫ 8 指導員௻⏬

2/16 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 38

2/16 ┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔 83 指導員௻⏬

2/15 ᒾᡭ┴❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 80

2/16 ᒾᡭ┴❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 80

2/18 ᳃ᯘ෌⏕研✲఍࡚ࢃ࠸ 38

2/19 ᒾᡭ┴❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ 40

2/29 ᒾᡭ┴ࢫࣂ༠఍ 37

3/7 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

3/8 ᒾᡭປാᇶ‽༠఍ 40

3/23 ओࢢࣥࢽ࣮ࣜࢡ࡭ࢇ࠸ 21

短期講習 98回 3䠈691

䙸 ᩆᛴ法 指導員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

事前研修 11/4～5

日本赤十字社岩手県支部

9

本研修 11/25～27 12/1～2 9

事後研修（新任研修）1/13 9

ᩆᛴ法講習 指導員養成講習 １回 9

䐣 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数 (単位：人)

䛆 Ỉୖ安全法 䛇

Ỉ䜢ά⏝䛧て೺ᗣのቑ㐍䜢ᅗり、Ỉの事ᨾ䛛䜙生࿨䜢Ᏺ䜛た䜑、Ὃ䛞のᇶ本と⮬ᕫ保全、Ỉの事ᨾ㜵Ṇ、

⁒䜜た人のᩆຓ、ᛂᛴ手ᙜ䛺どの▱㆑とᢏ⾡䜢指導䛩䜛もの䛷、௧和 5 ᖺᗘ䛿Ỉୖ安全法ᩆຓ員䊠養成講

習ཬ䜃短期講習䜢実施䛧た䚹

䐟 Ỉୖ安全法短期講習 (単位：人)

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

6/20 ᒾᡭ┴ࢶ࣮࣏ࢫ᣺⯆ㄢ 9 ▷ᮇ BLSྵ
6/27 ඵᖭᖹᕷయ⫱༠఍ 10 ▷ᮇ BLSྵ
6/30 ᒾᡭ኱Ꮫ㝃ᒓ≉ูᨭ᥼Ꮫᰯ 33 ▷ᮇ BLSྵ
7/3 ᪥㉥㞸▼⏫ศ༊ 10 ▷ᮇ BLSྵ
8/28 㐲㔝ᕷ❧ୖ㒓ᑠᏛᰯ 20 ╔⾰

8/29 㐲㔝ᕷ❧㟷➲ᑠᏛᰯ 69 ╔⾰

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

ᇶ♏ 27 470

ᩆᛴ員養成 10 211

短期講習 98 3,691

指導員養成 1 9

ィ 136 4,381

― 20 ―

2403467中身.indd   20 2024/05/31   11:27



8/30 㐲㔝ᕷ❧ᅵῡᑠᏛᰯ 30 ╔⾰

9/4 㐲㔝ᕷ❧㐲㔝ᑠᏛᰯ 87 ╔⾰

9/7 ዟᕞᕷ❧⫹ἑ➨୍ᑠᏛᰯ 49 ╔⾰

10/17 ࢼ࣮ࣜ࢔ࣖ࢝ࢱ 15 ▷ᮇ BLSྵ
短期講習 10回 332

䐠 ᩆຓ員䊠養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

9/9～11 ᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊㸦┒ᒸᕷ⥲ྜ࣮ࣝࣉ㸧 7

③ 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数 (単位：人)

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

ᩆຓ員䊠養成 1 7

ᩆຓ員䊡養成 䠉 䠉

短期講習 10 332

指導員䊠養成 䠉 䠉

指導員䊡養成 䠉 䠉

ィ 11 339

䛆 ೺ᗣ生ά支᥼講習 䛇

೺䜔䛛䛺㧗㱋期䜢㐣䛤䛩た䜑の௓ㆤ䞉支᥼の▱㆑䞉ᢏ⾡の習ᚓと実㊶䜢㏻䛧て、೺ᗣ⥔ᣢ䞉ቑ㐍のᛮ᝿と஫

い䛻ຓ䛡ྜう䝪䝷ン䝔䜱䜰のᚰ䜢育䜏、赤十字άື䛻✚ᴟⓗ䛻ཧຍ䛧てもうこと䜢┠ⓗと䛧た講習䛷䛒䜛䚹

௧和 5ᖺᗘ䛿೺ᗣ生ά支᥼講習支᥼員養成講習と䛭の୍部䜢短᫬㛫䛷⾜う短期講習䜢実施䛧た䚹

䐟 ೺ᗣ生ά支᥼講習支᥼員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

7/14～15 日本赤十字社岩手県支部 6

11/2～3 日本赤十字社岩手県支部 5

೺ᗣ生ά支᥼講習支᥼員養成講習 2回 11

䐠 ೺ᗣ生ά支᥼講習 短期講習 ౫㢗ඛと受講者数                    (単位：人)

開催日 実施主体 受講者数 ഛ⪃

5/25 ఫ⏣⏫ศ区 50

7/19 大⯪Ώ市赤十字ዊ௙ᅋ（WEB開催） 6

7/25 ୍㛵市ⰼἨ赤十字ዊ௙ᅋ 50 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

8/1 二戸市赤十字ዊ௙ᅋ 30

8/17 㝣前㧗⏣市赤十字ዊ௙ᅋ 9 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

8/23 盛岡市地区᭷ຌ会 20

8/30 ୍㛵市ᮾ山赤十字ዊ௙ᅋ 35 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

9/30 盛岡赤十字᱒ⰼ会 40

10/7 㔠䞄ᓮ⏫赤十字ዊ௙ᅋ 20 ㌟㏆䛺赤十字 ዊ௙ᅋサ䝻ン

10/9 盛岡市赤十字ዊ௙ᅋ 12 ㌟㏆䛺赤十字 ዊ௙ᅋサ䝻ン

10/18 㔠䞄ᓮ⏫赤十字ዊ௙ᅋ 15 ㌟㏆䛺赤十字 ዊ௙ᅋサ䝻ン

10/21 㐲㔝市赤十字ዊ௙ᅋ 30 ふ䜜䛒い஺ὶ会

11/11 矢巾⏫社会福祉協議会 14

11/13 ௓ㆤປാ安ᐃセンター岩手支部 28

11/21 ⰼᕳ市地区᭷ຌ会 18

11/30 ୍㛵市ᐊ᰿赤十字ዊ௙ᅋ 14 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

1/30 ዟᕞ市地区 18

2/6 矢巾⏫ศ区 60 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

2/7 ⰼᕳ市赤十字ዊ௙ᅋ 19

2/8 釜石市地区 20 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

3/21 二戸市地区 16 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

短期講習 21 回 524

③ 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数 (単位：人)

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

支᥼員養成 2 11

短期講習 21 524

指導員養成 䠉 䠉

ィ 23 535

䛆 幼児安全法講習 䛇

幼児期䛻㉳こり䜔䛩い事ᨾのண㜵ཬ䜃手ᙜての実㝿、䛛䛛り䜔䛩い⑓Ẽと┳⑓の௙᪉䛺どの▱㆑とᢏ⾡指

導䜢┠ⓗと䛧た講習䜢実施䛩䜛もの䛷、௧和䠑ᖺᗘ䛿幼児安全法支᥼員養成講習と䛭の୍部䜢短᫬㛫䛷⾜う短

期講習䜢実施䛩䜛ととも䛻、䠐ᖺ䜆り䛻指導員養成講習䜢開催䛧た䚹

䐟 幼児安全法 支᥼員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

6/3～4 日本赤十字社岩手県支部 16

8/29～30 盛岡་⒪福祉䝇ポー䝒ᑓ㛛Ꮫᰯ 18

10/13～14 日本赤十字社岩手県支部 5

幼児安全法 支᥼員養成講習 3回 39
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8/30 㐲㔝ᕷ❧ᅵῡᑠᏛᰯ 30 ╔⾰

9/4 㐲㔝ᕷ❧㐲㔝ᑠᏛᰯ 87 ╔⾰

9/7 ዟᕞᕷ❧⫹ἑ➨୍ᑠᏛᰯ 49 ╔⾰

10/17 ࢼ࣮ࣜ࢔ࣖ࢝ࢱ 15 ▷ᮇ BLSྵ
短期講習 10回 332

䐠 ᩆຓ員䊠養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数 ഛ⪃

9/9～11 ᪥㉥ᒾᡭ┴ᨭ㒊㸦┒ᒸᕷ⥲ྜ࣮ࣝࣉ㸧 7

③ 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数 (単位：人)

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

ᩆຓ員䊠養成 1 7

ᩆຓ員䊡養成 䠉 䠉

短期講習 10 332

指導員䊠養成 䠉 䠉

指導員䊡養成 䠉 䠉

ィ 11 339

䛆 ೺ᗣ生ά支᥼講習 䛇

೺䜔䛛䛺㧗㱋期䜢㐣䛤䛩た䜑の௓ㆤ䞉支᥼の▱㆑䞉ᢏ⾡の習ᚓと実㊶䜢㏻䛧て、೺ᗣ⥔ᣢ䞉ቑ㐍のᛮ᝿と஫

い䛻ຓ䛡ྜう䝪䝷ン䝔䜱䜰のᚰ䜢育䜏、赤十字άື䛻✚ᴟⓗ䛻ཧຍ䛧てもうこと䜢┠ⓗと䛧た講習䛷䛒䜛䚹

௧和 5ᖺᗘ䛿೺ᗣ生ά支᥼講習支᥼員養成講習と䛭の୍部䜢短᫬㛫䛷⾜う短期講習䜢実施䛧た䚹

䐟 ೺ᗣ生ά支᥼講習支᥼員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

7/14～15 日本赤十字社岩手県支部 6

11/2～3 日本赤十字社岩手県支部 5

೺ᗣ生ά支᥼講習支᥼員養成講習 2回 11

䐠 ೺ᗣ生ά支᥼講習 短期講習 ౫㢗ඛと受講者数                    (単位：人)

開催日 実施主体 受講者数 ഛ⪃

5/25 ఫ⏣⏫ศ区 50

7/19 大⯪Ώ市赤十字ዊ௙ᅋ（WEB開催） 6

7/25 ୍㛵市ⰼἨ赤十字ዊ௙ᅋ 50 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

8/1 二戸市赤十字ዊ௙ᅋ 30

8/17 㝣前㧗⏣市赤十字ዊ௙ᅋ 9 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

8/23 盛岡市地区᭷ຌ会 20

8/30 ୍㛵市ᮾ山赤十字ዊ௙ᅋ 35 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

9/30 盛岡赤十字᱒ⰼ会 40

10/7 㔠䞄ᓮ⏫赤十字ዊ௙ᅋ 20 ㌟㏆䛺赤十字 ዊ௙ᅋサ䝻ン

10/9 盛岡市赤十字ዊ௙ᅋ 12 ㌟㏆䛺赤十字 ዊ௙ᅋサ䝻ン

10/18 㔠䞄ᓮ⏫赤十字ዊ௙ᅋ 15 ㌟㏆䛺赤十字 ዊ௙ᅋサ䝻ン

10/21 㐲㔝市赤十字ዊ௙ᅋ 30 ふ䜜䛒い஺ὶ会

11/11 矢巾⏫社会福祉協議会 14

11/13 ௓ㆤປാ安ᐃセンター岩手支部 28

11/21 ⰼᕳ市地区᭷ຌ会 18

11/30 ୍㛵市ᐊ᰿赤十字ዊ௙ᅋ 14 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

1/30 ዟᕞ市地区 18

2/6 矢巾⏫ศ区 60 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

2/7 ⰼᕳ市赤十字ዊ௙ᅋ 19

2/8 釜石市地区 20 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

3/21 二戸市地区 16 ㌟㏆䛺赤十字ㄝ᫂ゼၥ研修会

短期講習 21 回 524

③ 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数 (単位：人)

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

支᥼員養成 2 11

短期講習 21 524

指導員養成 䠉 䠉

ィ 23 535

䛆 幼児安全法講習 䛇

幼児期䛻㉳こり䜔䛩い事ᨾのண㜵ཬ䜃手ᙜての実㝿、䛛䛛り䜔䛩い⑓Ẽと┳⑓の௙᪉䛺どの▱㆑とᢏ⾡指

導䜢┠ⓗと䛧た講習䜢実施䛩䜛もの䛷、௧和䠑ᖺᗘ䛿幼児安全法支᥼員養成講習と䛭の୍部䜢短᫬㛫䛷⾜う短

期講習䜢実施䛩䜛ととも䛻、䠐ᖺ䜆り䛻指導員養成講習䜢開催䛧た䚹

䐟 幼児安全法 支᥼員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

6/3～4 日本赤十字社岩手県支部 16

8/29～30 盛岡་⒪福祉䝇ポー䝒ᑓ㛛Ꮫᰯ 18

10/13～14 日本赤十字社岩手県支部 5

幼児安全法 支᥼員養成講習 3回 39
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䐠 幼児安全法短期講習 ౫㢗ඛと受講者数                            (単位：人)

開催日 実施主体 受講者数 ഛ⪃

4/3、4、6、8、10、11、13 ኳᫀᑎ保育園 32 指導員௻⏬

5/29 二戸市地区 9

6/1 䛞䜣䛜の㔛保育園 11

6/2、6 ᕢᏊ保育園 26

6/5 日赤岩手ங児院 11 指導員௻⏬

6/8～9 盛岡市ファミリーサポートセンター 23

6/10 ふうり䜣保育園 19

6/12 矢巾⏫ファミリーサポートセンター 10

6/15 手௦᳃保育園 16

6/16 ⰼᕳ市ファミリーサポートセンター 4

6/20、23 ஂᫀᑎ保育園 27

6/22 எ部保育園 14

6/22 岩手⏫❧Ỉᇼ保育所 22

6/26、28 ༡ᕢᏊ保育園 32

6/27 釜石市地区 11

6/29 本宮保育園 14

7/5～7 䝙䝏䜲䜻䝑䝈໭ୖ䜐䜙䛥きの保育園 20 指導員௻⏬

7/11 滝沢市ファミリーサポートセンター 8

7/13、20 くり䜔䛜わ保育園 26

7/20 ᑠబ㔝保育園 9

7/22、29、8/5 ⹿の保育園 41

7/25 盛༡䜂䜎わり保育園 14

7/25～26 宮古ἨᏛ園䞉宮古Ἠ幼⛶園 19 指導員௻⏬

7/27 䛒䛵䜎幼⛶園 10

8/22 ふ䛨䛺䛷䛧ここども園 26

8/31 釜石市❧ୖ中ᓥこども園 10

9/13 釜石市地ᇦ福祉部Ꮚどもㄢ 17

9/16 㬼㣫保育園 23

9/19 ぢ前保育園 21

9/21 日赤岩手ங児院 3

9/25 二戸市地区 5

10/4 盛岡市ファミリーサポートセンター 7

10/11 JRC こども赤十字 6

10/28 いわて生協宮古䝁ー䝥西⏫䝁ー䝥ጤ員会 12

10/31、11/9 ඖᮧ保育園 36

11/6、14 ᕝ前保育園 22

11/8 いわて生協 7

11/24、27 日赤岩手ங児院 10 指導員௻⏬

12/2 宮古市社会福祉協議会 9

12/4、6 きたくり保育園 23

12/5 滝沢市ファミリーサポートセンター 5

12/11 二戸市地区 6

12/12～13 大沢保育園 15

12/16 宮古市ファミリーサポートセンター 10

1/16、2/20 盛岡日赤院内保育所 10

1/24～25 聖光こども園 23

1/26 滝沢市ファミリーサポートセンター 6

1/31、2/5 西山保育園 18

2/14 矢巾親和会ふどうこども園 8

R6.2.21 釜石市地区 7

R6.2.28 いわて生協 8

R6.3.7 盛岡市中央公民館 10

短期講習 76回 793

③ 幼児安全法 指導員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

事前研修 12/3

日本赤十字社岩手県支部

6

本研修 1/26～28、2/3～4 5

事後研修（新任研修）3/2～3 4

幼児安全法 指導員養成講習 １回 4
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䐠 幼児安全法短期講習 ౫㢗ඛと受講者数                            (単位：人)

開催日 実施主体 受講者数 ഛ⪃

4/3、4、6、8、10、11、13 ኳᫀᑎ保育園 32 指導員௻⏬

5/29 二戸市地区 9

6/1 䛞䜣䛜の㔛保育園 11

6/2、6 ᕢᏊ保育園 26

6/5 日赤岩手ங児院 11 指導員௻⏬

6/8～9 盛岡市ファミリーサポートセンター 23

6/10 ふうり䜣保育園 19

6/12 矢巾⏫ファミリーサポートセンター 10

6/15 手௦᳃保育園 16

6/16 ⰼᕳ市ファミリーサポートセンター 4

6/20、23 ஂᫀᑎ保育園 27

6/22 எ部保育園 14

6/22 岩手⏫❧Ỉᇼ保育所 22

6/26、28 ༡ᕢᏊ保育園 32

6/27 釜石市地区 11

6/29 本宮保育園 14

7/5～7 䝙䝏䜲䜻䝑䝈໭ୖ䜐䜙䛥きの保育園 20 指導員௻⏬

7/11 滝沢市ファミリーサポートセンター 8

7/13、20 くり䜔䛜わ保育園 26

7/20 ᑠబ㔝保育園 9

7/22、29、8/5 ⹿の保育園 41

7/25 盛༡䜂䜎わり保育園 14

7/25～26 宮古ἨᏛ園䞉宮古Ἠ幼⛶園 19 指導員௻⏬

7/27 䛒䛵䜎幼⛶園 10

8/22 ふ䛨䛺䛷䛧ここども園 26

8/31 釜石市❧ୖ中ᓥこども園 10

9/13 釜石市地ᇦ福祉部Ꮚどもㄢ 17

9/16 㬼㣫保育園 23

9/19 ぢ前保育園 21

9/21 日赤岩手ங児院 3

9/25 二戸市地区 5

10/4 盛岡市ファミリーサポートセンター 7

10/11 JRC こども赤十字 6

10/28 いわて生協宮古䝁ー䝥西⏫䝁ー䝥ጤ員会 12

10/31、11/9 ඖᮧ保育園 36

11/6、14 ᕝ前保育園 22

11/8 いわて生協 7

11/24、27 日赤岩手ங児院 10 指導員௻⏬

12/2 宮古市社会福祉協議会 9

12/4、6 きたくり保育園 23

12/5 滝沢市ファミリーサポートセンター 5

12/11 二戸市地区 6

12/12～13 大沢保育園 15

12/16 宮古市ファミリーサポートセンター 10

1/16、2/20 盛岡日赤院内保育所 10

1/24～25 聖光こども園 23

1/26 滝沢市ファミリーサポートセンター 6

1/31、2/5 西山保育園 18

2/14 矢巾親和会ふどうこども園 8

R6.2.21 釜石市地区 7

R6.2.28 いわて生協 8

R6.3.7 盛岡市中央公民館 10

短期講習 76回 793

③ 幼児安全法 指導員養成講習の実施主体と受講者数   （単位：人）

開催日 実施主体 受講数

事前研修 12/3

日本赤十字社岩手県支部

6

本研修 1/26～28、2/3～4 5

事後研修（新任研修）3/2～3 4

幼児安全法 指導員養成講習 １回 4
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䐢 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数   (単位：人)    

䛆 ྛ✀講習の指導員ᅾ⡠≧ἣ 䛇 （௧和 6ᖺ 3᭶ 31日⌧ᅾ）           （単位:人）     

䛆 指導員研修 䛇                                                    （単位:人）    

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

支᥼員養成 3 39

短期講習 76 793

指導員養成 1 4

ィ 80 836

所 ᒓ ᩆᛴ法 Ỉୖ安全法 ೺ᗣ生ά支᥼ 幼児安全法 㞷ୖ安全法

支  部 8 1 3 4 1

赤 十 字 ⑓ 院 15 0 7 9 0

⾑ ᾮ センター 4 1 0 0 0

ங 児 院 1 1 0 1 0

日 赤 㭬 㬆 Ⲯ 0 0 0 0 0

䝪 䝷 ン 䝔 䜱 䜰 64 12 12 21 0

ྜ ィ 92 15 22 35 1

✀ู 開催日 ཧຍ者数

ᩆᛴ法指導員研修 2023.6.11、7.2 77

Ỉୖ安全法指導員研修 2023.5.21 11

೺ᗣ生ά支᥼講習指導員研修 2023.5.27 21

幼児安全法指導員研修 2023.5.27 26

             

                 指導員研修の様子

３ 赤十字奉仕団、ボランティア活動
１）地域包括ケア推進事業

（1） 目的

地域包括ケアシステムの構築を支援するため、市と岩手県支部、盛岡赤十字病院が相互に連携し、特

定の災害公営住宅等において一定期間事業を展開することによって、居住者等地域住民の健康で安全な

生活の確保及び地域コミュニティの活性化等に寄与する。

(2) 活動内容

【宮古市での活動】

奇数月 第４金曜日 13：30～２時間程度

協力：宮古市社会福祉協議会、宮古市赤十字奉仕団、赤十字ノルディックウォーキング奉仕団

    明治安田生命、地域の絆ボランティア

【陸前高田市での活動】

偶数月 第３火曜日 10：00～１時間程度

      協力：陸前高田市地域包括支援センター、陸前高田市地域赤十字奉仕団

    赤十字ノルディックウォーキング奉仕団、明治安田生命、地域の絆ボランティア

  【これまでに実施した主な内容】

・ 健康チェック（ベジチェック、血管年齢測定）→明治安田生命提供

・ 赤十字講習（ロコモティブシンドローム予防体操

・ ストレッチ、ノルディックウォーキング

・ 管理栄養士講話、言語聴覚士講話、薬剤師講話

・ 室内ミニゲーム

・ クリスマスリース作り

２）赤十字奉仕団、ボランティア活動概要

（１） 活動内容（地域・青年赤十字奉仕団）

【会員増強】

  活動資金募集のための訪問活動、資材準備の手伝い、広報誌等発送作業などを行った。

【災害救護・防災】

  炊き出し指導・訓練・研修、防災セミナー受講、義援金募集などを行った。

【福祉】

・老人・児童等福祉老人施設訪問、子ども食堂参加、障がい者病棟における衣類補修などを行った。

・身近な赤十字推進モデル奉仕団活動（盛岡市、遠野市、花巻市花巻地区、金ケ崎町、大槌町）

地域住民対象のサロンを開催し、健康生活支援講習受講、災害食の紹介、季節の行事にちなんだ飾りづ

くりを行った。また、地域住民とともに救急法講習や防災セミナーの受講、ノルディックウォーキングの体験
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䐢 講習✀ู䛤と実施回数と受講者数   (単位：人)    

䛆 ྛ✀講習の指導員ᅾ⡠≧ἣ 䛇 （௧和 6ᖺ 3᭶ 31日⌧ᅾ）           （単位:人）     

䛆 指導員研修 䛇                                                    （単位:人）    

✀ู 開催回数 受講者数 ഛ⪃

支᥼員養成 3 39

短期講習 76 793

指導員養成 1 4

ィ 80 836

所 ᒓ ᩆᛴ法 Ỉୖ安全法 ೺ᗣ生ά支᥼ 幼児安全法 㞷ୖ安全法

支  部 8 1 3 4 1

赤 十 字 ⑓ 院 15 0 7 9 0

⾑ ᾮ センター 4 1 0 0 0

ங 児 院 1 1 0 1 0

日 赤 㭬 㬆 Ⲯ 0 0 0 0 0

䝪 䝷 ン 䝔 䜱 䜰 64 12 12 21 0

ྜ ィ 92 15 22 35 1

✀ู 開催日 ཧຍ者数

ᩆᛴ法指導員研修 2023.6.11、7.2 77

Ỉୖ安全法指導員研修 2023.5.21 11

೺ᗣ生ά支᥼講習指導員研修 2023.5.27 21

幼児安全法指導員研修 2023.5.27 26

             

                 指導員研修の様子

３ 赤十字奉仕団、ボランティア活動
１）地域包括ケア推進事業

（1） 目的

地域包括ケアシステムの構築を支援するため、市と岩手県支部、盛岡赤十字病院が相互に連携し、特

定の災害公営住宅等において一定期間事業を展開することによって、居住者等地域住民の健康で安全な

生活の確保及び地域コミュニティの活性化等に寄与する。

(2) 活動内容

【宮古市での活動】

奇数月 第４金曜日 13：30～２時間程度

協力：宮古市社会福祉協議会、宮古市赤十字奉仕団、赤十字ノルディックウォーキング奉仕団

    明治安田生命、地域の絆ボランティア

【陸前高田市での活動】

偶数月 第３火曜日 10：00～１時間程度

      協力：陸前高田市地域包括支援センター、陸前高田市地域赤十字奉仕団

    赤十字ノルディックウォーキング奉仕団、明治安田生命、地域の絆ボランティア

  【これまでに実施した主な内容】

・ 健康チェック（ベジチェック、血管年齢測定）→明治安田生命提供

・ 赤十字講習（ロコモティブシンドローム予防体操

・ ストレッチ、ノルディックウォーキング

・ 管理栄養士講話、言語聴覚士講話、薬剤師講話

・ 室内ミニゲーム

・ クリスマスリース作り

２）赤十字奉仕団、ボランティア活動概要

（１） 活動内容（地域・青年赤十字奉仕団）

【会員増強】

  活動資金募集のための訪問活動、資材準備の手伝い、広報誌等発送作業などを行った。

【災害救護・防災】

  炊き出し指導・訓練・研修、防災セミナー受講、義援金募集などを行った。

【福祉】

・老人・児童等福祉老人施設訪問、子ども食堂参加、障がい者病棟における衣類補修などを行った。

・身近な赤十字推進モデル奉仕団活動（盛岡市、遠野市、花巻市花巻地区、金ケ崎町、大槌町）

地域住民対象のサロンを開催し、健康生活支援講習受講、災害食の紹介、季節の行事にちなんだ飾りづ

くりを行った。また、地域住民とともに救急法講習や防災セミナーの受講、ノルディックウォーキングの体験
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を行った。

【⊩血推進㐠動・講習ᬑ及㐠動】

⊩血推進シ䝵ッ䝢ングセンター・スー䝟ーなどの⾤㢌⊩血における協力࿧び䛛け、講習ᬑ及、ྛ✀講習䜈

の参加を行った。

【䛭の௚】

   赤十字奉仕団䜅れ䛒い஺ὶ会（災害᚟⯆支援活動）開催

     ᮾ日ᮏ大㟈災⿕災市町ᮧを奉仕団が訪問し、ḷや㋀り、䛨䜓んけんゲーム等のコミュニケーシ䝵ン䝒ール、

炊き出しにより地域住民と஺ὶを῝めた。

   

（２）奉仕団等⦅ᡂ、人数等

䐟 奉仕団✀ู数及びྜィ団員数

✀ ู 団 数
団 員 数（人）

⏨ ዪ ィ

地域赤十字奉仕団 32団 207 847 1,054

青年赤十字奉仕団 3団 22 60   82

特Ṧ赤十字奉仕団 14団 462 93   555

ྜ ィ 49 団 691 1,000 1,691

䐠 地域赤十字奉仕団 （༢఩：人）

奉仕団ྡ⛠ ጤ 員 㛗

団 員 数 活動内容

⏨ ዪ ィ

会
員
増
強

災
害
救
護
䩺
防
災

老
人
䩺
児
童
等
福
祉

⊩
血
推
進

講
習
ᬑ
及

䧧
䧸
௚

盛岡市赤十字奉仕団 ᰘ 㷂 一 ᝴ 5 24 29 䕿 䕿 䕿

宮古市赤十字奉仕団 金 ୸ ஂ 子 3 23 26 䕿

大⯪Ώ市赤十字奉仕団 ୰ ᮧ ࿴ ྖ 7 18 25 䕿 䕿 䕿 䕿

花巻市花巻地区赤十字奉仕団 ᮌ ᮧ   ༤ 3 14 17 䕿 䕿 䕿 䕿

花巻市大㏕地区赤十字奉仕団 బ䚻ᮌ ೧ ኵ 5 14 19 䕿 䕿

花巻市▼㫽㇂地区赤十字奉仕団 ༡ 㤋 ၐ 子 0 24 24 䕿 䕿

花巻市ᮾ࿴地区赤十字奉仕団 ᑠ 田   ⫕ 8 8 16 䕿 䕿

身近な赤十字推進モデル奉仕団活動の様子

໭ୖ市赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ὒ 子 0 22 22 䕿 䕿

ஂឿ市赤十字奉仕団 ⏿ ᮧ ⏤ ኵ 9 16 25 䕿 䕿

遠野市赤十字奉仕団 ᾏ 老 ⣒ 子 0 39 39 䕿 䕿 䕿

一㛵市一㛵赤十字奉仕団 ྜྷ ᕝ ┾理子 6 72 78 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

一㛵市花Ἠ赤十字奉仕団 బ ⸨ 䜏䛥子 20 32 52 䕿 䕿 䕿

一㛵市大ᮾ赤十字奉仕団 増 ἑ   ⣧ 5 33 38 䕿 䕿 䕿 䕿

一㛵市༓ཕ赤十字奉仕団 ஬ ᔱ ⛅ 子 20 61 81 䕿 䕿 䕿 䕿

一㛵市ᮾᒣ赤十字奉仕団 బ ⸨ ༓㈡子 0 73 73 䕿 䕿 䕿

一㛵市室᰿赤十字奉仕団 ᑠ ᒣ ཭ 子 0 25 25 䕿 䕿

一㛵市ᕝ崎赤十字奉仕団 ୕ ᾆ ༓௦子 5 14 19 䕿 䕿 䕿

陸前高田市赤十字奉仕団 Ⳣ 野 トシ子 2 11 13 䕿

㔩▼市赤十字奉仕団 ୰ ᕝ 䜹䝶子 0 15 15 䕿 䕿 䕿 䕿

஧ᡞ市赤十字奉仕団 田 ཱྀ ࿴ 子 12 36 48 䕿 䕿

ඵᖭᖹ市赤十字奉仕団 బ䚻ᮌ ᖾ 㞝 19 23 42 䕿 䕿

ዟᕞ市Ỉἑ赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ᏹ ᖾ 1 0 1 䕿

㞸▼町赤十字奉仕団 ୰ ᕝ ┿理子 0 46 46 䕿 䕿 䕿

▮ᕵ町赤十字奉仕団 ᕝ ཎ ஂ 子 13 57 70 䕿

す࿴㈡町赤十字奉仕団 ↷ ஭   ⁹ 29 45 74 䕿

金䞄崎町赤十字奉仕団 Ặ ᐙ ᐩ士子 8 34 42 䕿 䕿 䕿

大槌町赤十字奉仕団 （Ḟ） 0 20 20 䕿 䕿

岩Ἠ町赤十字奉仕団 ᚿ ࿴ ㅬ 一 13 17 30

田野⏿ᮧ赤十字奉仕団 ୖ ᮧ ∾ 子 0 12 12 䕿 䕿

野田ᮧ赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 0 0

ὒ野町赤十字奉仕団 ⊦ ▼ ᝋ ⏨ 5 6 11 䕿 䕿 䕿

஑ᡞᮧ赤十字奉仕団 ⱝ ᒣ ⚽ 一 9 13 22 䕿 䕿 䕿

ィ ３２団 207 847 1,054

䐡 青年赤十字奉仕団 （༢఩：人）

奉 仕 団 ྡ ጤ 員 㛗

団 員 数 活動内容

⏨ ዪ ィ

会
員
増
強

災
害
救
護
䩺
防
災

老
人
䩺
児
童
等
福
祉

⊩
血
推
進

講
習
ᬑ
及

䧧
䧸
௚

岩手大ᏛᏛ生赤十字奉仕団 㜿部 ගᕼ 5 4 9 䕿

䜲ー䝝トーブᏛ生赤十字奉仕団 Ⲩ஭ ここ䜝 2 17 19 䕿

岩手県❧大Ꮫ宮古▷期大Ꮫ部赤

十字奉仕団
బ䚻ᮌ ድ⏤㔛 15 39 54 䕿

ィ ３団 22 60 82

― 27 ―

2403467中身.indd   27 2024/05/31   11:27



を⾜った䚹

䛆献⾑推進㐠動・講⩦ᬑཬ㐠動䛇

献⾑推進ショッ䝢ングセンター・スー䝟ーなどの⾤㢌献⾑に䛚ける協ຊ࿧䜃かけ、講⩦ᬑཬ、各✀講⩦へ

の参加を⾜った䚹

䛆䛭の௚䛇

   赤十字奉仕団䜅䜜䛒い஺ὶ会（災ᐖ᚟⯆支援活動）開催

     ᮾ日本኱㟈災被災市町村を奉仕団がゼၥ䛧、ḷ䜔㋀䜚、じ䜓んけん䝀ーム➼の䝁ミ䝳䝙ケーション䝒ール、

⅕䛝出䛧によ䜚地域ఫẸと஺ὶを῝䜑た䚹

   

（䠎）奉仕団➼⦅ᡂ、ேᩘ➼

① 奉仕団✀ูᩘཬ䜃ྜィ団員ᩘ

✀ ู 団 ᩘ
団 員 ᩘ（ே）

⏨ ዪ ィ

地域赤十字奉仕団 32団 207 847 1,054

青年赤十字奉仕団 3団 22 60   82

特殊赤十字奉仕団 14団 462 93   555

ྜ ィ 49 団 691 1,000 1,691

② 地域赤十字奉仕団 （༢఩䠖ே）

奉仕団名称 委 員 長

団 員 ᩘ 活動内容

⏨ ዪ ィ

会
員
ቑ
ᙉ

災
ᐖ
ᩆ
ㆤ
䩺
防
災

⪁
ே
䩺
ඣ
❺
➼
⚟
♴

献
⾑
推
進

講
⩦
ᬑ
ཬ

䧧
䧸
௚

盛岡市赤十字奉仕団 ᰘ 㷂 一 ᝴ 5 24 29 䕿 䕿 䕿

ᐑྂ市赤十字奉仕団 金 ୸ ஂ 子 3 23 26 䕿

኱⯪Ώ市赤十字奉仕団 中 村 和 司 7 18 25 䕿 䕿 䕿 䕿

花巻市花巻地区赤十字奉仕団 木 村   博 3 14 17 䕿 䕿 䕿 䕿

花巻市኱㏕地区赤十字奉仕団 బ䚻木 ೧ ኵ 5 14 19 䕿 䕿

花巻市石㫽㇂地区赤十字奉仕団 ༡ 㤋 ၐ 子 0 24 24 䕿 䕿

花巻市ᮾ和地区赤十字奉仕団 ᑠ 田   ⫕ 8 8 16 䕿 䕿

身近な赤十字推進モデル奉仕団活動の様子

໭ୖ市赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ὒ 子 0 22 22 䕿 䕿

ஂឿ市赤十字奉仕団 ⏿ 村 ⏤ ኵ 9 16 25 䕿 䕿

㐲㔝市赤十字奉仕団 ᾏ ⪁ ⣒ 子 0 39 39 䕿 䕿 䕿

一関市一関赤十字奉仕団 ྜྷ ᕝ ┾⌮子 6 72 78 䕿 䕿 䕿 䕿 䕿

一関市花泉赤十字奉仕団 బ ⸨ みさ子 20 32 52 䕿 䕿 䕿

一関市኱ᮾ赤十字奉仕団 ቑ ἑ   ⣧ 5 33 38 䕿 䕿 䕿 䕿

一関市千厩赤十字奉仕団 五 嶋 秋 子 20 61 81 䕿 䕿 䕿 䕿

一関市ᮾᒣ赤十字奉仕団 బ ⸨ 千㈡子 0 73 73 䕿 䕿 䕿

一関市ᐊ᰿赤十字奉仕団 ᑠ ᒣ ཭ 子 0 25 25 䕿 䕿

一関市ᕝ崎赤十字奉仕団 ୕ ᾆ 千代子 5 14 19 䕿 䕿 䕿

㝣๓高田市赤十字奉仕団 Ⳣ 㔝 トシ子 2 11 13 䕿

釜石市赤十字奉仕団 中 ᕝ 䜹䝶子 0 15 15 䕿 䕿 䕿 䕿

஧ᡞ市赤十字奉仕団 田 ཱྀ 和 子 12 36 48 䕿 䕿

ඵᖭᖹ市赤十字奉仕団 బ䚻木 ᖾ 㞝 19 23 42 䕿 䕿

ዟᕞ市Ỉἑ赤十字奉仕団 Ⳣ ཎ ᏹ ᖾ 1 0 1 䕿

㞸石町赤十字奉仕団 中 ᕝ ┿⌮子 0 46 46 䕿 䕿 䕿

▮ᕵ町赤十字奉仕団 ᕝ ཎ ஂ 子 13 57 70 䕿

す和㈡町赤十字奉仕団 照 ஭   ⁹ 29 45 74 䕿

金䞄崎町赤十字奉仕団 氏 家 富士子 8 34 42 䕿 䕿 䕿

኱ᵔ町赤十字奉仕団 （Ḟ） 0 20 20 䕿 䕿

岩泉町赤十字奉仕団 ᚿ 和 ㅬ 一 13 17 30

田㔝⏿村赤十字奉仕団 ୖ 村 ∾ 子 0 12 12 䕿 䕿

㔝田村赤十字奉仕団 （ఇ 団） 0 0 0

ὒ㔝町赤十字奉仕団 ⊦ 石 悦 ⏨ 5 6 11 䕿 䕿 䕿

஑ᡞ村赤十字奉仕団 ⱝ ᒣ ⚽ 一 9 13 22 䕿 䕿 䕿

ィ ３䠎団 207 847 1,054

③ 青年赤十字奉仕団 （༢఩䠖ே）

奉 仕 団 名 委 員 長

団 員 ᩘ 活動内容

⏨ ዪ ィ

会
員
ቑ
ᙉ

災
ᐖ
ᩆ
ㆤ
䩺
防
災

⪁
ே
䩺
ඣ
❺
➼
⚟
♴

献
⾑
推
進

講
⩦
ᬑ
ཬ

䧧
䧸
௚

岩手኱学学⏕赤十字奉仕団 㜿部 ගᕼ 5 4 9 䕿

䜲ー䝝トーブ学⏕赤十字奉仕団 Ⲩ஭ ここ䜝 2 17 19 䕿

岩手県❧኱学ᐑྂ▷期኱学部赤

十字奉仕団
బ䚻木 ድ⏤㔛 15 39 54 䕿

ィ ３団 22 60 82
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䐢 特殊赤十字奉仕団 （༢఩䠖ே）

奉仕団名称 委 員 長
団 員 ᩘ

主な活動内容
⏨ ዪ ィ

岩手県アマ䝏䝳ア↓⥺赤十字奉

仕団
中村 ᫀ司 17 0 17 ↓⥺タഛⅬ᳨、㏻ಙ訓練

岩手県Ỉୖ安඲法赤十字奉仕団 （Ḟ） 14 2 16 Ỉୖ安඲法講⩦会指導協ຊ

岩手県赤十字安඲奉仕団 木村  博 44 58 102
ᩆᛴ法、ᗂඣ安඲法、೺ᗣ⏕活支援講

⩦の講⩦会指導協ຊ

岩手県青少年赤十字㈶ຓ奉仕団 ᑠ向 和⚽ 72 9 81
JRC加┕ᰯⓏ㘓ᘧへのメッセー䝆㏦௜、

JRC指導者⫱ᡂ協ຊ

日赤釜石市地区赤十字安඲奉仕

団
బ䚻 㝯裕 4 5 9 ᩆᛴ法講⩦会指導協ຊ

ஂឿラ䜲䝣セー䝡ング赤十字奉仕

団
ஂឿ ๛ྐ 18 1 19 ╔⾰Ὃ指導、ᾏỈᾎ場┘ど

⫹ἑス䜻ー䝟トロール赤十字奉仕

団

（ఇ 団） 0 0 0

䜐䜝䛽ᒣᓅ赤十字奉仕団 ᑠᒣ 一ᡂ 14 0 14 ᒣ開䛝⾜事参加

኱⯪Ώラ䜲䝣セー䝡ング赤十字奉

仕団
（ఇ 団） 0 0 0

岩手県赤十字䝞䜲ク奉仕団 田中 清ஓ 104 3 107 災ᐖを᝿定䛧た㉮⾜訓練

岩手県赤十字䢓䡮䢈䡺䡬䢇䢚䢙䡴䢚赤十字

奉仕団
ఀ⸨ ┿ᝅ 10 6 16 ᾏỈᾎ場┘ど

ᒣ田䡭䢋䡽䡩䡭↓⥺䝛ット赤十字奉仕

団
ୖ㔝 ♸一 11 4 15 ㏻ಙ訓練、⅕䛝出䛧ຮᙉ会、防災訓練

岩手県ᰂ㐨ᩚ᚟師会赤十字奉仕

団
㜿部  ⣡ 149 2 151 スポー䝒➇ᢏ኱会に䛚けるᩆㆤ員ὴ㐵

岩手県䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡡䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚赤十字

奉仕団
ኴ田 ṇᏕ 5 3 8

䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚活⏝による೺ᗣ⏕活支

援活動

ィ 14団 462 93 555

䐣 モデル赤十字奉仕団

令和 3 年度指定   釜石市赤十字奉仕団

令和 4 年度指定   ஂឿ市赤十字奉仕団

令和 5 年度指定   ஑ᡞ村赤十字奉仕団

（３）会議、研修、訓練

① 本社主催

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者

赤十字奉仕団中央委

員会
6/1～2

日本赤十字社

本社

中央委員会常任委員の改選につ

いて、各ブロック委員長会議の報

告について、日赤の防災教材に

ついて、テーマに沿った活動事例

の紹介 など

支部委員会委員長

中村 和司

赤十字奉仕団支部指

導講師研修会

R6

1/26～28

日本赤十字社

本社

プレゼンテーションを学ぶ、研修の

考え方・手法、「赤十字」の講座展

開、「ボランティアと奉仕団」の講座

展開、「グループ・リーダーシップ」

の講座展開 など

花巻市花巻地区

木村 博

釜石市

千葉 裕子

② ブロック主催、ブロック内支部主催

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者

赤十字奉仕団第 1 ブ

ロック委員長会議
10/3～4

日本赤十字社

青森県支部

各支部から提出の協議・照会事項

について議論

支部委員会委員長

中村 和司

赤十字奉仕団リーダ

ーシップ研修（秋田

県）

10/26～27 秋田温泉さとみ

「地域包括ケアシステムへの貢献」

について、「赤十字奉仕団活動に

ついて考える」、グループワーク「自

分たちが、今出来ること」 など

花巻市花巻地区

安部 たか子

高橋 佳代子

一関市千厩

五嶋 秋子

金ケ崎町

氏家 富士子

鈴木 田鶴子

③ 支部主催

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者

赤十字奉仕団リーダ

ーシップ研修
11/9～10 清温荘

講演「奉仕団活動の活性化に向け

て」（本社青少年・ボランティア課

長）、グループワーク「地域包括ケア

推進に向けた奉仕団活動」、防災セ

ミナー「ひなんじょたいけん」 など

地域・特殊奉仕団員

17名

指導講師

高橋 新悦

赤十字奉仕団岩手県

支部委員会

R6

3/6

ホテルメトロポリ

タン盛岡

NEWWING

令和 6 年度指定モデル奉仕団につ

いて、今後の「モデル奉仕団」指定

の考え方について、支部委員から

のリーダーシップ研修参加につい

て、支部職員と赤十字ボランティア

による被災者支援活動の実施につ

いて など

支部委員会

委員 11名
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䐢 特殊赤十字奉仕団 （༢఩䠖ே）

奉仕団名称 委 員 長
団 員 ᩘ

主な活動内容
⏨ ዪ ィ

岩手県アマ䝏䝳ア↓⥺赤十字奉

仕団
中村 ᫀ司 17 0 17 ↓⥺タഛⅬ᳨、㏻ಙ訓練

岩手県Ỉୖ安඲法赤十字奉仕団 （Ḟ） 14 2 16 Ỉୖ安඲法講⩦会指導協ຊ

岩手県赤十字安඲奉仕団 木村  博 44 58 102
ᩆᛴ法、ᗂඣ安඲法、೺ᗣ⏕活支援講

⩦の講⩦会指導協ຊ

岩手県青少年赤十字㈶ຓ奉仕団 ᑠ向 和⚽ 72 9 81
JRC加┕ᰯⓏ㘓ᘧへのメッセー䝆㏦௜、

JRC指導者⫱ᡂ協ຊ

日赤釜石市地区赤十字安඲奉仕

団
బ䚻 㝯裕 4 5 9 ᩆᛴ法講⩦会指導協ຊ

ஂឿラ䜲䝣セー䝡ング赤十字奉仕

団
ஂឿ ๛ྐ 18 1 19 ╔⾰Ὃ指導、ᾏỈᾎ場┘ど

⫹ἑス䜻ー䝟トロール赤十字奉仕

団

（ఇ 団） 0 0 0

䜐䜝䛽ᒣᓅ赤十字奉仕団 ᑠᒣ 一ᡂ 14 0 14 ᒣ開䛝⾜事参加

኱⯪Ώラ䜲䝣セー䝡ング赤十字奉

仕団
（ఇ 団） 0 0 0

岩手県赤十字䝞䜲ク奉仕団 田中 清ஓ 104 3 107 災ᐖを᝿定䛧た㉮⾜訓練

岩手県赤十字䢓䡮䢈䡺䡬䢇䢚䢙䡴䢚赤十字

奉仕団
ఀ⸨ ┿ᝅ 10 6 16 ᾏỈᾎ場┘ど

ᒣ田䡭䢋䡽䡩䡭↓⥺䝛ット赤十字奉仕

団
ୖ㔝 ♸一 11 4 15 ㏻ಙ訓練、⅕䛝出䛧ຮᙉ会、防災訓練

岩手県ᰂ㐨ᩚ᚟師会赤十字奉仕

団
㜿部  ⣡ 149 2 151 スポー䝒➇ᢏ኱会に䛚けるᩆㆤ員ὴ㐵

岩手県䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡡䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚赤十字

奉仕団
ኴ田 ṇᏕ 5 3 8

䢅䢕䡿䢚䡤䡫䡴䡯䡧䡬䡳䢙䡴䢚活⏝による೺ᗣ⏕活支

援活動

ィ 14団 462 93 555

䐣 モデル赤十字奉仕団

令和 3 年度指定   釜石市赤十字奉仕団

令和 4 年度指定   ஂឿ市赤十字奉仕団

令和 5 年度指定   ஑ᡞ村赤十字奉仕団

（３）会議、研修、訓練

① 本社主催

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者

赤十字奉仕団中央委

員会
6/1～2

日本赤十字社

本社

中央委員会常任委員の改選につ

いて、各ブロック委員長会議の報

告について、日赤の防災教材に

ついて、テーマに沿った活動事例

の紹介 など

支部委員会委員長

中村 和司

赤十字奉仕団支部指

導講師研修会

R6

1/26～28

日本赤十字社

本社

プレゼンテーションを学ぶ、研修の

考え方・手法、「赤十字」の講座展

開、「ボランティアと奉仕団」の講座

展開、「グループ・リーダーシップ」

の講座展開 など

花巻市花巻地区

木村 博

釜石市

千葉 裕子

② ブロック主催、ブロック内支部主催

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者

赤十字奉仕団第 1 ブ

ロック委員長会議
10/3～4

日本赤十字社

青森県支部

各支部から提出の協議・照会事項

について議論

支部委員会委員長

中村 和司

赤十字奉仕団リーダ

ーシップ研修（秋田

県）

10/26～27 秋田温泉さとみ

「地域包括ケアシステムへの貢献」

について、「赤十字奉仕団活動に

ついて考える」、グループワーク「自

分たちが、今出来ること」 など

花巻市花巻地区

安部 たか子

高橋 佳代子

一関市千厩

五嶋 秋子

金ケ崎町

氏家 富士子

鈴木 田鶴子

③ 支部主催

名 称 期 日 会 場 内 容 参加者

赤十字奉仕団リーダ

ーシップ研修
11/9～10 清温荘

講演「奉仕団活動の活性化に向け

て」（本社青少年・ボランティア課

長）、グループワーク「地域包括ケア

推進に向けた奉仕団活動」、防災セ

ミナー「ひなんじょたいけん」 など

地域・特殊奉仕団員

17名

指導講師

高橋 新悦

赤十字奉仕団岩手県

支部委員会

R6

3/6

ホテルメトロポリ

タン盛岡

NEWWING

令和 6 年度指定モデル奉仕団につ

いて、今後の「モデル奉仕団」指定

の考え方について、支部委員から

のリーダーシップ研修参加につい

て、支部職員と赤十字ボランティア

による被災者支援活動の実施につ

いて など

支部委員会

委員 11名
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赤十字奉仕団委員

長・事ົᢸᙜ者会議

R6

3/6

ホテルメトロポリ

タン盛岡

NEWWING

令和 5 年度中央委員会➼報告、令

和 5 年度支部事ᴗ報告ཬ䜃令和 5

年度事ᴗィ⏬、モデル奉仕団活動

報告、「地域包括ケアへの貢献」に

ついて講演（秋田県支部職員） な

ど

奉仕団委員長 28名

事ົᢸᙜ者 16名

第１ブロック青少年
赤十字指導者研究会

10月3日
～

10月4日

秋田県支部が主催。学校教育に
おいて青少年赤十字をいかに活
用するかを主題に、討議や情報
交流等が活発になされた。

・盛岡市立中野小学校

秋田県 細川浩史　教諭

秋田市

名　　　称 期　日 会　場 内    容 参　加　者

第１ブロック青少年
赤十字高校生交流会

9月30日
～

10月1日

福島県支部主催の事業として２
回目を迎えた。第1ブロックの
高校生が参集し、各県の活動を
交流した。また、国際人道法を
いかに普及するかにつてい議論
を深めた。

・盛岡二高　1年　五十嵐有紀

福島県 　　　　　　1年　岡田　琴

福島市 ・花巻南高　2年　釜本和奏

　　　　　 2年　君山稀愛来

(２) ブロック主催事業

青少年赤十字全国指導
者協議会総会・研修会

日赤本社

全国指導者協議会の副会長で
ある泉澤会長（下橋中）が、
全体会で本県JRC活動の報告
を行い、各県参加者によるグ
ループワークでは進行役を務
めた。

　青少年赤十字岩手県
指導者協議会
会長　泉澤　毅

6月30日

青少年赤十字
スタディー・センター

3月22日
～

3月26日

東照館
（山梨県
河口湖町）

国際的な課題について全国の
高校生が参集して協議等を
行った。特に気候変動をテー
マとするプログラムが多く、
重要課題に位置づいているこ
とを実感する５日間となっ
た。

盛岡第二高等学校
１年　岡田　琴さん

花巻南高校
2年　佐々木咲徠さん

青少年赤十字事業内容

(１) 本社主催事業

名　　　称 期　日 会　場 内    容 参　加　者

指導スタッフの不足が数年来の懸念材料だったが、令和５年度は若手の参加が増えた。

４ 青少年赤十字
　将来を担う青少年が赤十字の精神を正しく理解し、世界の平和と人類の福祉に貢献できるよう、学校

教育活動の中で青少年赤十字の活動を促進した。特に令和５年度は新規として「赤十字インターンシップ」

及び「赤十字親子サマースクール」事業を開催し、参加者から好評を博した。トレセンも４年ぶりに

宿泊を伴う日程で開催し、児童生徒・スタッフ等を合わせて１２８名の参加を得、多くの成果を挙げた。

全国指導者協議会で報告する泉澤会長 スタディ・センターにて全国の仲間たちと共に 全体の場で自己紹介をする本県高校生
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赤十字奉仕団委員

長・事ົᢸᙜ者会議

R6

3/6

ホテルメトロポリ

タン盛岡

NEWWING

令和 5 年度中央委員会➼報告、令

和 5 年度支部事ᴗ報告ཬ䜃令和 5

年度事ᴗィ⏬、モデル奉仕団活動

報告、「地域包括ケアへの貢献」に

ついて講演（秋田県支部職員） な

ど

奉仕団委員長 28名

事ົᢸᙜ者 16名

第１ブロック青少年
赤十字指導者研究会

10月3日
～

10月4日

秋田県支部が主催。学校教育に
おいて青少年赤十字をいかに活
用するかを主題に、討議や情報
交流等が活発になされた。

・盛岡市立中野小学校

秋田県 細川浩史　教諭

秋田市

名　　　称 期　日 会　場 内    容 参　加　者

第１ブロック青少年
赤十字高校生交流会

9月30日
～

10月1日

福島県支部主催の事業として２
回目を迎えた。第1ブロックの
高校生が参集し、各県の活動を
交流した。また、国際人道法を
いかに普及するかにつてい議論
を深めた。

・盛岡二高　1年　五十嵐有紀

福島県 　　　　　　1年　岡田　琴

福島市 ・花巻南高　2年　釜本和奏

　　　　　 2年　君山稀愛来

(２) ブロック主催事業

青少年赤十字全国指導
者協議会総会・研修会

日赤本社

全国指導者協議会の副会長で
ある泉澤会長（下橋中）が、
全体会で本県JRC活動の報告
を行い、各県参加者によるグ
ループワークでは進行役を務
めた。

　青少年赤十字岩手県
指導者協議会
会長　泉澤　毅

6月30日

青少年赤十字
スタディー・センター

3月22日
～

3月26日

東照館
（山梨県
河口湖町）

国際的な課題について全国の
高校生が参集して協議等を
行った。特に気候変動をテー
マとするプログラムが多く、
重要課題に位置づいているこ
とを実感する５日間となっ
た。

盛岡第二高等学校
１年　岡田　琴さん

花巻南高校
2年　佐々木咲徠さん

青少年赤十字事業内容

(１) 本社主催事業

名　　　称 期　日 会　場 内    容 参　加　者

指導スタッフの不足が数年来の懸念材料だったが、令和５年度は若手の参加が増えた。

４ 青少年赤十字
　将来を担う青少年が赤十字の精神を正しく理解し、世界の平和と人類の福祉に貢献できるよう、学校

教育活動の中で青少年赤十字の活動を促進した。特に令和５年度は新規として「赤十字インターンシップ」

及び「赤十字親子サマースクール」事業を開催し、参加者から好評を博した。トレセンも４年ぶりに

宿泊を伴う日程で開催し、児童生徒・スタッフ等を合わせて１２８名の参加を得、多くの成果を挙げた。

全国指導者協議会で報告する泉澤会長 スタディ・センターにて全国の仲間たちと共に 全体の場で自己紹介をする本県高校生
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(４) 研究推進指定校

令和５年～６年度 八幡平市立西根中学校
「やさしさ」や「思いやり」の心で社会に貢献する生徒の育成

～地域に根ざしたJRC活動の推進～

令和２年～４年度 専修大学北上高等学校 地域に貢献する委員会活動を目指して

指定年度 学　校　名 研　究　主　題

令和４年～５年度 　盛岡市立仙北小学校
豊かな心をもち　自らを切り拓く児童の育成

～　思いやりの輪を広げる、児童主体の日常における教育活動を通して　～

赤十字
インターンシップ

6月24日
7月1日
7月15日

日本赤十字社
岩手県支部

新規事業。高校生を対象とする職場体験であ
る。多くの参加希望があり、３回に日程を分
けて実施した。参加した高校生から大変好評
であったことから、赤十字について広く周知
を図る好機としても有効と思われた。

　参加者２２名

赤十字
親子サマースクール

8月6日
日本赤十字社
岩手県支部

新規事業。小学生親子を対象とした体験型イ
ベントである。赤十字に触れる機会としてだ
けでなく、親子の触れ合いの場としても意味
ある時間とすることが出来た。

　参加者５組１０名

リーダーシップ・
トレーニング・

センター

7月27日
～28日

国立岩手山青
少年交流の家

国立岩手山青少年の家において４年ぶりに宿
泊を伴う日程で開催された。参加者も百名を
超え、非常に活気に満ちた２日間となった。
３日間のプログラムを圧縮して実施したが、
児童や生徒の反応は良く、成長が感じられ
た。
参加者の地域に偏りがあり、改善が必要であ
る。

小学生―６７名
中学生―１５名
高校生―１０名
指導スタッフ―１８名

こども赤十字
活動研究会

10月11日
岩手県赤十字
血液センター

盛岡地区での開催となり、血液センターを会
場とした。ふじなでしここども園の先生から
の話題提供を皮切りに、幼児教育の諸問題に
ついて情報交換がなされた。

保育教諭等６名

岩手県青少年赤十字
指導者研修会

6月2日
日本赤十字社
岩手県支部

今年度は若手教員の参加が目立ち、向学心を
持って参加される様子が見られた。トレセン
スタッフとしての参加意欲もあり、今後の指
導者として期待を抱かせるものであった。
一方で、学級経営や生徒指導といった現代的
な課題について悩む様子も見られた。

小学校教員－２名

中学校教員－４名

(３) 支部主催事業

名　　　称 期　日 会　場 内　　　容 参　加　者

トレセン：フィールドワークで山歩き インターンシップ：非常食づくりに挑戦 親子サマースクール：救護服で敬礼！

地区分区 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数

幼 稚 園 2 23 ٽ 田 ڤ ઊ
こ ど も 園 5 276 Ⴎ ޢ ൦ᢊ೛く↺↮ な で し こ ᣃ 南 ☆ 天 昌 寺

く り や が ↾ ᙸ 前 手 代 ౕ ʊ ᢿ あ ↨ た ↕
ٽ 田 ↄく↸がⅹか ☆ぎんがの里 ☆くろいし

の
☆ 青 山

き た く り
青 山 ٽ 田 ٽ 田 東 ඕ 北 ӂ 川
ڤ ઊ ఞ ؉ 山 ྛ ฑ ൟ ؉ 南
˅ 北 大 ५ 寺 உ が ɯ 手 代 ౕ ᣃ 南 東
ற ᨒ 中 野 東 ௅ 園 ௅ 園 北 ௅ 園
ዯ が ɯ ᙸ 前 ᙸ 前 南 Ӽ 中 野 本 宮
山 ެ ྚ 山
ɦ ೛ ؉ 東 ˅ 北 ᙸ 前 米 内
ྚ 山

高 等 学 校 3 672 岩 手 ڡ 子 Ⴎ ޢ 第 二 Ⴎ ޢ 南
特 別 支 援 3 63 ႮޢᎮᙾ支援 Ⴎ ޢ 青 ௅
小 学 校 1 287 小 ˱ 野
高 等 学 校 1 16 ᤅ 石 ՠ ߻
小 学 校 1 204 宮 Ӟ
中 学 校 1 31 ᣻ ᒔ
こ ど も 園 2 59 Ҙ Ӄ 小 ፤ ᑶ 泉
中 学 校 1 150 ☆ 藤 沢
高 等 学 校 1 26 一 関 第 二
こ ど も 園 2 106 あ か ↄ き ஛ 崎
保 育 所 1 23 ଢ 和

ྀ 川 大 ᑔ บ 大 ᑔ บ 北 Ⴎ 立 ఌ
஛ 崎 Ӵ ා ዩ 里

中 学 校 3 602 大 ᑔ บ 第 一 中 ஛ 崎
高 等 学 校 2 18 大 ᑔ บ
こ ど も 園 3 75 ᬡ ࢟ ᆖ瀬↾かば も ↮ じ
保 育 所 3 61 江 Х 南 田 Ҿ ྚ 里
高 等 学 校 3 728 岩 谷 ؘ 前 沢 ൦ 沢
中 学 校 3 531 大 ᡐ ᑶ 巻 北 矢 沢
高 等 学 校 3 28 大 ᡐ ᑶ 巻 東 ᑶ 巻 南

江 ᤊ 子 大 ᡫ り 口 内 ᯕ ޢ 崎 二 子
南

中 学 校 2 301 和 賀 東 ☆ ᫨ ᝅ
高 等 学 校 2 57 北 ɥ ፽ 南 ݦ 大 北 ɥ
小 学 校 1 63 大 川 Ⴘ
中 学 校 1 409 ʁ ५

青 ᇽ ዩ ጢ 小 Ӑ ɥ ᣂ ᧽ ᬔ ཅ
ם ฅ ᢒ 野 ᢒ 野 北 宮 ܣ ᯌ 沢
ᢋ ஄ ᢿ

中 学 校 3 576 ᢒ 野 ᢒ 野 西 ᢒ 野 東
保 育 所 2 98 小 Ӑ ൢ ˅
小 学 校 3 213 小 Ӑ ᇦ ᬡ ࠼ 田
高 等 学 校 1 4 高 田

石 Џ 所 金 田 一 ෋ 法 寺 中 央 ʶ ߼ 平
福 ޢ

中 学 校 3 531 ෋ 法 寺 福 ޢ 金 田 一
保 育 所 1 15 畑 保 育 園

ܤ 代 大 更 ௥ Ө 平 ᑅ 田 山
寺 田 田 ᪽ 平 ᇵ ௅ 野 ݃ 木

中 学 校 4 448 ܤ 代 西 ఌ 西 ఌ 第 一 ௅ ރ
高 等 学 校 1 132 ☆ 平 ᑅ

大ᑔบ高ܭ଺С

一 㛵 市 4 235

኱ ⯪ Ώ 市 16 1,852

㔩 石 市 2 303

ᐑ ྂ 市 2 235

小 学 校 8 1,103

10

㝣๓㧗田市 6 315

஧ 戸 市 9 1,492

ඵ ᖭ ᖹ 市 16 1,480

1,730

保育所 11 456

小 学 校 11 959

ஂ ឿ 市 2 472

820

6 559

㐲 㔝 市 14 1,535

保 育 所 6 462

ዟ ᕞ 市 9 864

ⰼ 巻 市

໭ ୖ 市

௧࿴䠑ᖺᗘ 㟷ᑡᖺ㉥༑Ꮠ加盟≧ἣ

小 学 校 6 961

小 学 校 10 885

加    盟    校（園・所）

┒ ᒸ 市 57 12,064

岩大᧽ޓ特別支援

小 学 校 27 8,844
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(４) 研究推進指定校

令和５年～６年度 八幡平市立西根中学校
「やさしさ」や「思いやり」の心で社会に貢献する生徒の育成

～地域に根ざしたJRC活動の推進～

令和２年～４年度 専修大学北上高等学校 地域に貢献する委員会活動を目指して

指定年度 学　校　名 研　究　主　題

令和４年～５年度 　盛岡市立仙北小学校
豊かな心をもち　自らを切り拓く児童の育成

～　思いやりの輪を広げる、児童主体の日常における教育活動を通して　～

赤十字
インターンシップ

6月24日
7月1日
7月15日

日本赤十字社
岩手県支部

新規事業。高校生を対象とする職場体験であ
る。多くの参加希望があり、３回に日程を分
けて実施した。参加した高校生から大変好評
であったことから、赤十字について広く周知
を図る好機としても有効と思われた。

　参加者２２名

赤十字
親子サマースクール

8月6日
日本赤十字社
岩手県支部

新規事業。小学生親子を対象とした体験型イ
ベントである。赤十字に触れる機会としてだ
けでなく、親子の触れ合いの場としても意味
ある時間とすることが出来た。

　参加者５組１０名

リーダーシップ・
トレーニング・

センター

7月27日
～28日

国立岩手山青
少年交流の家

国立岩手山青少年の家において４年ぶりに宿
泊を伴う日程で開催された。参加者も百名を
超え、非常に活気に満ちた２日間となった。
３日間のプログラムを圧縮して実施したが、
児童や生徒の反応は良く、成長が感じられ
た。
参加者の地域に偏りがあり、改善が必要であ
る。

小学生―６７名
中学生―１５名
高校生―１０名
指導スタッフ―１８名

こども赤十字
活動研究会

10月11日
岩手県赤十字
血液センター

盛岡地区での開催となり、血液センターを会
場とした。ふじなでしここども園の先生から
の話題提供を皮切りに、幼児教育の諸問題に
ついて情報交換がなされた。

保育教諭等６名

岩手県青少年赤十字
指導者研修会

6月2日
日本赤十字社
岩手県支部

今年度は若手教員の参加が目立ち、向学心を
持って参加される様子が見られた。トレセン
スタッフとしての参加意欲もあり、今後の指
導者として期待を抱かせるものであった。
一方で、学級経営や生徒指導といった現代的
な課題について悩む様子も見られた。

小学校教員－２名

中学校教員－４名

(３) 支部主催事業

名　　　称 期　日 会　場 内　　　容 参　加　者

トレセン：フィールドワークで山歩き インターンシップ：非常食づくりに挑戦 親子サマースクール：救護服で敬礼！

地区分区 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数

幼 稚 園 2 23 ٽ 田 ڤ ઊ
こ ど も 園 5 276 Ⴎ ޢ ൦ᢊ೛く↺↮ な で し こ ᣃ 南 ☆ 天 昌 寺

く り や が ↾ ᙸ 前 手 代 ౕ ʊ ᢿ あ ↨ た ↕
ٽ 田 ↄく↸がⅹか ☆ぎんがの里 ☆くろいし

の
☆ 青 山

き た く り
青 山 ٽ 田 ٽ 田 東 ඕ 北 ӂ 川
ڤ ઊ ఞ ؉ 山 ྛ ฑ ൟ ؉ 南
˅ 北 大 ५ 寺 உ が ɯ 手 代 ౕ ᣃ 南 東
ற ᨒ 中 野 東 ௅ 園 ௅ 園 北 ௅ 園
ዯ が ɯ ᙸ 前 ᙸ 前 南 Ӽ 中 野 本 宮
山 ެ ྚ 山
ɦ ೛ ؉ 東 ˅ 北 ᙸ 前 米 内
ྚ 山

高 等 学 校 3 672 岩 手 ڡ 子 Ⴎ ޢ 第 二 Ⴎ ޢ 南
特 別 支 援 3 63 ႮޢᎮᙾ支援 Ⴎ ޢ 青 ௅
小 学 校 1 287 小 ˱ 野
高 等 学 校 1 16 ᤅ 石 ՠ ߻
小 学 校 1 204 宮 Ӟ
中 学 校 1 31 ᣻ ᒔ
こ ど も 園 2 59 Ҙ Ӄ 小 ፤ ᑶ 泉
中 学 校 1 150 ☆ 藤 沢
高 等 学 校 1 26 一 関 第 二
こ ど も 園 2 106 あ か ↄ き ஛ 崎
保 育 所 1 23 ଢ 和

ྀ 川 大 ᑔ บ 大 ᑔ บ 北 Ⴎ 立 ఌ
஛ 崎 Ӵ ා ዩ 里

中 学 校 3 602 大 ᑔ บ 第 一 中 ஛ 崎
高 等 学 校 2 18 大 ᑔ บ
こ ど も 園 3 75 ᬡ ࢟ ᆖ瀬↾かば も ↮ じ
保 育 所 3 61 江 Х 南 田 Ҿ ྚ 里
高 等 学 校 3 728 岩 谷 ؘ 前 沢 ൦ 沢
中 学 校 3 531 大 ᡐ ᑶ 巻 北 矢 沢
高 等 学 校 3 28 大 ᡐ ᑶ 巻 東 ᑶ 巻 南

江 ᤊ 子 大 ᡫ り 口 内 ᯕ ޢ 崎 二 子
南

中 学 校 2 301 和 賀 東 ☆ ᫨ ᝅ
高 等 学 校 2 57 北 ɥ ፽ 南 ݦ 大 北 ɥ
小 学 校 1 63 大 川 Ⴘ
中 学 校 1 409 ʁ ५

青 ᇽ ዩ ጢ 小 Ӑ ɥ ᣂ ᧽ ᬔ ཅ
ם ฅ ᢒ 野 ᢒ 野 北 宮 ܣ ᯌ 沢
ᢋ ஄ ᢿ

中 学 校 3 576 ᢒ 野 ᢒ 野 西 ᢒ 野 東
保 育 所 2 98 小 Ӑ ൢ ˅
小 学 校 3 213 小 Ӑ ᇦ ᬡ ࠼ 田
高 等 学 校 1 4 高 田

石 Џ 所 金 田 一 ෋ 法 寺 中 央 ʶ ߼ 平
福 ޢ

中 学 校 3 531 ෋ 法 寺 福 ޢ 金 田 一
保 育 所 1 15 畑 保 育 園

ܤ 代 大 更 ௥ Ө 平 ᑅ 田 山
寺 田 田 ᪽ 平 ᇵ ௅ 野 ݃ 木

中 学 校 4 448 ܤ 代 西 ఌ 西 ఌ 第 一 ௅ ރ
高 等 学 校 1 132 ☆ 平 ᑅ

大ᑔบ高ܭ଺С

一 㛵 市 4 235

኱ ⯪ Ώ 市 16 1,852

㔩 石 市 2 303

ᐑ ྂ 市 2 235

小 学 校 8 1,103

10

㝣๓㧗田市 6 315

஧ 戸 市 9 1,492

ඵ ᖭ ᖹ 市 16 1,480

1,730

保育所 11 456

小 学 校 11 959

ஂ ឿ 市 2 472

820

6 559

㐲 㔝 市 14 1,535

保 育 所 6 462

ዟ ᕞ 市 9 864

ⰼ 巻 市

໭ ୖ 市

௧࿴䠑ᖺᗘ 㟷ᑡᖺ㉥༑Ꮠ加盟≧ἣ

小 学 校 6 961

小 学 校 10 885

加    盟    校（園・所）

┒ ᒸ 市 57 12,064

岩大᧽ޓ特別支援

小 学 校 27 8,844
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地区分区 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数 加    盟    校（園・所）

幼 稚 園 1 209 つ ば め
こ ど も 園 1 238 ふじなでしこ

巣 子 南 巣 子 大 沢 ふ う り ん 元 村
鵜 飼 一 本 木 柳 沢 ☆ 川 前
一 本 木 鵜 飼 篠 木 滝 沢 滝 沢 第 二
滝 沢 中 央 滝 沢 東 柳 沢 姥 屋 敷
滝 沢 第 二 滝 沢 滝 沢 南 柳 沢 姥 屋 敷
一 本 木

雫 石 町 2 373 小 学 校 2 373 御 所 雫 石
小 学 校 4 151 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬 五 日 市
中 学 校 3 92 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬
小 学 校 3 423 一 方 井 川 口 沼 宮 内
中 学 校 1 133 沼 宮 内
こ ど も 園 1 125 あ づ ま
中 学 校 1 616 紫 波 第 一
こ ど も 園 5 280 矢 巾 中 央 ふ ど う や は ば こ ず か た 北 高 田
保 育 所 3 100 北 川 煙 山 徳 田
小 学 校 4 1,402 煙 山 徳 田 不 動 矢 巾 東
中 学 校 2 704 矢 巾 矢 巾 北
高 等 学 校 1 40 不 来 方

住 田 町 2 136 小 学 校 2 136 有 住 世 田 米
山 田 町 1 298 中 学 校 1 298 山 田
岩 泉 町 1 84 中 学 校 1 84 岩 泉

小 学 校 2 202 小 鳥 谷 一 戸
中 学 校 1 165 一 戸
小 学 校 1 169 軽 米
中 学 校 1 175 軽 米
小 学 校 1 29 長 興 寺
中 学 校 1 118 九 戸

幼 稚 園 3 232

こども園 19 1,159

保 育 所 36 1,489

小 学 校 96 19,524

中 学 校 45 9,329

高 等 学 校 18 1,721

特 別 支 援 3 63

＜活動再開校＞

＜加盟辞退園＞（統合等による辞退）

滝 沢 市 26 5,476
小 学 校 9 3,120

保 育 所 9 274

中 学 校 6 1,635

矢 巾 町 15 2,526

岩 手 町 4 556

葛 巻 町 7 243

・紫波町立日詰小学校
＜学校事情による脱退校＞

＜加盟学校を有していない町村＞
・平泉町　・金ケ崎町　・大槌町　・洋野町　・西和賀町　

＜新規加盟校・園＞
・一関市立藤沢中学校

・社会福祉法人天昌寺福祉会天昌寺保育園

・野田村　・普代村 　・田野畑村　

・社会福祉法人岩手同胞援護会くろいしの保育園、青山保育園

・株式会社ぎんがの里ぎんがの里保育園

・奥州市立江刺南保育所（R6,3,31閉所）

・学校法人岩手キリスト教学園きたくり保育園（経営者変更後、再加盟）

九 戸 村 2 147

紫 波 町 2 741

総 計 220 33,517

一 戸 町 3 367

軽 米 町 2 344

滝沢市

矢巾町

遠野市

大船渡市

八幡平市

二戸市

葛巻町

岩手町

一戸町

九戸村

北上市

一 関

市

奥州市

宮古市

住田町

陸前高田市

花巻市

紫波町 山田町

雫石町

盛岡市

㔩石市

ஂឿ市

岩Ἠ町

㍍⡿町

普代村

金ヶ崎町

平泉町

大槌町

野田村

田野畑村

西 和 賀

町

䛆市町村䛤䛸䛾加盟䛾≧ἣ䛇

加盟校・園䛸䜒にない市町村

ᑠ୰学校䛾䜋䛸䜣䛹䛜加盟している市町村

1校（園）䡚༙数⛬ᗘ䛜加盟している市町村

※ゴシックは複数回寄付をいただいた学校

一円玉募金（青少年赤十字活動資金）協力校

合 計 ３０８，３７３円

保育所・幼稚園 小学校 中学校 高等学校・支援学校

（令和6年３月25日現在）

河北小学校 九戸中学校 前沢高等学校

遠野北小学校

盛岡青松支援学校

緑が丘小学校

不動小学校

ふじなでしここども園

本宮小学校

久慈中学校

盛岡聴覚支援学校

あかさきこども園

沼宮内小学校

陸前高田市立小友小

紫波第一中学校 釜石商工高等学校千厩小羊幼稚園こひつじ園 仙北小学校

長興寺小学校

柳沢小中学校

小屋瀬小学校

一本木小学校

大通り保育園

青笹小学校

姥屋敷小中学校

滝沢第二小学校

二子保育園

口内保育園

滝沢中央小学校

中野小学校

米内中学校向中野小学校

軽米中学校

南保育園

鳩岡崎保育園

気仙保育所

江釣子保育園

都南幼稚園

盛岡市立好摩幼稚園

徳田小学校

川前保育園 江刈小学校

413 21 6

広田小学校

田頭小学校

※全権的に園児・児童・生徒の数が減少傾向にあり、メンバー数の伸び悩みの一因となっている。

※加盟率の変遷を見ると、緩やかな増加傾向が続いている。

青少年赤十字の

実践目標の一つ

「国際理解・親

善」の一環とし

て、青少年赤十

字メンバーが集

めた青少年赤十

字活動資金（通

称「一円玉募

金」）を財源と

して実施される

海外の対象国へ

の支援事業。

令和２年度から

ネパールとバヌ

アツへの支援が

行われており、

当面は継続され

る見通しである。

青少年赤十字

海外支援事業

今年度は、１月１日に発生した「令和６年能

登半島地震」への支援活動に取り組んだ学

校が多かった。３月末現在、当支部が参列の

要請を受けた義援金贈呈式は３６を数え、う

ち２３校が青少年赤十字加盟校である。

募金活動に取り組んだ児童や生徒が、異

口同音に「東日本大震災で多くの支援を受け

た恩返しとして」と語る様子が印象的だった。
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地区分区 校数 メンバー数 校　種 校数 メンバー数 加    盟    校（園・所）

幼 稚 園 1 209 つ ば め
こ ど も 園 1 238 ふじなでしこ

巣 子 南 巣 子 大 沢 ふ う り ん 元 村
鵜 飼 一 本 木 柳 沢 ☆ 川 前
一 本 木 鵜 飼 篠 木 滝 沢 滝 沢 第 二
滝 沢 中 央 滝 沢 東 柳 沢 姥 屋 敷
滝 沢 第 二 滝 沢 滝 沢 南 柳 沢 姥 屋 敷
一 本 木

雫 石 町 2 373 小 学 校 2 373 御 所 雫 石
小 学 校 4 151 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬 五 日 市
中 学 校 3 92 葛 巻 江 刈 小 屋 瀬
小 学 校 3 423 一 方 井 川 口 沼 宮 内
中 学 校 1 133 沼 宮 内
こ ど も 園 1 125 あ づ ま
中 学 校 1 616 紫 波 第 一
こ ど も 園 5 280 矢 巾 中 央 ふ ど う や は ば こ ず か た 北 高 田
保 育 所 3 100 北 川 煙 山 徳 田
小 学 校 4 1,402 煙 山 徳 田 不 動 矢 巾 東
中 学 校 2 704 矢 巾 矢 巾 北
高 等 学 校 1 40 不 来 方

住 田 町 2 136 小 学 校 2 136 有 住 世 田 米
山 田 町 1 298 中 学 校 1 298 山 田
岩 泉 町 1 84 中 学 校 1 84 岩 泉

小 学 校 2 202 小 鳥 谷 一 戸
中 学 校 1 165 一 戸
小 学 校 1 169 軽 米
中 学 校 1 175 軽 米
小 学 校 1 29 長 興 寺
中 学 校 1 118 九 戸

幼 稚 園 3 232

こども園 19 1,159

保 育 所 36 1,489

小 学 校 96 19,524

中 学 校 45 9,329

高 等 学 校 18 1,721

特 別 支 援 3 63

＜活動再開校＞

＜加盟辞退園＞（統合等による辞退）

滝 沢 市 26 5,476
小 学 校 9 3,120

保 育 所 9 274

中 学 校 6 1,635

矢 巾 町 15 2,526

岩 手 町 4 556

葛 巻 町 7 243

・紫波町立日詰小学校
＜学校事情による脱退校＞

＜加盟学校を有していない町村＞
・平泉町　・金ケ崎町　・大槌町　・洋野町　・西和賀町　

＜新規加盟校・園＞
・一関市立藤沢中学校

・社会福祉法人天昌寺福祉会天昌寺保育園

・野田村　・普代村 　・田野畑村　

・社会福祉法人岩手同胞援護会くろいしの保育園、青山保育園

・株式会社ぎんがの里ぎんがの里保育園

・奥州市立江刺南保育所（R6,3,31閉所）

・学校法人岩手キリスト教学園きたくり保育園（経営者変更後、再加盟）

九 戸 村 2 147

紫 波 町 2 741

総 計 220 33,517

一 戸 町 3 367

軽 米 町 2 344

滝沢市

矢巾町

遠野市

大船渡市

八幡平市

二戸市

葛巻町

岩手町

一戸町

九戸村

北上市

一 関

市

奥州市

宮古市

住田町

陸前高田市

花巻市

紫波町 山田町

雫石町

盛岡市

㔩石市

ஂឿ市

岩Ἠ町

㍍⡿町

普代村

金ヶ崎町

平泉町

大槌町

野田村

田野畑村

西 和 賀

町

䛆市町村䛤䛸䛾加盟䛾≧ἣ䛇

加盟校・園䛸䜒にない市町村

ᑠ୰学校䛾䜋䛸䜣䛹䛜加盟している市町村

1校（園）䡚༙数⛬ᗘ䛜加盟している市町村

※ゴシックは複数回寄付をいただいた学校

一円玉募金（青少年赤十字活動資金）協力校

合 計 ３０８，３７３円

保育所・幼稚園 小学校 中学校 高等学校・支援学校

（令和6年３月25日現在）

河北小学校 九戸中学校 前沢高等学校

遠野北小学校

盛岡青松支援学校

緑が丘小学校

不動小学校

ふじなでしここども園

本宮小学校

久慈中学校

盛岡聴覚支援学校

あかさきこども園

沼宮内小学校

陸前高田市立小友小

紫波第一中学校 釜石商工高等学校千厩小羊幼稚園こひつじ園 仙北小学校

長興寺小学校

柳沢小中学校

小屋瀬小学校

一本木小学校

大通り保育園

青笹小学校

姥屋敷小中学校

滝沢第二小学校

二子保育園

口内保育園

滝沢中央小学校

中野小学校

米内中学校向中野小学校

軽米中学校

南保育園

鳩岡崎保育園

気仙保育所

江釣子保育園

都南幼稚園

盛岡市立好摩幼稚園

徳田小学校

川前保育園 江刈小学校

413 21 6

広田小学校

田頭小学校

※全権的に園児・児童・生徒の数が減少傾向にあり、メンバー数の伸び悩みの一因となっている。

※加盟率の変遷を見ると、緩やかな増加傾向が続いている。

青少年赤十字の

実践目標の一つ

「国際理解・親

善」の一環とし

て、青少年赤十

字メンバーが集

めた青少年赤十

字活動資金（通

称「一円玉募

金」）を財源と

して実施される

海外の対象国へ

の支援事業。

令和２年度から

ネパールとバヌ

アツへの支援が

行われており、

当面は継続され

る見通しである。

青少年赤十字

海外支援事業

今年度は、１月１日に発生した「令和６年能

登半島地震」への支援活動に取り組んだ学

校が多かった。３月末現在、当支部が参列の

要請を受けた義援金贈呈式は３６を数え、う

ち２３校が青少年赤十字加盟校である。

募金活動に取り組んだ児童や生徒が、異

口同音に「東日本大震災で多くの支援を受け

た恩返しとして」と語る様子が印象的だった。
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䕔救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ

ラ䜸スは、་⒪水‽は㏆㞄ㅖᅜとẚ䜉てもᴟめてపい状況である。2015 年᫬Ⅼの人ཱྀ 1,000 人ᙜたりの་

ᖌ数は 0.272 人であり、世界ᖹᆒの 1.804 人を኱䛝くୗᅇっている。地ᇦఫẸが自分た䛱でᛂ急手ᙜを実施

で䛝るようにすることが㠀ᖖに㔜せとなる。日赤は、2019 年 10 月からラ䜸ス赤が行う救急ἲᬑཬ஦ᴗにᑐして、

財ᨻ支援や資機ᮦᩚഛ支援等をは䛨め、指ᑟ者のスキルアッ䝥のためのᢏ⾡指ᑟの支援等を行っている。

䕔㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ

䝞䝚ア䝒は、自然災害リスクの᭱も㧗いᅜ（World Risk Repot 2021）で、䜸ーストラリアの໭ᮾに఩⨨するᓥ

ᅜで 83 のᓥからなり、㠃✚は新₲県と䜋䜌ྠ䛨኱䛝さ、人ཱྀは 30 ୓人である。

䝞䝚ア䝒赤十字社（௨ୗ、䝞䝚ア䝒赤）は㜵災䜈のព㆑が㧗いことから、日赤は 2017 年度から支援を行っ

ている。この㜵災ᩍ⫱஦ᴗに㛵して䝞䝚ア䝒赤と䝞䝚ア䝒ᩍ⫱◊ಟ┬との㐃ᦠも✚ᴟⓗに行䜟れている。

䕔ルワン䝎気ೃኚ動等䝺䝆リエンスᙉ໬஦ᴗ

ルワン䝎赤十字社と㐃ᦠし、気ೃኚ動のᙳ㡪と⪃えられる災害、ឤᰁ⑕や㈋ᅔな䛹の社఍ㄢ㢟にᑐし、ఫ

Ẹがㄢ㢟に取り⤌む䛂モ䝕ルビ䝺ッ䝆ア䝥ロー䝏䛃をᬑཬさ䛫、䝺䝆リエンスをᙉ໬さ䛫るため、財ᨻ支援を行

った。

䕔アフガニスタン気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ

   アフガニスタン赤新月社が୺యとなって行う、気ೃኚ動による自然災害䜈ᑐᛂするための䛂ᮧⴠやᏛᰯで

の㜵災・ῶ災活動䛃、䛂生活支援活動䛃にᑐし、財ᨻ支援を行った。

     

ワールドファーストエイドデーイベント ワールドファーストエイドデーイベント

で応急手当を学ぶ学生🄫🄫ラオス赤 で心肺蘇生を実演する指導員🄫🄫ラオス赤

５ ᅜ㝿活動
௒日のᅜ㝿᝟ໃをみると、౫然として、ᡓ争やẸ᪘・᐀ᩍ等のᑐ立による武力紛争が生䛨ており、ከくの㞴

Ẹや㑊㞴Ẹが発生している。また、気ೃのኚ動や⎔ቃ◚ቯがཬ䜌す自然災害による被災者もከく発生してい

る。

このようなᅜ㝿᝟ໃに㎿㏿にᑐᛂするため、日本赤十字社では人道危機にᑐする緊急救援から᚟ᪧ・෌

ᘓ、開発協力までの中・㛗期ⓗな取り⤌みをᒎ開している。

本県支部としても、毎年ＮＨＫとඹദで実施している䛂ＮＨＫ海外たすけあい䛃の募金や海外救援金の募金

を受け付け、また、支部ᅜ㝿活動ཧຍ஦ᴗに活動資金支援や指ᑟဨὴ㐵な䛹の支援を行っている。

（１）඲社の活動ᴫせ

① 令和 5年度支部ᅜ㝿活動ཧຍ஦ᴗ

஦ᴗᑐ㇟ᅜ ஦ᴗ名

１ 䝞ン䜾ラ䝕シ䝳 ಖ೺་⒪支援஦ᴗ

２ ラ䜸ス 救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ

３ 䝞䝚ア䝒 㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ

４ イン䝗䝛シア コ䝭䝳ニ䝔䜱㜵災ᙉ໬஦ᴗ

５ 䝺䝞䝜ン 䝥ライ䝬リー䝦ルス・ス䜿ールアッ䝥஦ᴗ

６ ア䝆ア・኱ὒᕞ ⤥水・⾨生災害ᑐᛂキットᩚഛ஦ᴗ

７ ༡スー䝎ンඹ和ᅜ 紛争≛≅者支援஦ᴗ

８ ᮾアフリカ 地ᇦಖ೺ᙉ໬஦ᴗ

９ ༡部アフリカ ឤᰁ⑕ᑐ⟇஦ᴗ

１０ ルワン䝎 気ೃኚ動等䝺䝆リエンスᙉ໬஦ᴗ

１１ アフガニスタン 気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ

② 令和 5年度 ᙜ支部㈇ᢸ額

令和 5年度支部ᅜ㝿活動ཧຍ஦ᴗのう䛱、䛂救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ䛃䛂㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ䛃䛂気ೃኚ

動等䢖䡸䢚䢔䡰䢙䡹ᙉ໬஦ᴗ䛃䛂気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ䛃に䛴いて、➨ 1䝤ロック支部として 600୓円（各県支部社資実績

額にᛂ䛨てᣨ分）の支援を行った。

ᅜ 名 支援஦ᴗ 支援金額 ഛ⪃

ラ䜸ス 救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ 1,500,000 円

䝞䝚ア䝒 㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ 1,500,000 円

ルワン䝎 気ೃኚ動等䢖䡸䢚䢔䡰䢙䡹ᙉ໬஦ᴗ 1,500,000 円

アフガニスタン 気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ 1,500,000 円

合 計 6,000,000 円
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䕔救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ

ラ䜸スは、་⒪水‽は㏆㞄ㅖᅜとẚ䜉てもᴟめてపい状況である。2015 年᫬Ⅼの人ཱྀ 1,000 人ᙜたりの་

ᖌ数は 0.272 人であり、世界ᖹᆒの 1.804 人を኱䛝くୗᅇっている。地ᇦఫẸが自分た䛱でᛂ急手ᙜを実施

で䛝るようにすることが㠀ᖖに㔜せとなる。日赤は、2019 年 10 月からラ䜸ス赤が行う救急ἲᬑཬ஦ᴗにᑐして、

財ᨻ支援や資機ᮦᩚഛ支援等をは䛨め、指ᑟ者のスキルアッ䝥のためのᢏ⾡指ᑟの支援等を行っている。

䕔㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ

䝞䝚ア䝒は、自然災害リスクの᭱も㧗いᅜ（World Risk Repot 2021）で、䜸ーストラリアの໭ᮾに఩⨨するᓥ

ᅜで 83 のᓥからなり、㠃✚は新₲県と䜋䜌ྠ䛨኱䛝さ、人ཱྀは 30 ୓人である。

䝞䝚ア䝒赤十字社（௨ୗ、䝞䝚ア䝒赤）は㜵災䜈のព㆑が㧗いことから、日赤は 2017 年度から支援を行っ

ている。この㜵災ᩍ⫱஦ᴗに㛵して䝞䝚ア䝒赤と䝞䝚ア䝒ᩍ⫱◊ಟ┬との㐃ᦠも✚ᴟⓗに行䜟れている。

䕔ルワン䝎気ೃኚ動等䝺䝆リエンスᙉ໬஦ᴗ

ルワン䝎赤十字社と㐃ᦠし、気ೃኚ動のᙳ㡪と⪃えられる災害、ឤᰁ⑕や㈋ᅔな䛹の社఍ㄢ㢟にᑐし、ఫ

Ẹがㄢ㢟に取り⤌む䛂モ䝕ルビ䝺ッ䝆ア䝥ロー䝏䛃をᬑཬさ䛫、䝺䝆リエンスをᙉ໬さ䛫るため、財ᨻ支援を行

った。

䕔アフガニスタン気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ

   アフガニスタン赤新月社が୺యとなって行う、気ೃኚ動による自然災害䜈ᑐᛂするための䛂ᮧⴠやᏛᰯで

の㜵災・ῶ災活動䛃、䛂生活支援活動䛃にᑐし、財ᨻ支援を行った。

     

ワールドファーストエイドデーイベント ワールドファーストエイドデーイベント

で応急手当を学ぶ学生🄫🄫ラオス赤 で心肺蘇生を実演する指導員🄫🄫ラオス赤

５ ᅜ㝿活動
௒日のᅜ㝿᝟ໃをみると、౫然として、ᡓ争やẸ᪘・᐀ᩍ等のᑐ立による武力紛争が生䛨ており、ከくの㞴

Ẹや㑊㞴Ẹが発生している。また、気ೃのኚ動や⎔ቃ◚ቯがཬ䜌す自然災害による被災者もከく発生してい

る。

このようなᅜ㝿᝟ໃに㎿㏿にᑐᛂするため、日本赤十字社では人道危機にᑐする緊急救援から᚟ᪧ・෌

ᘓ、開発協力までの中・㛗期ⓗな取り⤌みをᒎ開している。

本県支部としても、毎年ＮＨＫとඹദで実施している䛂ＮＨＫ海外たすけあい䛃の募金や海外救援金の募金

を受け付け、また、支部ᅜ㝿活動ཧຍ஦ᴗに活動資金支援や指ᑟဨὴ㐵な䛹の支援を行っている。

（１）඲社の活動ᴫせ

① 令和 5年度支部ᅜ㝿活動ཧຍ஦ᴗ

஦ᴗᑐ㇟ᅜ ஦ᴗ名

１ 䝞ン䜾ラ䝕シ䝳 ಖ೺་⒪支援஦ᴗ

２ ラ䜸ス 救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ

３ 䝞䝚ア䝒 㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ

４ イン䝗䝛シア コ䝭䝳ニ䝔䜱㜵災ᙉ໬஦ᴗ

５ 䝺䝞䝜ン 䝥ライ䝬リー䝦ルス・ス䜿ールアッ䝥஦ᴗ

６ ア䝆ア・኱ὒᕞ ⤥水・⾨生災害ᑐᛂキットᩚഛ஦ᴗ

７ ༡スー䝎ンඹ和ᅜ 紛争≛≅者支援஦ᴗ

８ ᮾアフリカ 地ᇦಖ೺ᙉ໬஦ᴗ

９ ༡部アフリカ ឤᰁ⑕ᑐ⟇஦ᴗ

１０ ルワン䝎 気ೃኚ動等䝺䝆リエンスᙉ໬஦ᴗ

１１ アフガニスタン 気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ

② 令和 5年度 ᙜ支部㈇ᢸ額

令和 5年度支部ᅜ㝿活動ཧຍ஦ᴗのう䛱、䛂救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ䛃䛂㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ䛃䛂気ೃኚ

動等䢖䡸䢚䢔䡰䢙䡹ᙉ໬஦ᴗ䛃䛂気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ䛃に䛴いて、➨ 1䝤ロック支部として 600୓円（各県支部社資実績

額にᛂ䛨てᣨ分）の支援を行った。

ᅜ 名 支援஦ᴗ 支援金額 ഛ⪃

ラ䜸ス 救急ἲᬑཬ支援஦ᴗ 1,500,000 円

䝞䝚ア䝒 㟷ᑡ年赤十字海外支援஦ᴗ 1,500,000 円

ルワン䝎 気ೃኚ動等䢖䡸䢚䢔䡰䢙䡹ᙉ໬஦ᴗ 1,500,000 円

アフガニスタン 気ೃኚ動ᑐ⟇஦ᴗ 1,500,000 円

合 計 6,000,000 円
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（2）海外救援金等受付状況 （令和５年度実績 岩手県支部扱い分のみ掲載）

①ＮＨＫ海外たすけあい

NHK と協働して実施する募金キャンペーンで、昭和 58 年から毎年 12 月に継続して実施している。世界

各地での紛争、災害、病気に苦しんでいる人びとを支援する活動に役立てられている。

救援金名 受付期間 件 数 金 額

ＮＨＫ海外たすけあい R５.12.1～R５.12.25 635件 691,437円

②2023 年海外救援金（令和５年度岩手県支部取扱い額 救援金名と金額のみ掲載）

絶え間なく起こる災害や紛争―それらは人びとの尊い命や財産を一瞬にして奪い去ります。

世界の各地で自然災害や武力紛争等による被害が発生しており、被災者の状況は一層深刻なものにな

っています。こうした状況の中で苦しむ人々のために、日本赤十字社と世界の赤十字・赤新月社が行う緊

急支援や開発協力活動の資金として、救援金は活用されています。

救援金名 金 額

ウクライナ人道危機救援金   １６４，６９１円

2023年トルコ・シリア地震救援金 ２，０２７，６７７円

2023年アメリカ・ハワイ火災救援金 ４５，８８３円

2023年モロッコ地震救援金 ３４，０００円

2023年リビア洪水救援金 ２２，０００円

2023年アフガニスタン地震救援金 ４０，１１４円

イスラエル・ガザ人道危機救援金 ３１，１４９円

無指定海外救援金 １０，０００円

合 計 ２，３７５，５１４円

令和５年度

NHK海外たすけあいポスター

NHK海外たすけあい 202３募金受付会場
NHK盛岡放送局内の様子

６ 医療事業、血液事業、社会福祉事業

（1）医療事業

令和５年度は５月に新型コロナウイルス感染症が新型インフルエンザ等感染症から５類感

染症に移行したことに伴い、当院でも新型コロナウイルス感染症への対応の縮小を行い、令

和５年９月末を以って入院受入病棟を閉鎖した。新型コロナウイルス感染症蔓延時の病院受

診控えの影響もあり、入院患者数が前年度比 14.2％減少、外来患者数が前年度比 12.3％の減

少と経営に深刻な影響を与えた。しかしながら盛岡医療圏における中核の公的病院として、

また『地域医療支援病院』として、地域の医療・介護・福祉機関との連携を強化、救急患者

受入れにも対応し、患者中心の医療を実践した。

１月１日に発生した能登半島地震においては、10 日に第１班の医療救護班を派遣したのを

始めとし、３月末までに医療救護班（５班）、災害医療コーディネートチーム（２チーム）、

こころのケア班（１班）を派遣し、被害を受けた珠洲市、能登町、七尾市等において災害救

護活動を行った。

患者に信頼される医療の提供については、９月に赤十字講習会等の開催を通して地域住民

の命と健康を守り、自助・共助の意識の醸成及び地域コミュニティの活性化を目的とした、

地域包括ケアの推進に関する協定書を宮古市・陸前高田市・岩手県支部・当院の三者共同で

締結した。また同月に外来機能の明確化・連携強化による患者の流れの円滑化を目的とした

紹介受診重点医療機関の指定を受け、外来患者の待ち時間短縮、患者のスムーズな検査・治

療を行う体制を整備した。

安全で良質な医療の提供については、ここ数年、医療機関へのｻｲﾊﾞｰ攻撃によって電子カル

テの閲覧・利用が出来なくなる事案が発生していることから、厚生労働省から医療機関等に

おけるサイバーセキュリティ対策の取組みを強化するよう通達があり、当院に関連する事業

者へのサイバーセキュリティ対策状況の確認を行った。

令和５年度の経営収支は、入院患者数が大幅に減少したことで医業収益が前年度比 1,214

百万円減少し、医業収支は 1,253 百万円、収支差引額は 863 百万円の赤字と５期ぶりに赤字

決算となった。令和６年度は４月から３テスラ MRI 装置の稼働を予定していることから、地

域連携の強化および救急患者受け入れによる収入確保と材料費等の医業経費全般の見直しに

よる健全経営に努める。また、引き続き岩手医科大学附属病院との連携強化と環境変化に応

じた病院運営体制を構築し経営基盤の強化を継続する。

（能登半島地震第１班出発式）       （地域包括ケア協定書締結式）
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（2）海外救援金等受付状況 （令和５年度実績 岩手県支部扱い分のみ掲載）

①ＮＨＫ海外たすけあい

NHK と協働して実施する募金キャンペーンで、昭和 58 年から毎年 12 月に継続して実施している。世界

各地での紛争、災害、病気に苦しんでいる人びとを支援する活動に役立てられている。

救援金名 受付期間 件 数 金 額

ＮＨＫ海外たすけあい R５.12.1～R５.12.25 635件 691,437円

②2023 年海外救援金（令和５年度岩手県支部取扱い額 救援金名と金額のみ掲載）

絶え間なく起こる災害や紛争―それらは人びとの尊い命や財産を一瞬にして奪い去ります。

世界の各地で自然災害や武力紛争等による被害が発生しており、被災者の状況は一層深刻なものにな

っています。こうした状況の中で苦しむ人々のために、日本赤十字社と世界の赤十字・赤新月社が行う緊

急支援や開発協力活動の資金として、救援金は活用されています。

救援金名 金 額

ウクライナ人道危機救援金   １６４，６９１円

2023年トルコ・シリア地震救援金 ２，０２７，６７７円

2023年アメリカ・ハワイ火災救援金 ４５，８８３円

2023年モロッコ地震救援金 ３４，０００円

2023年リビア洪水救援金 ２２，０００円

2023年アフガニスタン地震救援金 ４０，１１４円

イスラエル・ガザ人道危機救援金 ３１，１４９円

無指定海外救援金 １０，０００円

合 計 ２，３７５，５１４円

令和５年度

NHK海外たすけあいポスター

NHK海外たすけあい 202３募金受付会場
NHK盛岡放送局内の様子

６ 医療事業、血液事業、社会福祉事業

（1）医療事業

令和５年度は５月に新型コロナウイルス感染症が新型インフルエンザ等感染症から５類感

染症に移行したことに伴い、当院でも新型コロナウイルス感染症への対応の縮小を行い、令

和５年９月末を以って入院受入病棟を閉鎖した。新型コロナウイルス感染症蔓延時の病院受

診控えの影響もあり、入院患者数が前年度比 14.2％減少、外来患者数が前年度比 12.3％の減

少と経営に深刻な影響を与えた。しかしながら盛岡医療圏における中核の公的病院として、

また『地域医療支援病院』として、地域の医療・介護・福祉機関との連携を強化、救急患者

受入れにも対応し、患者中心の医療を実践した。

１月１日に発生した能登半島地震においては、10 日に第１班の医療救護班を派遣したのを

始めとし、３月末までに医療救護班（５班）、災害医療コーディネートチーム（２チーム）、

こころのケア班（１班）を派遣し、被害を受けた珠洲市、能登町、七尾市等において災害救

護活動を行った。

患者に信頼される医療の提供については、９月に赤十字講習会等の開催を通して地域住民

の命と健康を守り、自助・共助の意識の醸成及び地域コミュニティの活性化を目的とした、

地域包括ケアの推進に関する協定書を宮古市・陸前高田市・岩手県支部・当院の三者共同で

締結した。また同月に外来機能の明確化・連携強化による患者の流れの円滑化を目的とした

紹介受診重点医療機関の指定を受け、外来患者の待ち時間短縮、患者のスムーズな検査・治

療を行う体制を整備した。

安全で良質な医療の提供については、ここ数年、医療機関へのｻｲﾊﾞｰ攻撃によって電子カル

テの閲覧・利用が出来なくなる事案が発生していることから、厚生労働省から医療機関等に

おけるサイバーセキュリティ対策の取組みを強化するよう通達があり、当院に関連する事業

者へのサイバーセキュリティ対策状況の確認を行った。

令和５年度の経営収支は、入院患者数が大幅に減少したことで医業収益が前年度比 1,214

百万円減少し、医業収支は 1,253 百万円、収支差引額は 863 百万円の赤字と５期ぶりに赤字

決算となった。令和６年度は４月から３テスラ MRI 装置の稼働を予定していることから、地

域連携の強化および救急患者受け入れによる収入確保と材料費等の医業経費全般の見直しに

よる健全経営に努める。また、引き続き岩手医科大学附属病院との連携強化と環境変化に応

じた病院運営体制を構築し経営基盤の強化を継続する。

（能登半島地震第１班出発式）       （地域包括ケア協定書締結式）
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令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

(6.2) (3.9) (4.5) (15.7) (14.0) (13.3) (1.2) (0.7) (1.1)
2,251 1,428 1,664 3,788 3,409 3,225 282 173 276
(0.0) (0.0) (0.0) (14.4) (10.3) (1.8) (0.1) (0.1) (0.0)
0 0 0 648 472 438 3 3 1

(5.8) (6.1) (4.6) (12.5) (12.7) (11.5) (0.9) (0.9) (0.9)
2,128 2,211 1,675 3,026 3,097 2,772 226 223 206
(33.1) (34.8) (32.8) (18.3) (20.1) (17.7) (1.1) (1.2) (1.0)

12,070 12,710 11,989 4,429 4,882 4,282 259 294 242
(4.6) (4.8) (5.0) (9.2) (9.8) (4.5) (1.5) (1.8) (1.4)
1,674 1,764 1,820 1,310 1,447 1,099 209 265 206
(17.2) (18.7) (15.5) (34.6) (32.4) (28.6) (5.8) (5.9) (4.8)
6,292 6,837 5,666 8,375 7,869 6,916 1,414 1,424 1,168
(12.7) (13.2) (13.6) (27.3) (27.3) (25.5) (2.1) (2.3) (1.7)
4,633 4,819 4,969 6,606 6,640 6,181 506 566 416
(14.5) (11.5) (11.8) (34.1) (35.0) (27.8) (7.8) (8.5) (7.6) (4.4) (4.3) (3.9)
5,278 4,212 4,331 8,256 8,497 6,738 1,882 2,063 1,841 1,068 1,058 939
(20.8) (18.3) (13.5) (37.9) (38.3) (30.7) (2.8) (3.1) (2.3) (2.5) (2.7) (2.6)
7,609 6,678 4,938 9,183 9,304 7,432 681 764 549 602 651 637
(0.3) (0.2) (0.2) (7.2) (6.7) (1.4) (2.3) (1.7) (2.4)
115 73 72 351 329 331 111 83 114
(33.1) (27.7) (23.1) (43.5) (38.5) (27.6) (4.8) (5.1) (5.4)
12,077 10,125 8,469 8,398 7,594 6,683 1,136 1,009 1,036
(11.0) (10.3) (9.5) (15.8) (20.1) (12.5) (2.8) (4.8) (2.6) (0.8) (0.8) (0.8)
4,003 3,746 3,475 3,728 4,880 3,035 681 1,172 630 196 183 196
(0.3) (0.8) (0.5) (26.5) (25.5) (22.3) (1.8) (1.7) (1.6)
209 292 169 6,409 6,200 5,401 441 401 379
(12.5) (11.3) (12.8) (67.1) (66.3) (62.7) (3.1) (2.7) (2.9)
4,576 4,125 4,677 16,245 16,119 15,169 758 655 692
(32.1) (28.1) (24.8) (89.2) (89.2) (83.3) (6.8) (6.2) (5.5) (3.2) (2.9) (2.9)
11,728 10,271 9,084 21,583 21,679 20,168 1,644 1,499 1,329 776 711 693
(0.0) (0.0) (0.0) (8.0) (9.5) (7.6) (0.5) (0.3) (0.4)
0 0 15 1,422 1,843 1,838 86 67 70

(3.4) (3.0) (3.9) (15.2) (17.5) (11.3) (3.0) (4.5) (2.8)
1,245 1,108 1,443 3,667 4,255 2,739 727 1,084 678
(0.0) (0.3) (0.1) (44.3) (41.7) (38.9) (2.1) (1.9) (2.0)
9 123 24 10,713 10,133 9,419 517 456 493

(0.0) (0.0) (0.0) (5.1) (5.6) (2.3) (0.1) (0.2) (0.2)
0 0 0 500 548 564 10 19 19

(0.0) (0.0) (0.0) (13.2) (10.0) (10.0) (0.0) (0.0) (0.0)
0 9 0 3,170 2430 2,411 0 0 0

(13.6) (9.9) (13.5) (1.2) (1.1) (0.5) (0.4) (0.3) (0.2)
4,965 3,612 4,936 174 169 109 53 42 33

(6.1) (5.8) (5.4)
1,485 1,427 1,318

(221.5) (203.1) (189.7) (504.1) (501.2) (441.9) (48.0) (50.5) (42.9) (17.0) (16.5) (15.6)
80,862 74,143 69,416 121,981 121,796 106,950 11,626 12,262 10,378 4,127 4,030 3,783

（　　）内は一日平均

年度別患者数調べ

合 計

外 科

　　　　　　　　区分
　　　　　　　年度
   科　　別

産婦人科

眼 科

耳鼻咽喉
科

放射線科

整形外科

脳神経外
科

健康診断受診数入　院　患　者　数 外　来　患　者　数 外来新患延べ数（再掲）

皮 膚 科

総合診療
科

精 神 科

脳神経内
科

小 児 科

健　診　部

麻　酔　科

リハビリテー
ション科

泌尿器科

緩和ケア
科

小児外科

呼吸器内
科

消化器内
科

循環器内
科

血液内科

令和3年度 令和4年度 令和5年度

受 診 者 数 776 711 693

要 精 検 者 数 93 68 55

精 検 受 診 者 数 33 27 34

が ん 発 見 者 数 0 0 0

受 診 者 数 602 651 637

要 精 検 者 数 67 68 44

精 検 受 診 者 数 35 43 23

が ん 発 見 者 数 0 0 1

受 診 者 数 277 286 344

要 精 検 者 数 125 116 147

が ん 発 見 者 数 1 1 2

受 診 者 数 290 284 264

要 精 検 者 数 126 117 116

が ん 発 見 者 数 2 3 0

受 診 者 数 196 183 196

要 精 検 者 数 60 70 47

受 診 者 数 734 691 671

要 精 検 者 数 94 198 174

が ん 発 見 者 数 2 0 1

受 診 者 数 468 459 389

が ん 発 見 者 数 0 0 0

受 診 者 数 0 0 0

が ん 発 見 者 数 0 0 0

受 診 者 数 3,260 3,922 4,022

受 診 者 数 1,061 1,058 939

受 診 者 数 3,793 4,013 3,088

受 診 者 数 547 547 579

要 精 検 者 数 0 0 0

健診部業務内容年度別実績表

健診部活動　　　　　　　　　　　　（単位：人）

子 宮 が ん 検 診

乳がん・甲状腺がん検診

１ 泊 人 間 ド ッ ク

肺がん検診（喀痰検査）

成人病健診（協会けんぽ）

一般健康診断
職域健康診断

1 日 人 間 ド ッ ク

肺がんＣＴ検診

集 団 健 診 （ 学 校 等 ）

乳 児 健 診 （ 受 診 券 ）

妊産婦健診 （ 受診券 ）

脳 ド ッ ク
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令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

(6.2) (3.9) (4.5) (15.7) (14.0) (13.3) (1.2) (0.7) (1.1)
2,251 1,428 1,664 3,788 3,409 3,225 282 173 276
(0.0) (0.0) (0.0) (14.4) (10.3) (1.8) (0.1) (0.1) (0.0)
0 0 0 648 472 438 3 3 1

(5.8) (6.1) (4.6) (12.5) (12.7) (11.5) (0.9) (0.9) (0.9)
2,128 2,211 1,675 3,026 3,097 2,772 226 223 206
(33.1) (34.8) (32.8) (18.3) (20.1) (17.7) (1.1) (1.2) (1.0)

12,070 12,710 11,989 4,429 4,882 4,282 259 294 242
(4.6) (4.8) (5.0) (9.2) (9.8) (4.5) (1.5) (1.8) (1.4)
1,674 1,764 1,820 1,310 1,447 1,099 209 265 206
(17.2) (18.7) (15.5) (34.6) (32.4) (28.6) (5.8) (5.9) (4.8)
6,292 6,837 5,666 8,375 7,869 6,916 1,414 1,424 1,168
(12.7) (13.2) (13.6) (27.3) (27.3) (25.5) (2.1) (2.3) (1.7)
4,633 4,819 4,969 6,606 6,640 6,181 506 566 416
(14.5) (11.5) (11.8) (34.1) (35.0) (27.8) (7.8) (8.5) (7.6) (4.4) (4.3) (3.9)
5,278 4,212 4,331 8,256 8,497 6,738 1,882 2,063 1,841 1,068 1,058 939
(20.8) (18.3) (13.5) (37.9) (38.3) (30.7) (2.8) (3.1) (2.3) (2.5) (2.7) (2.6)
7,609 6,678 4,938 9,183 9,304 7,432 681 764 549 602 651 637
(0.3) (0.2) (0.2) (7.2) (6.7) (1.4) (2.3) (1.7) (2.4)
115 73 72 351 329 331 111 83 114
(33.1) (27.7) (23.1) (43.5) (38.5) (27.6) (4.8) (5.1) (5.4)
12,077 10,125 8,469 8,398 7,594 6,683 1,136 1,009 1,036
(11.0) (10.3) (9.5) (15.8) (20.1) (12.5) (2.8) (4.8) (2.6) (0.8) (0.8) (0.8)
4,003 3,746 3,475 3,728 4,880 3,035 681 1,172 630 196 183 196
(0.3) (0.8) (0.5) (26.5) (25.5) (22.3) (1.8) (1.7) (1.6)
209 292 169 6,409 6,200 5,401 441 401 379
(12.5) (11.3) (12.8) (67.1) (66.3) (62.7) (3.1) (2.7) (2.9)
4,576 4,125 4,677 16,245 16,119 15,169 758 655 692
(32.1) (28.1) (24.8) (89.2) (89.2) (83.3) (6.8) (6.2) (5.5) (3.2) (2.9) (2.9)
11,728 10,271 9,084 21,583 21,679 20,168 1,644 1,499 1,329 776 711 693
(0.0) (0.0) (0.0) (8.0) (9.5) (7.6) (0.5) (0.3) (0.4)
0 0 15 1,422 1,843 1,838 86 67 70

(3.4) (3.0) (3.9) (15.2) (17.5) (11.3) (3.0) (4.5) (2.8)
1,245 1,108 1,443 3,667 4,255 2,739 727 1,084 678
(0.0) (0.3) (0.1) (44.3) (41.7) (38.9) (2.1) (1.9) (2.0)
9 123 24 10,713 10,133 9,419 517 456 493

(0.0) (0.0) (0.0) (5.1) (5.6) (2.3) (0.1) (0.2) (0.2)
0 0 0 500 548 564 10 19 19

(0.0) (0.0) (0.0) (13.2) (10.0) (10.0) (0.0) (0.0) (0.0)
0 9 0 3,170 2430 2,411 0 0 0

(13.6) (9.9) (13.5) (1.2) (1.1) (0.5) (0.4) (0.3) (0.2)
4,965 3,612 4,936 174 169 109 53 42 33

(6.1) (5.8) (5.4)
1,485 1,427 1,318

(221.5) (203.1) (189.7) (504.1) (501.2) (441.9) (48.0) (50.5) (42.9) (17.0) (16.5) (15.6)
80,862 74,143 69,416 121,981 121,796 106,950 11,626 12,262 10,378 4,127 4,030 3,783

（　　）内は一日平均

年度別患者数調べ

合 計

外 科

　　　　　　　　区分
　　　　　　　年度
   科　　別

産婦人科

眼 科

耳鼻咽喉
科

放射線科

整形外科

脳神経外
科

健康診断受診数入　院　患　者　数 外　来　患　者　数 外来新患延べ数（再掲）

皮 膚 科

総合診療
科

精 神 科

脳神経内
科

小 児 科

健　診　部

麻　酔　科

リハビリテー
ション科

泌尿器科

緩和ケア
科

小児外科

呼吸器内
科

消化器内
科

循環器内
科

血液内科

令和3年度 令和4年度 令和5年度

受 診 者 数 776 711 693

要 精 検 者 数 93 68 55

精 検 受 診 者 数 33 27 34

が ん 発 見 者 数 0 0 0

受 診 者 数 602 651 637

要 精 検 者 数 67 68 44

精 検 受 診 者 数 35 43 23

が ん 発 見 者 数 0 0 1

受 診 者 数 277 286 344

要 精 検 者 数 125 116 147

が ん 発 見 者 数 1 1 2

受 診 者 数 290 284 264

要 精 検 者 数 126 117 116

が ん 発 見 者 数 2 3 0

受 診 者 数 196 183 196

要 精 検 者 数 60 70 47

受 診 者 数 734 691 671

要 精 検 者 数 94 198 174

が ん 発 見 者 数 2 0 1

受 診 者 数 468 459 389

が ん 発 見 者 数 0 0 0

受 診 者 数 0 0 0

が ん 発 見 者 数 0 0 0

受 診 者 数 3,260 3,922 4,022

受 診 者 数 1,061 1,058 939

受 診 者 数 3,793 4,013 3,088

受 診 者 数 547 547 579

要 精 検 者 数 0 0 0

健診部業務内容年度別実績表

健診部活動　　　　　　　　　　　　（単位：人）

子 宮 が ん 検 診

乳がん・甲状腺がん検診

１ 泊 人 間 ド ッ ク

肺がん検診（喀痰検査）

成人病健診（協会けんぽ）

一般健康診断
職域健康診断

1 日 人 間 ド ッ ク

肺がんＣＴ検診

集 団 健 診 （ 学 校 等 ）

乳 児 健 診 （ 受 診 券 ）

妊産婦健診 （ 受診券 ）

脳 ド ッ ク
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実人員 4 人 実件数 延件数

換算人員 4 人 359 537

実人員 6 人 21 80

換算人員 5.4 人 227 368

27 39

1,688 5,773

実件数 210 435

年度実件数 2,037 8 12

継続実件数 65 25 82

入院 1,596 48 99

外来 441 12 24

年度延件数 年度延件数 8,625 9 31

医師 29 7 17

看護職 1,848 21 30

リハビリ職 0 本人 776

その他院内職員 20 家族 978

本人 22 友人･知人 2

家族・親戚縁者 26 本人 38

院外関係機関 149 家族 821

近隣者・知人 1 友人･知人 1

医療チーム 0 家庭 3

ソーシャルワーカー 7 その他 0

受診前 19 8

外　来 304 3,863

入院前 52 160

入院中 1,694 4,453

その他 33 1,160

独居 227

経済困窮 46

36

6

精神疾患 50

認知症 162

10

自殺企図 1

無保険 1 2,461

身元不明 0 52

ホームレス 0 1

外国人 0 0

4 157

0 136

看護師 3 1

その他 0 0

合同カンファレンス

リエゾンチーム

カンファレンス

16

訪問

同行・同伴・代行

連絡調整・院内

患者サポートチーム

36

560

36

退院支援チーム

連絡調整・院外：面会

連絡調整・院外：電話

就労・就学

援助方法

チーム医療

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

面談

カンファレンス

認知症ケアチーム

合同カンファレンス

虐待対応チーム

倫理コンサルテーションチーム

緩和ケアチーム

連絡調整・院外：その他

その他

医療社会事業部業務内容実績表
（令和5年度 相談援護関係実施状況）

１　入退院支援部門の人員配置

２　相談救護関係の実施状況

社会福祉士

看護師

身元保証・権利擁護

新規実件数

区分

援助内容

電話

受診・受療

経済的問題

制度活用

入院療養生活

退院支援

在宅療養・介護

医療者との関係

死後対応

その他

家族関係

日常生活

相談担当者
職種および
人数

新規ケース
の紹介経路

区分

MSW（再掲：社会福祉士）

精神保健福祉士（PSW）

家庭内暴力・虐待

ハイリスク妊産婦

家族疎遠・身寄りなし

社会的背景

介入の時期

取扱件数

（2）血ᾮ事業

日本赤十字社ࡣ⑓Ẽࡀࡅࡸでⱞしࡳ、血ᾮ〇๣をᚲせとして࠸る᪉のᑛ࠸࿨をᩆ࠺たࡵ

㟂せにᛂࡌた献血血ᾮをᏳ定ⓗに☜ಖし、Ᏻ全ᛶ࣭ရ㉁ྥୖにྲྀࡳ⤌ࡾ、献血者のⓙᵝの

ᛮ࠸を࠾ᒆࡍࡅると࠺࠸౑࿨をᢸ࠸、血ᾮ事業にྲྀࢇ⤌ࡾで࠸るࠋ

令和５年度の県ෆにࡅ࠾る血ᾮ事業の状況

་⒪機関の㟂せにぢྜった血ᾮの☜ಖにດࡵ、令和５年度ࡣ、全血献血 31,832人（前年

度比 104.1％）、ᡂศ献血 12,237人（前年度比 97.7％）、ྜ ィ 44,069人（前年度比 102.2％）

の᪉ࡽ࠿ࠎ献血のࡈ༠ຊを࠸た࠸ࡔたࠋ

た、全血献血のࡲ 400㹫㹊献血⋡ࡣ 96.0％と┠ᶆ（97.1％）をୗᅇったものの、་⒪機

関ࡀᚲせとࡍる㍺血⏝血ᾮ〇๣ࡣ、Ᏻ定して供⤥ࡍるࡇとࡀできたࠋ
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実人員 4 人 実件数 延件数

換算人員 4 人 359 537

実人員 6 人 21 80

換算人員 5.4 人 227 368

27 39

1,688 5,773

実件数 210 435

年度実件数 2,037 8 12

継続実件数 65 25 82

入院 1,596 48 99

外来 441 12 24

年度延件数 年度延件数 8,625 9 31

医師 29 7 17

看護職 1,848 21 30

リハビリ職 0 本人 776

その他院内職員 20 家族 978

本人 22 友人･知人 2

家族・親戚縁者 26 本人 38

院外関係機関 149 家族 821

近隣者・知人 1 友人･知人 1

医療チーム 0 家庭 3

ソーシャルワーカー 7 その他 0

受診前 19 8

外　来 304 3,863

入院前 52 160

入院中 1,694 4,453

その他 33 1,160

独居 227

経済困窮 46

36

6

精神疾患 50

認知症 162

10

自殺企図 1

無保険 1 2,461

身元不明 0 52

ホームレス 0 1

外国人 0 0

4 157

0 136

看護師 3 1

その他 0 0

合同カンファレンス

リエゾンチーム

カンファレンス

16

訪問

同行・同伴・代行

連絡調整・院内

患者サポートチーム

36

560

36

退院支援チーム

連絡調整・院外：面会

連絡調整・院外：電話

就労・就学

援助方法

チーム医療

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

(院内職種のみ)

(院外職種含む)

面談

カンファレンス

認知症ケアチーム

合同カンファレンス

虐待対応チーム

倫理コンサルテーションチーム

緩和ケアチーム

連絡調整・院外：その他

その他

医療社会事業部業務内容実績表
（令和5年度 相談援護関係実施状況）

１　入退院支援部門の人員配置

２　相談救護関係の実施状況

社会福祉士

看護師

身元保証・権利擁護

新規実件数

区分

援助内容

電話

受診・受療

経済的問題

制度活用

入院療養生活

退院支援

在宅療養・介護

医療者との関係

死後対応

その他

家族関係

日常生活

相談担当者
職種および
人数

新規ケース
の紹介経路

区分

MSW（再掲：社会福祉士）

精神保健福祉士（PSW）

家庭内暴力・虐待

ハイリスク妊産婦

家族疎遠・身寄りなし

社会的背景

介入の時期

取扱件数

（2）血ᾮ事業

日本赤十字社ࡣ⑓Ẽࡀࡅࡸでⱞしࡳ、血ᾮ〇๣をᚲせとして࠸る᪉のᑛ࠸࿨をᩆ࠺たࡵ

㟂せにᛂࡌた献血血ᾮをᏳ定ⓗに☜ಖし、Ᏻ全ᛶ࣭ရ㉁ྥୖにྲྀࡳ⤌ࡾ、献血者のⓙᵝの

ᛮ࠸を࠾ᒆࡍࡅると࠺࠸౑࿨をᢸ࠸、血ᾮ事業にྲྀࢇ⤌ࡾで࠸るࠋ

令和５年度の県ෆにࡅ࠾る血ᾮ事業の状況

་⒪機関の㟂せにぢྜった血ᾮの☜ಖにດࡵ、令和５年度ࡣ、全血献血 31,832人（前年

度比 104.1％）、ᡂศ献血 12,237人（前年度比 97.7％）、ྜ ィ 44,069人（前年度比 102.2％）

の᪉ࡽ࠿ࠎ献血のࡈ༠ຊを࠸た࠸ࡔたࠋ

た、全血献血のࡲ 400㹫㹊献血⋡ࡣ 96.0％と┠ᶆ（97.1％）をୗᅇったものの、་⒪機

関ࡀᚲせとࡍる㍺血⏝血ᾮ〇๣ࡣ、Ᏻ定して供⤥ࡍるࡇとࡀできたࠋ
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߇ 献血༠ຊ者࡬の新たࣟࣉ࢔࡞ーࢳ

࢔ ㍺血をᚲせとࡍるᝈ者࡬ࢇࡉᏳ定ⓗに㍺血⏝血ᾮ〇๣を࠾ᒆࡅできる࠺ࡼ、⥅続ⓗに献

血に༠ຊ࠸たࡅࡔる᪉をເ㞟ࡍるたࡵ、令和４年度ࡽ࠿献血 :HE 会ဨࢧーࢵࣛࣈࣛࠕࢫࣅ

ドࠖに、ࡀࣜࣉ࢔࣐࣍ࢫᑟධࢀࡉ、献血の事前ண⣙、事前ၥデᅇ⟅、血ᾮ᳨ᰝの☜ㄆ、会

ဨ≉඾（献血してたࡵた࣏ࢺࣥ࢖で࢜ࣜࢪナࣝグᛕရと஺᥮できる௚、ࣥࣕ࢟ࡸࢺࣥ࣋࢖

࣌ーࣥ᝟ሗを᱌ෆ）࡝࡞に࠸ࡘて県Ẹに࿘▱を行࠸、登録者をቑࡇࡍࡸとにࡾࡼ献血ண⣙

⋡ྥୖにྲྀࠋࡔࢇ⤌ࡾ

࢖ ຠᯝⓗに献血༠ຊ౫㢗を行࠺௙⤌ࡳの☜❧

日ࠎのᚲせ献血者数をண⣙にࡼって事前に☜ಖできるయไをᩚ࠼るࡇとを┠指して࠸

くࠋ令和５年度ࡣ、全国のண⣙⋡ࡣ てのࡌ年度を㏻、ࡣーࢱࣥࢭᙜࠋᶆであった┠ࡀ70％

ண⣙⋡ࡣ 63.8％で┠ᶆを㐩ᡂでき࠿࡞ったࡀ、令和４年度（51.6％）と比㍑して኱ᖜにྥ

ୖしたࠋ

ղ 献血ᛮ᝿のᬑཬၨⓎ

࢔ 献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥのᐇ᪋

ᗈく県Ẹに対し献血ᛮ᝿のᬑཬၨⓎをᅗࡾ、献血血ᾮにࡼる血ᾮ〇๣の་⒪機関࡬のᏳ

定供⤥をᅗるたࡵ、県、ᕷ⏫ᮧ、血ᾮࢱࣥࢭーࡀ┦஫に㐃ᦠし、ࡲた、་⒪機関での㟂せ

る࠸ቑຍしてࡀ 400㹫L ཬࡧᡂศ献血⏤᮶の血ᾮを☜ಖࡍるࡇとを┠ⓗにྛ✀献血࢟ࣕࣥ

࣌ーࣥをᐇ᪋したࠋ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥෆᐜ ᮇ㛫
ᮇ㛫୰の献血者数（人）

ᡂศ 400mL 200mL ྜィ

ឡの血ᾮຓ࠸ྜࡅ㐠ື

R5. 7.1㹼7.31 1,012 2,433 86 3,531

献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥࢫ࣐ࢫࣜࢡ

R5.12.2㹼12.25 854 1,214 57 2,125

の献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥࡕたࡣ

R6.1.1㹼2.29 2113 5,319 175 7,607

献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥࣥ࢖ࢱࣥࣞࣂ

R6.2.3㹼2.14 483 1,144 39 1,666

࢖ ⱝ年ᒙを対㇟としたᬑཬၨⓎ

のᬑཬၨⓎ࡬⏕ᑠᏛ（࢔）

    ౛年㛤ദして࠸たࠕぶとᏊの血ᾮࢱࣥࢭーぢᏛ会ࠖࡣ、新型ࣟࢥナ࢘ࢫࣝ࢖ឤᰁ⑕

ᣑ኱࡝࡞のᙳ㡪を㚷ࡳ、ᙜ㠃、௒ᚋの㛤ദをぢ㏦るࡇととしたࠋ

のᬑཬၨⓎ࡬⏕㧗ᰯ（࢖）

    㧗ᰯ⏕対㇟の献血࣑ࢭナーࡣ、㸶ᰯの⏕ᚐを対㇟にᐇ᪋した（日赤岩手県支㒊୺ദ

の赤十字ࢱࣥ࢖ーࣥࣉࢵࢩでの」数ᰯの⏕ᚐのཧຍを含む）ࠋ

࡭ᘏ、ࡣて࠸ࡘ㧗ᰯ献血にࠋ２ᰯでᐇ᪋したࡣ♧ᒎࣝࢿࣃるࡅ࠾た、ᩥ໬⚍➼にࡲ

16ᰯでᐇ᪋し ࠋた࠸ࡔた࠸献血༠ຊをࡽ࠿252ྡ
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߇ 献血༠ຊ者࡬の新たࣟࣉ࢔࡞ーࢳ

࢔ ㍺血をᚲせとࡍるᝈ者࡬ࢇࡉᏳ定ⓗに㍺血⏝血ᾮ〇๣を࠾ᒆࡅできる࠺ࡼ、⥅続ⓗに献

血に༠ຊ࠸たࡅࡔる᪉をເ㞟ࡍるたࡵ、令和４年度ࡽ࠿献血 :HE 会ဨࢧーࢵࣛࣈࣛࠕࢫࣅ

ドࠖに、ࡀࣜࣉ࢔࣐࣍ࢫᑟධࢀࡉ、献血の事前ண⣙、事前ၥデᅇ⟅、血ᾮ᳨ᰝの☜ㄆ、会

ဨ≉඾（献血してたࡵた࣏ࢺࣥ࢖で࢜ࣜࢪナࣝグᛕရと஺᥮できる௚、ࣥࣕ࢟ࡸࢺࣥ࣋࢖

࣌ーࣥ᝟ሗを᱌ෆ）࡝࡞に࠸ࡘて県Ẹに࿘▱を行࠸、登録者をቑࡇࡍࡸとにࡾࡼ献血ண⣙

⋡ྥୖにྲྀࠋࡔࢇ⤌ࡾ

࢖ ຠᯝⓗに献血༠ຊ౫㢗を行࠺௙⤌ࡳの☜❧

日ࠎのᚲせ献血者数をண⣙にࡼって事前に☜ಖできるయไをᩚ࠼るࡇとを┠指して࠸

くࠋ令和５年度ࡣ、全国のண⣙⋡ࡣ てのࡌ年度を㏻、ࡣーࢱࣥࢭᙜࠋᶆであった┠ࡀ70％

ண⣙⋡ࡣ 63.8％で┠ᶆを㐩ᡂでき࠿࡞ったࡀ、令和４年度（51.6％）と比㍑して኱ᖜにྥ

ୖしたࠋ

ղ 献血ᛮ᝿のᬑཬၨⓎ

࢔ 献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥのᐇ᪋

ᗈく県Ẹに対し献血ᛮ᝿のᬑཬၨⓎをᅗࡾ、献血血ᾮにࡼる血ᾮ〇๣の་⒪機関࡬のᏳ

定供⤥をᅗるたࡵ、県、ᕷ⏫ᮧ、血ᾮࢱࣥࢭーࡀ┦஫に㐃ᦠし、ࡲた、་⒪機関での㟂せ

る࠸ቑຍしてࡀ 400㹫L ཬࡧᡂศ献血⏤᮶の血ᾮを☜ಖࡍるࡇとを┠ⓗにྛ✀献血࢟ࣕࣥ

࣌ーࣥをᐇ᪋したࠋ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥෆᐜ ᮇ㛫
ᮇ㛫୰の献血者数（人）

ᡂศ 400mL 200mL ྜィ

ឡの血ᾮຓ࠸ྜࡅ㐠ື

R5. 7.1㹼7.31 1,012 2,433 86 3,531

献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥࢫ࣐ࢫࣜࢡ

R5.12.2㹼12.25 854 1,214 57 2,125

の献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥࡕたࡣ

R6.1.1㹼2.29 2113 5,319 175 7,607

献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥࣥ࢖ࢱࣥࣞࣂ

R6.2.3㹼2.14 483 1,144 39 1,666

࢖ ⱝ年ᒙを対㇟としたᬑཬၨⓎ

のᬑཬၨⓎ࡬⏕ᑠᏛ（࢔）

    ౛年㛤ദして࠸たࠕぶとᏊの血ᾮࢱࣥࢭーぢᏛ会ࠖࡣ、新型ࣟࢥナ࢘ࢫࣝ࢖ឤᰁ⑕

ᣑ኱࡝࡞のᙳ㡪を㚷ࡳ、ᙜ㠃、௒ᚋの㛤ദをぢ㏦るࡇととしたࠋ

のᬑཬၨⓎ࡬⏕㧗ᰯ（࢖）

    㧗ᰯ⏕対㇟の献血࣑ࢭナーࡣ、㸶ᰯの⏕ᚐを対㇟にᐇ᪋した（日赤岩手県支㒊୺ദ

の赤十字ࢱࣥ࢖ーࣥࣉࢵࢩでの」数ᰯの⏕ᚐのཧຍを含む）ࠋ

࡭ᘏ、ࡣて࠸ࡘ㧗ᰯ献血にࠋ２ᰯでᐇ᪋したࡣ♧ᒎࣝࢿࣃるࡅ࠾た、ᩥ໬⚍➼にࡲ

16ᰯでᐇ᪋し ࠋた࠸ࡔた࠸献血༠ຊをࡽ࠿252ྡ
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࢘ 献血会ሙの࿌▱

    新⪺、ࣛ 、た、ᕷ⏫ᮧᗈሗㄅࡲ、࠸ᙜ日の献血会ሙの࿌▱を行ࡣて⩣日ཪ࠸࠾に࢜ࢪ

血ᾮࢱࣥࢭー࣍ー࣒࣌ーࢪでᙜ᭶の࿌▱を行ったࠋ

新⪺ （࣭ᰴ）岩手日ሗ社

（࣭ᰴ）ᮾᾏ新ሗ社

（࣭ᰴ）┒ᒸࢫ࣒࢖ࢱ社

࢜ࢪࣛ （࣭ᰴ）㹇㹀㹁岩手ᨺ㏦

（࣭ᰴ）ࣛ࢜ࢴも࠿࠾ࡾ

࣭≉定㠀Ⴀ฼άື法人࢝࢔࣌࢜ࢩᕷẸ᝟ሗ࣡ࢺࢵࢿーࢡ

むⰼᕳ（ᰴ）࠼ࡩ࠼࣭

࣭ዟᕞ࢚࣒࢚ࣇᨺ㏦（ᰴ）

୍࣭関࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㹄㹋（ᰴ）

の௚ࡑ ࣭ྛᕷ⏫ᮧのᗈሗㄅ

࣭血ᾮࢱࣥࢭー࣍ー࣒࣌ーࢪ

࢚ ሗ㐨ྛ社࡬の献血ၨⓎ౫㢗

本社సᡂの献血ၨⓎ㹁㹋を、Ẹᨺࣅࣞࢸᒁ（４社）、Ẹᨺࣛ࢜ࢪᒁ（㸴社）に࠸࠾て

෤ᮇ㛫を୰ᚰにᨺ㏦して࠸た࠸ࡔたࡲࠋた、㹌㹆㹉┒ᒸᨺ㏦ᒁに࠸࠾てࡣ、ẖ㐌㔠᭙

日に献血᝟ሗのᨺ㏦をして࠸た࠸ࡔたࠋ

ࣅࣞࢸ （࣭ᰴ）㹇㹀㹁岩手ᨺ㏦

（࣭ᰴ）岩手ᮅ日ࣅࣞࢸ

（࣭ᰴ）岩手ࣅࣞࢸ࠸ࡇࢇࡵ

（࣭ᰴ）ࣅࣞࢸ岩手

࢜ࢪࣛ ࣭㹌㹆㹉┒ᒸᨺ㏦ᒁ

（࣭ᰴ）㹇㹀㹁岩手ᨺ㏦

（࣭ᰴ）࢚࣒࢚ࣇ岩手

（࣭ᰴ）ࣛ࢜ࢴも࠿࠾ࡾ

むⰼᕳ（ᰴ）࠼ࡩ࠼࣭

࣭ዟᕞ࢚࣒࢚ࣇᨺ㏦（ᰴ）

࣭ᐑ࢚࣒࢚ྂࣇᨺ㏦（ᰴ）

࢜ ྛ✀ࣜーࢺࢵࣞࣇをά⏝した献血᥎㐍と೺ᗣၨⓎ

    血ᾮࢱࣥࢭーでసᡂしたྛ✀ࢺࢵࣞࣇࣥࣃを献血者ྛࡸ௻業に㓄ᕸし、೺ᗣቑ㐍ࡸ

献血᥎㐍にά⏝したࠋ（献血ࣜࣆーࢱーࢡࢵࣈ、ᅋయ献血ࡣࢺࢵࣞࣇࣥࣃ岩手県でసᡂ）
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࢘ 献血会ሙの࿌▱

    新⪺、ࣛ 、た、ᕷ⏫ᮧᗈሗㄅࡲ、࠸ᙜ日の献血会ሙの࿌▱を行ࡣて⩣日ཪ࠸࠾に࢜ࢪ

血ᾮࢱࣥࢭー࣍ー࣒࣌ーࢪでᙜ᭶の࿌▱を行ったࠋ

新⪺ （࣭ᰴ）岩手日ሗ社

（࣭ᰴ）ᮾᾏ新ሗ社

（࣭ᰴ）┒ᒸࢫ࣒࢖ࢱ社

࢜ࢪࣛ （࣭ᰴ）㹇㹀㹁岩手ᨺ㏦

（࣭ᰴ）ࣛ࢜ࢴも࠿࠾ࡾ

࣭≉定㠀Ⴀ฼άື法人࢝࢔࣌࢜ࢩᕷẸ᝟ሗ࣡ࢺࢵࢿーࢡ

むⰼᕳ（ᰴ）࠼ࡩ࠼࣭

࣭ዟᕞ࢚࣒࢚ࣇᨺ㏦（ᰴ）

୍࣭関࢕ࢸࢽ࣑ࣗࢥ㹄㹋（ᰴ）

の௚ࡑ ࣭ྛᕷ⏫ᮧのᗈሗㄅ

࣭血ᾮࢱࣥࢭー࣍ー࣒࣌ーࢪ

࢚ ሗ㐨ྛ社࡬の献血ၨⓎ౫㢗

本社సᡂの献血ၨⓎ㹁㹋を、Ẹᨺࣅࣞࢸᒁ（４社）、Ẹᨺࣛ࢜ࢪᒁ（㸴社）に࠸࠾て

෤ᮇ㛫を୰ᚰにᨺ㏦して࠸た࠸ࡔたࡲࠋた、㹌㹆㹉┒ᒸᨺ㏦ᒁに࠸࠾てࡣ、ẖ㐌㔠᭙

日に献血᝟ሗのᨺ㏦をして࠸た࠸ࡔたࠋ

ࣅࣞࢸ （࣭ᰴ）㹇㹀㹁岩手ᨺ㏦

（࣭ᰴ）岩手ᮅ日ࣅࣞࢸ

（࣭ᰴ）岩手ࣅࣞࢸ࠸ࡇࢇࡵ

（࣭ᰴ）ࣅࣞࢸ岩手

࢜ࢪࣛ ࣭㹌㹆㹉┒ᒸᨺ㏦ᒁ

（࣭ᰴ）㹇㹀㹁岩手ᨺ㏦

（࣭ᰴ）࢚࣒࢚ࣇ岩手

（࣭ᰴ）ࣛ࢜ࢴも࠿࠾ࡾ

むⰼᕳ（ᰴ）࠼ࡩ࠼࣭

࣭ዟᕞ࢚࣒࢚ࣇᨺ㏦（ᰴ）

࣭ᐑ࢚࣒࢚ྂࣇᨺ㏦（ᰴ）

࢜ ྛ✀ࣜーࢺࢵࣞࣇをά⏝した献血᥎㐍と೺ᗣၨⓎ

    血ᾮࢱࣥࢭーでసᡂしたྛ✀ࢺࢵࣞࣇࣥࣃを献血者ྛࡸ௻業に㓄ᕸし、೺ᗣቑ㐍ࡸ

献血᥎㐍にά⏝したࠋ（献血ࣜࣆーࢱーࢡࢵࣈ、ᅋయ献血ࡣࢺࢵࣞࣇࣥࣃ岩手県でసᡂ）
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ճ ᡂศ献血࣭400mL献血の᥎㐍

㍺血をᚲせとࡍるᝈ者ࢇࡉに対ࡍる㍺血ࣜࢡࢫの㍍ῶをᅗるたࡵ、㍺血⏝血ᾮ〇๣の㧗

༢఩໬ࡀồࢀࡽࡵて࠸るࡇとࡽ࠿㺂血ᑠᯈᡂศ献血࣭400mL献血の᥎㐍を行って࠸る｡

>献血✀ู献血状況@

༊ศ
献血者数（人） 対前年度比

令和５年度 令和４年度 人数（人） ⋡（％）

全
血

200mL 1,258 1,267 9ڹ 99.3

400㹫L 30,574 29,318 1,256 104.3

ᡂ
ศ

血 ₢ 7,151 8,291 1,140ڹ 86.3

血 ᑠ ᯈ 5,086 4,228 858 120.3

ྜ ィ 44,069 43,104 965 102.2

※献血ࣝー࣒ 365日㛤タ、⛣ື᥇血 653✌ാ（前年度 648✌ാ）

մ 」数ᅇ献血༠ຊ☜ಖ事業のᬑཬ

献血ࢫࣂཬࡧ献血ࣝー࣒に࠸࠾てࡣ、࣓ ーࣝ1,/ࡸ(ཬ࢟࢞ࣁࡧで献血の౫㢗を行ったࠋ

ࠋ༠ຊ者の☜ಖを行った࡝࡞るࡍ㟁ヰ౫㢗を、ࡣってࡼた、ண⣙状況にࡲ

令和４年に Web 会ဨࢧーࢫࣅのࢵࣛࣈࣛࠕドࠖにࡀࣜࣉ࢔࣐࣍ࢫᑟධࢀࡉ、献血の WEB

ண⣙をാきࡅ࠿るとともに、ண⣙にࡼる献血者の฼౽ᛶྥୖにດࡵたࠋ

※」数ᅇ献血ࢵࣛࣈࣛࠕࣈࣛࢡドࠖ会ဨ数（令和㸴年３᭶末᫬Ⅼ）

22,104人（ࣜࣉ࢔ࡕ࠺会ဨ数 10,082人） 㸨࢚ࣛー会ဨを㝖く

յ の⫱ᡂとάື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎

献血ไ度のၨⓎࡸ献血࣎ࣛࣥ࢔࢕ࢸᅋయの⫱ᡂ（◊ಟ）に࠸ࡘてཧ㞟して㛤ദしたࠋ

ᅋయ➼の献血◊ಟ会࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎✀ྛ

ᅋ    య    ྡ 㛤ദ日 ሙ     所
ཧຍ人数

（人）

ᮾ໭ࢡࢵࣟࣈෆ血ᾮࢱࣥࢭー

Ꮫ⏕献血ዊ௙ᅋ

4/29

6/24㹼6/25

10/15

3/23㹼3/24

Web会㆟

ᮾ໭ࢡࢵࣟࣈ血ᾮࢱࣥࢭー

Web会㆟

ーࣝྡྲྀ（ᐑᇛ県）ࣔࣥ࢜࢖

㸯

㸯

㸯

２

໭ୖᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

ஂឿᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

10/13

12/8

日赤岩手県支㒊

ஂឿᕷ⥲ྜ⚟♴ࢱࣥࢭー

12

㸶

ྛ✀献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥཧຍᅋయ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥྡ ᐇ᪋ᮇ㛫 ༠ຊᅋయ

献血ࢫ࣐ࢫࣜࢡ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥ

R5.12.2㹼12.25 ኱⯪Ώࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

኱⯪Ώ஬ⴥࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

኱⯪Ώ赤十字ዊ௙ᅋ

前ἑࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手県❧前ἑ㧗➼Ꮫᰯ

୍関ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

୍関ಟ⣚㧗➼Ꮫᰯ

㔩▼ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

㔩▼ࣜࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖ࣛࢫ࢔

㔩▼ࣞ࢜ࣈࣛࢡ

㔩▼ᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

Ụ㔮Ꮚࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手県❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ

໭ୖᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

ⰼᕳᮾࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

ⰼᕳᕷⰼᕳᆅ༊赤十字ዊ௙ᅋ

໭ୖࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

和㈡ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

໭ୖ国ぢࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

໭ୖࣟーࣜࢱーࣈࣛࢡ

໭ୖすࣟーࣜࢱーࣈࣛࢡ

໭ୖ和㈡ࣟーࣜࢱーࣈࣛࢡ

┒ᒸ༡ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

Ꮫ⏕赤十字ዊ௙ᅋࣈーࢺࣁー࢖

┒ᒸᕷಖ೺᥎㐍ဨ༠㆟会

┒ᒸ୙᮶᪉ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手ᩍ༊献血たࡅࡍあ࠸の会

岩手ዪᏊ㧗➼Ꮫᰯ JRC㒊

献血ࣥ࢖ࢱࣥࣞࣂ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥ

R6.2.3㹼2.14 ⰼᕳࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

ⰼᕳᕷⰼᕳᆅ༊赤十字ዊ௙ᅋ

୍関୰ኸࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖
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ճ ᡂศ献血࣭400mL献血の᥎㐍

㍺血をᚲせとࡍるᝈ者ࢇࡉに対ࡍる㍺血ࣜࢡࢫの㍍ῶをᅗるたࡵ、㍺血⏝血ᾮ〇๣の㧗

༢఩໬ࡀồࢀࡽࡵて࠸るࡇとࡽ࠿㺂血ᑠᯈᡂศ献血࣭400mL献血の᥎㐍を行って࠸る｡

>献血✀ู献血状況@

༊ศ
献血者数（人） 対前年度比

令和５年度 令和４年度 人数（人） ⋡（％）

全
血

200mL 1,258 1,267 9ڹ 99.3

400㹫L 30,574 29,318 1,256 104.3

ᡂ
ศ

血 ₢ 7,151 8,291 1,140ڹ 86.3

血 ᑠ ᯈ 5,086 4,228 858 120.3

ྜ ィ 44,069 43,104 965 102.2

※献血ࣝー࣒ 365日㛤タ、⛣ື᥇血 653✌ാ（前年度 648✌ാ）

մ 」数ᅇ献血༠ຊ☜ಖ事業のᬑཬ

献血ࢫࣂཬࡧ献血ࣝー࣒に࠸࠾てࡣ、࣓ ーࣝ1,/ࡸ(ཬ࢟࢞ࣁࡧで献血の౫㢗を行ったࠋ

ࠋ༠ຊ者の☜ಖを行った࡝࡞るࡍ㟁ヰ౫㢗を、ࡣってࡼた、ண⣙状況にࡲ

令和４年に Web 会ဨࢧーࢫࣅのࢵࣛࣈࣛࠕドࠖにࡀࣜࣉ࢔࣐࣍ࢫᑟධࢀࡉ、献血の WEB

ண⣙をാきࡅ࠿るとともに、ண⣙にࡼる献血者の฼౽ᛶྥୖにດࡵたࠋ

※」数ᅇ献血ࢵࣛࣈࣛࠕࣈࣛࢡドࠖ会ဨ数（令和㸴年３᭶末᫬Ⅼ）

22,104人（ࣜࣉ࢔ࡕ࠺会ဨ数 10,082人） 㸨࢚ࣛー会ဨを㝖く

յ の⫱ᡂとάື࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎

献血ไ度のၨⓎࡸ献血࣎ࣛࣥ࢔࢕ࢸᅋయの⫱ᡂ（◊ಟ）に࠸ࡘてཧ㞟して㛤ദしたࠋ

ᅋయ➼の献血◊ಟ会࢔࢕ࢸࣥࣛ࣎✀ྛ

ᅋ    య    ྡ 㛤ദ日 ሙ     所
ཧຍ人数

（人）

ᮾ໭ࢡࢵࣟࣈෆ血ᾮࢱࣥࢭー

Ꮫ⏕献血ዊ௙ᅋ

4/29

6/24㹼6/25

10/15

3/23㹼3/24

Web会㆟

ᮾ໭ࢡࢵࣟࣈ血ᾮࢱࣥࢭー

Web会㆟

ーࣝྡྲྀ（ᐑᇛ県）ࣔࣥ࢜࢖

㸯

㸯

㸯

２

໭ୖᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

ஂឿᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

10/13

12/8

日赤岩手県支㒊

ஂឿᕷ⥲ྜ⚟♴ࢱࣥࢭー

12

㸶

ྛ✀献血࢟ࣕࣥ࣌ーࣥཧຍᅋయ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥྡ ᐇ᪋ᮇ㛫 ༠ຊᅋయ

献血ࢫ࣐ࢫࣜࢡ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥ

R5.12.2㹼12.25 ኱⯪Ώࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

኱⯪Ώ஬ⴥࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

኱⯪Ώ赤十字ዊ௙ᅋ

前ἑࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手県❧前ἑ㧗➼Ꮫᰯ

୍関ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

୍関ಟ⣚㧗➼Ꮫᰯ

㔩▼ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

㔩▼ࣜࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖ࣛࢫ࢔

㔩▼ࣞ࢜ࣈࣛࢡ

㔩▼ᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

Ụ㔮Ꮚࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手県❧໭ୖ⩧༡㧗➼Ꮫᰯ

໭ୖᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

ⰼᕳᮾࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

ⰼᕳᕷⰼᕳᆅ༊赤十字ዊ௙ᅋ

໭ୖࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

和㈡ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

໭ୖ国ぢࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

໭ୖࣟーࣜࢱーࣈࣛࢡ

໭ୖすࣟーࣜࢱーࣈࣛࢡ

໭ୖ和㈡ࣟーࣜࢱーࣈࣛࢡ

┒ᒸ༡ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

Ꮫ⏕赤十字ዊ௙ᅋࣈーࢺࣁー࢖

┒ᒸᕷಖ೺᥎㐍ဨ༠㆟会

┒ᒸ୙᮶᪉ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手ᩍ༊献血たࡅࡍあ࠸の会

岩手ዪᏊ㧗➼Ꮫᰯ JRC㒊

献血ࣥ࢖ࢱࣥࣞࣂ

࢟ࣕࣥ࣌ーࣥ

R6.2.3㹼2.14 ⰼᕳࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

ⰼᕳᕷⰼᕳᆅ༊赤十字ዊ௙ᅋ

୍関୰ኸࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

― 50 ―

2403467中身.indd   50 2024/05/31   11:27



㝣୰ᐑྂࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

஧ᡞࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

஧ᡞᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

㔩▼ᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

┒ᒸ୰ὠᕝࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手ᩍ༊献血たࡅࡍあ࠸の会

㔠ࢣᓮࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

㔠ࢣᓮ⏫赤十字ዊ௙ᅋ

Ụ㔮Ꮚࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

㝣前㧗⏣ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

┒ᒸᕷಖ೺᥎㐍ဨ༠㆟会

շ ་⸆᝟ሗάື඘ᐇ㺃ᙉ໬

ྛ་⒪機関ࡣ࡬、ゼၥ、࣓ーࣝ、࢜ࣥࣛࢶࣥ࢖ーࣝ࡝࡞状況にᛂࡌຠ⋡ⓗに౑࠸ศࡅ、

᝟ሗ提供、㐳ཬㄪᰝ、ⱞ᝟ရㄪᰝሗ࿌を行࠸、㟁ヰでのၥࡏࢃྜ࠸にも対ᛂしたࠋ

県ෆ୺せ་⒪機関の㝔ෆ㍺血⒪法ጤဨ会に࡞⬟ྍ、ࡣ㝈ࡾฟᖍし᝟ሗ཰㞟にດࡵたࠋ

12 ᭶にࡣ県ෆの་⒪機関に໅ࡵる㍺血᳨ᰝをᢸᙜࡍる⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌを対㇟とし࢜ࣥࣛ

ーᏛ⾡᝟ሗ࣭ࢱࣥࢭ岩手県赤十字血ᾮࡣෆᐜࠋる◊ಟ会を行ったࡼーࣝ（zoom）にࢶࣥ࢖

供⤥ㄢ୰ᮧㄢ㛗にࡼるࠕ㍺血๪స⏝に࠸ࡘて 、ࠖᮾ໭ࢡࢵࣟࣈ血ᾮࢱࣥࢭーఀ⸨ရ㉁๪㒊㛗

にࡼるࠕDAT 㝧ᛶ᫬のゎ㔘と⮬ᕫᢠయ྾╔にࡼるྠ✀ᢠయの㚷ูࠖのㅮ₇を行ったࠋཧຍ

者ࡣ 45ྡと᝿定数をୖᅇࡾ、◊ಟ会⤊஢ᚋのࢣࣥ࢔ーࢺでࠕࡣຮᙉに࡞った、࢜ ࣥ࢖ࣛࣥ

の㛤ദ࠿ࡼࡀったࠖ࡝࡞Ⰻዲ࡞ᅇ⟅ࡀከ࠿ったࠋ次年度௨㝆も続ࡅたࠋ࠸

岩手県ྜྠ㍺血⒪法ጤဨ会５ࡣ年ࡾࡪにཧ㞟ᙧᘧで㛤ദࢀࡉάⓎ࡞ពぢ஺᥮ࡀ行ࢀࢃたࠋ

άື௳数

令和５年度 令和４年度

人数 ᵓᡂ比（％） 人数 ᵓᡂ比（％）

᳨ᰝᢏᖌ 410 77.5 378 81.8

་ᖌ 58 11.0 44 9.5

⸆๣ᖌ 32 6.0 24 5.2

┳ㆤᖌ 21 4.0 12 2.6

事務 5 0.9 3 0.7

の௚ࡑ 3 0.6 1 0.2

ྜィ 529 462

άືෆᐜ

令和５年度 令和４年度

௳数 ᵓᡂ比（％） ௳数 ᵓᡂ比（％）

᝟ሗ཰㞟 359 23.1 46 7.7

㐳ཬㄪᰝ 278 17.9 97 16.3

᝟ሗ提供 231 14.9 143 24.1

㝔ෆ㍺血⒪法ጤဨ会ཧຍ 131 8.4 36 6.1

㓄㏦支援 130 8.4 63 10.6

WEBⓎὀ࣒ࢸࢫࢩ 123 7.9 57 9.6

౑⏝ືྥ᝟ሗのධ手 110 7.1 2 0.3

ၥࡏࢃྜ࠸ฎ⌮ 58 3.7 53 8.9

๪స⏝ฎ⌮ 42 2.7 38 6.4

౫㢗᳨ᰝ関㐃 41 2.6 28 4.7

ㄝ᫂会࣭◊ಟ会➼ 8 0.5 7 1.2

ⱞ᝟対ᛂ 6 0.4 10 1.7

血ᾮ事業ᗈሗ 2 0.1 4 0.7

ྜྠ㍺血⒪法ጤဨ会関㐃 2 0.1 0 0.0

ᢏ⾡༠ຊ 2 0.1 0 0.0

ᅇ཰ฎ⌮ 1 0.1 1 0.2

の௚άືࡑ 27 1.7 9 1.5

ྜ ィ 1,551 594

※」数㡯┠にࡲたࡀるάືもあるࡇとࡽ࠿、άືෆᐜのྜィࡣάື௳数のྜィࡾࡼከࠋ࠸

ࠋ࠸ከࡀ度のάືで」数㡯┠άືしたෆᐜ୍ࡣた、令和５年度ࡲ

ո ㍺血⏝血ᾮの་⒪機関࡬の供⤥状況

Ᏻ全ᛶの㧗࠸血ᾮをᏳ定ⓗに་⒪機関に供⤥ࡍるたࡵ、ᖹᡂ 24 年度ࡽ࠿新たにᐇ᪋し

て࠸る血ᾮ事業ᗈᇦ事業㐠Ⴀయไ（全国 ໭ୖᆅ༊௨༡࣭、ࡾࡼでの㐠Ⴀయไ）にࢡࢵࣟࣈ7

ἢᓊ༡㒊࣭す和㈡ᆅ༊་⒪ᅪࡣዟᕞ供⤥ฟᙇ所ࡽ࠿、県໭་⒪ᅪ（஧ᡞ࣭ஂឿᆅ༊）ࡣ㟷

᳃県赤十字血ᾮࢱࣥࢭーඵᡞฟᙇ所ࡽ࠿の供⤥యไをᩚ࠼たࡇとにࡼって㎿㏿࡞供⤥ࡀ

ྍ⬟とࡾ࡞、令和 5 年度ࡣ岩手県ෆ 97 の་⒪機関にୗᅗのとࡾ࠾血ᾮ〇๣の供⤥を行っ

たࠋ

令和 5年度事業ࣔࢢࣥࣜࢱࢽでࡣ、┠ᶆとࡍる定᫬Ⓨὀ⋡の㐩ᡂと WebⓎὀ⋡ࡀᥖࡽࡆ

令和、ࢀ 5 年度の定᫬Ⓨὀ⋡ࡣ┠ᶆ್ 80％に対して 87.0％、Web にࡼるⓎὀ⋡ࡣ┠ᶆ್

80％に対して 98.9％とࡾ࡞、┠ᶆ್を㐩ᡂࡍる事ࡀできたࠋ
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㝣୰ᐑྂࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

஧ᡞࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

஧ᡞᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

㔩▼ᕷ赤十字ዊ௙ᅋ

┒ᒸ୰ὠᕝࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

岩手ᩍ༊献血たࡅࡍあ࠸の会

㔠ࢣᓮࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

㔠ࢣᓮ⏫赤十字ዊ௙ᅋ

Ụ㔮Ꮚࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

㝣前㧗⏣ࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖

┒ᒸᕷಖ೺᥎㐍ဨ༠㆟会

շ ་⸆᝟ሗάື඘ᐇ㺃ᙉ໬

ྛ་⒪機関ࡣ࡬、ゼၥ、࣓ーࣝ、࢜ࣥࣛࢶࣥ࢖ーࣝ࡝࡞状況にᛂࡌຠ⋡ⓗに౑࠸ศࡅ、

᝟ሗ提供、㐳ཬㄪᰝ、ⱞ᝟ရㄪᰝሗ࿌を行࠸、㟁ヰでのၥࡏࢃྜ࠸にも対ᛂしたࠋ

県ෆ୺せ་⒪機関の㝔ෆ㍺血⒪法ጤဨ会に࡞⬟ྍ、ࡣ㝈ࡾฟᖍし᝟ሗ཰㞟にດࡵたࠋ

12 ᭶にࡣ県ෆの་⒪機関に໅ࡵる㍺血᳨ᰝをᢸᙜࡍる⮫ᗋ᳨ᰝᢏᖌを対㇟とし࢜ࣥࣛ

ーᏛ⾡᝟ሗ࣭ࢱࣥࢭ岩手県赤十字血ᾮࡣෆᐜࠋる◊ಟ会を行ったࡼーࣝ（zoom）にࢶࣥ࢖

供⤥ㄢ୰ᮧㄢ㛗にࡼるࠕ㍺血๪స⏝に࠸ࡘて 、ࠖᮾ໭ࢡࢵࣟࣈ血ᾮࢱࣥࢭーఀ⸨ရ㉁๪㒊㛗

にࡼるࠕDAT 㝧ᛶ᫬のゎ㔘と⮬ᕫᢠయ྾╔にࡼるྠ✀ᢠయの㚷ูࠖのㅮ₇を行ったࠋཧຍ

者ࡣ 45ྡと᝿定数をୖᅇࡾ、◊ಟ会⤊஢ᚋのࢣࣥ࢔ーࢺでࠕࡣຮᙉに࡞った、࢜ ࣥ࢖ࣛࣥ

の㛤ദ࠿ࡼࡀったࠖ࡝࡞Ⰻዲ࡞ᅇ⟅ࡀከ࠿ったࠋ次年度௨㝆も続ࡅたࠋ࠸

岩手県ྜྠ㍺血⒪法ጤဨ会５ࡣ年ࡾࡪにཧ㞟ᙧᘧで㛤ദࢀࡉάⓎ࡞ពぢ஺᥮ࡀ行ࢀࢃたࠋ

άື௳数

令和５年度 令和４年度

人数 ᵓᡂ比（％） 人数 ᵓᡂ比（％）

᳨ᰝᢏᖌ 410 77.5 378 81.8

་ᖌ 58 11.0 44 9.5

⸆๣ᖌ 32 6.0 24 5.2

┳ㆤᖌ 21 4.0 12 2.6

事務 5 0.9 3 0.7

の௚ࡑ 3 0.6 1 0.2

ྜィ 529 462

άືෆᐜ

令和５年度 令和４年度

௳数 ᵓᡂ比（％） ௳数 ᵓᡂ比（％）

᝟ሗ཰㞟 359 23.1 46 7.7

㐳ཬㄪᰝ 278 17.9 97 16.3

᝟ሗ提供 231 14.9 143 24.1

㝔ෆ㍺血⒪法ጤဨ会ཧຍ 131 8.4 36 6.1

㓄㏦支援 130 8.4 63 10.6

WEBⓎὀ࣒ࢸࢫࢩ 123 7.9 57 9.6

౑⏝ືྥ᝟ሗのධ手 110 7.1 2 0.3

ၥࡏࢃྜ࠸ฎ⌮ 58 3.7 53 8.9

๪స⏝ฎ⌮ 42 2.7 38 6.4

౫㢗᳨ᰝ関㐃 41 2.6 28 4.7

ㄝ᫂会࣭◊ಟ会➼ 8 0.5 7 1.2

ⱞ᝟対ᛂ 6 0.4 10 1.7

血ᾮ事業ᗈሗ 2 0.1 4 0.7

ྜྠ㍺血⒪法ጤဨ会関㐃 2 0.1 0 0.0

ᢏ⾡༠ຊ 2 0.1 0 0.0

ᅇ཰ฎ⌮ 1 0.1 1 0.2

の௚άືࡑ 27 1.7 9 1.5

ྜ ィ 1,551 594

※」数㡯┠にࡲたࡀるάືもあるࡇとࡽ࠿、άືෆᐜのྜィࡣάື௳数のྜィࡾࡼከࠋ࠸

ࠋ࠸ከࡀ度のάືで」数㡯┠άືしたෆᐜ୍ࡣた、令和５年度ࡲ

ո ㍺血⏝血ᾮの་⒪機関࡬の供⤥状況

Ᏻ全ᛶの㧗࠸血ᾮをᏳ定ⓗに་⒪機関に供⤥ࡍるたࡵ、ᖹᡂ 24 年度ࡽ࠿新たにᐇ᪋し

て࠸る血ᾮ事業ᗈᇦ事業㐠Ⴀయไ（全国 ໭ୖᆅ༊௨༡࣭、ࡾࡼでの㐠Ⴀయไ）にࢡࢵࣟࣈ7

ἢᓊ༡㒊࣭す和㈡ᆅ༊་⒪ᅪࡣዟᕞ供⤥ฟᙇ所ࡽ࠿、県໭་⒪ᅪ（஧ᡞ࣭ஂឿᆅ༊）ࡣ㟷

᳃県赤十字血ᾮࢱࣥࢭーඵᡞฟᙇ所ࡽ࠿の供⤥యไをᩚ࠼たࡇとにࡼって㎿㏿࡞供⤥ࡀ

ྍ⬟とࡾ࡞、令和 5 年度ࡣ岩手県ෆ 97 の་⒪機関にୗᅗのとࡾ࠾血ᾮ〇๣の供⤥を行っ

たࠋ

令和 5年度事業ࣔࢢࣥࣜࢱࢽでࡣ、┠ᶆとࡍる定᫬Ⓨὀ⋡の㐩ᡂと WebⓎὀ⋡ࡀᥖࡽࡆ

令和、ࢀ 5 年度の定᫬Ⓨὀ⋡ࡣ┠ᶆ್ 80％に対して 87.0％、Web にࡼるⓎὀ⋡ࡣ┠ᶆ್

80％に対して 98.9％とࡾ࡞、┠ᶆ್を㐩ᡂࡍる事ࡀできたࠋ
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㍺血⏝血ᾮの岩手県ෆ供⤥状況（༢఩:本）

༊ ศ
供⤥数 比㍑ቑῶ

令和 5年度 令和 4年度 本数 前年度対比

全 血 0 0 㸫 㸫

赤血⌫ 29,017 29,759 742ڹ 97.5％

血 ₢ 7,050 7,413 363ڹ 95.1％

血ᑠᯈ 7,376 7,628 252ڹ 96.7％

血ᾮࢱࣥࢭーの供⤥ᆅᇦ

令和 5年度供⤥数

赤血⌫ 17,414 本

（県ෆ供⤥数の 60.0％）

血 ₢ 5,435本

（県ෆ供⤥数の 77.1％）

血ᑠᯈ 5,410 本

（県ෆ供⤥数の 73.3％）

ඵᡞࢱࣥࢭーの供⤥ᆅᇦ

（஧ᡞ࣭ஂឿᆅ༊）

令和 5年度供⤥数

赤血⌫ 1,664本

（県ෆ供⤥数の 5.7％）

血 ₢ 98 本

（県ෆ供⤥数の 1.4％）

血ᑠᯈ 51本

（県ෆ供⤥数の 0.7％）

令和 5年度岩手県ෆ供⤥数

赤血⌫ 29,017 本

（前年度比 97.5%）

血 ₢ 7,050本

（前年度比 95.1%）

血ᑠᯈ 7,376 本

（前年度比 96.7%）

ዟᕞ供⤥ฟᙇ所の供⤥ᆅᇦ

（県༡࣭ἢᓊ༡㒊ᆅ༊）

令和 5年度供⤥数

赤血⌫ 9,939本

（県ෆ供⤥数の 34.3％）

血 ₢ 1,517 本

（県ෆ供⤥数の 21.5％）

血ᑠᯈ 1,915 本

（県ෆ供⤥数の 26.0％）

ྜ ィ 43,443 44,800 1,357ڹ 97.0％

չ 献血⾲ᙲ

献血㐠ືの᥎㐍に関し✚ᴟⓗに༠ຊし㺂௚のᶍ⠊と࡞るᐇ⦼を♧した献血᥎㐍ᅋయཬࡧ

献血ᅋయに対して㺂ཌ⏕ປാ኱⮧⾲ᙲ➼の㉗࿊を行った｡

  

࠙ཌ⏕ປാ኱⮧⾲ᙲ状㸸２ᅋయࠚ

ᅋ య ྡ 所ᅾᆅ

་⒪法人社ᅋᯇㄔ会 ⁪ἑ୰ኸ⑓㝔 ⁪ἑᕷ

┒ᒸ୰ኸ㧗➼Ꮫᰯ ┒ᒸᕷ

࠙ཌ⏕ປാ኱⮧ឤㅰ状㸸㸶ᅋయࠚ

ᅋ య ྡ 所ᅾᆅ

ᰴᘧ会社࣐ࣖࣥࢹ岩手ᕤሙ࣭岩手Ⴀ業所 ዟᕞᕷ

ⰼᕳᕷᾘ㜵本㒊 ⰼᕳᕷ

岩手県ᐑྂ㆙ᐹ⨫ ᐑྂᕷ

岩手県ᅵᆅᨵⰋ事業ᅋయ㐃ྜ会 ┒ᒸᕷ

ᰴᘧ会社࣑ࢬࢫᕤ業 岩手ᕤሙ ໭ୖᕷ

ᰴᘧ会社 ↷⏥⤌ ⰼᕳᕷ

⣸Ἴࣛࣈࣛࢡࢬࣥ࢜࢖ ⣸Ἴ⏫

ーࣝᰴᘧ会社ࣔࣥ࢜࢖ ーࣝ┒ᒸࣔࣥ࢜࢖ ┒ᒸᕷ

࠙▱事ཬࡧ日赤岩手県支㒊㛗ឤㅰ状㸸11ᅋయࠚ

ᅋ య ྡ 所ᅾᆅ

8%( ᰴᘧ会社ࢺ࣓ࣥࢭ⳻୕ 岩手ᕤሙ ୍関ᕷ

岩手ࢺࢵ࣌ࣚࢺᰴᘧ会社 本社 ┒ᒸᕷ

岩手県㆙ᐹ本㒊 ┒ᒸᕷ

ᰴᘧ会社ࢱࢡࢲࣥࢥ࣑ࢭࣥࣃࣕࢪー ໭ୖᕷ

岩手県岩Ἠ㆙ᐹ⨫ 岩Ἠ⏫

ᮾ໭㐠㍺ᒁ岩手㐠㍺支ᒁ ▮ᕵ⏫

ᮾ໭ປാ㔠ᗜ岩手県本㒊 ┒ᒸᕷ

岩手ዪᏊ㧗➼Ꮫᰯ ┒ᒸᕷ

むⰼᕳᰴᘧ会社࠼ࡩ࠼ ⰼᕳᕷ

ᰴᘧ会社ࣥ࢘ࢱࣥ࢜࢖ ໭ୖࣥ࢘ࢱࣥ࢜࢖ ໭ୖᕷ

୍⯡㈈ᅋ法人┒ᒸᆅ༊໅ປ者ඹྠ⚟♴ࢱࣥࢭー ▮ᕵ⏫
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㍺血⏝血ᾮの岩手県ෆ供⤥状況（༢఩:本）
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୍⯡㈈ᅋ法人┒ᒸᆅ༊໅ປ者ඹྠ⚟♴ࢱࣥࢭー ▮ᕵ⏫
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⑩ 骨髄ドナー登録事業

法に基づく造血幹細胞提供支援機関である日本赤十字社の事業所として、次の指定業務

を行った｡

〇ドナー登録手続き（献血併行型ドナー登録会も含む）

骨髄登録者の状況

岩 手 県 全 国

登録者数(人) 対前年度比(％) 登録者数(人) 対前年度比(％)

令和元年度末 3,191 100.3 529,965 104.1

令和２年度末 3,171 99.4 530,953 100.2

令和３年度末 3,174 100.1 537,820 101.3

令和４年度末 3,084 97.2 544,305 101.2

令和５年度末 3,069 99.5 544,123 101.2

※令和５年度新規登録 1人 161人

（3）社会福祉事業

➀日赤岩手乳児院

令和 5年度の乳児入退所状況は、入所 6名、退所 6名で、年度末在籍は 13名であった。入所理由は
虐待が 3名、養育困難 3名であった。退所理由は、家庭引取が 2名、養護施設等への措置変更が 2名、
里親委託 2名であった。参考までに、昭和 9年創設以来の総養育乳児数は 1,993名となっている。
近年、少子化や核家族化、離婚増加など子どもを取り巻く環境が大きく変化し、社会的養護を必要と

する子どもが増加傾向にある中、当院では全クラスの小規模グループケアを実施するとともに、家庭的

な養育を目的とした担当養育制を実施している。

  医師、看護師、心理士、保育士、栄養士といった職員を配置し、高い養育機能を保持するとともに、

よりきめ細かな養育を必要とする病虚弱児童も積極的に受け入れている。

児童虐待や DV（ドメスティックバイオレンス：保護者や交際相手からの暴力）などにより、乳幼児
の養育とともに保護者への支援も重要であることから、家庭支援専門相談員を中心に児童相談所と密

接に連携を行い、家族への相談援助を行っている。

また、入所児のより家庭的な生活を実現するための里親制度への支援として、里親支援専門相談員に

よる里親同士や里親と職員との交流を実施し、マッチングへの支援とともに専門機関との連携に努め

ている。

さらに、地域貢献として、市町村からの「子育て短期支援事業」の受託や保護者・家族を対象とした

「もぐもぐ食育体験教室」の実施、個人や赤十字有功会などボランティアとの活動や看護師・保育士を

目指す学生の実習の受け入れなど、地域に貢献する施設として専門機能の提供に努めている。

花壇で種まき
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法に基づく造血幹細胞提供支援機関である日本赤十字社の事業所として、次の指定業務

を行った｡

〇ドナー登録手続き（献血併行型ドナー登録会も含む）

骨髄登録者の状況

岩 手 県 全 国

登録者数(人) 対前年度比(％) 登録者数(人) 対前年度比(％)

令和元年度末 3,191 100.3 529,965 104.1

令和２年度末 3,171 99.4 530,953 100.2

令和３年度末 3,174 100.1 537,820 101.3

令和４年度末 3,084 97.2 544,305 101.2

令和５年度末 3,069 99.5 544,123 101.2

※令和５年度新規登録 1人 161人

（3）社会福祉事業

➀日赤岩手乳児院

令和 5年度の乳児入退所状況は、入所 6名、退所 6名で、年度末在籍は 13名であった。入所理由は
虐待が 3名、養育困難 3名であった。退所理由は、家庭引取が 2名、養護施設等への措置変更が 2名、
里親委託 2名であった。参考までに、昭和 9年創設以来の総養育乳児数は 1,993名となっている。
近年、少子化や核家族化、離婚増加など子どもを取り巻く環境が大きく変化し、社会的養護を必要と

する子どもが増加傾向にある中、当院では全クラスの小規模グループケアを実施するとともに、家庭的

な養育を目的とした担当養育制を実施している。

  医師、看護師、心理士、保育士、栄養士といった職員を配置し、高い養育機能を保持するとともに、

よりきめ細かな養育を必要とする病虚弱児童も積極的に受け入れている。

児童虐待や DV（ドメスティックバイオレンス：保護者や交際相手からの暴力）などにより、乳幼児
の養育とともに保護者への支援も重要であることから、家庭支援専門相談員を中心に児童相談所と密

接に連携を行い、家族への相談援助を行っている。

また、入所児のより家庭的な生活を実現するための里親制度への支援として、里親支援専門相談員に

よる里親同士や里親と職員との交流を実施し、マッチングへの支援とともに専門機関との連携に努め

ている。

さらに、地域貢献として、市町村からの「子育て短期支援事業」の受託や保護者・家族を対象とした

「もぐもぐ食育体験教室」の実施、個人や赤十字有功会などボランティアとの活動や看護師・保育士を

目指す学生の実習の受け入れなど、地域に貢献する施設として専門機能の提供に努めている。

花壇で種まき
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ア 日赤岩手乳児院入退所状況 （༢఩：人）

児童相談所

（市町村名）

㸲年度末現在 入 所 児 退   所 児 㸳年度末現在

⏨ ዪ

ィ

⏨ ዪ

ィ

⏨ ዪ

ィ

⏨ ዪ

ィ
措

置

୍

᫬

措

置

୍

᫬

措

置

୍

᫬

措

置

୍

᫬

措

置

୍

᫬

措

置

୍

᫬

措

置

୍

᫬

措

置

୍

᫬

⚟♴総ྜ相

談ࢭンࢱー
6 3 9 1 9 2 4 16 1 9 1 3 14 6 4 1 11

┒ᒸ市 2 1 3 2 2 4 2 2 2 3 5

花巻市 1 1 1 1

໭ୖ市 1 1 1 1 2 4 1 1 1 3 1 1 2

⣸Ἴ町 1 1 1 1

ὒ㔝町 1 1 2 1 1 2

ᐑྂ市 1 1 1 1

8 8 8 8

୍関児童相

談所
1 2 2 5 1 2 2 5 2 3 1 6 1 1 2 4

ዟᕞ市 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1

୍関市 1 1 2 1 1 2

ᖹἨ町 1 1 1 3 1 1 2 1 3 1 1

௚┴ 1 1 1 1

ᐑྂ児童相

談所
1 1 2 1 1 1 1 2 1 1

ᐑྂ市 1 1 1 1 1 1 1 1

㔩▼市 1 1 1 1

௚┴委託

ྜィ 8 1 5 2 16 2 10 4 6 22 2 12 4 4 22 8 5 3 16

イ ึ日在籍児数ཬࡧᘏ࡭人数の状況 （入所ᐃ員 2�人）

᭶ ู 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 ィ
๓年

度ẚ

ึ日在

籍児数
17 15 15 15 14 14 17 18 17 17 16 16 191 34

ᘏ࡭

人数
450 465 468 458 428 468 532 494 501 524 476 506 5,770 836

(2) 特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘

ア 施設入所

   日赤鶯鳴荘では、１ユニット 10 名の完全個室・小規模グループとしたユニットケアを

実施し、プライバシーの配慮、入居者一人ひとりの個性や生活リズムに応じて暮らしてい

けるように介護支援を行っている。また、要介護度の重度化や認知症の増加傾向にある中、

利用者の安心と安全で笑顔あふれる生活が送れるよう入居者同士の関係や職員との信頼関

係・なじみの関係が構築できるよう努めている。潤いのある施設生活を送っていただくた

め、新型コロナウイルス感染症等の感染予防に努め、近隣の小中学校、地域住民・ボラン

ティア等との交流を行い、園内行事やユニット毎の季節行事などを開催した。              

    長期入所における令和５年度の新規入居者は 26 人、退居者 26 人（うち死亡 15 人）、年

度末在籍者は 79 人で、開設以来の入居者は 927 人、また、短期入所の利用者数は延べ 4,381
人（１日平均 12.0 人）となっている。

    なお、長期入所の要介護度別の入居者数は下記のとおりである。 （単位：人）

要介護度別
４年度末 入 居 退 居

年度途中の
介護度変動

５年度末

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

要介護度１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護度２ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

要介護度３ 3 16 19 3 2 5 2 1 3 0 △3 △3 4 14 18

要介護度４ 2 17 19 4 12 16 3 7 10 0 3 3 3 25 28

要介護度５ 5 35 40 3 2 5 3 10 13 0 0 0 5 27 32

計 11 68 79 10 16 26 8 18 26 0 0 0 13 66 79

  イ 日赤鶯鳴荘デイサービスセンター  

    平成 30 年 4 月から雫石町の指定を受け、単独事業として地域密着型通所介護を行って

いる。介護保険法に規定する在宅の要介護者等に対し、通所の方法により各種のサービス

を提供することによって、要介護者等の自立的生活の助長、社会的孤立感の解消及び心身

機能の維持向上等を図るとともに、その家族介護者の身体的、精神的な負担の軽減を図る

ことを目的に実施した。

      （餅つきの様子）     （園内夏祭りの様子）
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ア 日赤岩手乳児院入退所状況 （単位：人）

児童相談所

（市町村名）

４年度末現在 入 所 児 退   所 児 ５年度末現在

男 女

計

男 女

計

男 女

計

男 女

計
措

置

一

時

措

置

一

時

措

置

一

時

措

置

一

時

措

置

一

時

措

置

一

時

措

置

一

時

措

置

一

時

福祉総合相

談センター
6 3 9 1 9 2 4 16 1 9 1 3 14 6 4 1 11

盛岡市 2 1 3 2 2 4 2 2 2 3 5

花巻市 1 1 1 1

北上市 1 1 1 1 2 4 1 1 1 3 1 1 2

紫波町 1 1 1 1

洋野町 1 1 2 1 1 2

宮古市 1 1 1 1

8 8 8 8

一関児童相

談所
1 2 2 5 1 2 2 5 2 3 1 6 1 1 2 4

奥州市 1 1 2 1 1 1 1 2 1 1

一関市 1 1 2 1 1 2

平泉町 1 1 1 3 1 1 2 1 3 1 1

他県 1 1 1 1

宮古児童相

談所
1 1 2 1 1 1 1 2 1 1

宮古市 1 1 1 1 1 1 1 1

釜石市 1 1 1 1

他県委託

合計 8 1 5 2 16 2 10 4 6 22 2 12 4 4 22 8 5 3 16

イ 初日在籍児数及び延べ人数の状況 （入所定員 20人）

月 別 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計
前年

度比

初日在

籍児数
17 15 15 15 14 14 17 18 17 17 16 16 191 34

延べ

人数
450 465 468 458 428 468 532 494 501 524 476 506 5,770 836

(2) ≉ู㣴護⪁人࣍ーム᪥㉥㭬㬆Ⲯ

ア 施設入ᡤ

   ᪥㉥㭬㬆Ⲯでは、１ࣘニッࢺ 1� ྡの᏶඲ಶᐊ・小つᶍࢢループとしたࣘニッࢣࢺアを

実施し、プラࣂ࢖シーの㓄៖、入ᒃ者一人ࡦとりのಶᛶや生活ࣜズムに応じてᬽࡽしてい

けるように介護ᨭ᥼を行っている。また、せ介護ᗘの㔜ᗘ化や認▱⑕のቑ加ഴྥに࠶る中、

฼⏝者のᏳᚰとᏳ඲で➗㢦ࡩ࠶れる生活が㏦れるよう入ᒃ者ྠኈの関係や職員とのಙ㢗関

係・なじࡳの関係がᵓ⠏できるようດめている。₶いの࠶る施設生活を㏦っていたࡃࡔた

め、᪂ᆺࢼࣟࢥウ࢖ルスឤᰁ⑕等のឤᰁண㜵にດめ、近隣の小中学校、地域住民・ボラン

ティア等との஺ὶを行い、ᅬ内行஦やࣘニッࢺẖのᏘ⠇行஦な࡝を開催した。              

    㛗ᮇ入ᡤにおける௧࿴５年ᗘの᪂つ入ᒃ者は 2� 人、㏥ᒃ者 2� 人㸦うࡕṚஸ 1� 人㸧、年

ᗘᮎᅾ⡠者は �� 人で、開設௨᮶の入ᒃ者は �2� 人、また、▷ᮇ入ᡤの฼⏝者数はᘏ࡭ ��3�1
人㸦１᪥ᖹᆒ 12�� 人㸧となっている。

    なお、㛗ᮇ入ᡤのせ介護ᗘูの入ᒃ者数はୗグのとおりで࠶る。 㸦༢఩㸸人㸧

せ介護ᗘู
㸲年ᗘᮎ 入 ᒃ ㏥ ᒃ

年ᗘ㏵中の
介護ᗘኚ動

５年ᗘᮎ

⏨ ዪ 計 ⏨ ዪ 計 ⏨ ዪ 計 ⏨ ዪ 計 ⏨ ዪ 計

せ介護ᗘ１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

せ介護ᗘ２ 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1

せ介護ᗘ３ 3 16 19 3 2 5 2 1 3 0 3ڹ 3ڹ 4 14 18

せ介護ᗘ㸲 2 17 19 4 12 16 3 7 10 0 3 3 3 25 28

せ介護ᗘ５ 5 35 40 3 2 5 3 10 13 0 0 0 5 27 32

計 11 68 79 10 16 26 8 18 26 0 0 0 13 66 79

࢖   ᪥㉥㭬㬆Ⲯࢧ࢖ࢹーࣅスࢭンࢱー  

    ᖹ成 3� 年 � ᭶かࡽ㞸▼⏫の指定を受け、༢⊂஦業として地域ᐦ╔ᆺ㏻ᡤ介護を行って

いる。介護保㝤ἲにつ定するᅾᏯのせ介護者等に対し、㏻ᡤの᪉ἲにより各種のࢧーࣅス

をᥦ౪することによって、せ介護者等の⮬❧的生活の助㛗、社会的Ꮩ❧ឤのゎᾘ及びᚰ㌟

機能の⥔ᣢྥୖ等をᅗるとともに、ࡑのᐙ᪘介護者の㌟体的、⢭⚄的な㈇担の㍍ῶをᅗる

ことを目的に実施した。

      㸦㣰つきのᵝ子㸧     㸦ᅬ内ኟ⚍りのᵝ子㸧
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༊    ศ 4᭶ 5᭶ 6᭶ 7᭶ 8᭶ 9᭶ 10᭶ 11᭶ 12᭶ 1᭶ 2᭶ 3᭶ 計

฼⏝者実数㸦人㸧 48 49 48 45 43 46 47 47 44 41 40 42 540

฼⏝者ᘏ数㸦人㸧 381 362 373 330 346 365 378 323 322 266 225 328 3,999

実施᪥数㸦᪥㸧 24 24 26 25 26 24 25 24 24 23 19 25 289

  

ウ 指定ᒃᏯ介護ᨭ᥼஦業ᡤ

    ᅾᏯのせ᥼護高齢者ⱝしࡃはせ᥼護となるおࡑれの࠶る高齢者、また、ࡑのᐙ᪘に対し、

ᅾᏯ介護等に関する⥲ྜ的┦ㄯに応じ、地域のせ᥼護高齢者及びࡑのᐙ᪘等の福祉のྥୖ

をᅗることを目的としたࢧーࣅスをᥦ౪した。

    なお、௧࿴５年ᗘの┦ㄯ௳数は 2���2 ௳、介護保㝤ἲにつ定されたᅾᏯせ介護者に対す

るࢣアプランのస成௳数は、ᘏ࡭ �2� ௳㸦うࡕᅾᏯせᨭ᥼者 �� ௳㸧で࠶った。

  㸦༢఩㸸௳㸧

༊ ศ ᮏ 人 ᐙ ᪘ 関係機関
┦ㄯ༠ຊ員

の௚ࡑ ྜ 計
（民生委員）

㟁  ヰ 28 574 652 0 0 1,254

ゼ  ၥ 777 370 141 2 0 1,290

᮶  ᡤ 13 41 8 0 0 62

ࡑ の ௚ 18 23 15 0 0 56

ྜ  計 836 1,008 816 2 0 2,662

࢚ ジࣙン㸦➨஧ḟ中ᮇ஦業計画㸦5�㹼5�㸧㸧ࠖࣅ᪥ᮏ㉥༑Ꮠ社㛗ᮇࠕ における取組ࡳ

地域への福祉ࢧーࣅスのྥୖとして、当施設がࠕ超少子高齢社会における地域の೺ᗣ・

Ᏻ඲な生活の㏣ồࠖの一助となるために、฼⏝者かࡽも介護をᚿす人かࡽも㑅ࡤれる施設

となってᏳ定的に施設運営を継続するとともに、施設運営௨እの部ศにおける地域の福祉

ニーズにも応えていࡃᚲせが࠶る。

のため、ຠᯝ的な人材確保対策及び充実した教育環境の整備を㏻じてඃれた人材を確ࡑ

保・育成するとともに、ボランティアが஦業運営に積極的に関わり、職員が⮬ࡽの専門ス

キルを最大限に生かせる環境を整えることにより、福祉ࢧーࣅスの㉁をྥୖさせ、また、

地域貢献活動を積極的に実施する。ࠕ᪥ᮏ㉥༑Ꮠ社㛗ᮇࣅジࣙン㸦➨஧ḟ中ᮇ஦業計画㸧ࠖ

における当施設の取組ࡳについて、ḟのとおり実施した。

(1)介護職員の確保・教育環境の充実

施 策 内 容 備 考

・ 超少子高齢化社会を踏まえ、介護等職員の人材確保に当たっては、介護等

実習生の受入れ、就職説明会等の人材確保対策に継続して取り組むとともに、

地域住民等を対象に介護現場説明会を実施する。

また、介護・看護等の直接処遇職員のスキルアップのため、職務内容及び

経験年数に応じ、職場内研修の実施や各種研修会に積極的に参加させる。 ※介護現場説明会

1.小学校 1回

2.中学校 0回

3.介護希望者 0回

活動指標
Ｒ５

実績／計画
Ｒ６
計画

Ｒ７
計画

①介護等実習生の受入れ ２回／２回 ２回 ２回

②介護現場説明会 １回／３回 ３回 ３回

③介護職員初任者研修参加 １人／２人 ２人 ２人

④実務者研修会等受講助成 １人／２人 ２人 ２人

(2) ボランティア等による施設運営への参画促進

施 策 内 容 備 考

・ これまで職員に限定されてきた業務の一部に積極的にボランティアが関わ

ることにより、職員の専門スキルを最大限に生かせる環境を整えることを目

指し、ボランティアが担える活動範囲について地域住民等を対象とした説明

会を開催し、介護業務ボランティアを積極的に受け入れる。

※ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ説明会

は開催できなかっ

たが、関係者等へ

は適宜説明

活動指標
Ｒ５

実績／計画
Ｒ６
計画

Ｒ７
計画

①ボランティア説明会 ０回／３回 ３回 ３回

②介護業務ボランティア受入数 ２人／３人 ３人 ３人

(3) 地域貢献活動の推進

施 策 内 容 備 考

・地域における福祉の拠点として機能している状態を目指し、地域ニーズを再

確認するとともに、地域貢献活動を行う。

活動指標
Ｒ５

実績／計画
Ｒ６
計画

Ｒ７
計画

①医療・介護に関するシンポ

ジウムの開催
１回／1 回 １回 １回

②近隣小中高生等の学習体験

受入
２回／２回 ２回 ２回
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༊    ศ 4᭶ 5᭶ 6᭶ 7᭶ 8᭶ 9᭶ 10᭶ 11᭶ 12᭶ 1᭶ 2᭶ 3᭶ 計

฼⏝者実数㸦人㸧 48 49 48 45 43 46 47 47 44 41 40 42 540

฼⏝者ᘏ数㸦人㸧 381 362 373 330 346 365 378 323 322 266 225 328 3,999

実施᪥数㸦᪥㸧 24 24 26 25 26 24 25 24 24 23 19 25 289

  

ウ 指定ᒃᏯ介護ᨭ᥼஦業ᡤ

    ᅾᏯのせ᥼護高齢者ⱝしࡃはせ᥼護となるおࡑれの࠶る高齢者、また、ࡑのᐙ᪘に対し、

ᅾᏯ介護等に関する⥲ྜ的┦ㄯに応じ、地域のせ᥼護高齢者及びࡑのᐙ᪘等の福祉のྥୖ

をᅗることを目的としたࢧーࣅスをᥦ౪した。

    なお、௧࿴５年ᗘの┦ㄯ௳数は 2���2 ௳、介護保㝤ἲにつ定されたᅾᏯせ介護者に対す

るࢣアプランのస成௳数は、ᘏ࡭ �2� ௳㸦うࡕᅾᏯせᨭ᥼者 �� ௳㸧で࠶った。

  㸦༢఩㸸௳㸧

༊ ศ ᮏ 人 ᐙ ᪘ 関係機関
┦ㄯ༠ຊ員

の௚ࡑ ྜ 計
（民生委員）

㟁  ヰ 28 574 652 0 0 1,254

ゼ  ၥ 777 370 141 2 0 1,290

᮶  ᡤ 13 41 8 0 0 62

ࡑ の ௚ 18 23 15 0 0 56

ྜ  計 836 1,008 816 2 0 2,662

࢚ ジࣙン㸦➨஧ḟ中ᮇ஦業計画㸦5�㹼5�㸧㸧ࠖࣅ᪥ᮏ㉥༑Ꮠ社㛗ᮇࠕ における取組ࡳ

地域への福祉ࢧーࣅスのྥୖとして、当施設がࠕ超少子高齢社会における地域の೺ᗣ・

Ᏻ඲な生活の㏣ồࠖの一助となるために、฼⏝者かࡽも介護をᚿす人かࡽも㑅ࡤれる施設

となってᏳ定的に施設運営を継続するとともに、施設運営௨እの部ศにおける地域の福祉

ニーズにも応えていࡃᚲせが࠶る。

のため、ຠᯝ的な人材確保対策及び充実した教育環境の整備を㏻じてඃれた人材を確ࡑ

保・育成するとともに、ボランティアが஦業運営に積極的に関わり、職員が⮬ࡽの専門ス

キルを最大限に生かせる環境を整えることにより、福祉ࢧーࣅスの㉁をྥୖさせ、また、

地域貢献活動を積極的に実施する。ࠕ᪥ᮏ㉥༑Ꮠ社㛗ᮇࣅジࣙン㸦➨஧ḟ中ᮇ஦業計画㸧ࠖ

における当施設の取組ࡳについて、ḟのとおり実施した。

(1)介護職員の確保・教育環境の充実

施 策 内 容 備 考

・ 超少子高齢化社会を踏まえ、介護等職員の人材確保に当たっては、介護等

実習生の受入れ、就職説明会等の人材確保対策に継続して取り組むとともに、

地域住民等を対象に介護現場説明会を実施する。

また、介護・看護等の直接処遇職員のスキルアップのため、職務内容及び

経験年数に応じ、職場内研修の実施や各種研修会に積極的に参加させる。 ※介護現場説明会

1.小学校 1回

2.中学校 0回

3.介護希望者 0回

活動指標
Ｒ５

実績／計画
Ｒ６
計画

Ｒ７
計画

①介護等実習生の受入れ ２回／２回 ２回 ２回

②介護現場説明会 １回／３回 ３回 ３回

③介護職員初任者研修参加 １人／２人 ２人 ２人

④実務者研修会等受講助成 １人／２人 ２人 ２人

(2) ボランティア等による施設運営への参画促進

施 策 内 容 備 考

・ これまで職員に限定されてきた業務の一部に積極的にボランティアが関わ

ることにより、職員の専門スキルを最大限に生かせる環境を整えることを目

指し、ボランティアが担える活動範囲について地域住民等を対象とした説明

会を開催し、介護業務ボランティアを積極的に受け入れる。

※ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ説明会

は開催できなかっ

たが、関係者等へ

は適宜説明

活動指標
Ｒ５

実績／計画
Ｒ６
計画

Ｒ７
計画

①ボランティア説明会 ０回／３回 ３回 ３回

②介護業務ボランティア受入数 ２人／３人 ３人 ３人

(3) 地域貢献活動の推進

施 策 内 容 備 考

・地域における福祉の拠点として機能している状態を目指し、地域ニーズを再

確認するとともに、地域貢献活動を行う。

活動指標
Ｒ５

実績／計画
Ｒ６
計画

Ｒ７
計画

①医療・介護に関するシンポ

ジウムの開催
１回／1 回 １回 １回

②近隣小中高生等の学習体験

受入
２回／２回 ２回 ２回
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㸵 赤十字ᛮ᝿のᬑཬ・広報

（㸯）赤十字஦業のᬑཬၨ発

赤十字にᑐする⌮ゎを῝ࡵ、社業発展のᇶ┙を☜❧するたࡵに、ࡲࡊࡲࡉなᶵ会や፹యを   

活用した積極的な᝟報の発信ࡀᚲせで࠶るࡇとかࡽ、ḟの࠺ࡼな赤十字ᛮ᝿のᬑཬၨ発にດࡵた。

ア 支部に࠾ける広報活動

(ア) 広ࡃ県民にᑐして赤十字஦業への⌮ゎと༠ຊをồࡵるᚲせ࠶ࡀるࡇとかࡽ「赤十字࠶ࢀࡩ

いフェスティࣂル」を㛤ദし、赤十字஦業にᑐする県民のㄆ㆑を㧗ࡵ、赤十字ᛮ᝿のᬑཬを

ᅗるࡇとを┠的としている。令和５年度は┒ᒸᕷ、㔩▼ᕷの㸰カᡤで㛤ദした。

６���（日）┒ᒸᕷ、㸷���（日）㔩▼ᕷで㛤ദしたフェスティࣂルのᵝᏊ

(イ) 広報⣬㺀赤十字いࢃて㺁の発行ཬࡧ赤十字 1(:S ➼の配௜

    ・赤十字いࢃて 年㸰ᅇྛ ����� 部（会員⣙ ����� ௳への㏦௜をྵࡴ）

    ・赤十字 1(:S（᪂⪺） ẖ月㸯ᅇྛ ����� 部

・赤十字いࢃて特ูྕ 年㸯ᅇ඲ୡᖏ配布 ������� 部

  

   

  

   

  զ฾ഋಌփ֥׎է

ӡ௬ ऊਆ・೷ਆ஼ ・ ࢌ ဝਆ・ണਆ஼Ӣ

զ฾ഋಌփ֥׎էၟᇠ஼ӡ२୅ვᆑዿӢ

(࢘) 赤十字運動月間に᪂⪺広࿌（඲ᆅ༊ศ༊の༠㈶をྵࡴ）と民ᨺྛ社の༠ຊをᚓて、テࣞࣅ・

ラジ࢜㹁㹋ス࣏ットᨺ㏦にࡼる広報を行い、県民に運動の࿘▱を行った。ࡲた、テࣞࣅス࣏ッ

トにࡘいては、㏻年での㹁㹋ス࣏ット（�� ⛊）ᨺ㏦を民ᨺᨺ㏦ᒁ（㸲社）に౫㢗した。

(࢚) ラジ࢜፹యを౑って㏻年にࢃたࡾ、県民へྛ赤十字施設の஦業ෆᐜを࿘▱した。

    ・ ,%C 岩手ᨺ㏦࣡イࢻステーシࣙンෆの「㌟㏆な赤十字」(月㸯ᅇ ➨୍月᭙日 �� ᫬ �� ศ㹼

ᨺ㏦）をᐇ施した。

     ・ )0 岩手ᮅの᝟報␒⤌ෆで赤十字のラジ࢜ C0 を月㸰ᅇ ➨㸰、㸲ⅆ᭙日㸵᫬ �� ศ㹼ᨺ

㏦）をᐇ施した。

(࢜) 令和５年度岩手日報社୺ദの「いࢃて㜵⅏࣑ࢧット」へのᚋ᥼・༠㈶を行い、令和６年⬟Ⓩ

༙ᓥᆅ㟈に࠾ける赤十字の活動報࿌を行った。

令和５年度႘቎฾ഋಌೂ؈ء׻ CMスポ׸ト

ኁሐ㕴ೂ֭੤፛בၜ֥５月בཨ඾֪ྫྷ年ሐຽ֖֞

৤೚႘ሇಁኜ֦֭ஃெӡ5月 1႘Ӣ

२དતᇀત֧੤౑२ೂ֭੤፛ׇ֪׉

๺ኜஃெבப֢֞
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㸵 赤十字ᛮ᝿のᬑཬ・広報

（㸯）赤十字஦業のᬑཬၨ発

赤十字にᑐする⌮ゎを῝ࡵ、社業発展のᇶ┙を☜❧するたࡵに、ࡲࡊࡲࡉなᶵ会や፹యを   

活用した積極的な᝟報の発信ࡀᚲせで࠶るࡇとかࡽ、ḟの࠺ࡼな赤十字ᛮ᝿のᬑཬၨ発にດࡵた。

ア 支部に࠾ける広報活動

(ア) 広ࡃ県民にᑐして赤十字஦業への⌮ゎと༠ຊをồࡵるᚲせ࠶ࡀるࡇとかࡽ「赤十字࠶ࢀࡩ

いフェスティࣂル」を㛤ദし、赤十字஦業にᑐする県民のㄆ㆑を㧗ࡵ、赤十字ᛮ᝿のᬑཬを

ᅗるࡇとを┠的としている。令和５年度は┒ᒸᕷ、㔩▼ᕷの㸰カᡤで㛤ദした。

６���（日）┒ᒸᕷ、㸷���（日）㔩▼ᕷで㛤ദしたフェスティࣂルのᵝᏊ

(イ) 広報⣬㺀赤十字いࢃて㺁の発行ཬࡧ赤十字 1(:S ➼の配௜

    ・赤十字いࢃて 年㸰ᅇྛ ����� 部（会員⣙ ����� ௳への㏦௜をྵࡴ）

    ・赤十字 1(:S（᪂⪺） ẖ月㸯ᅇྛ ����� 部

・赤十字いࢃて特ูྕ 年㸯ᅇ඲ୡᖏ配布 ������� 部

  

   

  

   

  զ฾ഋಌփ֥׎է

ӡ௬ ऊਆ・೷ਆ஼ ・ ࢌ ဝਆ・ണਆ஼Ӣ

զ฾ഋಌփ֥׎էၟᇠ஼ӡ२୅ვᆑዿӢ

(࢘) 赤十字運動月間に᪂⪺広࿌（඲ᆅ༊ศ༊の༠㈶をྵࡴ）と民ᨺྛ社の༠ຊをᚓて、テࣞࣅ・

ラジ࢜㹁㹋ス࣏ットᨺ㏦にࡼる広報を行い、県民に運動の࿘▱を行った。ࡲた、テࣞࣅス࣏ッ

トにࡘいては、㏻年での㹁㹋ス࣏ット（�� ⛊）ᨺ㏦を民ᨺᨺ㏦ᒁ（㸲社）に౫㢗した。

(࢚) ラジ࢜፹యを౑って㏻年にࢃたࡾ、県民へྛ赤十字施設の஦業ෆᐜを࿘▱した。

    ・ ,%C 岩手ᨺ㏦࣡イࢻステーシࣙンෆの「㌟㏆な赤十字」(月㸯ᅇ ➨୍月᭙日 �� ᫬ �� ศ㹼

ᨺ㏦）をᐇ施した。

     ・ )0 岩手ᮅの᝟報␒⤌ෆで赤十字のラジ࢜ C0 を月㸰ᅇ ➨㸰、㸲ⅆ᭙日㸵᫬ �� ศ㹼ᨺ

㏦）をᐇ施した。

(࢜) 令和５年度岩手日報社୺ദの「いࢃて㜵⅏࣑ࢧット」へのᚋ᥼・༠㈶を行い、令和６年⬟Ⓩ

༙ᓥᆅ㟈に࠾ける赤十字の活動報࿌を行った。

令和５年度႘቎฾ഋಌೂ؈ء׻ CMスポ׸ト

ኁሐ㕴ೂ֭੤፛בၜ֥５月בཨ඾֪ྫྷ年ሐຽ֖֞

৤೚႘ሇಁኜ֦֭ஃெӡ5月 1႘Ӣ

२དતᇀત֧੤౑२ೂ֭੤፛ׇ֪׉
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(カ) ５月の赤十字運動月間期間中、アイーナ６階と岩手県庁県民ホールに当支部活動パネルとチ

ラシを展示した。

(キ) 令和５年度は、ホームページの他インスタグラム、X、フェイスブックでの広報活動を行い、

特に若年層へのアプローチを強化するなど、積極的に県民に発信した。

          

            

  (ク) 日本赤十字社のマスコットキャラクター「ハートラちゃん」のノベルティグッズや、岩手県

支部独自で作成した広報用グッズをイベントで配布したほか、赤十字会員など法人への CSR・
SDGs 活動の推進に向けて積極的に活用した。

(ケ) 広報活動の評価・検証を管下施設の広報業務連絡調整会議広報委員会（３月）で行った。

支部独自で作成した広報用グッズをイベントで配布したほか、赤十字会員など法人への CSR・
s 活動の推進に向けて積極的に活用した。

令和５年度作成 ハートラちゃんを活用したノベルティグッズ  ①タオル ②ウェットティッシュ

支部独自で

SDG
支部独自で

SDGs

①

ハートラちゃんを活用したノベルティグッズ

②

日本赤十字社のマスコットキャラクター「ハートラちゃん」のノベルティグッズや、岩手県

ほか、赤十字会員など法人へのほか、赤十字会員など法人への

①タオル

令和５年度投稿数 155件     

フォロワー 1,443人

（令和６年３月 31日現在）

イ ᆅ༊・ศ༊に࠾ける広報活動

   ᆅ༊・ศ༊を㏻ࡌ、赤十字運動月間用チラシの

඲ᡞ配布と࣏スターのᥖฟ౫㢗を行ったほか、

ᕷ⏫ᮧ広報⣬を活用した広報活動をಁ進した。

のᆅᇦイベントに赤十字➼ࡾࡘࡲた、⏘業ࡲ   

活動⤂௓ブースをฟ展し、ᩆᛴ法࣑ࢽㅮ⩦や

⅏ᐖᩆ᥼≀㈨の展示などᆅᇦにᐦ╔した広報

活動をྍ⬟な㝈ࡾ展㛤した。

  

࢘ 本社୺ദの広報活動

（ア）㜵⅏・ῶ⅏プロジェクト

   ᮾ日本኱㟈⅏かࡽ �� 年ࡀ⤒㐣したࡀ、ẖ年の࠺ࡼに⏒኱で広ᇦな⅏ᐖࡀ発⏕している。日本赤十社

では、令和㸰年度かࡽ⅏ᐖやឤᰁ⑕かࡽいのちをᏲࡾ、ᐙ᪘やᆅᇦでከࡃの᪉ࠎに⅏ᐖのഛ࠼にྲྀ

の㸯か月間、㊃᪨に㈶ྠする௻業にᐤ௜のࡽとを┠的に、３月㸯日かࡇっかけとなるࡁ行動のࡴ⤌ࡾ  

༠ຊ➼を౫㢗している。（ホームページୖで༠㈶௻業の⤂௓ࡾ࠶）

   岩手県支部として、ྛ௻業にキャンペーンの⌮ゎಁ進と༠㈶㔠のເ㞟を行った。

   

   

  令和５年度 日赤岩手県支部༠㈶௻業ᐇ⦼ᩘ 㸷社

   

   

令和５年度 運動月間ポスター

各自治会・町内会の掲示板に掲出された

防災・減災プロジェクトシンボルマーク

令和５年度 防災・減災キャンペーンポスター
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(カ) ５月の赤十字運動月間期間中、アイーナ６階と岩手県庁県民ホールに当支部活動パネルとチ

ラシを展示した。

(キ) 令和５年度は、ホームページの他インスタグラム、X、フェイスブックでの広報活動を行い、

特に若年層へのアプローチを強化するなど、積極的に県民に発信した。

          

            

  (ク) 日本赤十字社のマスコットキャラクター「ハートラちゃん」のノベルティグッズや、岩手県

支部独自で作成した広報用グッズをイベントで配布したほか、赤十字会員など法人への CSR・
SDGs 活動の推進に向けて積極的に活用した。

(ケ) 広報活動の評価・検証を管下施設の広報業務連絡調整会議広報委員会（３月）で行った。

令和５年度作成 ハートラちゃんを活用したノベルティグッズ  ①タオル ②ウェットティッシュ

① ②

令和５年度投稿数 155件     

フォロワー 1,443人

（令和６年３月 31日現在）

イ ᆅ༊・ศ༊に࠾ける広報活動

   ᆅ༊・ศ༊を㏻ࡌ、赤十字運動月間用チラシの

඲ᡞ配布と࣏スターのᥖฟ౫㢗を行ったほか、

ᕷ⏫ᮧ広報⣬を活用した広報活動をಁ進した。

のᆅᇦイベントに赤十字➼ࡾࡘࡲた、⏘業ࡲ   

活動⤂௓ブースをฟ展し、ᩆᛴ法࣑ࢽㅮ⩦や

⅏ᐖᩆ᥼≀㈨の展示などᆅᇦにᐦ╔した広報

活動をྍ⬟な㝈ࡾ展㛤した。

  

࢘ 本社୺ദの広報活動

（ア）㜵⅏・ῶ⅏プロジェクト

   ᮾ日本኱㟈⅏かࡽ �� 年ࡀ⤒㐣したࡀ、ẖ年の࠺ࡼに⏒኱で広ᇦな⅏ᐖࡀ発⏕している。日本赤十社

では、令和㸰年度かࡽ⅏ᐖやឤᰁ⑕かࡽいのちをᏲࡾ、ᐙ᪘やᆅᇦでከࡃの᪉ࠎに⅏ᐖのഛ࠼にྲྀ

の㸯か月間、㊃᪨に㈶ྠする௻業にᐤ௜のࡽとを┠的に、３月㸯日かࡇっかけとなるࡁ行動のࡴ⤌ࡾ  

༠ຊ➼を౫㢗している。（ホームページୖで༠㈶௻業の⤂௓ࡾ࠶）

   岩手県支部として、ྛ௻業にキャンペーンの⌮ゎಁ進と༠㈶㔠のເ㞟を行った。

   

   

  令和５年度 日赤岩手県支部༠㈶௻業ᐇ⦼ᩘ 㸷社

   

   

令和５年度 運動月間ポスター

各自治会・町内会の掲示板に掲出された

防災・減災プロジェクトシンボルマーク

令和５年度 防災・減災キャンペーンポスター
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平成26
年度

平成27
年度

平成28
年度

平成29
年度

平成30
年度

令和元

年度

令和２

年度

令和３

年度

令和４

年度

令和５

年度

目標額 219,992 219,992 200,521 205,521 200,521 200,521 201,776 189,569 189,569 189,569
実績額 190,734 190,911 181,564 192,056 186,665 180,690 217,173 189,042 186,703 221,297
達成率 86.7% 86.8% 90.5% 93.4% 93.1% 90.1% 107.6% 99.7% 98.5% 116.7%
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直近10年の活動資金推移

目標額 実績額 達成率

㸶 会ဨ・άື㈨㔠

(1) 会ဨ・άື㈨㔠概要

  赤十字άືの㈈ᨻᇶ┙をよりᙉᅛにするため、ẖ年㸳月を赤十字会ဨቑᙉ㐠ື月㛫として、地区・  

分区役⫋ဨࡸ༠㈶ጤဨ・地ᇦዊ௙ᅋ・有功会な࡝の赤十字㛵ಀ者の⌮ゎと༠ຊをᚓて、άື㈨㔠のເ

㞟άືを実施するとともに赤十字ᛮ᝿のᬑ及を図ࡗた。

   ௧和㸳年ᗘは୍⯡άື㈨㔠࡛、地区分区ᢅࡀ࠸ῶᑡしたものの、㧗㢠寄付ࡀከ࠶ࡃり、⤖ᯝ、┠ᶆ

を達ᡂした。

日赤ᒾᡭ┴ᨭ㒊 会ဨᩘ㸦会㈝ 2,000෇௨上の⣡ධ㸧 ௧和㸴年㸱月 31日⌧ᅾ

会 ဨ ᩘ
୍ ⯡ 会 ဨ ἲ ே 会 ဨ

1,420ே 2,286♫

௧和㸳年ᗘ άື㈨㔠ເ㞟実施⤖ᯝ

区  分 ┠ ᶆ 㢠㸦෇㸧 実 ⦼ 㢠㸦෇㸧 達 ᡂ ⋡㸦㸣㸧

୍⯡άື㈨㔠 168,888,000 199,562,858 118.2

ἲேάື㈨㔠 20,681,000 21,733,821 105.1

ྜ  ィ 189,569,000 221,296,679 116.7

ͤᖹᡂ 29年ᗘは日赤㭬㬆Ⲯ᪂⠏⛣㌿≉ู寄付㔠のເ㞟ࡗ࠶ࡀたため、┠ᶆ㢠ࡀቑ加して࠸るࡇと。

༢఩㸸༓෇
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令和２
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令和５
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目標額 219,992 219,992 200,521 205,521 200,521 200,521 201,776 189,569 189,569 189,569
実績額 190,734 190,911 181,564 192,056 186,665 180,690 217,173 189,042 186,703 221,297
達成率 86.7% 86.8% 90.5% 93.4% 93.1% 90.1% 107.6% 99.7% 98.5% 116.7%

86.7% 86.8% 90.5% 93.4% 93.1% 90.1%

107.6%
99.7% 98.5%

116.7%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

120.0%

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

直近10年の活動資金推移

目標額 実績額 達成率

㸶 会ဨ・άື㈨㔠

(1) 会ဨ・άື㈨㔠概要

  赤十字άືの㈈ᨻᇶ┙をよりᙉᅛにするため、ẖ年㸳月を赤十字会ဨቑᙉ㐠ື月㛫として、地区・  

分区役⫋ဨࡸ༠㈶ጤဨ・地ᇦዊ௙ᅋ・有功会な࡝の赤十字㛵ಀ者の⌮ゎと༠ຊをᚓて、άື㈨㔠のເ

㞟άືを実施するとともに赤十字ᛮ᝿のᬑ及を図ࡗた。

   ௧和㸳年ᗘは୍⯡άື㈨㔠࡛、地区分区ᢅࡀ࠸ῶᑡしたものの、㧗㢠寄付ࡀከ࠶ࡃり、⤖ᯝ、┠ᶆ

を達ᡂした。

日赤ᒾᡭ┴ᨭ㒊 会ဨᩘ㸦会㈝ 2,000෇௨上の⣡ධ㸧 ௧和㸴年㸱月 31日⌧ᅾ

会 ဨ ᩘ
୍ ⯡ 会 ဨ ἲ ே 会 ဨ

1,420ே 2,286♫

௧和㸳年ᗘ άື㈨㔠ເ㞟実施⤖ᯝ

区  分 ┠ ᶆ 㢠㸦෇㸧 実 ⦼ 㢠㸦෇㸧 達 ᡂ ⋡㸦㸣㸧

୍⯡άື㈨㔠 168,888,000 199,562,858 118.2

ἲேάື㈨㔠 20,681,000 21,733,821 105.1

ྜ  ィ 189,569,000 221,296,679 116.7

ͤᖹᡂ 29年ᗘは日赤㭬㬆Ⲯ᪂⠏⛣㌿≉ู寄付㔠のເ㞟ࡗ࠶ࡀたため、┠ᶆ㢠ࡀቑ加して࠸るࡇと。

༢఩㸸༓෇

目標額 実績額 達成率 目標額 実績額 達成率 目標額 実績額 達成率

盛岡市 40,529,000 17,477,740 43.1% 3,816,000 4,132,869 108.3% 44,345,000 21,610,609 48.7% 22,095,326

宮古市 7,101,000 6,760,950 95.2% 669,000 140,500 21.0% 7,770,000 6,901,450 88.8% 6,953,982

大船渡市 4,713,000 4,717,200 100.1% 627,000 150,000 23.9% 5,340,000 4,867,200 91.1% 5,096,700

花巻市 12,609,000 12,053,282 95.6% 1,401,000 1,425,000 101.7% 14,010,000 13,478,282 96.2% 13,889,100

北上市 12,750,000 10,818,296 84.8% 2,126,000 2,353,020 110.7% 14,876,000 13,171,316 88.5% 13,173,600

久慈市 4,981,000 4,950,650 99.4% 525,000 548,000 104.4% 5,506,000 5,498,650 99.9% 5,699,110

遠野市 3,462,000 5,014,100 144.8% 345,000 352,500 102.2% 3,807,000 5,366,600 141.0% 4,517,400

一関市 15,088,000 17,629,080 116.8% 1,371,000 1,076,803 78.5% 16,459,000 18,705,883 113.7% 19,033,895

陸前高田市 2,398,000 2,772,000 115.6% 197,000 0 0.0% 2,595,000 2,772,000 106.8% 2,867,400

釜石市 4,601,000 2,904,020 63.1% 454,000 316,000 69.6% 5,055,000 3,220,020 63.7% 3,274,377

二戸市 3,799,000 4,003,400 105.4% 1,091,000 1,247,000 114.3% 4,890,000 5,250,400 107.4% 4,787,063

八幡平市 3,502,000 3,618,500 103.3% 305,000 155,000 50.8% 3,807,000 3,773,500 99.1% 3,943,500

奥州市 15,058,000 15,614,400 103.7% 1,398,000 933,000 66.7% 16,456,000 16,547,400 100.6% 16,937,000

滝沢市 7,770,000 4,938,436 63.6% 353,000 136,000 38.5% 8,123,000 5,074,436 62.5% 4,714,806

地区計 138,361,000 113,272,054 81.9% 14,678,000 12,965,692 88.3% 153,039,000 126,237,746 82.5% 126,983,259

雫石町 2,187,000 2,257,550 103.2% 181,000 113,000 62.4% 2,368,000 2,370,550 100.1% 2,421,700

葛巻町 855,000 1,142,500 133.6% 73,000 130,000 178.1% 928,000 1,272,500 137.1% 1,277,500

岩手町 1,802,000 2,051,000 113.8% 128,000 189,500 148.0% 1,930,000 2,240,500 116.1% 2,250,500

紫波町 4,376,000 4,691,900 107.2% 267,000 115,000 43.1% 4,643,000 4,806,900 103.5% 4,683,207

矢巾町 3,528,000 3,105,000 88.0% 388,000 203,000 52.3% 3,916,000 3,308,000 84.5% 3,386,300

盛岡地区 12,748,000 13,247,950 103.9% 1,037,000 750,500 72.4% 13,785,000 13,998,450 101.5% 14,019,207

西和賀町（北上） 724,000 904,300 124.9% 245,000 274,000 111.8% 969,000 1,178,300 121.6% 1,216,005

金ヶ崎町（水沢） 2,122,000 2,023,000 95.3% 135,000 250,000 185.2% 2,257,000 2,273,000 100.7% 2,330,500

平泉町（一関） 892,000 1,034,000 115.9% 100,000 171,000 171.0% 992,000 1,205,000 121.5% 1,231,000

住田町（大船渡） 686,000 822,600 119.9% 55,000 0 0.0% 741,000 822,600 111.0% 833,700

大槌町（釜石） 1,595,000 1,565,200 98.1% 105,000 0 0.0% 1,700,000 1,565,200 92.1% 1,687,000

山田町 1,999,000 2,147,900 107.4% 152,000 0 0.0% 2,151,000 2,147,900 99.9% 2,143,500

岩泉町 1,310,000 1,555,400 118.7% 288,000 314,000 109.0% 1,598,000 1,869,400 117.0% 1,948,600

田野畑村 450,000 462,000 102.7% 31,000 0 0.0% 481,000 462,000 96.0% 517,000

宮古地区 3,759,000 4,165,300 110.8% 471,000 314,000 66.7% 4,230,000 4,479,300 105.9% 4,609,100

野田村 561,000 655,100 116.8% 77,000 54,000 70.1% 638,000 709,100 111.1% 728,500

普代村 362,000 410,500 113.4% 34,000 31,000 91.2% 396,000 441,500 111.5% 443,500

洋野町 2,273,000 2,494,000 109.7% 313,000 300,500 96.0% 2,586,000 2,794,500 108.1% 2,877,700

久慈地区 3,196,000 3,559,600 111.4% 424,000 385,500 90.9% 3,620,000 3,945,100 109.0% 4,049,700

軽米町 1,259,000 1,418,000 112.6% 218,000 319,000 146.3% 1,477,000 1,737,000 117.6% 1,727,500

九戸村 726,000 937,500 129.1% 55,000 0 0.0% 781,000 937,500 120.0% 937,000

一戸町 1,804,000 2,346,295 130.1% 138,000 50,200 36.4% 1,942,000 2,396,495 123.4% 2,401,700

二戸地区 3,789,000 4,701,795 124.1% 411,000 369,200 89.8% 4,200,000 5,070,995 120.7% 5,066,200

分区計 29,511,000 32,023,745 108.5% 2,983,000 2,514,200 84.3% 32,494,000 34,537,945 106.3% 35,042,412

地区分区計 167,872,000 145,295,799 86.6% 17,661,000 15,479,892 87.7% 185,533,000 160,775,691 86.7% 162,025,671

支部扱い 1,016,000 54,267,059 5341.2% 3,020,000 6,253,929 207.1% 4,036,000 60,520,988 1499.5% 24,677,793

総　　計 168,888,000 199,562,858 118.2% 20,681,000 21,733,821 105.1% 189,569,000 221,296,679 116.7% 186,703,464

※（　）は郡地区

（単位：円、達成率：％）

令和５年度活動資金収納状況一覧表　　　　
令和６年３月31日現在

地区・分区
一　　般　　活　　動　　資　　金 法　　人　　活　　動　　資　　金 総　　　　　　額 前年度

実績額
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(2) ♫業の振⯆

  赤十字事業は、会ဨࡸ⠜ᚿ者な࡝ከࡃのዊ௙者の༠ຊによࡗてᨭࢀࡽ࠼て࠸るࡀ、赤十字事業を෇

⁥に᥎進するためには、⤌⧊ᇶ┙をᣑ඘・ᙉ໬してࡇࡃ࠸とࡀ㔜要࡛࠶るため、ලయⓗྲྀり⤌ࡳをୗ

グのとおり⾜࠸、άື㈨㔠をቑᙉした。

ア ἲே࡬の DMによる౫㢗

  ၟᕤ会、ၟ ᕤ会㆟所等ྛ✀ᅋయに加┕して࠸るἲே࡬の DMによるάື㈨㔠の寄付౫㢗を⥅⥆

する。௧和㸳年ᗘは、࡛ࡲࢀࡇのྛ✀ᅋయに東北⛯⌮ኈ会ᒾᡭ┴ᨭ㒊㐃ྜ会を加ࡽࡉ、࠼には本

をά⏝し、DMࢱーࢹᾏእᩆ᥼㔠寄付者ࡸ࠸࠶ࡅたᾏእたすࢀࡉᥦ౪ࡽ࠿♫ によるάື㈨㔠の寄

付౫㢗を⾜ࡗた。

イ 赤十字と㐃ᦠした௻業の CSR・SDGsάືの᥎進

  ᪂規開ᣅࡸ有功章をཷ章したἲேを୰ᚰに、赤十字事業࡬の⌮ゎಁ進、άື㈨㔠ເ㞟を┠ⓗ

として、ලయⓗには、赤十字ᨭ᥼࣐ーࢡのά⏝、赤十字ᨭ᥼࣐ーࢡ寄付ၟࡁࡘရ等ᑟධ、ᨭ㒊事

業㸦ᩆᛴἲのㅮ⩦ࡸ㜵⅏࣑ࢭナー等㸧のά⏝等、CSRࡸ SDGsのᥦ᱌をྲྀりධࢀな92、ࡽࡀ௳の

௻業ゼၥを⾜ࡗた。

  赤十字支援マーク

いわて門崎丑牧場(有)【一関市】 日本ハムマーケティング㈱

寄付つき商品

㈱オンワードパーソナルスタイル

࢘ 赤十字寄付㔠付ࡁ⮬ື㈍኎ᶵのタ⨨

   ἲே会ဨを୰ᚰに赤十字寄付㔠付ࡁ⮬ື㈍኎ᶵ㸦㣧ᩱ⏝㸧のタ⨨ࡀ、

⣼ィ 72ྎとなࡗており、╔実にᨭ᥼の㍯ࡀᗈࡗࡀて࠸る。赤十字࣐ーࢡ

し、άື㈨㔠のᏳᐃ☜ಖとᨭ᥼ࡸるᶵ会をቑࢀࡽࢀより┴民の┠にゐࡀ

の意㆑の㔊ᡂを図る。

࢚ 赤十字会ဨ࡬のάື㈨㔠の౫㢗

  赤十字会ဨ(年㢠 2,000෇௨上のᨭ᥼者)には、年２ᅇ、ᗈሗㄅをⓎ㏦するな࡝᝟ሗᥦ౪を

。の⌮ゎಁ進を図るとともに、άື㈨㔠の振㎸⏝⣬をྠᑒして㈨㔠☜ಖにດめた࡬事業、࠸⾜

࢜ 㑇贈・┦⥆㈈⏘寄付の᥎進

    ㏆年、㑇贈㸦㑇ゝによる寄付㸧、┦⥆㈈⏘寄付㸦┦⥆ேࡀ┦⥆によりྲྀᚓした㈈⏘による寄付㸧に

より、ࠕ⮬分ࡀ⠏࠸た㈈⏘を♫会に役❧てた࠸ し⏦࠺࠸とࠖ࠸ᨾேの㑇⏘を♫会に役❧ててḧしࠕࠖ、

ฟࡀቑ࠼ており、ࡑのよ࠺な⏦しฟに㎿㏿にᑐᛂ࡛ࡁるよ࠺௧和㸱年 10月 20日にᒾᡭ┴ྖἲ᭩ኈ

会と㐃ᦠ༠ᐃを⥾⤖した。ࡑのᚋ、ᒾᡭ┴ྖἲ᭩ኈ会とのඹ催 ナー࣑ࠖࢭ⫣会㈉♫ࡄ⧄࡬次ୡ௦ࠕ࡛

を次のとおり開催し、㑇贈・┦⥆㈈⏘寄付の⋓ᚓにྥࡅたྲྀり⤌ࡳを実施した。

開催日 場所 参加ேᩘ ෆᐜ

10月 29日 㝣୰ᾏᓊࢻࣥࣛࢢホࢸル㸦釜石市㸧 30ྡ
ྖἲ᭩ኈによる┦⥆・㑇ゝㅮᗙ

日本赤十字♫のάືに࠸ࡘて
㸱月２日

ホࢸル࣓ࢺロ࣏ࣜࣥࢱ盛岡

㸦盛岡市㸧ࢢー࢘イࣥࣗࢽ
52ྡ
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(2) ♫業の振⯆

  赤十字事業は、会ဨࡸ⠜ᚿ者な࡝ከࡃのዊ௙者の༠ຊによࡗてᨭࢀࡽ࠼て࠸るࡀ、赤十字事業を෇

⁥に᥎進するためには、⤌⧊ᇶ┙をᣑ඘・ᙉ໬してࡇࡃ࠸とࡀ㔜要࡛࠶るため、ලయⓗྲྀり⤌ࡳをୗ

グのとおり⾜࠸、άື㈨㔠をቑᙉした。

ア ἲே࡬の DMによる౫㢗

  ၟᕤ会、ၟ ᕤ会㆟所等ྛ✀ᅋయに加┕して࠸るἲே࡬の DMによるάື㈨㔠の寄付౫㢗を⥅⥆

する。௧和㸳年ᗘは、࡛ࡲࢀࡇのྛ✀ᅋయに東北⛯⌮ኈ会ᒾᡭ┴ᨭ㒊㐃ྜ会を加ࡽࡉ、࠼には本

をά⏝し、DMによるάື㈨㔠の寄ࢱーࢹᾏእᩆ᥼㔠寄付者ࡸ࠸࠶ࡅたᾏእたすࢀࡉᥦ౪ࡽ࠿♫

付౫㢗を⾜ࡗた。

イ 赤十字と㐃ᦠした௻業の CSR・SDGsάືの᥎進

  ᪂規開ᣅࡸ有功章をཷ章したἲேを୰ᚰに、赤十字事業࡬の⌮ゎಁ進、άື㈨㔠ເ㞟を┠ⓗ

として、ලయⓗには、赤十字ᨭ᥼࣐ーࢡのά⏝、赤十字ᨭ᥼࣐ーࢡ寄付ၟࡁࡘရ等ᑟධ、ᨭ㒊事

業㸦ᩆᛴἲのㅮ⩦ࡸ㜵⅏࣑ࢭナー等㸧のά⏝等、CSRࡸ SDGsのᥦ᱌をྲྀりධࢀな92、ࡽࡀ௳の

௻業ゼၥを⾜ࡗた。

  赤十字支援マーク

いわて門崎丑牧場(有)【一関市】 日本ハムマーケティング㈱

寄付つき商品

㈱オンワードパーソナルスタイル

࢘ 赤十字寄付㔠付ࡁ⮬ື㈍኎ᶵのタ⨨

   ἲே会ဨを୰ᚰに赤十字寄付㔠付ࡁ⮬ື㈍኎ᶵ㸦㣧ᩱ⏝㸧のタ⨨ࡀ、

⣼ィ 72ྎとなࡗており、╔実にᨭ᥼の㍯ࡀᗈࡗࡀて࠸る。赤十字࣐ーࢡ

し、άື㈨㔠のᏳᐃ☜ಖとᨭ᥼ࡸるᶵ会をቑࢀࡽࢀより┴民の┠にゐࡀ

の意㆑の㔊ᡂを図る。

࢚ 赤十字会ဨ࡬のάື㈨㔠の౫㢗

  赤十字会ဨ(年㢠 2,000෇௨上のᨭ᥼者)には、年２ᅇ、ᗈሗㄅをⓎ㏦するな࡝᝟ሗᥦ౪を

。の⌮ゎಁ進を図るとともに、άື㈨㔠の振㎸⏝⣬をྠᑒして㈨㔠☜ಖにດめた࡬事業、࠸⾜

࢜ 㑇贈・┦⥆㈈⏘寄付の᥎進

    ㏆年、㑇贈㸦㑇ゝによる寄付㸧、┦⥆㈈⏘寄付㸦┦⥆ேࡀ┦⥆によりྲྀᚓした㈈⏘による寄付㸧に

より、ࠕ⮬分ࡀ⠏࠸た㈈⏘を♫会に役❧てた࠸ し⏦࠺࠸とࠖ࠸ᨾேの㑇⏘を♫会に役❧ててḧしࠕࠖ、

ฟࡀቑ࠼ており、ࡑのよ࠺な⏦しฟに㎿㏿にᑐᛂ࡛ࡁるよ࠺௧和㸱年 10月 20日にᒾᡭ┴ྖἲ᭩ኈ

会と㐃ᦠ༠ᐃを⥾⤖した。ࡑのᚋ、ᒾᡭ┴ྖἲ᭩ኈ会とのඹ催 ナー࣑ࠖࢭ⫣会㈉♫ࡄ⧄࡬次ୡ௦ࠕ࡛

を次のとおり開催し、㑇贈・┦⥆㈈⏘寄付の⋓ᚓにྥࡅたྲྀり⤌ࡳを実施した。

開催日 場所 参加ேᩘ ෆᐜ

10月 29日 㝣୰ᾏᓊࢻࣥࣛࢢホࢸル㸦釜石市㸧 30ྡ
ྖἲ᭩ኈによる┦⥆・㑇ゝㅮᗙ

日本赤十字♫のάືに࠸ࡘて
㸱月２日

ホࢸル࣓ࢺロ࣏ࣜࣥࢱ盛岡

㸦盛岡市㸧ࢢー࢘イࣥࣗࢽ
52ྡ
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࢝ 地区・分区事業の᥎進

(ア) 地区・分区におࡅる事業ࡀ෇⁥に᥎進ࢀࡉるよ࠺地区分区஺付㔠を஺付するとともに、赤十

   字事業に࠸ࡘて、地ᇦ࡛の⌮ゎをᚓるためのຓゝを⾜ࡗた。

(イ) 地区・分区事ົᢸᙜ者会㆟を開催し、ᢸᙜ者及びᢸᙜㄢ㛗ࣞ࣋ル࡛のྛ事業ㄝ᫂と㔜要㐃⤡

   事㡯の伝達、意ぢ஺᥮な࡝を⾜࠸、事業の᥎進を図ࡗた。

ྡ⛠ 日⛬ 場所 主なෆᐜ

地区・分区ᢸᙜㄢ㛗

及び事ົᢸᙜ者ㄝ᫂会

４月 19日 ዟᕞ地区ྜྠ庁舎 ・㔜Ⅼ事業のㄝ᫂
・赤十字事業の概要
・௧和㸳年ᗘ事業ィ⏬
・赤十字άື㈨㔠ເ㞟
・地区分区事ົฎ⌮
・表彰事ົ
・⩏᥼㔠、ᩆ᥼㔠ເ㞟
・国㝿ே㐨ἲ
・⅏ᐖ᫬のᑐᛂ
・赤十字ዊ௙ᅋのάື
・赤十字ㅮ⩦、㜵⅏࣑ࢭナー

４月 20日 釜石市民ホール TETTO

４月 21日 盛岡地区ྜྠ庁舎

４月 24日 ஂឿ地区ྜྠ庁舎

(࢘) ┴民ࡽ࠿寄付ࢀࡉて࠸るάື㈨㔠ࡀ、ྛ地区・分区にお࠸て㐺ṇに⟶⌮㐠⏝ࢀࡉて࠸る࠿、

㝸年࡛ゼၥによる事ົㄪᰝを⾜ࡗた。

ྡ⛠ 日⛬ ᑐ㇟㸦ゼၥ㡰㸧

地区・分区

事ົㄪᰝ

11月㸯日
୍㛵市地区

ᖹ泉⏫分区

11月２日
⣸Ἴ⏫分区

▮ᕵ⏫分区

11月㸵日
୍ᡞ⏫分区

஧ᡞ地区

11月㸷日

ὒ㔝⏫分区

ஂឿ市地区

ஂឿ地区

11月 15日

大ᵔ⏫分区

釜石市地区

釜石地区

11月 16日

す和㈡⏫分区

北上市地区

北上・Ỉἑ・୍㛵地区

11月 20日
⁪ἑ市地区

盛岡市地区

11月 22日
㔝⏣ᮧ分区

ᬑ௦ᮧ分区

(3) 表彰概要

  有功章等贈与規則により表彰を実施し、寄付者及び功労者に感謝の意を伝達した。

ア 全国赤十字大会

  全国赤十字大会は、コロナ禍を経て４年振りに通常開催となり、赤十字事業の進展を図るため、

寄付者及び功労者とともに参会した。

イ 地区・分区主催の表彰伝達式

寄付者及び功労者に感謝の意を表すため、次のとおり地区・分区主催の表彰伝達式に参加した。

開催日 主催 場所

10月２日 釜石市地区 釜石市民ホール TETTO

10月 31日 盛岡市地区 盛岡市役所

11月 21日 花巻市地区 東和温泉

11月 24日 北上市地区 北上市役所本庁舎

盛岡市                       北上市
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࢝ 地区・分区事業の᥎進
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   字事業に࠸ࡘて、地ᇦ࡛の⌮ゎをᚓるためのຓゝを⾜ࡗた。

(イ) 地区・分区事ົᢸᙜ者会㆟を開催し、ᢸᙜ者及びᢸᙜㄢ㛗ࣞ࣋ル࡛のྛ事業ㄝ᫂と㔜要㐃⤡

   事㡯の伝達、意ぢ஺᥮な࡝を⾜࠸、事業の᥎進を図ࡗた。

ྡ⛠ 日⛬ 場所 主なෆᐜ

地区・分区ᢸᙜㄢ㛗

及び事ົᢸᙜ者ㄝ᫂会

４月 19日 ዟᕞ地区ྜྠ庁舎 ・㔜Ⅼ事業のㄝ᫂
・赤十字事業の概要
・௧和㸳年ᗘ事業ィ⏬
・赤十字άື㈨㔠ເ㞟
・地区分区事ົฎ⌮
・表彰事ົ
・⩏᥼㔠、ᩆ᥼㔠ເ㞟
・国㝿ே㐨ἲ
・⅏ᐖ᫬のᑐᛂ
・赤十字ዊ௙ᅋのάື
・赤十字ㅮ⩦、㜵⅏࣑ࢭナー

４月 20日 釜石市民ホール TETTO

４月 21日 盛岡地区ྜྠ庁舎

４月 24日 ஂឿ地区ྜྠ庁舎

(࢘) ┴民ࡽ࠿寄付ࢀࡉて࠸るάື㈨㔠ࡀ、ྛ地区・分区にお࠸て㐺ṇに⟶⌮㐠⏝ࢀࡉて࠸る࠿、

㝸年࡛ゼၥによる事ົㄪᰝを⾜ࡗた。

ྡ⛠ 日⛬ ᑐ㇟㸦ゼၥ㡰㸧

地区・分区

事ົㄪᰝ

11月㸯日
୍㛵市地区

ᖹ泉⏫分区

11月２日
⣸Ἴ⏫分区

▮ᕵ⏫分区

11月㸵日
୍ᡞ⏫分区

஧ᡞ地区

11月㸷日

ὒ㔝⏫分区

ஂឿ市地区

ஂឿ地区

11月 15日

大ᵔ⏫分区

釜石市地区

釜石地区

11月 16日

す和㈡⏫分区

北上市地区

北上・Ỉἑ・୍㛵地区

11月 20日
⁪ἑ市地区

盛岡市地区

11月 22日
㔝⏣ᮧ分区

ᬑ௦ᮧ分区

(3) 表彰概要

  有功章等贈与規則により表彰を実施し、寄付者及び功労者に感謝の意を伝達した。

ア 全国赤十字大会

  全国赤十字大会は、コロナ禍を経て４年振りに通常開催となり、赤十字事業の進展を図るため、

寄付者及び功労者とともに参会した。

イ 地区・分区主催の表彰伝達式

寄付者及び功労者に感謝の意を表すため、次のとおり地区・分区主催の表彰伝達式に参加した。

開催日 主催 場所

10月２日 釜石市地区 釜石市民ホール TETTO

10月 31日 盛岡市地区 盛岡市役所

11月 21日 花巻市地区 東和温泉

11月 24日 北上市地区 北上市役所本庁舎

盛岡市                       北上市

― 70 ―

2403467中身.indd   70 2024/05/31   11:27



紺綬褒章
厚生労働

大臣感謝状
社長感謝状

金　色
有功章

銀　色
有功章

支部長
感謝状

特別社員 社長感謝状
金　色
有功章

銀　色
有功章

支部長
感謝状金枠

支部長
感謝状銀枠

金　色
有功章

銀　色
有功章

盛岡市 2 1 2 3 34 41 42

釜石市 1 6 1 2 5 8

宮古市 1 2 3 1 10 10 2 1

一関市 4 6 16 5 10 21 9 3 2

大船渡市 1

奥州市 3 2 1 1 12 4 4 3

花巻市 4 3 3 2 3 14 9 2 11

北上市 1 10 8 7 1 1 1 7

久慈市 5 2 24 1

遠野市 1 1 1 3 1 9 3 2

陸前高田市 1 1 1

二戸市 1 2 3 4 3 8 1

八幡平市 3 3

滝沢市 4 6

雫石町 2

葛巻町

岩手町 1 1

紫波町 1 2 5

矢巾町 3 1

西和賀町 1

金ヶ崎町 2 1 1

平泉町 1 1

住田町

大槌町 1 1

山田町 1

岩泉町 1 2 1

田野畑村

洋野町 1

野田村

普代村

一戸町 1 1 1 7

軽米町

九戸村

計 0 0 4 2 24 28 79 0 17 31 69 88 73 92

支部扱い 1 0 4 4 6 21 133 7 6 2 11 7 0 0

合計 1 0 8 6 30 49 212 7 23 33 80 95 73 92

総計 306 238 165

有功章贈与規則による表彰一覧表

地区分区名

業　　務　　功　　労 献血功労

(単位:件）

社　　資　　功　　労

９ 有功会の育成及び活動
  有功会は、地域において赤十字精神を広く普及する様々な活動を行なう任意のボランティア組織で

あり、赤十字に対する最大の応援団である。

年々会員の減少による地区有功会の休会が相次いでいるが、赤十字思想の普及、会員増強活動等、赤

十字事業の推進に大きな役割を担っている支部有功会連合会及び地区有功会の活動が積極的に展開さ

れるよう支援した。

  

  （１）有功会の育成強化

ア 県内の有功会会員や有功章受章者が一堂に会する「日赤岩手県支部有功会感謝の集い」を開催

し、表彰や懇談、講演会を行うなど、日々の活動への感謝を表すとともに、会員同士の情報交換や

研修を兼ねた場を設け、地区有功会活動の活性化を図った。

             

イ 有功会員の赤十字事業への理解促進や活動に対する意欲向上を目指し、宮城県支部の視察研修

を企画し、宮城県赤十字有功会との交流を図った。

ウ 全国赤十字大会（東京都開催）への派遣を行うほか、地区有功会が実施する総会等に参加し、地

域における有功会活動の活性化に努めた。

2023.12.14に開催した有功会感謝の集い

2023.11.7に開催した視察研修
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紺綬褒章
厚生労働

大臣感謝状
社長感謝状

金　色
有功章

銀　色
有功章

支部長
感謝状

特別社員 社長感謝状
金　色
有功章

銀　色
有功章

支部長
感謝状金枠

支部長
感謝状銀枠

金　色
有功章

銀　色
有功章

盛岡市 2 1 2 3 34 41 42

釜石市 1 6 1 2 5 8

宮古市 1 2 3 1 10 10 2 1

一関市 4 6 16 5 10 21 9 3 2

大船渡市 1

奥州市 3 2 1 1 12 4 4 3

花巻市 4 3 3 2 3 14 9 2 11

北上市 1 10 8 7 1 1 1 7

久慈市 5 2 24 1

遠野市 1 1 1 3 1 9 3 2

陸前高田市 1 1 1

二戸市 1 2 3 4 3 8 1

八幡平市 3 3

滝沢市 4 6

雫石町 2

葛巻町

岩手町 1 1

紫波町 1 2 5

矢巾町 3 1

西和賀町 1

金ヶ崎町 2 1 1

平泉町 1 1

住田町

大槌町 1 1

山田町 1

岩泉町 1 2 1

田野畑村

洋野町 1

野田村

普代村

一戸町 1 1 1 7

軽米町

九戸村

計 0 0 4 2 24 28 79 0 17 31 69 88 73 92

支部扱い 1 0 4 4 6 21 133 7 6 2 11 7 0 0

合計 1 0 8 6 30 49 212 7 23 33 80 95 73 92

総計 306 238 165

有功章贈与規則による表彰一覧表

地区分区名

業　　務　　功　　労 献血功労

(単位:件）

社　　資　　功　　労

９ 有功会の育成及び活動
  有功会は、地域において赤十字精神を広く普及する様々な活動を行なう任意のボランティア組織で

あり、赤十字に対する最大の応援団である。

年々会員の減少による地区有功会の休会が相次いでいるが、赤十字思想の普及、会員増強活動等、赤

十字事業の推進に大きな役割を担っている支部有功会連合会及び地区有功会の活動が積極的に展開さ

れるよう支援した。

  

  （１）有功会の育成強化

ア 県内の有功会会員や有功章受章者が一堂に会する「日赤岩手県支部有功会感謝の集い」を開催

し、表彰や懇談、講演会を行うなど、日々の活動への感謝を表すとともに、会員同士の情報交換や

研修を兼ねた場を設け、地区有功会活動の活性化を図った。

             

イ 有功会員の赤十字事業への理解促進や活動に対する意欲向上を目指し、宮城県支部の視察研修

を企画し、宮城県赤十字有功会との交流を図った。

ウ 全国赤十字大会（東京都開催）への派遣を行うほか、地区有功会が実施する総会等に参加し、地

域における有功会活動の活性化に努めた。

2023.12.14に開催した有功会感謝の集い

2023.11.7に開催した視察研修
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                      岩手県支部有功会連合会           （R6.3.31 現在）

有功会名 会長名 加盟数 設置年月日

県支部有功会連合会 齊藤 洋美 ９ 昭和 63 年 3 月 14 日

  

地区分区有功会名簿

有功会名 会 長 名 会員数 設置年月日

１ 遠 野 市 地 区 佐々木 達郎 127 昭和 51 年 4 月 19 日

２ 北 上 市 地 区 髙橋 祥元 108 昭和 55 年 2 月 1 日

３ 二  戸  地  区 山崎 雄一 11 昭和 60 年 10 月 18 日

４ 陸前高田市地区 鈴木 康文 22 昭和 62 年 1 月 24 日

５ 盛 岡 市 地 区 春山 一男 72 昭和 62 年 10 月 26 日

６ 大船渡市 地 区 大和田 恭子 145 昭和 63 年 11 月 21 日

７ 花 巻 市 地 区 齊藤 洋美 61 平成 1 年 3 月 29 日

８ 二 戸 市 地 区 國分 敏彦 27 平成 10 年 11 月 6 日

９ 奥 州 市 地 区 熊谷 孝一 32 平成 18 年 7 月 24 日

計  ９地区  605

10 評議員会の開催

  令和５年度の評議員会は次のとおり開催され、支部並びに施設における事業、予算、決算等について

審議した。

評議員会 期　日・場　所 審　　議　　等　　事　　項

第1回評議員会 令和５年６月６日（火）協議事項

エスポワールいわて １　令和４年度事業報告

２　令和４年度一般会計歳入歳出決算

３　令和４年度医療施設特別会計歳入歳出決算

４　令和４年度社会福祉施設特別会計歳入歳出決算

５　令和５年度事業計画、取組

第2回評議員会 令和６年２月６日（火）協議事項

エスポワールいわて １　令和５年度補正予算

２　令和６年度事業計画

３　令和６年度一般会計歳入歳出予算

４　令和６年度医療施設特別会計歳入歳出予算

５　令和６年度社会福祉施設特別会計歳入歳出予算

報告事項

１　各施設の事業運営
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                      岩手県支部有功会連合会           （R6.3.31 現在）

有功会名 会長名 加盟数 設置年月日

県支部有功会連合会 齊藤 洋美 ９ 昭和 63 年 3 月 14 日

  

地区分区有功会名簿

有功会名 会 長 名 会員数 設置年月日

１ 遠 野 市 地 区 佐々木 達郎 127 昭和 51 年 4 月 19 日

２ 北 上 市 地 区 髙橋 祥元 108 昭和 55 年 2 月 1 日

３ 二  戸  地  区 山崎 雄一 11 昭和 60 年 10 月 18 日

４ 陸前高田市地区 鈴木 康文 22 昭和 62 年 1 月 24 日

５ 盛 岡 市 地 区 春山 一男 72 昭和 62 年 10 月 26 日

６ 大船渡市 地 区 大和田 恭子 145 昭和 63 年 11 月 21 日

７ 花 巻 市 地 区 齊藤 洋美 61 平成 1 年 3 月 29 日

８ 二 戸 市 地 区 國分 敏彦 27 平成 10 年 11 月 6 日

９ 奥 州 市 地 区 熊谷 孝一 32 平成 18 年 7 月 24 日

計  ９地区  605

10 評議員会の開催

  令和５年度の評議員会は次のとおり開催され、支部並びに施設における事業、予算、決算等について

審議した。

評議員会 期　日・場　所 審　　議　　等　　事　　項

第1回評議員会 令和５年６月６日（火）協議事項

エスポワールいわて １　令和４年度事業報告

２　令和４年度一般会計歳入歳出決算

３　令和４年度医療施設特別会計歳入歳出決算

４　令和４年度社会福祉施設特別会計歳入歳出決算

５　令和５年度事業計画、取組

第2回評議員会 令和６年２月６日（火）協議事項

エスポワールいわて １　令和５年度補正予算

２　令和６年度事業計画

３　令和６年度一般会計歳入歳出予算

４　令和６年度医療施設特別会計歳入歳出予算

５　令和６年度社会福祉施設特別会計歳入歳出予算

報告事項

１　各施設の事業運営
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役　員　名　等 氏　　　名 職　業　名　等 摘要（選出区分等）

支　部　長 　　達 増　拓 也 岩　手　県　知　事

副 支 部 長 　　内 舘  茂 盛　岡　市　長

〃 　　野 原　勝 岩手県企画理事兼保健福祉部長

本社常任理事・代議員 　　守 谷　祐 志

代　議　員 　　石 川　健 正

〃 　　齊 藤　洋 美

〃 　　木戸口　敏 男

監 査 委 員 　　十文字　悦 子

〃 　　三 浦　千代子

〃 　　國 分　敏 彦

評　議　員 　　藤 原  哲 ㈱岩手日報社常務取締役執行役員総務局長 支 部 長

〃 　　鎌 田　英 樹 ㈱IBC岩手放送代表取締役会長 支 部 長

〃 　　石 川　健 正 ㈱岩手銀行取締役専務執行役員 支 部 長

〃 　　守 谷　祐 志 岩手県支部有功会連合会顧問 盛 岡 市

〃 　　小枝指　好 夫 盛岡市町内会連合会会長 盛 岡 市

〃 　　十文字　悦 子 盛岡市赤十字奉仕団員 盛 岡 市

〃 　　長 沢　雅 彦 農　　　　業 宮 古 市

〃 　　中 村　和 司 大船渡市赤十字奉仕団委員長 大船渡市

〃 　　齊 藤　洋 美 岩手県支部有功会連合会会長 花 巻 市

〃 　　菅 原　洋 子 北上市赤十字奉仕団委員長 北 上 市

〃 　　木戸口　敏 男 久慈市赤十字奉仕団事務局長 久 慈 市

〃 　　菅 原　直 徳 岩手県支部遠野市地区有功会理事 遠 野 市

〃 　　辻󠄀󠄀 󠄀 慶 治 一 関 市

〃 　　三 浦　千代子 一関市川崎赤十字奉仕団委員長 一 関 市

〃 　　泉 　進 自　営　業 陸前高田市

〃 　　佐々木　亨 釜石市社会福祉協議会常務理事兼事務局長 釜 石 市

〃 　　國 分　敏 彦 二戸市議会議員・岩手県支部二戸市地区有功会会長 二 戸 市

〃 　　佐々木　幸 雄 八幡平市赤十字奉仕団委員長 八幡平市

〃 　　熊 谷　孝 一 岩手県支部奥州市地区有功会会長 奥 州 市

〃 　　鈴 木　明 夫 岩手県支部奥州市地区有功会副会長 奥 州 市

〃 　　主 浜　照 風 農　　　業 滝 沢 市

〃 　　猿 子　恵 久 雫　石　町　長 盛     岡

〃 　　鈴 木　重 男 葛　巻　町　長 盛     岡

〃 　　高 橋　昌 造 矢　巾　町　長 盛     岡

〃 　　内 記　和 彦 西　和　賀　町　長 北     上

〃 　　高 橋　寛 寿 金　ケ　崎　町　長 水     沢

〃 　　青 木　幸 保 平　泉　町　長 一     関

〃 　　神 田　 謙 一 住　田　町　長 大 船 渡

〃 　　平 野　公 三 大　槌　町　長 釜     石

〃 　　佐 藤　信 逸 󠄀　田　町　長 宮     古

〃 　　岡 本　正 善 洋　野　町　長 久     慈

〃     大久保　勝彦 九　戸　村　長 二     戸

日本赤十字社岩手県支部役員、評議員名簿
（令和６年４月20日現在）

（評議員任期　令和４年２月14日～令和７年2月13日）

（1）　一般会計歳入歳出決算報告（日本赤十字社岩手県支部）

221,772,679 円

2,519,545 円

476,000 円

0 円

4,002,565 円

16,217,428 円

244,988,217 円

災害義援金 29,316,361 円
災害救護訓練への参加
救護装備の整備
救援物資の整備

救急法等講習の普及 20,470,249 円
講習資材の整備
青少年赤十字の普及

国際救援活動、国際開発協力 1,085,000 円
海外救援金

2,976,000 円

30,547,370 円

広報活動の促進 44,639,849 円
活動資金募集及び会員管理

医療施設基盤整備 0 円
血液事業普及整備
社会福祉施設基盤整備

22,579,372 円

35,494,454 円

32,009,501 円

25,870,061 円

244,988,217 円

5　雑収入

6　前年度繰越金

2　社会活動費

3　繰入金収入

11 決算概要

1　社資収入

2　補助金及び交付金収入
一
般
会
計

（

歳
入
）

一
般
会
計

（
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出
）

3　国際活動費

4　資産収入

歳　　出　　合　　計

歳　　入　　合　　計

8　積立金支出

11　翌年度繰越金

4　指定事業地方振興費

5　地区分区交付金支出 市町村での赤十字事業の促進

6　社業振興費

7　基盤整備交付金
　・補助金支出

9　業務管理運営費等

10　本社送納金支出

1　災害救護事業費

救護班関係装備品整備
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役　員　名　等 氏　　　名 職　業　名　等 摘要（選出区分等）

支　部　長 　　達 増　拓 也 岩　手　県　知　事

副 支 部 長 　　内 舘  茂 盛　岡　市　長

〃 　　野 原　勝 岩手県企画理事兼保健福祉部長

本社常任理事・代議員 　　守 谷　祐 志

代　議　員 　　石 川　健 正

〃 　　齊 藤　洋 美

〃 　　木戸口　敏 男

監 査 委 員 　　十文字　悦 子

〃 　　三 浦　千代子

〃 　　國 分　敏 彦

評　議　員 　　藤 原  哲 ㈱岩手日報社常務取締役執行役員総務局長 支 部 長

〃 　　鎌 田　英 樹 ㈱IBC岩手放送代表取締役会長 支 部 長

〃 　　石 川　健 正 ㈱岩手銀行取締役専務執行役員 支 部 長

〃 　　守 谷　祐 志 岩手県支部有功会連合会顧問 盛 岡 市

〃 　　小枝指　好 夫 盛岡市町内会連合会会長 盛 岡 市

〃 　　十文字　悦 子 盛岡市赤十字奉仕団員 盛 岡 市

〃 　　長 沢　雅 彦 農　　　　業 宮 古 市

〃 　　中 村　和 司 大船渡市赤十字奉仕団委員長 大船渡市

〃 　　齊 藤　洋 美 岩手県支部有功会連合会会長 花 巻 市

〃 　　菅 原　洋 子 北上市赤十字奉仕団委員長 北 上 市

〃 　　木戸口　敏 男 久慈市赤十字奉仕団事務局長 久 慈 市

〃 　　菅 原　直 徳 岩手県支部遠野市地区有功会理事 遠 野 市

〃 　　辻󠄀󠄀 󠄀 慶 治 一 関 市
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〃 　　佐 藤　信 逸 󠄀　田　町　長 宮     古

〃 　　岡 本　正 善 洋　野　町　長 久     慈

〃     大久保　勝彦 九　戸　村　長 二     戸

日本赤十字社岩手県支部役員、評議員名簿
（令和６年４月20日現在）

（評議員任期　令和４年２月14日～令和７年2月13日）

（1）　一般会計歳入歳出決算報告（日本赤十字社岩手県支部）

221,772,679 円

2,519,545 円

476,000 円

0 円

4,002,565 円

16,217,428 円

244,988,217 円
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災害救護訓練への参加
救護装備の整備
救援物資の整備

救急法等講習の普及 20,470,249 円
講習資材の整備
青少年赤十字の普及

国際救援活動、国際開発協力 1,085,000 円
海外救援金

2,976,000 円

30,547,370 円

広報活動の促進 44,639,849 円
活動資金募集及び会員管理

医療施設基盤整備 0 円
血液事業普及整備
社会福祉施設基盤整備

22,579,372 円

35,494,454 円

32,009,501 円

25,870,061 円

244,988,217 円

5　雑収入

6　前年度繰越金

2　社会活動費

3　繰入金収入

11 決算概要
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8　積立金支出

11　翌年度繰越金

4　指定事業地方振興費

5　地区分区交付金支出 市町村での赤十字事業の促進

6　社業振興費

7　基盤整備交付金
　・補助金支出

9　業務管理運営費等

10　本社送納金支出

1　災害救護事業費

救護班関係装備品整備
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決　　算　　額 決　　算　　額

円 円

6,967,713,750 8,220,828,481

534,540,344 46,352,687

186,642 93,015,709

844,808 6,399,349

0

△ 863,310,682

7,503,285,544 7,503,285,544

決　　算　　額 決　　算　　額

円 円

措 置 費 収 入 225,556,205 人 件 費 支 出 181,920,450

補 助 金 事 業 収 入 775,850 事 務 費 11,562,936

受 託 収 入 5,069,955 事 業 費 15,723,283

寄 付 金 収 入 416,750 固 定 資 産 取 得 支 出 261,300

他 会 計 繰 入 金 収 入 300,580 そ の 他 の 支 出 10,520,134

そ の 他 収 入 196,557

前 年 度 繰 越 金 50,629,474

小 計 282,945,371 小 計 219,988,103

円 円

介 護 保 険 事 業 収 入 520,837,170 人 件 費 支 出 355,884,242

寄 付 金 収 入 57,000 事 務 費 31,197,852

補 助 金 収 入 2,027,956 事 業 費 77,581,454

受取利息配当金収入 1,424 借 入 金 償 還 支 出 13,913,000

他 会 計 繰 入 金 収 入 15,406,615 固定資産取得・除却支出 142,000

そ の 他 の 収 入 2,602,754
ファイナンス・リース債務返
済 支 出

3,768,120

前 年 度 繰 越 金 91,996,306 そ の 他 支 出 15,964,757

小 計 632,929,225 小 計 498,451,425

915,874,596 718,439,528

歳入歳出差引額 197,435,068円 （翌年度繰越金）

　　　日赤岩手乳児院 62,957,268円

　　　日赤鶯鳴荘 134,477,800円

歳 入 合 計 歳 出 合 計

日赤岩手乳児院・日赤鶯鳴荘

日赤岩手乳児院分

科　　　　　　目科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　入 歳　　　　　　　　　出

（3）　社会福祉施設特別会計歳入歳出決算報告

日赤鶯鳴荘分

盛岡赤十字病院（2）　医療施設特別会計歳入歳出決算報告

歳　　　　　　　　　入

科　　　　　　目

歳　　　　　　　　　出

科　　　　　　目

歳 入 合 計

医 業 収 益

医 業 外 収 益

医 療 社 会 事 業 収 益

特 別 収 益

歳 出 合 計

医 業 費 用

医 業 外 費 用

医 療 奉 仕 費 用

特 別 損 失

法 人 税 等

当 期 利 益 剰 余 金 付　　録
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済 支 出
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前 年 度 繰 越 金 91,996,306 そ の 他 支 出 15,964,757

小 計 632,929,225 小 計 498,451,425

915,874,596 718,439,528

歳入歳出差引額 197,435,068円 （翌年度繰越金）

　　　日赤岩手乳児院 62,957,268円

　　　日赤鶯鳴荘 134,477,800円
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（3）　社会福祉施設特別会計歳入歳出決算報告
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盛岡赤十字病院（2）　医療施設特別会計歳入歳出決算報告
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当 期 利 益 剰 余 金 付　　録
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日本赤十字社スローガン
人間を救うのは、人間だ。 

◎赤十字の基本原則 ◎ジュネーブ条約締結国 196カ国
・人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性 ○国際赤十字・赤新月社 192社

１．沿革 １０．災害等救援
明治20年（1887）11月12日・・・日本赤十字社岩手委員部創立 救 護 班
明治29年（1896） 5月20日・・・日本赤十字社岩手支部に改称 無 線 局
昭和27年（1952） 8月14日・・・日本赤十字社岩手県支部に改称 救 護 車 両

R５年度取扱義援金額
２．会員 個人 1,420人 配布救援物資（令和５年度）

法人 2,286社

３．評議員 ３２人　　（定員３２人） １１．医療事業

４．役　員　　（令和６年４月１日現在） 病　　院 1
　　支部長 達増拓也 病床総数(令和５年度）
　　副支部長 内舘　茂、野原勝 総患者数(令和５年度）
　　本社理事 守谷　祐志 入　　院 69,416人 (189.7人/日）

　　本社代議員 石川健正、齊藤洋美、木戸口敏男 外　　来 106,950人 (441.9人/日）

　　支部監査委員 十文字悦子、三浦千代子、國分敏彦
１２．血液事業

５．青少年赤十字　     　（令和６年3月31日現在）
幼 稚 園 ・ 保 育 所 58校 2,880人 血液センター 1 献血バス 4台
小 学 校 96校 19,524人 献血ルーム 1 血液運搬車 10台
中 学 校 45校 9,329人 奥州供給出張所 1 その他車両 17台
高 等 学 校 18校 1,721人 献血者数（令和5年度） 供給本数（令和5年度）

特 別 支 援 学 校 3校 63人 成分献血 12,237人 赤血球 57,080本
計 220校 33,517人 400mL献血 30,574人 血漿 14,652本

200mL献血 1,258人 血小板 73,215本
６．赤十字ボランティア　　（令和６年３月31日現在） 合計 44,069人 合計 144,947本
地域赤十字奉仕団 32団 1,054人
青年赤十字奉仕団 3団 82人 １３．社会福祉施設
特殊赤十字奉仕団 14団 555人 事業の区分 施設数

計 49団 1,691人 児童福祉施設 1
老人福祉施設 1

７．有功会                  （令和６年３月31日現在）
組 織 数

9 １４．施設及び職員数　（令和６年４月１日現在）

施設数 職員数
８．講習普及活動 1 12人
区 分 1 608人
救 急 法 1 80人
水 上 安 全 法 1 37人
雪 上 安 全 法 1 82人
健 康 生 活 支 援 5 819人
幼 児 安 全 法

計 １５．会計　（令和６年度当初予算）

９．国際活動
  ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーン

635件 691,437円 ※血液事業特別会計は、ブロック化に伴い岩手ｾﾝﾀｰ単独での計上はなし

2,365,514円

　海外救援金

指 導 員 登 録 者 数

165人
215,322千円
978,519千円

15人
1人

22人
35人

8,760,732千円

乳 児 院

医 療 事 業 特 別 会 計
社 会 福 祉 特 別 会 計

特別養護老人ホーム

一 般 会 計 （ 支 部 ）

合計

区 分

病 院

会 員 数

92人

598人

支 部

血 液 セ ン タ ー

日本赤十字社岩手県支部現勢

施　　設　　数

354床

特別養護老人ホーム

8班　　48人

施設の種類

施設数

基地局　2、移動局 50
8台

７災害  　4,188,158円
262個（毛布、緊急セット、バスタオル）

車両台数

乳   児   院
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日本赤十字社スローガン
人間を救うのは、人間だ。 

◎赤十字の基本原則 ◎ジュネーブ条約締結国 196カ国
・人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性 ○国際赤十字・赤新月社 192社

１．沿革 １０．災害等救援
明治20年（1887）11月12日・・・日本赤十字社岩手委員部創立 救 護 班
明治29年（1896） 5月20日・・・日本赤十字社岩手支部に改称 無 線 局
昭和27年（1952） 8月14日・・・日本赤十字社岩手県支部に改称 救 護 車 両

R５年度取扱義援金額
２．会員 個人 1,420人 配布救援物資（令和５年度）

法人 2,286社

３．評議員 ３２人　　（定員３２人） １１．医療事業

４．役　員　　（令和６年４月１日現在） 病　　院 1
　　支部長 達増拓也 病床総数(令和５年度）
　　副支部長 内舘　茂、野原勝 総患者数(令和５年度）
　　本社理事 守谷　祐志 入　　院 69,416人 (189.7人/日）

　　本社代議員 石川健正、齊藤洋美、木戸口敏男 外　　来 106,950人 (441.9人/日）

　　支部監査委員 十文字悦子、三浦千代子、國分敏彦
１２．血液事業

５．青少年赤十字　     　（令和６年3月31日現在）
幼 稚 園 ・ 保 育 所 58校 2,880人 血液センター 1 献血バス 4台
小 学 校 96校 19,524人 献血ルーム 1 血液運搬車 10台
中 学 校 45校 9,329人 奥州供給出張所 1 その他車両 17台
高 等 学 校 18校 1,721人 献血者数（令和5年度） 供給本数（令和5年度）

特 別 支 援 学 校 3校 63人 成分献血 12,237人 赤血球 57,080本
計 220校 33,517人 400mL献血 30,574人 血漿 14,652本

200mL献血 1,258人 血小板 73,215本
６．赤十字ボランティア　　（令和６年３月31日現在） 合計 44,069人 合計 144,947本
地域赤十字奉仕団 32団 1,054人
青年赤十字奉仕団 3団 82人 １３．社会福祉施設
特殊赤十字奉仕団 14団 555人 事業の区分 施設数

計 49団 1,691人 児童福祉施設 1
老人福祉施設 1

７．有功会                  （令和６年３月31日現在）
組 織 数

9 １４．施設及び職員数　（令和６年４月１日現在）

施設数 職員数
８．講習普及活動 1 12人
区 分 1 608人
救 急 法 1 80人
水 上 安 全 法 1 37人
雪 上 安 全 法 1 82人
健 康 生 活 支 援 5 819人
幼 児 安 全 法

計 １５．会計　（令和６年度当初予算）

９．国際活動
  ＮＨＫ海外たすけあいキャンペーン

635件 691,437円 ※血液事業特別会計は、ブロック化に伴い岩手ｾﾝﾀｰ単独での計上はなし

2,365,514円

　海外救援金

指 導 員 登 録 者 数

165人
215,322千円
978,519千円

15人
1人

22人
35人

8,760,732千円

乳 児 院

医 療 事 業 特 別 会 計
社 会 福 祉 特 別 会 計

特別養護老人ホーム

一 般 会 計 （ 支 部 ）

合計

区 分

病 院

会 員 数

92人

598人

支 部

血 液 セ ン タ ー

日本赤十字社岩手県支部現勢

施　　設　　数

354床

特別養護老人ホーム

8班　　48人

施設の種類

施設数

基地局　2、移動局 50
8台

７災害  　4,188,158円
262個（毛布、緊急セット、バスタオル）

車両台数

乳   児   院
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（2人） （3人）

28人 3人

33人 14人

593人 135人

日本赤十字社岩手県支部組織図

令和６年４月１日現在

嘱託

2人

各施設等の職員数

　　　木村　匠

計施　　設　　等　　名

12人日本赤十字社岩手県支部

事務局長

佐藤　隆浩

819人

特別養護老人ホーム日赤鶯鳴荘 82人

盛岡赤十字病院

岩手県赤十字血液センター盛岡大通り出張所

91人

37人

608人

28人

20人

80人

岩手県赤十字血液センター奥州供給出張所

（13人）

合　　　　　　　　　　計

岩手県赤十字血液センター

（3人）

35人

（8人）

6人日赤岩手乳児院

（4人）

「盛岡赤十字病院」

役 職 名 兼務 氏 名 役 職 名 兼務 氏 名
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第二血液内科部長 泉 田 亘 ﾍﾟｲﾝｸﾘﾆｯｸ科部長 星 有 己 枝

精 神 科 部 長 欠 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科部長 兼 久 保 直 彦

脳 神 経 内 科 部 長 米 澤 久 司 健 診 部 長 鎌 田 弘 之

呼 吸 器 内 科 部 長 田 村 伸 夫 病 理 部 長 欠

第一消化器内科部長 藤 原 隆 雄 薬 剤 部 長 鈴 木 弘 文

第二消化器内科部長 安 孫 子 幸 人 医 療 技 術 部 長 兼 一 戸 克 明

循 環 器 内 科 部 長 小 澤 真 人 医療社会事業部長 兼 藤 原 隆 雄

第 一 小 児 科 部 長 小 西 雄 医療技術部技師長 浅 沼 匡 介
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「日赤岩手乳児院」
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「特別養護老人ホーム鶯鳴荘」
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園 長 千 葉 豊 重 事 務 長 兼 千 葉 豊 重

各施設の幹部職員
（令和６年４月１日現在）
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岩 手 県 支 部 の あ ゆ み

(  )内は月

年 号   西 暦             あ            ゆ            み

᫂἞10年   1877   ༤愛社創立

20年   1887   「༤愛社」を「日本赤十字社」と改称(５月)

「日本赤十字社岩手委員部」を創立(11)社員数14人

27年   1894   日Ύᡓதが㉳こり救護ά動開始（８月)

日Ύᡓதの㛫、盛岡㥐等主せ㥐に救護員を派遣しയ病රの救護、各㥐にఇ᠁所を設

䛡ⲔⳫ等をᥦ౪(27.10䡚28.5)

29年   1896   本社規則の改正により「岩手委員部」を「岩手支部」と改称(䠓月)

三陸大津ἼⓎ生(６月)被災者救護のため医員、看護婦等ᘏ102人を派遣。救護人員

3,542人

岩手、⛳㈏、和賀3㒆の地㟈被災地に医員2人を救護のため派遣。現地に診療᪋設を

௬設して25人を救護(８月)

30年   1897   本年度社員数5,239人

(10周年)        看護婦生ᚐ養成⣽則を定め看護婦養成を開始。ึ年度ධ学10人

31年   1898   㐩᭮部村の水害被災地に医員、看護婦4人を派遣し13人を救護

岩手、宮ᇛ、福ᓥ3支部共同で看護人ᩍ育を௝台陸㌷⾨ᠿ病院に委ク(岩手3人)

32年   1899   第1回岩手支部総会を盛岡中学ᰯ運動ሙで開催。参加人員3,244人。この総会の㝿第1

回救護₇習を盛岡ᇛ㊧等の会ሙにてᐇ᪋(12月)

33年   1900   ໭Ύ事ኚの救護として、本ᮭのྊ集によりᶍ⠊看護婦1人をᗈᓥணഛ病院に派遣

看護婦養成所を盛岡市内丸に移㌿。ᐇ務⦎習は⚾立盛岡病院に委ク（10月）

35年   1902   ἟宮内町火災の被災地に医員、看護婦等8人を派遣し20人を救護(５月)

36年   1903   第2回岩手支部社員総会を盛岡中学ᯞ運動ሙで開催。参加人員⣙3,500人。この総会

の㝿第2回救護₇習を盛岡ᇛ㊧等の会ሙにてᐇ᪋(11月)

37年   1904   日㟢ᡓதが㉳こり救護ά動を開始(䠎月)本社及び各県支部でᩍ護班149人派遣

第50救護班を大㜰ணഛ病院(の䛱にᘯ๓ணഛ病院䛋に派遣

第51救護班をጲ㊰ணഛ病院に派遣

同ᡓத中盛岡㥐等にᝈ者ఇ᠁所を設䛡、支部職員及び⠜志看護婦人会員な䛹による

യ病රの救護、送㏄等をᐇ᪋

39年   1906   ᮾ໭㣚㤡に⡿国から義援金をཷ䛡る

   40年   1907   本年度社員数20,681人

（20周年）      㐣ཤ10年㛫の看護婦養成ᐇ⦼ධ学80人༞業61人

41年   1908   支部本㤋等のᘓ設ᩜ地を盛岡市ோ⋤内丸にྲྀᚓ。㠃✚2,550.65ᆤ、౯᱁6,750円

42年   1909   支部本㤋、看護婦生ᚐᐤᐟ⯋等新⠏ᘓᆤI88.5ᆤᘓ⠏౯᱁23,800円

43年   1910   支部に救護看護婦養成所を設䛡本年から養成開始

年 号   西 暦             あ            ゆ            み

᫂἞45年   1912   看護人ᩍ育を盛岡⾨生病院に委ク

大正 2年   1913   岩手支部「結᰾ண㜵᧞⁛規⛬」制定(䠎月)⾨生๻、講₇会等ᐇ᪋。診療ྲྀ扱ᝈ者235

人(大正11年䜎でのᘏᝈ者ྲྀ扱数9,921人)

5年   1916   日本赤十字社岩手支部病院設立計⏬本社ᢎㄆ

㟷᳃県下田䞉ྂ㛫ᮌ㥐㛫で本県ධႠරのᦚ乗ิ㌴が㈌≀ิ㌴と⾪✺。Ṛஸ29人㔜㍍

യ100人の事ᨾがⓎ生。医員13人を救護のため派遣(11月)

6年   1917   岩手支部病院ᕤ事╔ᕤ(10月)

（30周年）

7年   1918   盛岡市内にὶ行ᛶឤෑ大ὶ行のため臨᫬救護班等によりᘏ309人救護（11月）

8年   1919   ᘯ๓第8ᖌ団各㝲にὶ行ᛶឤෑ大ὶ行。同ᖌ団㌷医部長の౫㢗により救護看護婦長

等5人を派遣し553人を救護(12月)

9年   1920   岩手支部病院ⴠ成(４月) (内⛉、እ⛉、⏘婦人⛉、⪥㰯ဗႃ⛉98ᗋᕤ事費18万円余)  

総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ開院式を挙行(6月）

第3回岩手支部社員総会に総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ岩手公ᅬで開

催。参加ධ員4,800人(6月)

支部病院開院に看護婦養成を同病院でᐇ᪋

12年   1923   支部病院に小ඣ⛉設置、病ᗋ数132ᗋに増ᗋ(６月)

関ᮾ地方大㟈災の救護のため、本社せㄳにᛂ䛨て医員(４人)等27人の救護班を派遣し

救護ά動。⠜志看護婦人会、学❺の義援金、救援≀㈨による救援もᐇ᪋

岩手支部病院看護婦長ᓠ㇂䜹䝒「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

13年   1924   山田町大火にあたり、被災地に医員等3人を派遣11人救護（４月)

            日本赤十字社岩手県支部ᑡ年赤十字結成（９月）

昭和 3年   1928   総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ御親授式を支部ᴥ上において開催。さらに

ᑡ年赤十字団御親㜀式を岩手公ᅬにおいて挙行（10月）

岩手支部病院看護婦長長㇂川䝖䝭「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

4年   1929   岩手支部病院看護婦ᐟ⯋を改⠏(䠓月)

5年   1930   岩手支部病院附属⏘፠養成所開所(2月)

総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ第4回社員総会、御親授式、支部病院創立

10周年記念式及びᑡ年赤十字団御親㜀式を挙行(９月)

6年   1931   ‶ᕞ事ኚ派遣救護班㕲ᕊ⾨ᠿ病院(昭和7.8.20ゎᩓ)に救護看護婦䠏人派遣

7年   1932   岩手支部病院看護婦長沢田䜻䝚「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

8年   1933   ⛅田県ᑿཤ沢㖔山のỿ殿ụሐ㜵Ỵቯによる被災救護に救護班を派遣（11月）

三陸大津Ἴ被災者救護のため4班(㔩▼町、山田町、小本村及びඵᮌ村各方㠃䛋の救

護班を派遣し、臨᫬ᩍ護所を開設してᘏ1,310人のᝈ者を救護(3月) (ᮾி支部、新₲

支部からも救護班の派遣あり)
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岩 手 県 支 部 の あ ゆ み

(  )内は月

年 号   西 暦             あ            ゆ            み

᫂἞10年   1877   ༤愛社創立

20年   1887   「༤愛社」を「日本赤十字社」と改称(５月)

「日本赤十字社岩手委員部」を創立(11)社員数14人

27年   1894   日Ύᡓதが㉳こり救護ά動開始（８月)

日Ύᡓதの㛫、盛岡㥐等主せ㥐に救護員を派遣しയ病රの救護、各㥐にఇ᠁所を設

䛡ⲔⳫ等をᥦ౪(27.10䡚28.5)

29年   1896   本社規則の改正により「岩手委員部」を「岩手支部」と改称(䠓月)

三陸大津ἼⓎ生(６月)被災者救護のため医員、看護婦等ᘏ102人を派遣。救護人員

3,542人

岩手、⛳㈏、和賀3㒆の地㟈被災地に医員2人を救護のため派遣。現地に診療᪋設を

௬設して25人を救護(８月)

30年   1897   本年度社員数5,239人

(10周年)        看護婦生ᚐ養成⣽則を定め看護婦養成を開始。ึ年度ධ学10人

31年   1898   㐩᭮部村の水害被災地に医員、看護婦4人を派遣し13人を救護

岩手、宮ᇛ、福ᓥ3支部共同で看護人ᩍ育を௝台陸㌷⾨ᠿ病院に委ク(岩手3人)

32年   1899   第1回岩手支部総会を盛岡中学ᰯ運動ሙで開催。参加人員3,244人。この総会の㝿第1

回救護₇習を盛岡ᇛ㊧等の会ሙにてᐇ᪋(12月)

33年   1900   ໭Ύ事ኚの救護として、本ᮭのྊ集によりᶍ⠊看護婦1人をᗈᓥணഛ病院に派遣

看護婦養成所を盛岡市内丸に移㌿。ᐇ務⦎習は⚾立盛岡病院に委ク（10月）

35年   1902   ἟宮内町火災の被災地に医員、看護婦等8人を派遣し20人を救護(５月)

36年   1903   第2回岩手支部社員総会を盛岡中学ᯞ運動ሙで開催。参加人員⣙3,500人。この総会

の㝿第2回救護₇習を盛岡ᇛ㊧等の会ሙにてᐇ᪋(11月)

37年   1904   日㟢ᡓதが㉳こり救護ά動を開始(䠎月)本社及び各県支部でᩍ護班149人派遣

第50救護班を大㜰ணഛ病院(の䛱にᘯ๓ணഛ病院䛋に派遣

第51救護班をጲ㊰ணഛ病院に派遣

同ᡓத中盛岡㥐等にᝈ者ఇ᠁所を設䛡、支部職員及び⠜志看護婦人会員な䛹による

യ病රの救護、送㏄等をᐇ᪋

39年   1906   ᮾ໭㣚㤡に⡿国から義援金をཷ䛡る

   40年   1907   本年度社員数20,681人

（20周年）      㐣ཤ10年㛫の看護婦養成ᐇ⦼ධ学80人༞業61人

41年   1908   支部本㤋等のᘓ設ᩜ地を盛岡市ோ⋤内丸にྲྀᚓ。㠃✚2,550.65ᆤ、౯᱁6,750円

42年   1909   支部本㤋、看護婦生ᚐᐤᐟ⯋等新⠏ᘓᆤI88.5ᆤᘓ⠏౯᱁23,800円

43年   1910   支部に救護看護婦養成所を設䛡本年から養成開始

年 号   西 暦             あ            ゆ            み

᫂἞45年   1912   看護人ᩍ育を盛岡⾨生病院に委ク

大正 2年   1913   岩手支部「結᰾ண㜵᧞⁛規⛬」制定(䠎月)⾨生๻、講₇会等ᐇ᪋。診療ྲྀ扱ᝈ者235

人(大正11年䜎でのᘏᝈ者ྲྀ扱数9,921人)

5年   1916   日本赤十字社岩手支部病院設立計⏬本社ᢎㄆ

㟷᳃県下田䞉ྂ㛫ᮌ㥐㛫で本県ධႠරのᦚ乗ิ㌴が㈌≀ิ㌴と⾪✺。Ṛஸ29人㔜㍍

യ100人の事ᨾがⓎ生。医員13人を救護のため派遣(11月)

6年   1917   岩手支部病院ᕤ事╔ᕤ(10月)

（30周年）

7年   1918   盛岡市内にὶ行ᛶឤෑ大ὶ行のため臨᫬救護班等によりᘏ309人救護（11月）

8年   1919   ᘯ๓第8ᖌ団各㝲にὶ行ᛶឤෑ大ὶ行。同ᖌ団㌷医部長の౫㢗により救護看護婦長

等5人を派遣し553人を救護(12月)

9年   1920   岩手支部病院ⴠ成(４月) (内⛉、እ⛉、⏘婦人⛉、⪥㰯ဗႃ⛉98ᗋᕤ事費18万円余)  

総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ開院式を挙行(6月）

第3回岩手支部社員総会に総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ岩手公ᅬで開

催。参加ධ員4,800人(6月)

支部病院開院に看護婦養成を同病院でᐇ᪋

12年   1923   支部病院に小ඣ⛉設置、病ᗋ数132ᗋに増ᗋ(６月)

関ᮾ地方大㟈災の救護のため、本社せㄳにᛂ䛨て医員(４人)等27人の救護班を派遣し

救護ά動。⠜志看護婦人会、学❺の義援金、救援≀㈨による救援もᐇ᪋

岩手支部病院看護婦長ᓠ㇂䜹䝒「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

13年   1924   山田町大火にあたり、被災地に医員等3人を派遣11人救護（４月)

            日本赤十字社岩手県支部ᑡ年赤十字結成（９月）

昭和 3年   1928   総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ御親授式を支部ᴥ上において開催。さらに

ᑡ年赤十字団御親㜀式を岩手公ᅬにおいて挙行（10月）

岩手支部病院看護婦長長㇂川䝖䝭「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

4年   1929   岩手支部病院看護婦ᐟ⯋を改⠏(䠓月)

5年   1930   岩手支部病院附属⏘፠養成所開所(2月)

総裁㛩院宮㍕ோ親⋤殿下の御臨席を仰ぎ第4回社員総会、御親授式、支部病院創立

10周年記念式及びᑡ年赤十字団御親㜀式を挙行(９月)

6年   1931   ‶ᕞ事ኚ派遣救護班㕲ᕊ⾨ᠿ病院(昭和7.8.20ゎᩓ)に救護看護婦䠏人派遣

7年   1932   岩手支部病院看護婦長沢田䜻䝚「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

8年   1933   ⛅田県ᑿཤ沢㖔山のỿ殿ụሐ㜵Ỵቯによる被災救護に救護班を派遣（11月）

三陸大津Ἴ被災者救護のため4班(㔩▼町、山田町、小本村及びඵᮌ村各方㠃䛋の救

護班を派遣し、臨᫬ᩍ護所を開設してᘏ1,310人のᝈ者を救護(3月) (ᮾி支部、新₲

支部からも救護班の派遣あり)
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年 号   西 暦             あ            ゆ            み

昭和 9年   1934   岩手支部病院にஙᗂඣಖ育所(現日赤岩手ஙඣ院)を開設(日本赤十字社の᭱ึのඣ

❺福祉᪋設)

10年   1935   本年度ᑡ年赤十字結成状況366団体103,295人

11年   1936   ⛅田県ᑿཤ沢㖔山事ᨾに救護班を派遣。17日㛫救護ά動(11月)

日本赤十字社の社᪨ᬑ及のᫎ⏬開催19か所参ほ者23,600人

12年   1937   日⳹事ኚが㉳こり、救護ά動を開始(䠓月)

(50周年)        赤十字病院のᖝ助制がᐇ᪋され、支部病院が陸ᾏ㌷のᡓ᫬⾨生業務をᖝ助することと

なる。(第1次昭14.1.10䡚15.5.15、第2次昭20.4.20䡚20.8.30、この㛫の཰ᐜ἞療ᘏ

42,800人)

岩手支部病院看護婦⳻川䝝䝒「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

14年   1939   ᯇᑿ㖔山のᆙ道がᔂቯ。生ᇙめ者(246人)の救護のため医療班(医員䠏人、看護婦27

人、᭩記１人)を派遣。救護ᝈ者数ᘏ1,397人

15年   1940   高ᯇ宮殿下より岩手ಖ育所に対して500円を援助金として下㈷(有ᰨ川宮記念ཌ生㈨

金)

16年   1941   㟷᳃県三本ᮌ町の大火に救護班を派遣(５月)

第2次世⏺大ᡓが㉳こり、救護ά動開始(12月)

18年   1943   支部病院規則改正により、岩手支部病院を盛岡赤十字病院と改称（１月）

19年   1944   大ᡓ救護に඲ຊをഴὀするため平᫬事業中Ṇ

20年   1945   第2次世⏺大ᡓ⤊る(８月)

第2次世⏺大ᡓの救護本部ᗫṆ(11月)

(日⳹事ኚ(昭12.䠓)から大ᡓ⤊結䜎でに派遣した救護班I7班657人)

21年   1946   ᘬᥭ者救護のため派遣救護班岩手第1班を⦅成しᾆ賀᳨␿所に派遣(5月)

22年   1947   ⓚྡྷ㝎下を日本赤十字社名誉総裁に᥎ᡝ(１月)

(60周年)        日本国᠇法᪋行(５月)

䜻䝱䝃リ䞁台風による被災地(୍関市)に救護班を派遣、被災者救護の⾤㢌募金をᐇ᪋

(９月)

盛岡㥐に赤十字䝝䜴䝇を開設し病ᙅな᪑行者等を救護(９月)

社員の社費年額を10円以上と改正(1月)

社員の社費年額を30円以上と改正（10月）

23年   1948   アイ䜸䞁台風による被災地(Ṛஸ393人、行方୙᫂316人、被災者180,117人、被害総額

127൨円余)に対し、救護班９班を派遣ᘏ5,983人のᝈ者を救護(9月)

日赤岩手ஙඣ院がඣ❺福祉法にᇶ䛵䛟福祉᪋設としてㄆྍ(11月)

岩手支部ᐙᗞ看護法講習開始

年 号   西 暦             あ            ゆ            み

昭和25年   1950   共同募金と分離し赤十字単独で募金運動開始(白い羽根赤十字募金)（5月）

岩手県と日赤岩手支部共催で身体障害者巡回相談を開始

看護婦養成所を盛岡赤十字看護学院と改称(3月)。さらに11月盛岡赤十字高等看護学

院と改称

27年   1952   「日本赤十字社法」制定。特殊法人となりこれを契機に募金運動より社員増強運動に移

行（8月）

「日本赤十字社岩手支部」を「日本赤十字社岩手県支部」と改称

28年   1953   日本赤十字社「新定款」制定(3月)

社員の社費年額を100円以上と定款改正（４月）

岩手県支部事務局長が第5次帰国船興安丸の日本赤十字社代表として乗船(天津より

1,192人帰国)(８月)

日本赤十字社「支部規則」制定(９月)

30年   1955   本年度社員数128,496人

本年度社費募集額13,233,88I円

本年度末赤十字奉仕団の結団状況 地域奉仕団143団12,839人 学生奉仕団１団50

人 職域奉仕団1団130人 計145団13,019人

31年   1956   岩手県支部創立70周年記念事業として盛岡市大志田地区に赤十字山林造成開始

盛岡赤十字病院血液銀行を開設し、開所式を挙行(１月)

名誉副総裁秩父宮妃殿下の御臨席を仰ぎ第5回社員大会並びに御親授式を県公会堂

において開催(9月)

社員制度改正、法人社員を新設（有功章を金色、銀色の2種とする)(４月)

32年   1957   浄法寺町火災の被災16世帯に医療班を派遣(４月)

（70周年）        名誉副総裁秩父宮妃殿下の御臨席を仰ぎ親授式を支部において開催（11月）

和賀、胆沢地方の強風災害に災害救助法が適用され、被災世帯に救援金を贈る(12月)

33年   1958   21号及び22号台風の被災に対して盛岡地区及び久慈地区に災害救助法が適用され、

日赤県支部は報道機関、岩手県社会福祉協議会とともに「水害義援金募集岩手県委

員会」を設置して募集(支部扱い義援金５万円余、義援品1,720点)

盛岡赤十字病院附属藪川診療所開設(６月)

本社主催の日赤奉仕団中央指導者講習会を花巻市志戸平において開催(第1ブロック

各支部から43人参加)

34年   1959   15号台風の被災地への救援のため「義援金募集岩手県委員会」を設置して募集。愛知

県等に義援金品を分配

三陸村及び田老町の豪雨災害に災害救助法が適用され、救援品を送付。

イタリア赤十字から贈られたソルフェリーノの記念樹「糸杉」の種子の配布があり、小山苗

圃で愛育管理(62年現在県内には育成していない)
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年 号   西 暦             あ            ゆ            み

昭和 9年   1934   岩手支部病院にஙᗂඣಖ育所(現日赤岩手ஙඣ院)を開設(日本赤十字社の᭱ึのඣ

❺福祉᪋設)

10年   1935   本年度ᑡ年赤十字結成状況366団体103,295人

11年   1936   ⛅田県ᑿཤ沢㖔山事ᨾに救護班を派遣。17日㛫救護ά動(11月)

日本赤十字社の社᪨ᬑ及のᫎ⏬開催19か所参ほ者23,600人

12年   1937   日⳹事ኚが㉳こり、救護ά動を開始(䠓月)

(50周年)        赤十字病院のᖝ助制がᐇ᪋され、支部病院が陸ᾏ㌷のᡓ᫬⾨生業務をᖝ助することと

なる。(第1次昭14.1.10䡚15.5.15、第2次昭20.4.20䡚20.8.30、この㛫の཰ᐜ἞療ᘏ

42,800人)

岩手支部病院看護婦⳻川䝝䝒「䝘イ䝏䞁䝀ール▼㯮記念☃」ཷ章

14年   1939   ᯇᑿ㖔山のᆙ道がᔂቯ。生ᇙめ者(246人)の救護のため医療班(医員䠏人、看護婦27

人、᭩記１人)を派遣。救護ᝈ者数ᘏ1,397人

15年   1940   高ᯇ宮殿下より岩手ಖ育所に対して500円を援助金として下㈷(有ᰨ川宮記念ཌ生㈨

金)

16年   1941   㟷᳃県三本ᮌ町の大火に救護班を派遣(５月)

第2次世⏺大ᡓが㉳こり、救護ά動開始(12月)

18年   1943   支部病院規則改正により、岩手支部病院を盛岡赤十字病院と改称（１月）

19年   1944   大ᡓ救護に඲ຊをഴὀするため平᫬事業中Ṇ

20年   1945   第2次世⏺大ᡓ⤊る(８月)

第2次世⏺大ᡓの救護本部ᗫṆ(11月)

(日⳹事ኚ(昭12.䠓)から大ᡓ⤊結䜎でに派遣した救護班I7班657人)

21年   1946   ᘬᥭ者救護のため派遣救護班岩手第1班を⦅成しᾆ賀᳨␿所に派遣(5月)

22年   1947   ⓚྡྷ㝎下を日本赤十字社名誉総裁に᥎ᡝ(１月)

(60周年)        日本国᠇法᪋行(５月)

䜻䝱䝃リ䞁台風による被災地(୍関市)に救護班を派遣、被災者救護の⾤㢌募金をᐇ᪋

(９月)

盛岡㥐に赤十字䝝䜴䝇を開設し病ᙅな᪑行者等を救護(９月)

社員の社費年額を10円以上と改正(1月)

社員の社費年額を30円以上と改正（10月）

23年   1948   アイ䜸䞁台風による被災地(Ṛஸ393人、行方୙᫂316人、被災者180,117人、被害総額

127൨円余)に対し、救護班９班を派遣ᘏ5,983人のᝈ者を救護(9月)

日赤岩手ஙඣ院がඣ❺福祉法にᇶ䛵䛟福祉᪋設としてㄆྍ(11月)

岩手支部ᐙᗞ看護法講習開始

年 号   西 暦             あ            ゆ            み

昭和25年   1950   共同募金と分離し赤十字単独で募金運動開始(白い羽根赤十字募金)（5月）

岩手県と日赤岩手支部共催で身体障害者巡回相談を開始

看護婦養成所を盛岡赤十字看護学院と改称(3月)。さらに11月盛岡赤十字高等看護学

院と改称

27年   1952   「日本赤十字社法」制定。特殊法人となりこれを契機に募金運動より社員増強運動に移

行（8月）

「日本赤十字社岩手支部」を「日本赤十字社岩手県支部」と改称

28年   1953   日本赤十字社「新定款」制定(3月)

社員の社費年額を100円以上と定款改正（４月）

岩手県支部事務局長が第5次帰国船興安丸の日本赤十字社代表として乗船(天津より

1,192人帰国)(８月)

日本赤十字社「支部規則」制定(９月)

30年   1955   本年度社員数128,496人

本年度社費募集額13,233,88I円

本年度末赤十字奉仕団の結団状況 地域奉仕団143団12,839人 学生奉仕団１団50

人 職域奉仕団1団130人 計145団13,019人

31年   1956   岩手県支部創立70周年記念事業として盛岡市大志田地区に赤十字山林造成開始

盛岡赤十字病院血液銀行を開設し、開所式を挙行(１月)

名誉副総裁秩父宮妃殿下の御臨席を仰ぎ第5回社員大会並びに御親授式を県公会堂

において開催(9月)

社員制度改正、法人社員を新設（有功章を金色、銀色の2種とする)(４月)

32年   1957   浄法寺町火災の被災16世帯に医療班を派遣(４月)

（70周年）        名誉副総裁秩父宮妃殿下の御臨席を仰ぎ親授式を支部において開催（11月）

和賀、胆沢地方の強風災害に災害救助法が適用され、被災世帯に救援金を贈る(12月)

33年   1958   21号及び22号台風の被災に対して盛岡地区及び久慈地区に災害救助法が適用され、

日赤県支部は報道機関、岩手県社会福祉協議会とともに「水害義援金募集岩手県委

員会」を設置して募集(支部扱い義援金５万円余、義援品1,720点)

盛岡赤十字病院附属藪川診療所開設(６月)

本社主催の日赤奉仕団中央指導者講習会を花巻市志戸平において開催(第1ブロック

各支部から43人参加)

34年   1959   15号台風の被災地への救援のため「義援金募集岩手県委員会」を設置して募集。愛知

県等に義援金品を分配

三陸村及び田老町の豪雨災害に災害救助法が適用され、救援品を送付。

イタリア赤十字から贈られたソルフェリーノの記念樹「糸杉」の種子の配布があり、小山苗

圃で愛育管理(62年現在県内には育成していない)
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年 号   西 暦             あ            ゆ            み

昭和35年   1960   䝏リ地㟈津Ἴの被害が⏒大なことから「義援金募集委員会」を設置して募集。県内እか

らከ大の義援金品がᐤ䛫られ、配分委員会によ䛳て7,545万円余、2万5༓余ಶの配分

をỴ定し被災地に送付

赤十字による在日ᮅ㩭人の帰㑏業務が開始され、岩手県支部に臨᫬帰㑏業務岩手県

対⟇本部を設置。市地区、町村分区に日赤❆ཱྀを設置して帰㑏業務にあたる。第1回

帰㑏30人

36年   1961   三陸ἢᓊ大火強風災害による被災者(1,008世帯 5,211人 Ṛ者5人)に救護班(８班ᘏ

169人 ྲྀ扱いᝈ者2,300余人)を派遣した䜋か、「義援金募集岩手県委員会」を設置し

て募集(義援金2,104万円余、義援品7,718ಶ)(5月)

日赤、㒑ᨻ┬、NHK共催によるNHKኟᏘ移動相談(医療等)を山田町においてᐇ᪋(8月)

37年   1962   第1回赤十字奉仕団及び㟷ᑡ年赤十字大会を盛岡市下ノᶫ中学ᰯにおいて開催。

参加者200人(5月)

38年   1963   盛岡赤十字病院第1ᮇ改⠏ᕤ事᏶成(1月)

国㝿赤十字ⓒ周年記念岩手県大会を県公会堂において開催（10月）

在日ᮅ㩭人の帰㑏業務を日赤単独でᐇ᪋。38年の帰㑏者11人 ⣼計124世帯494人

39年   1964   ᮾி䜸リ䞁䝢ック県内⪷火リ䝺ーに救護班を派遣

協㈶委員制度の඘ᐇをᅗるため、社業᥎㐍地区として5町村分区を指定

「岩手県⊩血᥎㐍協議会」設置（11月）

40年   1965   「岩手県赤十字血液䝉䞁ター」開所(3月)

名誉副総裁高ᯇ宮妃殿下の御臨席を仰ぎ有功章御親授式並びに社員大会を県公会

堂において開催(９月)

本年度社員数192,025人

本年度社費募集総額28,349,416円

本年度⊩血者4,105人

41年   1966   県໭䞉ἢᓊ豪雨災害Ⓨ生。久慈市に救護班を派遣。県内እから義援金品の送付。

地域代表協㈶委員◊✲会を４地域で開催(ึ年度)

42年   1967   岩手県⊩血᥎㐍員制度Ⓨ㊊。県内15ಖ೺所に㥔在(９月)

(80周年)        盛岡赤十字病院第2ᮇ病Ჷ改⠏ᕤ事᏶成(12月)

㔩▼地区に水上安඲奉仕団(25人)結成

43年   1968   岩手県赤十字会㤋新⠏ⴠ成(㕲➽䝁䞁クリー䝖造4㝵ᘓᘏ2,643䟝支部事務局、血液䝉

䞁ター及びஙඣ院)(1月)

盛岡赤十字高等看護学院新⠏ⴠ成(㕲➽䝁䞁クー䝖造4㝵ᘓ1,554䟝)(1月)

赤十字会㤋、高等看護学院及び赤十字病院第2ᮇᕤ事の᏶成を⚃してⴠ成式を挙行(䠓月)

年 号   西 暦             あ            ゆ            み

昭和44年   1969   名誉副総裁秩父宮妃殿下の御臨席を仰ぎ、岩手県赤十字社員大会を県公会堂におい

て開催。参加⣙1,000人(10月)

山ᙧ、大㔝୧村の林㔝火災の被災地に救護員を派遣し、義援金品を贈る

45年   1970  岩手ア䝬䝏䝳ア↓⥺ク䝷ブに赤十字奉仕団結成(団員208人)

46年   1971   社員の社費額を300円以上と定款改正(5か年㛫の⤒㐣ᥐ置を設䛡る)（４月）

㞸▼町上✵にお䛡る඲日✵機ቒⴠ事ᨾにあたり、赤十字病院医ᖌ、看護婦によるṚ体

ฎ理స業班(４班72人)を派遣。ア䝬䝏䝳ア↓⥺ク䝷ブ赤十字奉仕団は᝟報㏻ಙ㐃⤡等

で救援ά動(䠓月)

໭ᮅ㩭帰㑏援助。第6次帰㑏船です䜉ての帰㑏業務⤊஢

47年   1972   ᐙᗞ看護法講習会に第3部(老人看護)を新設

本県ึの有功会結成(㒔༡村分区)

48年   1973   㟷ᑡ年赤十字岩手県大会を県公会堂において開催。参加者800人（10月）

和賀地方豪㞷被災地に඲国から㣗ᩱ品の援助

49年   1974   主せ国道事ᨾከⓎ地帯に「஺㏻事ᨾ救ᛴ㐃⤡所」を4䜹年計⏬で設置(62䜹所の䛖䛱ึ

年度15䜹所䛋

50年   1975   本年度社員数216,020人

本年度社費募集額81,460,873円

本年度⊩血者46,629人

本年度赤十字奉仕団状況7団689人

本年度㟷ᑡ年赤十字加┕ᰯ64ᰯ13,998人

51年   1976   中国からỌ久帰国者に対する日本ㄒ習ᚓのための講ᖌ派遣等の事業を県の委クで本

年度からᐇ᪋(本年3世帯)

盛岡赤十字高等看護学院が看護ᑓ㛛ㄢ⛬の設置ㄆྍをཷ䛡、盛岡赤十字看護ᑓ㛛

学ᰯと改称(４月)

㐲㔝市地区有功会結成（４月）

52年   1977   日本赤十字社新社ᒇⴠ成(４月)

(90周年)        日本赤十字社創立100周年記念事業をᐇ᪋

1.日赤100周年記念ᗙ談会を岩手日報社と共催で開催(４月)

2.赤十字事業に䛴いてのྐᐇ、現況等を཰㘓した日赤100周年記念特集号のⓎ行(５月)

3.赤十字「岩手の䛴䛹い」開催。参加400余人(５月)                       

53年   1978   ⊩血ண⣙Ⓩ㘓（現⊩血Ⓩ㘓）制度Ⓨ㊊（䠓月）

宮ᇛ県Ἀ地㟈により௝台赤十字病院の⤥㣗設ഛが被害をཷ䛡、岩手県支部は救援㌴

により䝟䞁（390㣗）∵ங（300本）を㍺送して救援

主せ䝇䜻ーሙに䝇ノー䝪ー䝗を配置（ึ年度６台）
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

᫛࿴35年   1960   チリ地㟈ὠἼの被害が⏒大䛺ことから「⩏援金募集ጤ員会」を設⨨して募集䚹県内እか

らከ大の⩏援金ရが寄䛫られ、㓄ศጤ員会によって7,545୓෇వ、2୓5༓వಶの㓄ศ

をỴ定し被災地に㏦付

赤十字によるᅾ日ᮅ㩭人のᖐ㑏業ົが開始され、岩手県支部に⮫᫬ᖐ㑏業ົ岩手県

対⟇本部を設⨨䚹市地༊、町ᮧศ༊に日赤❆ཱྀを設⨨してᖐ㑏業ົにあたる䚹第1回

ᖐ㑏30人

36年   1961   ୕陸ἢᓊ大ⅆᙉ㢼災害による被災⪅(1,008世ᖏ 5,211人 Ṛ⪅5人)に救護⌜(８⌜ᘏ

169人 ྲྀᢅいᝈ⪅2,300వ人)を派遣した䜋か、「⩏援金募集岩手県ጤ員会」を設⨨し

て募集(⩏援金2,104୓෇వ、⩏援ရ7,718ಶ)(5月)

日赤、㒑ᨻ┬、NHKඹ催によるNHKኟᏘ⛣ື相ㄯ(医⒪➼)をᒣ田町において実施(8月)

37年   1962   第1回赤十字ዊ௙ᅋཬ䜃青少年赤十字大会を盛岡市ୗノᶫ中学ᰯにおいて開催䚹

参加⪅200人(5月)

38年   1963   盛岡赤十字病院第1ᮇᨵ⠏ᕤ事᏶ᡂ(1月)

国㝿赤十字ⓒ࿘年グᛕ岩手県大会を県බ会ᇽにおいて開催（10月）

ᅾ日ᮅ㩭人のᖐ㑏業ົを日赤༢⊂で実施䚹38年のᖐ㑏⪅11人 ⣼ィ124世ᖏ494人

39年   1964   ᮾிオリン䝢ック県内⪷ⅆリレーに救護⌜を派遣

協㈶ጤ員ไᗘの඘実をᅗるため、社業推進地༊として5町ᮧศ༊をᣦ定

「岩手県献⾑推進協議会」設⨨（11月）

40年   1965   「岩手県赤十字⾑ᾮセンター」開所(3月)

ྡ㄃副総⿢高ᯇ宮ድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞有功❶ᚚぶᤵᘧ୪䜃に社員大会を県බ会

ᇽにおいて開催(９月)

本年ᗘ社員ᩘ192,025人

本年ᗘ社㈝募集総㢠28,349,416෇

本年ᗘ献⾑⪅4,105人

41年   1966   県北・ἢᓊ㇦雨災害発生䚹ஂឿ市に救護⌜を派遣䚹県内እから⩏援金ရの㏦付䚹

地域代表協㈶ጤ員◊✲会を４地域で開催(ึ年ᗘ)

42年   1967   岩手県献⾑推進員ไᗘ発㊊䚹県内15ಖ೺所に㥔ᅾ(９月)

(80࿘年)        盛岡赤十字病院第2ᮇ病Ჷᨵ⠏ᕤ事᏶ᡂ(12月)

釜石地༊にỈ上安全ዊ௙ᅋ(25人)結ᡂ

43年   1968   岩手県赤十字会㤋新⠏ⴠᡂ(㕲➽コンクリート㐀4㝵ᘓᘏ2,643䟝支部事ົᒁ、⾑ᾮセ

ンターཬ䜃ஙඣ院)(1月)

盛岡赤十字高➼┳護学院新⠏ⴠᡂ(㕲➽コンクート㐀4㝵ᘓ1,554䟝)(1月)

赤十字会㤋、高➼┳護学院ཬ䜃赤十字病院第2ᮇᕤ事の᏶ᡂを⚃してⴠᡂᘧを挙⾜(７月)

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

᫛࿴44年   1969   ྡ㄃副総⿢⛛∗宮ድẊୗのᚚ⮫ᖍを௮䛞、岩手県赤十字社員大会を県බ会ᇽにおい

て開催䚹参加⣙1,000人(10月)

ᒣᙧ、大㔝୧ᮧのᯘ㔝ⅆ災の被災地に救護員を派遣し、⩏援金ရを贈る

45年   1970  岩手ア䝬チ䝳ア↓⥺クラブに赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(ᅋ員208人)

46年   1971   社員の社㈝㢠を300෇௨上と定Ḱᨵṇ(5か年㛫の⤒㐣ᥐ⨨を設䛡る)（４月）

㞸石町上✵にお䛡る全日✵機ቒⴠ事ᨾにあたり、赤十字病院医ᖌ、┳護፬によるṚయ

ฎ⌮స業⌜(４⌜72人)を派遣䚹ア䝬チ䝳ア↓⥺クラブ赤十字ዊ௙ᅋは᝟ሗ㏻ಙ連⤡➼

で救援άື(７月)

北ᮅ㩭ᖐ㑏援ຓ䚹第6次ᖐ㑏⯪です䜉てのᖐ㑏業ົ⤊஢

47年   1972   ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦会に第3部(⪁人┳護)を新設

本県ึの有功会結ᡂ(㒔༡ᮧศ༊)

48年   1973   青少年赤十字岩手県大会を県බ会ᇽにおいて開催䚹参加⪅800人（10月）

࿴㈡地᪉㇦㞷被災地に全国から㣗ᩱရの援ຓ

49年   1974   ୺せ国道事ᨾከ発地ᖏに「交㏻事ᨾ救ᛴ連⤡所」を4䜹年ィ⏬で設⨨(62䜹所の䛖䛱ึ

年ᗘ15䜹所䛋

50年   1975   本年ᗘ社員ᩘ216,020人

本年ᗘ社㈝募集㢠81,460,873෇

本年ᗘ献⾑⪅46,629人

本年ᗘ赤十字ዊ௙ᅋ≧ἣ7ᅋ689人

本年ᗘ青少年赤十字加┕ᰯ64ᰯ13,998人

51年   1976   中国からỌஂᖐ国⪅に対する日本ㄒ⩦ᚓのためのㅮᖌ派遣➼の事業を県のጤクで本

年ᗘから実施(本年3世ᖏ)

盛岡赤十字高➼┳護学院が┳護ᑓ㛛ㄢ⛬の設⨨ㄆྍをཷ䛡、盛岡赤十字┳護ᑓ㛛
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52年   1977   日本赤十字社新社ᒇⴠᡂ(４月)

(90࿘年)        日本赤十字社๰❧100࿘年グᛕ事業を実施

1.日赤100࿘年グᛕᗙㄯ会を岩手日ሗ社とඹ催で開催(４月)

2.赤十字事業に䛴いてのྐ実、⌧ἣ➼を཰㘓した日赤100࿘年グᛕ≉集ྕの発⾜(䠑月)

3.赤十字「岩手の䛴䛹い」開催䚹参加400వ人(䠑月)                       

53年   1978   献⾑予⣙Ⓩ㘓（⌧献⾑Ⓩ㘓）ไᗘ発㊊（７月）

宮ᇛ県Ἀ地㟈により௝ྎ赤十字病院の⤥㣗設ഛが被害をཷ䛡、岩手県支部は救援㌴

により䝟ン（390㣗）∵ங（300本）を㍺㏦して救援

୺せスキーሙにスノー䝪ー䝗を㓄⨨（ึ年ᗘ６ྎ）
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

昭和54年   1979  Ỉ沢市地༊有功会結ᡂ(3月)

≉ู㣴護⪁人䝩ーム「日赤㭬㬆Ⲯ」開設(㕲➽コンクリート㐀平ᒇᘓ2,314䟝ᕤ事㈝   

4൨2,800୓෇వ、ධ所定員80人䛋(䠑月)

55年   1980   北上市地༊有功会結ᡂ(2月) ⣸Ἴ町同(６月)

日赤救援㌴を３市地༊に㓄⨨(４䜹年ィ⏬で全13市地༊に㓄⨨するィ⏬)

救護⏝ኳᖥを20町ᮧศ༊に㓄⨨(３䜹年ィ⏬で全13市地༊、62町ᮧศ༊に㓄⨨するィ

⏬）

ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦にᗂඣᐙᗞ┳護ἲが㏣加

56年   1981   ྎ㢼15ྕ本県⦪᩿䚹被災⪅に本社を⤒て⩏援金の寄クがあり、㐲㔝市䜋か４地༊に㓄

               ศ

盛岡赤十字病院⛣㌿⏝地の኎㈙ዎ⣙締結

57年   1982   「ឡの⾑ᾮຓ䛡合い㐠ື月㛫」に県༡地༊を対象として献⾑キ䝱ラバン㝲によるPR実施

(７月)

岩手県R䡄(୍)཭の会連合会結ᡂ䚹会員600人

58年   1983   国㝿赤十字๰設120࿘年୪䜃にNHKテレ䝡ᨺ㏦30࿘年にあたり、NHKと日本赤十字社

で「ᾏእたす䛡あい」を実施(2月)

フェーン⌧象の䜒とでᯘ㔝➼のⅆ災が県内ྛ地に発生(４月)䚹被害⏒大䛺ஂឿ市に医

⒪救護⌜(７人)の派遣୪䜃に救援物資㓄ᕸ(1,000人ศ)の䜋か⩏援金ရの募集

(18,243,000෇、40,400ಶ)

59年   1984   陸前高田市ⱁ⬟ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

Ụ่市地域ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月)

す☬஭地༊有功会結ᡂ(４月)

北部３県支部災害救護訓練䚹参加⪅450人(䛖䛱ዊ௙ᅋ250人)（10月）

ᮾ☬஭地༊有功会結ᡂ(11月)

「NHKᾏእたす䛡あい」キ䝱ン䝨ーンをṓᮎたす䛡あいと同᫬にึめて実施(12月)

60年   1985   県総合防災訓練にⰼ巻市赤十字ዊ௙ᅋ㠀ᖖ⅕䛝出し訓練にึめて参加（８月）

災害⏝⛣ື⅕㣤ჾを地༊ศ༊に㓄⨨開始

▮ᕵ町、大ᮾ町、⣸Ἴ町、ᐊ᰿ᮧの４地域ዊ௙ᅋ結ᡂ

஧ᡞ地༊有功会結ᡂ（10月）

本年ᗘ社員ᩘ 303,958人

本年ᗘ社㈝募集㢠 178,721,869෇

本年ᗘ有功会結ᡂ≧ἣ ９有功会 457人

本年ᗘ赤十字ዊ௙ᅋ≧ἣ 28ᅋ 1,082人

本年ᗘ青少年赤十字加┕ᰯ 116ᰯ 33,443人

本年ᗘ献⾑⪅ 95,143人

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏                          

᫛࿴61年   1986   社員の社㈝年㢠を500෇௨上と定Ḱᨵṇ(３䞃年㛫の⤒㐣ᥐ⨨を設䛡る)(４月)

ⰼ巻地༊有功会結ᡂ(3月)

盛岡赤十字病院⛣㌿ᕤ事╔ᕤ(3月)

岩手県機ᵓᨵ㠉に関連し、日赤㒆地༊のྡ⛠ཬ䜃所管༊域ኚ᭦(４月)

宮古地༊有功会結ᡂ(８月)

陸前高田市、北上市に地域ዊ௙ᅋ結ᡂ

62年   1987   陸前高田市地༊有功会結ᡂ(1月)

(100࿘年)         赤十字フェスティバル開催(5月)

盛岡市地༊有功会結ᡂ（10月）

Ỉ沢地༊有功会結ᡂ（11月）

盛岡赤十字病院、盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯཬ䜃災害救援センター新⠏ⴠᡂ（11月）

（病院) 㕲➽コンクリート5㝵 ᘏ29,244䟝 61൨෇

(学ᰯ) 㕲➽コンクリート2㝵 1,998䟝 3൨2,000୓෇

(センター) 㕲➽平ᒇᘓ 569䟝 3,000୓෇

ᩜ地90,573䟝

63年   1988   岩手県支部有功会連合会結ᡂ(３月)

ྡ㄃副総⿢୕➟宮ᐶோぶ⋤ድẊୗの䛤⮫ᖍを௮䛞支部๰❧100࿘年グᛕ岩手県赤十

字大会を岩手県民会㤋において開催䚹参加⪅⣙2,000人

支部事ົᒁ⤌⧊ᨵṇ（総ົㄢ、᣺興ㄢ、事業ㄢ)(７月)

大⯪Ώ市地༊有功会結ᡂ（10月）

盛岡市大㏻りに⾑ᾮセンター献⾑ルーム開設(11月)

㐲㔝市赤十字ዊ௙ᅋ(３月) 住田町ア䝬↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(８月)

平ᡂඖ年   1989   ⓚྡྷ㝎ୗをྡ㄃総⿢に推ᡝ(1月)

ⰼ巻市地༊有功会結ᡂ(３月)

ᮾᒣ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(３月)

赤十字フェスティバル開催（䠑月）

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧10࿘年グᛕᘧ挙⾜（９月）

２年    1990  北上地༊有功会結ᡂ（１月）

Ụ่市地༊有功会結ᡂ（３月）

日赤㭬㬆Ⲯ⪁人▷ᮇಖ護施設ᘓ設

岩泉町赤十字ዊ௙ᅋ（2月)、Ụ่市赤十字ⱁ⬟ዊ௙ᅋ(3月)結ᡂ

⾑ᾮセンター⛣㌿新⠏ᕤ事╔ᕤ(７月)

北部3県支部合同災害救護訓練䚹参加⪅700人（10月）

ྎ㢼による被害⏒大(9月18ྕ 11月28ྕ)救援物資➼の救援άື

ஂឿ地༊有功会結ᡂ(11月)
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏
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≉ู㣴護⪁人䝩ーム「日赤㭬㬆Ⲯ」開設(㕲➽コンクリート㐀平ᒇᘓ2,314䟝ᕤ事㈝   

4൨2,800୓෇వ、ධ所定員80人䛋(䠑月)
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日赤救援㌴を３市地༊に㓄⨨(４䜹年ィ⏬で全13市地༊に㓄⨨するィ⏬)

救護⏝ኳᖥを20町ᮧศ༊に㓄⨨(３䜹年ィ⏬で全13市地༊、62町ᮧศ༊に㓄⨨するィ

⏬）

ᐙᗞ┳護ἲㅮ⩦にᗂඣᐙᗞ┳護ἲが㏣加

56年   1981   ྎ㢼15ྕ本県⦪᩿䚹被災⪅に本社を⤒て⩏援金の寄クがあり、㐲㔝市䜋か４地༊に㓄
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(７月)

岩手県R䡄(୍)཭の会連合会結ᡂ䚹会員600人

58年   1983   国㝿赤十字๰設120࿘年୪䜃にNHKテレ䝡ᨺ㏦30࿘年にあたり、NHKと日本赤十字社

で「ᾏእたす䛡あい」を実施(2月)

フェーン⌧象の䜒とでᯘ㔝➼のⅆ災が県内ྛ地に発生(４月)䚹被害⏒大䛺ஂឿ市に医

⒪救護⌜(７人)の派遣୪䜃に救援物資㓄ᕸ(1,000人ศ)の䜋か⩏援金ရの募集

(18,243,000෇、40,400ಶ)

59年   1984   陸前高田市ⱁ⬟ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

Ụ่市地域ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月)
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北部３県支部災害救護訓練䚹参加⪅450人(䛖䛱ዊ௙ᅋ250人)（10月）

ᮾ☬஭地༊有功会結ᡂ(11月)

「NHKᾏእたす䛡あい」キ䝱ン䝨ーンをṓᮎたす䛡あいと同᫬にึめて実施(12月)
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本年ᗘ社員ᩘ 303,958人

本年ᗘ社㈝募集㢠 178,721,869෇

本年ᗘ有功会結ᡂ≧ἣ ９有功会 457人

本年ᗘ赤十字ዊ௙ᅋ≧ἣ 28ᅋ 1,082人
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宮古地༊有功会結ᡂ(８月)

陸前高田市、北上市に地域ዊ௙ᅋ結ᡂ
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大⯪Ώ市地༊有功会結ᡂ（10月）

盛岡市大㏻りに⾑ᾮセンター献⾑ルーム開設(11月)

㐲㔝市赤十字ዊ௙ᅋ(３月) 住田町ア䝬↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(８月)

平ᡂඖ年   1989   ⓚྡྷ㝎ୗをྡ㄃総⿢に推ᡝ(1月)

ⰼ巻市地༊有功会結ᡂ(３月)
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北部3県支部合同災害救護訓練䚹参加⪅700人（10月）

ྎ㢼による被害⏒大(9月18ྕ 11月28ྕ)救援物資➼の救援άື
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ３年   1991   田㔝⏿ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

ⴱ巻町ศ༊有功会結ᡂ(3月)

北上市地༊、࿴㈡町ศ༊、Ụ㔮Ꮚᮧศ༊合ే(４月)

中ᮧ┤支部長㏥௵（４月）、ᕤ⸨ᕘ支部長ᑵ௵(5月)

㞸石町ศ༊有功会結ᡂ(5月)

赤十字フェア大⯪Ώ市においてึめての地᪉開催(5月)

新北上市地༊有功会結ᡂ総会(７月)

⾑ᾮセンター新⠏ⴠᡂ(７月)䚹㕲➽コンクリート㐀5㝵 ᘏ4,495.09䟝 10൨5༓୓෇వ

赤十字会㤋ᨵ⿦ᡂる(12月)

４年   1992   ஑ᡞᮧ赤十字ዊ௙ᅋ、୍ᡞ町ア䝬チ䝳ア↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

ίἲᑎ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月)

盛岡市地༊と㒔༡ᮧศ༊合ే(４月)

盛岡市地༊有功会と㒔༡ᮧศ༊有功会合ే(４月)

盛岡赤十字病院デ⒪Ჷቑ⠏(リ䝝䝡リ、㏱ᯒ)(４月)

盛岡赤十字病院が社ᅋἲ人日本病院ᘓ⠏協会୺催第1回病院ᘓ⠏㈹ཷ㈹(４月)

支部が㞸石町からཷクし、デイサー䝡ス事業(D型)開始(７月)

஧ᡞ市赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(７月)

「'92赤十字フェア」஧ᡞ市で開催（10月）

大㡑赤十字代表ᅋが᮶県（11月）

盛岡赤十字病院平ᡂ4年ᗘ㒔市ᬒほ㈹ཷ㈹（11月）

   䠑年  1993    '93アル䝨ンスキー世⏺選手ᶒに✚ᴟ支援

(救護、㏻ヂ、᪝㛛審ุ、医⒪セット㓄ഛ)(2月3日～4日)

大⯪Ώ地༊有功会結ᡂ(3月)

金ケᓮ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

支部事ົᒁ⤌⧊5年䜆りにᨵṇ(4月)

支部ึの献⾑功ປ・金Ⰽ功ປᴙ表❶⪅ㄌ生(献⾑350回)(４月)

「'93赤十字フェア」(୍関市)(5月日)

第29回献⾑㐠ື推進全国大会に全国から2,000ྡ参加䚹ᡂ功⿹に⤊஢(7月)

ⓚኴᏊ、同ድ୧Ẋୗ岩手県⾑ᾮセンター、盛岡赤十字病院䛤どᐹ(7月)

北ᾏ道༡すἈ地㟈(7月12日地㟈発生)被災⪅救援に盛岡赤十字病院の医ᖌ、┳護፬

ཬ䜃支部⫋員を救護⌜として派遣䚹⩏援金1൨2ⓒ୓෇వ集䜎る

支部がデイサー䝡スセンター(㞸石町)の⤒Ⴀをཷクし、地域との連携大䛝䛟前進(ᕤ事╔

ᕤ8月、᏶ᡂ12月、業ົ開始６年２月)

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ 䠑年   1993  北ᾏ道༡すἈ地㟈被災⪅に対するぢ⯙金贈࿊ᘧ(ලᚿሀ⏝高Ặからᕤ⸨支部長に)

(10月)

献⾑ルーム「メルシー」開設5࿘年(୍日所長にグレートサスケを㏄䛘る)(11月4┠)

䝛䝟ール⤥Ỉ事業の⌧地☜ㄆと࿘㎶赤十字のどᐹ◊ಟに支部⫋員派遣(12月13日～

25日)

6年   1994   献⾑ルーム70,000人㐩ᡂ(１月７日)

༓ཕ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

✀市町赤十字ዊ௙ᅋ、㔝田ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

支部ཷクの㞸石町デイサー䝡スセンター(B型)᏶ᡂし、事業開始(4月1日)

盛岡赤十字病院デ⒪Ჷቑ⠏ᕤ事᏶஢(4月30日)

世⏺赤十字デー⸽生ἲᬑཬ全国⤫୍イ䝧ント(盛岡市)(5月8日)

「'94赤十字フェア」(北上市)(5月)

⾑ᾮ事業全国⤫୍システムᑟධ(6月)

本社୺催青少年赤十字䝛䝟ール派遣事業に全国10人の１人として岩手ዪᏊ高生が選

出される(8月3日～17日)

献⾑ルームᡂศ献⾑の日キ䝱ン䝨ーンにᇛ༡ᑠ学ᰯ生(JRC)が୍日所長（9月)

宮ᇛ県㇦雨災害に㝿し、救援物資(ẟᕸ1,000ᯛ、日⏝ရセット500ಶ)贈る(9月)

北部3県支部合同災害救護訓練(青森)䛊9月)

第3回全国䝪ランティアフェスティバル岩手(10月)

୕陸はるかἈ地㟈発生(䝬グニチ䝳ー䝗7.5 㟈ᗘඵᡞ6、盛岡、青森5)(12月28日)

７年    1995  ୕陸はるかἈ地㟈⩏援金募集開始(1月4日)

රᗜ県༡部地㟈災害(㜰⚄・ῐ㊰大㟈災)発生䚹┤䛱に⩏援金募集開始(1月17日)

රᗜ県༡部地㟈災害被害⪅救援として支部⫋員2ྡ派遣(1月21日～1月27日)

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第1㝕（8ྡ）⌧地派遣(1月28日～2月4日)

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第2㝕(5ྡ)⌧地派遣(2月17日～2月21日)

㞸石町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

ᕝᓮᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

釜石地༊大槌町ศ༊有功会結ᡂ(3月)

有功❶社員❶➼贈୚つ๎の୍部ᨵṇ(4月)

支部ཷク㞸石町ᅾᏯ௓護支援センター事業開始(4月)

盛岡赤十字病院開院75࿘年グᛕᘧ඾(4月)

日本赤十字社岩手県支部ᕤ⸨ᕘ支部長㏥௵(4月28日)

日本赤十字社岩手県支部ቑ田ᐶஓ支部長ᑵ௵(4月29日)

世⏺赤十字デー࿘▱キ䝱ン䝨ーンの୍⎔として℩ᡞ内ᐢ⫈Ặのㅮ演会開催（5月）
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ３年   1991   田㔝⏿ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

ⴱ巻町ศ༊有功会結ᡂ(3月)

北上市地༊、࿴㈡町ศ༊、Ụ㔮Ꮚᮧศ༊合ే(４月)

中ᮧ┤支部長㏥௵（４月）、ᕤ⸨ᕘ支部長ᑵ௵(5月)

㞸石町ศ༊有功会結ᡂ(5月)

赤十字フェア大⯪Ώ市においてึめての地᪉開催(5月)

新北上市地༊有功会結ᡂ総会(７月)

⾑ᾮセンター新⠏ⴠᡂ(７月)䚹㕲➽コンクリート㐀5㝵 ᘏ4,495.09䟝 10൨5༓୓෇వ

赤十字会㤋ᨵ⿦ᡂる(12月)

４年   1992   ஑ᡞᮧ赤十字ዊ௙ᅋ、୍ᡞ町ア䝬チ䝳ア↓⥺赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

ίἲᑎ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(４月)

盛岡市地༊と㒔༡ᮧศ༊合ే(４月)

盛岡市地༊有功会と㒔༡ᮧศ༊有功会合ే(４月)

盛岡赤十字病院デ⒪Ჷቑ⠏(リ䝝䝡リ、㏱ᯒ)(４月)

盛岡赤十字病院が社ᅋἲ人日本病院ᘓ⠏協会୺催第1回病院ᘓ⠏㈹ཷ㈹(４月)

支部が㞸石町からཷクし、デイサー䝡ス事業(D型)開始(７月)

஧ᡞ市赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(７月)

「'92赤十字フェア」஧ᡞ市で開催（10月）

大㡑赤十字代表ᅋが᮶県（11月）

盛岡赤十字病院平ᡂ4年ᗘ㒔市ᬒほ㈹ཷ㈹（11月）

   䠑年  1993    '93アル䝨ンスキー世⏺選手ᶒに✚ᴟ支援

(救護、㏻ヂ、᪝㛛審ุ、医⒪セット㓄ഛ)(2月3日～4日)

大⯪Ώ地༊有功会結ᡂ(3月)

金ケᓮ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

支部事ົᒁ⤌⧊5年䜆りにᨵṇ(4月)

支部ึの献⾑功ປ・金Ⰽ功ປᴙ表❶⪅ㄌ生(献⾑350回)(４月)

「'93赤十字フェア」(୍関市)(5月日)

第29回献⾑㐠ື推進全国大会に全国から2,000ྡ参加䚹ᡂ功⿹に⤊஢(7月)

ⓚኴᏊ、同ድ୧Ẋୗ岩手県⾑ᾮセンター、盛岡赤十字病院䛤どᐹ(7月)

北ᾏ道༡すἈ地㟈(7月12日地㟈発生)被災⪅救援に盛岡赤十字病院の医ᖌ、┳護፬

ཬ䜃支部⫋員を救護⌜として派遣䚹⩏援金1൨2ⓒ୓෇వ集䜎る

支部がデイサー䝡スセンター(㞸石町)の⤒Ⴀをཷクし、地域との連携大䛝䛟前進(ᕤ事╔

ᕤ8月、᏶ᡂ12月、業ົ開始６年２月)

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ 䠑年   1993  北ᾏ道༡すἈ地㟈被災⪅に対するぢ⯙金贈࿊ᘧ(ලᚿሀ⏝高Ặからᕤ⸨支部長に)

(10月)

献⾑ルーム「メルシー」開設5࿘年(୍日所長にグレートサスケを㏄䛘る)(11月4┠)

䝛䝟ール⤥Ỉ事業の⌧地☜ㄆと࿘㎶赤十字のどᐹ◊ಟに支部⫋員派遣(12月13日～

25日)

6年   1994   献⾑ルーム70,000人㐩ᡂ(１月７日)

༓ཕ町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

✀市町赤十字ዊ௙ᅋ、㔝田ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

支部ཷクの㞸石町デイサー䝡スセンター(B型)᏶ᡂし、事業開始(4月1日)

盛岡赤十字病院デ⒪Ჷቑ⠏ᕤ事᏶஢(4月30日)

世⏺赤十字デー⸽生ἲᬑཬ全国⤫୍イ䝧ント(盛岡市)(5月8日)

「'94赤十字フェア」(北上市)(5月)

⾑ᾮ事業全国⤫୍システムᑟධ(6月)

本社୺催青少年赤十字䝛䝟ール派遣事業に全国10人の１人として岩手ዪᏊ高生が選

出される(8月3日～17日)

献⾑ルームᡂศ献⾑の日キ䝱ン䝨ーンにᇛ༡ᑠ学ᰯ生(JRC)が୍日所長（9月)

宮ᇛ県㇦雨災害に㝿し、救援物資(ẟᕸ1,000ᯛ、日⏝ရセット500ಶ)贈る(9月)

北部3県支部合同災害救護訓練(青森)䛊9月)

第3回全国䝪ランティアフェスティバル岩手(10月)

୕陸はるかἈ地㟈発生(䝬グニチ䝳ー䝗7.5 㟈ᗘඵᡞ6、盛岡、青森5)(12月28日)

７年    1995  ୕陸はるかἈ地㟈⩏援金募集開始(1月4日)

රᗜ県༡部地㟈災害(㜰⚄・ῐ㊰大㟈災)発生䚹┤䛱に⩏援金募集開始(1月17日)

රᗜ県༡部地㟈災害被害⪅救援として支部⫋員2ྡ派遣(1月21日～1月27日)

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第1㝕（8ྡ）⌧地派遣(1月28日～2月4日)

රᗜ県༡部地㟈災害医⒪救護⌜第2㝕(5ྡ)⌧地派遣(2月17日～2月21日)

㞸石町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

ᕝᓮᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

釜石地༊大槌町ศ༊有功会結ᡂ(3月)

有功❶社員❶➼贈୚つ๎の୍部ᨵṇ(4月)

支部ཷク㞸石町ᅾᏯ௓護支援センター事業開始(4月)

盛岡赤十字病院開院75࿘年グᛕᘧ඾(4月)

日本赤十字社岩手県支部ᕤ⸨ᕘ支部長㏥௵(4月28日)

日本赤十字社岩手県支部ቑ田ᐶஓ支部長ᑵ௵(4月29日)

世⏺赤十字デー࿘▱キ䝱ン䝨ーンの୍⎔として℩ᡞ内ᐢ⫈Ặのㅮ演会開催（5月）
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ ７年   1995   赤十字日㡑⫋員交᥮◊ಟのため支部⫋員を㡑国に派遣(6月8日～6月17日)

病院ၥデ㡯┠の全国⤫୍(7月)

䝪ランティアによるᅾᏯゼၥサー䝡ス事業開始(୍関市)(7月)

日赤同᪉会᱒ⰼ会ṥ⫋会員➼៘㟋⚍(9月)

岩手県赤十字⾑ᾮセンター๰❧30࿘年グᛕᘧ඾(9月)

本社୺催ᾏእどᐹ◊ಟ(䝶ーロッ䝟)のための支部⫋員派遣(9月24日～10月9日)

８年   1996 㐲㔝地༊宮Ᏺᮧศ༊有功会結ᡂ(2月)

ⰼ泉町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

沢内ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

盛岡赤十字病院、岩手県にお䛡るᇶᖿ災害ᣐⅬ病院にᣦ定(４月)

献⾑ルーム「メルシー」献⾑⪅10୓人㐩ᡂ(4月)

秋ᒣ䛱䛘Ꮚㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーンの୍⎔として)(5月)

北上ᕝ上流Ỉ防演⩦に医⒪救護⌜派遣(5月)

釜石市地༊有功会結ᡂ(6月)

救護⏝䜶アーテント２ᙇりを㓄⨨(8月)

㜰⚄・ῐ㊰大㟈災被災⪅に対する支援άືに対しⳢཌ生大⮧からの感謝≧ཷ㈹(8月)

盛岡赤十字病院、⾑ᾮセンター୺会ሙに第1ブロック合同災害救護訓練の実施(9月)

県支部≉ู௻⏬「赤十字の๰始⪅アンリー・デ䝳ナンの㊊㊧をゼ䛽て」ึのᾏእ◊ಟど

ᐹ(10月5日～15日)

大槌町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(11月)

9年   1997   日赤㭬㬆Ⲯで、デン䝬ーク௓護ᑓ㛛⫋員ᣍ⪸による௓護ᢏ術◊ಟ開催（2月）

(110࿘年)       㜰⚄・ῐ㊰大㟈災への支援άື続䛟

石㫽㇂、⣸Ἴ町ᒣᯘⅆ災に救援物資(⅕䛝出し資ᮦ、ẟᕸ40ᯛ、タオル40ᯛ)支部⫋員

4ྡ派遣(5月)

ᾏ⪁ྡ㤶ⴥᏊㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーン)の開催(5月)

県内献⾑協ຊ⪅ᘏ䜉200୓人を㐩ᡂ(6月)(200୓人㐩ᡂ謝ᜠキ䝱ン䝨ーンを実施)

ᮧ上タ䝬オさん(ᮅ㩭民୺୺⩏人民ඹ࿴国ᅾ住日本人㓄അ⪅)盛岡市へᖐ㒓(1月)

10年   1998   岩手県赤十字大会(岩手県支部๰❧110࿘年・同有功会連合会結ᡂ10࿘年グᛕ)

ྡ㄃副総⿢高෇宮ድẊୗ䛤⮫ᖍ宮ድẊୗより有功❶の䛤ᤵ୚62ྡ

盛岡赤十字病院、岩手県赤十字⾑ᾮセンター䛤どᐹ（11月)

日赤岩手県支部ᗈሗ業ົ連⤡ㄪᩚせ⥘ไ定䚹赤十字施設関ಀ⪅によるᗈሗጤ員会

発㊊(1月)

ᐙᗞに╀るၿពで “世⏺のᏊ౪を救お䛖䟿䇿 75.50全国⤫୍バ䝄ーの開催（5～6月）

岩手県内20会ሙでバ䝄ー཰┈金 1,818,987෇

(青少年赤十字๰設75࿘年・赤十字ዊ௙ᅋ๰設50࿘年グᛕ⾜事として実施)

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ10年   1998  ᐙ᪘ィ⏬⤌⧊άືセミナー(12䜹国13人)が盛岡赤十字病院をどᐹ◊ಟ（5月）

岩手ᒣすഃの大地⊹㇂࿘㎶でⅆᒣᛶ地㟈が᩿続ⓗに発生していることから岩手県で

は災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹支部において䜒災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹ྛ施設においては防災

యไをᙉ໬(6月)

盛岡赤十字病院がཌ生┬⮫ᗋ◊ಟ病院にᣦ定(８月)

ᮾ北地᪉に೵⁫した前⥺の影響で、岩手県༡部とἢᓊ地域にὥỈ被害

୍関市、ᕝᓮᮧ、平泉町、ᮾᒣ町にẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオル➼をᦙ㏦䚹⚟ᓥ県

支部には700ᯛのẟᕸをᦙ㏦(8月)

9月3日༗ᚋ４᫬58ศ㞸石町長ᒣで㟈ᗘ6をグ㘓䚹岩手ᒣ࿘㎶でⅆᒣάືがά発໬

赤十字ㅮ⩦(ᐙᗞ┳護ἲ・救ᛴἲ)ᑓ⏝ᐊを設⨨し、ᬑཬάືの඘実をᅗる(9月）

஧ᡞ市地༊有功会結ᡂ(11月)

11年   1999   献⾑推進ᑓ㛛員ไᗘが発㊊䚹県内6ブロックに6ྡ㓄⨨(4月)

ἢᓊ地᪉の大雨災害で、陸前高田市、大⯪Ώ市、釜石市、㐲㔝市、大槌町にẟᕸ、日

⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(7月)

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(10月)

大雨により㍍⡿町に災害救ຓἲが㐺⏝される䛺䛹、県北部に大䛝䛺被害が発生したた

め஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧにẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(10月)

㍍⡿町大雨災害⩏援金の募集を開始䚹(10月) 274௳ 20,212,192෇が集䜎り、⩏援金

㓄ศጤ員会のỴ定の䜒と、஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧ、஑ᡞᮧ、ᬑ代ᮧに㓄ศ

Ỉ沢市地༊有功会๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(11月)

12年   2000  支部ึの青少年赤十字国㝿交流事業の‽ഛとして、シン䜺䝫ール赤十字社を事前ど

ᐹ(3月)

北ᾏ道有⌔ᒣᄇⅆ(3月)䚹岩手県支部救護⌜(⌜長௨ୗ７ྡ)ఀ㐩赤十字病院内赤十字

⌧地対⟇本部へ派遣䚹避難所のᕠ回デ⒪にあたる(4月)

盛岡市ふれあいラン䝗岩手において「第1回赤十字フェスティバル」を開催(5月)

ྎ㢼3ྕの影響により、㔝田ᮧ、ᬑ代ᮧ地域の避難所へẟᕸ、日⏝ရ セット、バスタオ

ルの救援物資を⥭ᛴ㍺㏦(7月)

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(8月)

住田町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(9月)

赤十字ᗂඣ安全ἲㅮ⩦が開始され、救ᛴἲ、Ỉ上安全ἲ、㞷上安全ἲ、ᐙᗞ┳護ἲと

ే䛫て、5大ㅮ⩦と䛺る

１３年   2001   ஂឿライフセー䝡ング赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

防災䝪ランティア地༊リーダー㣴ᡂ◊ಟ会開催(3月)

盛岡市ᕝᚨデ䝟ート前ᗈሙにおいて「第2回赤十字フェスティバル」を開催(5月)
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ ７年   1995   赤十字日㡑⫋員交᥮◊ಟのため支部⫋員を㡑国に派遣(6月8日～6月17日)

病院ၥデ㡯┠の全国⤫୍(7月)

䝪ランティアによるᅾᏯゼၥサー䝡ス事業開始(୍関市)(7月)

日赤同᪉会᱒ⰼ会ṥ⫋会員➼៘㟋⚍(9月)

岩手県赤十字⾑ᾮセンター๰❧30࿘年グᛕᘧ඾(9月)

本社୺催ᾏእどᐹ◊ಟ(䝶ーロッ䝟)のための支部⫋員派遣(9月24日～10月9日)

８年   1996 㐲㔝地༊宮Ᏺᮧศ༊有功会結ᡂ(2月)

ⰼ泉町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

沢内ᮧ赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(3月)

盛岡赤十字病院、岩手県にお䛡るᇶᖿ災害ᣐⅬ病院にᣦ定(４月)

献⾑ルーム「メルシー」献⾑⪅10୓人㐩ᡂ(4月)

秋ᒣ䛱䛘Ꮚㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーンの୍⎔として)(5月)

北上ᕝ上流Ỉ防演⩦に医⒪救護⌜派遣(5月)

釜石市地༊有功会結ᡂ(6月)

救護⏝䜶アーテント２ᙇりを㓄⨨(8月)

㜰⚄・ῐ㊰大㟈災被災⪅に対する支援άືに対しⳢཌ生大⮧からの感謝≧ཷ㈹(8月)

盛岡赤十字病院、⾑ᾮセンター୺会ሙに第1ブロック合同災害救護訓練の実施(9月)

県支部≉ู௻⏬「赤十字の๰始⪅アンリー・デ䝳ナンの㊊㊧をゼ䛽て」ึのᾏእ◊ಟど

ᐹ(10月5日～15日)

大槌町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(11月)

9年   1997   日赤㭬㬆Ⲯで、デン䝬ーク௓護ᑓ㛛⫋員ᣍ⪸による௓護ᢏ術◊ಟ開催（2月）

(110࿘年)       㜰⚄・ῐ㊰大㟈災への支援άື続䛟

石㫽㇂、⣸Ἴ町ᒣᯘⅆ災に救援物資(⅕䛝出し資ᮦ、ẟᕸ40ᯛ、タオル40ᯛ)支部⫋員

4ྡ派遣(5月)

ᾏ⪁ྡ㤶ⴥᏊㅮ演会(赤十字㐠ື月㛫ᗈሗキ䝱ン䝨ーン)の開催(5月)

県内献⾑協ຊ⪅ᘏ䜉200୓人を㐩ᡂ(6月)(200୓人㐩ᡂ謝ᜠキ䝱ン䝨ーンを実施)

ᮧ上タ䝬オさん(ᮅ㩭民୺୺⩏人民ඹ࿴国ᅾ住日本人㓄അ⪅)盛岡市へᖐ㒓(1月)

10年   1998   岩手県赤十字大会(岩手県支部๰❧110࿘年・同有功会連合会結ᡂ10࿘年グᛕ)

ྡ㄃副総⿢高෇宮ድẊୗ䛤⮫ᖍ宮ድẊୗより有功❶の䛤ᤵ୚62ྡ

盛岡赤十字病院、岩手県赤十字⾑ᾮセンター䛤どᐹ（11月)

日赤岩手県支部ᗈሗ業ົ連⤡ㄪᩚせ⥘ไ定䚹赤十字施設関ಀ⪅によるᗈሗጤ員会

発㊊(1月)

ᐙᗞに╀るၿពで “世⏺のᏊ౪を救お䛖䟿䇿 75.50全国⤫୍バ䝄ーの開催（5～6月）

岩手県内20会ሙでバ䝄ー཰┈金 1,818,987෇

(青少年赤十字๰設75࿘年・赤十字ዊ௙ᅋ๰設50࿘年グᛕ⾜事として実施)

年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ10年   1998  ᐙ᪘ィ⏬⤌⧊άືセミナー(12䜹国13人)が盛岡赤十字病院をどᐹ◊ಟ（5月）

岩手ᒣすഃの大地⊹㇂࿘㎶でⅆᒣᛶ地㟈が᩿続ⓗに発生していることから岩手県で

は災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹支部において䜒災害㆙ᡄ本部を設⨨䚹ྛ施設においては防災

యไをᙉ໬(6月)

盛岡赤十字病院がཌ生┬⮫ᗋ◊ಟ病院にᣦ定(８月)

ᮾ北地᪉に೵⁫した前⥺の影響で、岩手県༡部とἢᓊ地域にὥỈ被害

୍関市、ᕝᓮᮧ、平泉町、ᮾᒣ町にẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオル➼をᦙ㏦䚹⚟ᓥ県

支部には700ᯛのẟᕸをᦙ㏦(8月)

9月3日༗ᚋ４᫬58ศ㞸石町長ᒣで㟈ᗘ6をグ㘓䚹岩手ᒣ࿘㎶でⅆᒣάືがά発໬

赤十字ㅮ⩦(ᐙᗞ┳護ἲ・救ᛴἲ)ᑓ⏝ᐊを設⨨し、ᬑཬάືの඘実をᅗる(9月）

஧ᡞ市地༊有功会結ᡂ(11月)

11年   1999   献⾑推進ᑓ㛛員ไᗘが発㊊䚹県内6ブロックに6ྡ㓄⨨(4月)

ἢᓊ地᪉の大雨災害で、陸前高田市、大⯪Ώ市、釜石市、㐲㔝市、大槌町にẟᕸ、日

⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(7月)

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(10月)

大雨により㍍⡿町に災害救ຓἲが㐺⏝される䛺䛹、県北部に大䛝䛺被害が発生したた

め஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧにẟᕸ、日⏝ရセット、バスタオルをᦙ㏦(10月)

㍍⡿町大雨災害⩏援金の募集を開始䚹(10月) 274௳ 20,212,192෇が集䜎り、⩏援金

㓄ศጤ員会のỴ定の䜒と、஧ᡞ市、ஂឿ市、㍍⡿町、ᒣᙧᮧ、஑ᡞᮧ、ᬑ代ᮧに㓄ศ

Ỉ沢市地༊有功会๰❧20࿘年グᛕᘧ඾(11月)

12年   2000  支部ึの青少年赤十字国㝿交流事業の‽ഛとして、シン䜺䝫ール赤十字社を事前ど

ᐹ(3月)

北ᾏ道有⌔ᒣᄇⅆ(3月)䚹岩手県支部救護⌜(⌜長௨ୗ７ྡ)ఀ㐩赤十字病院内赤十字

⌧地対⟇本部へ派遣䚹避難所のᕠ回デ⒪にあたる(4月)

盛岡市ふれあいラン䝗岩手において「第1回赤十字フェスティバル」を開催(5月)

ྎ㢼3ྕの影響により、㔝田ᮧ、ᬑ代ᮧ地域の避難所へẟᕸ、日⏝ရ セット、バスタオ

ルの救援物資を⥭ᛴ㍺㏦(7月)

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(8月)

住田町赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(9月)

赤十字ᗂඣ安全ἲㅮ⩦が開始され、救ᛴἲ、Ỉ上安全ἲ、㞷上安全ἲ、ᐙᗞ┳護ἲと

ే䛫て、5大ㅮ⩦と䛺る

１３年   2001   ஂឿライフセー䝡ング赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(2月)

防災䝪ランティア地༊リーダー㣴ᡂ◊ಟ会開催(3月)

盛岡市ᕝᚨデ䝟ート前ᗈሙにおいて「第2回赤十字フェスティバル」を開催(5月)
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ13年   2001  青少年赤十字国㝿交流事業実施䚹シン䜺䝫ール国から青少年を㏄䛘交流(6月)

✀市町において支部ึのỈ上安全ἲ「ᾏ」ㅮ⩦開催(8月)

大⯪Ώ市地༊と୕陸町ศ༊合ే(11月)

14年   2002   Ụ่市赤十字ⱁ⬟ዊ௙ᅋゎᅋ(3月)

               ୍関市地༊赤十字ዊ௙ᅋと୍関市地༊፬人赤十字ዊ௙ᅋが୍本໬し、୍関市赤十字

ዊ௙ᅋとして෌結ᡂ(5月)北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第３回赤

十字フェスティバル」を開催（䠑月）

日本赤十字社ἲไ定50࿘年・日本赤十字社๰❧125࿘年グᛕ全国赤十字大会(ᮾி

㒔：明治⚄宮会㤋)に岩手県から25ྡが出ᖍ(5月)

ྎ㢼６ྕ大雨災害によりᮾᒣ町に災害救ຓἲが㐺⏝(7月)

赤十字防災䝪ランティアリーダー1ྡを⌧地に派遣（7月19日～21日)

ᮾᒣ町大雨災害⩏援金の募集を開始(7月) 222௳8,403,504෇が集䜎り、⩏援金㓄ศ

ጤ員会のỴ定の䜒とに被災した29市町ᮧに㓄ศ

青少年赤十字岩手県㈶ຓ会から岩手県青少年赤十字㈶ຓዊ௙ᅋに⛣⾜(7月)

ᐩኈ大学学生赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(10月)

15年   2003   青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(1月8日～12日)

北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第4回赤十字フェスティバル」を開催(5月)

宮ᇛ県Ἀ地㟈(୕陸༡地㟈䛋18᫬24ศ発生䚹県༡部を中ᚰに㟈ᗘ６ᙅをグ㘓䚹19᫬10

ศ盛岡赤十字病院医⒪救護⌜ᚅ機䚹同日21᫬20ゎᩓ䚹被災⪅に対し、大⯪Ώ市地༊

から救援物資（ẟᕸ・日⏝ရセット・バスタオル）㓄ᕸ（5月）

宮ᇛ県北部地㟈発生䚹宮ᇛ県支部に日⏝ရセット（200セット）を㏦付（7月）

岩手県ᾘ防学ᰯ、盛岡赤十字病院を୺会ሙに第１ブロック合同災害救護訓練を実施（10月）

１６年    2004   盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ㛢ᰯ（３月）

盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ学生ዊ௙ᅋゎᅋ（3月）

㐲㔝市シ䝵ッ䝢ングセンターと䜄あにおいて、「第䠑回赤十字フェスティバル」を開催（5

月）

地域高㱋⪅生ά支援の୍⎔として、新たに「セラ䝢䝳ーティック・ケア」ㅮᗙを開始

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ（8月7日～12日）

青少年赤十字国㝿交流事業「䝟プアニ䝳ー䜼ニア国」RCYメンバーཷධれ（11月13日～

19日）

新₲県中㉺地㟈発生（10月23日 17：56 㟈ᗘ7） ᑠ༓㇂市に２ಶ⌜の救護⌜を派遣

し、⥭ᛴ௬設デ⒪所（ERU）にお䛡る医⒪άື、被災⪅のこころのケア➼を⾜䛖とと䜒に、

日赤⌧地災害対⟇本部へのせ員と、救援物資ᦙ㏦せ員を派遣

年 ྕ す ᬺ ࡳ         ࡺ        ࠶   
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年 ྕ   す ᬺ             あ            䜖            䜏

平ᡂ13年   2001  青少年赤十字国㝿交流事業実施䚹シン䜺䝫ール国から青少年を㏄䛘交流(6月)

✀市町において支部ึのỈ上安全ἲ「ᾏ」ㅮ⩦開催(8月)

大⯪Ώ市地༊と୕陸町ศ༊合ే(11月)

14年   2002   Ụ่市赤十字ⱁ⬟ዊ௙ᅋゎᅋ(3月)

               ୍関市地༊赤十字ዊ௙ᅋと୍関市地༊፬人赤十字ዊ௙ᅋが୍本໬し、୍関市赤十字

ዊ௙ᅋとして෌結ᡂ(5月)北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第３回赤

十字フェスティバル」を開催（䠑月）

日本赤十字社ἲไ定50࿘年・日本赤十字社๰❧125࿘年グᛕ全国赤十字大会(ᮾி

㒔：明治⚄宮会㤋)に岩手県から25ྡが出ᖍ(5月)

ྎ㢼６ྕ大雨災害によりᮾᒣ町に災害救ຓἲが㐺⏝(7月)

赤十字防災䝪ランティアリーダー1ྡを⌧地に派遣（7月19日～21日)

ᮾᒣ町大雨災害⩏援金の募集を開始(7月) 222௳8,403,504෇が集䜎り、⩏援金㓄ศ

ጤ員会のỴ定の䜒とに被災した29市町ᮧに㓄ศ

青少年赤十字岩手県㈶ຓ会から岩手県青少年赤十字㈶ຓዊ௙ᅋに⛣⾜(7月)

ᐩኈ大学学生赤十字ዊ௙ᅋ結ᡂ(10月)

15年   2003   青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ(1月8日～12日)

北上市Ụ㔮Ꮚシ䝵ッ䝢ングセンター・䝟ルにおいて「第4回赤十字フェスティバル」を開催(5月)

宮ᇛ県Ἀ地㟈(୕陸༡地㟈䛋18᫬24ศ発生䚹県༡部を中ᚰに㟈ᗘ６ᙅをグ㘓䚹19᫬10

ศ盛岡赤十字病院医⒪救護⌜ᚅ機䚹同日21᫬20ゎᩓ䚹被災⪅に対し、大⯪Ώ市地༊

から救援物資（ẟᕸ・日⏝ရセット・バスタオル）㓄ᕸ（5月）

宮ᇛ県北部地㟈発生䚹宮ᇛ県支部に日⏝ရセット（200セット）を㏦付（7月）

岩手県ᾘ防学ᰯ、盛岡赤十字病院を୺会ሙに第１ブロック合同災害救護訓練を実施（10月）

１６年    2004   盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ㛢ᰯ（３月）

盛岡赤十字┳護ᑓ㛛学ᰯ学生ዊ௙ᅋゎᅋ（3月）

㐲㔝市シ䝵ッ䝢ングセンターと䜄あにおいて、「第䠑回赤十字フェスティバル」を開催（5

月）

地域高㱋⪅生ά支援の୍⎔として、新たに「セラ䝢䝳ーティック・ケア」ㅮᗙを開始

青少年赤十字国㝿交流事業「シン䜺䝫ール国」ゼၥ（8月7日～12日）

青少年赤十字国㝿交流事業「䝟プアニ䝳ー䜼ニア国」RCYメンバーཷධれ（11月13日～

19日）

新₲県中㉺地㟈発生（10月23日 17：56 㟈ᗘ7） ᑠ༓㇂市に２ಶ⌜の救護⌜を派遣

し、⥭ᛴ௬設デ⒪所（ERU）にお䛡る医⒪άື、被災⪅のこころのケア➼を⾜䛖とと䜒に、

日赤⌧地災害対⟇本部へのせ員と、救援物資ᦙ㏦せ員を派遣

年 ྕ す ᬺ ࡳ         ࡺ        ࠶   

ᖹᡂ 1� 年

1� 年

  1� 年

㸦120 ࿘年㸧

2005

200�

200�

ឡ▱┴࡛㛤ദࡓࢀࡉឡ࣭ᆅ⌫༤�3 ᭶㹼� ᭶�ࡢ㺀ឡ▱୓༤㉥༑Ꮠࣥ࢜ࣜࣅࣃ㺁ࡢ

㐠Ⴀ࡚ࡋ࡜ࣇࢵࢱࢫᨭ㒊⫋ဨࢆὴ㐵�4 ᭶ 10 ᪥㹼1� ᪥�
Ỉἑࠊ࡚࠸࠾࡟࣮࣮ࣝ࣍ࣜࣛࣈ࢖ࣛࣝࢸ࣍ࢻࣥࣛࢢỈἑᕷၟேే࡜ࡾࡘࡲദ

�㸴᭶�㛤ദࢆࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸࠶ࢀࡩ㺀➨㸴ᅇ㉥༑Ꮠࡋ
㟷ᑡ年㉥༑Ꮠᅜ㝿஺ὶ஦ᴗᐇ᪋࣮࣏ࣝ࢞ࣥࢩࠋᅜࡽ࠿㟷ᑡ年ࢆ㏄࠼஺ὶ�� ᭶

� ᪥㹼14 ᪥�
➨ 3 ᅇ㺀⊩⾑࣮࣑࣭࢖ࣂ࣭ࢻࣥࢱࢫ㺁ぶ࡜Ꮚࡢ⾑ᾮ࣮ࢱࣥࢭぢᏛ఍ࢆᐇ᪋�� ᭶�
ᨭ㒊ࠊ㛵ಀ᪋タࠊ㜵⅏࣎ࣛࣥࡿࡼ࡟ྠྜ࢔࢕ࢸ⅏ᐖᩆㆤカ⦎ࡢᐇ᪋�10 ᭶�
㈝⤒㉎ධ�ᐤ㉗ࡢᾮ㐠ᦙ㌴⾑ࡢ࣮ࢱࣥࢭ㉥༑Ꮠ⾑ᾮࡽ࠿ࣈࣛࢡ೺ᗣࢇࡂࢃ࠸

㒊�㸦11୍ࡢ ᭶㸧

㺀࢔ࢣࡢࢁࡇࡇ㺁◊ಟࡢᐇ᪋�2 ᭶�
2�ᡂ⤖ࡢዊ௙ᅋࢡ࢖ࣂ ᭶�
㟷ᑡ年㈶ຓዊ௙ᅋ๪࡟どᐹ஦ᴗ�࣒ࢼࢺ࣋�஦ᴗᅜ㝿άືᑐ㇟ᅜࢡࢵࣟࣈ୍➨

ጤဨ㛗ཧຍ�2 ᭶ 20 ᪥㹼25 ᪥�
ᨭ㒊ᅜẸಖㆤィ⏬ࡢ⟇ᐃ�3 ᭶�ࠋಖㆤィ⏬࡟క࠺㹌㹀㹁⅏ᐖ㝖ᰁᩚࢺࢵࢭഛ�3
᭶�
ᒾᡭ┴ࣛࢢࣥࣅ࣮ࢭࣇ࢖㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ⤖ᡂ㸦� ᭶㸧

㸦኱⯪Ώ࣮ࢱࣥࢭ㔛ࡢ♴⚟❧┴ࢆࠖࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸࠶ࢀࡩ㸵ᅇ㉥༑Ꮠ➨ࠕ

ᕷ㸧࡛㛤ദ㸦� ᭶㸧

ᆅ༊ศ༊᭷ຌ఍ࡢ෌⦅㸦ゎᩓ᭷ຌ఍㸸Ụ่ᕷᆅ༊ࠊᐑᏲᮧศ༊ࠊỈἑᕷᆅ༊ࠊ

Ỉἑᆅ༊ࠊ༓ཕᆅ༊ࠊⰼᕳᆅ༊㸧㸦⤖ᡂ᭷ຌ఍㸸ዟᕞᕷᆅ༊㸧

ᒣ⏣ࢺࢵࢿ⥺↓࢔ࣗࢳ࣐࢔㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ⤖ᡂ㸦10 ᭶㸧

㸿㹃㹂(⮬ືయእᘧ㝖⣽ືჾ)ࢆᪧᕷ⏫ᮧ࡟ 58 ྎ㓄ഛ㸦1 ᭶㸧

ඵᖭᖹᕷ㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ⤖ᡂ㸦3 ᭶㸧

ᩆᛴἲᇶ♏ㅮ⩦ጞࡿࡲ㸦㸲᭶㸧

日本赤十字社岩手県支部ቑ田ᐶஓ支部長㏥௵(4月29日)

日本赤十字社岩手県支部ቑ㐩ᣅஓ支部長ᑵ௵(4月30日)

᪂₲┴୰㉺Ἀᆅ㟈Ⓨ⏕㸦㸵᭶㸯㸴᪥㸧

ᒾᡭ┴ᨭ㒊ᩆㆤ⌜㸦㸵ྡ㸧ࢆ⌧ᆅ࡟ὴ㐵㸦㸵᭶㸰㸮᪥㹼㸰㸰᪥㸧

๓⥺೵ࡢ⁫ᙳ㡪ࡿࡼ࡟኱㞵⿕ᐖⓎ⏕ࠋ┒ᒸᕷࠊ⣸Ἴ⏫ࠊ▼㫽㇂⏫࡟ᩆ᥼≀㈨㍺

㏦㸦㸷᭶㸧

㛤ദ࡛࣮ࢱࣥࢭίἲᑎᩥ໬ࢆࠖࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸࠶ࢀࡩ㸶ᅇ㉥༑Ꮠ➨ࠕ

㸦11 ᭶㸧
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年 ྕ す ᬺ ࡳ         ࡺ        ࠶   

ᖹᡂ 20 年

21 年

22 年

23 年

24 年

200�

200�

2010

2011

2012

ᒾᡭ࣭ᐑᇛෆ㝣ᆅ㟈Ⓨ⏕ 㸦6᭶14᪥㸧

ᒾᡭ┴ᨭ㒊ᩆㆤ⌜ 㸦7ྡ㸧୍ࢆ㛵ᕷ࡟ὴ㐵 㸦6᭶14᪥㸧

⌜࢔ࢣࡢࢁࡇࡇ 㸦ᘏ15ྡ࡭㸧ࢆዟᕞᕷ࡟ὴ㐵 㸦6᭶23᪥㹼27᪥㸧

ᒾᡭ┴ἢᓊ໭㒊ࢆ㟈※ࡿࡍ࡜ᆅ㟈Ⓨ⏕ 㸦7᭶24᪥㸧

ᒾᡭ┴ᨭ㒊ᩆㆤ⌜ 㸦7ྡ㸧ࢆὒ㔝⏫࡟ὴ㐵 㸦7᭶24᪥㸧

㜵⅏࣎ࣛࣥ࢔ࢣࡢࢁࡇࡇࡢࡵࡓࡢ࢔࢕ࢸ◊ಟ㛤ጞ㸦10᭶12ࠊ᭶3ࠊ᭶ᐇ᪋㸧

㸿㹃㹂㸦⮬ືయእᘧ㝖⣽ືჾ㸧ࢆ㹈㹐㹁ຍ┕2ࡢ㧗➼Ꮫᰯ࡟㓄ഛ 㸦11᭶㸧

ᰂ㐨ᩚ᚟ᖌ఍㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ⤖ᡂ 㸦11᭶㸧

㉥༑Ꮠዊ௙ᅋᇶ♏◊ಟ㛤ദ 㸦஧ᡞᕷࠊᐑྂᕷࠊ㔩▼ᕷஂࠊឿᕷࠊᒾἨ⏫㸧

ᒾᡭ┴㉥༑Ꮠ኱఍㸦ᒾᡭ┴ᨭ㒊๰❧120࿘年࣭ྠ᭷ຌ఍㐃ྜ఍⤖ᡂ20࿘年グᛕ

㸦11᭶8᪥㸧

ᒾᡭ┴ᨭ㒊๰❧120࿘年グᛕ஦ᴗᅜෆ஺ὶὴ㐵஦ᴗ㸦ᮏ♫࣭ᮾி㒔ᨭ㒊7ྡ࡬㧗

ᰯ⏕㸧

ⰼᕳᕷ⥲ྜయ⫱㤋࡛㛤ദ㸦5᭶㸧ࢆࠖࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸࠶ࢀࡩ㸷ᅇ㉥༑Ꮠ➨ࠕ

┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔⦆和࢔ࢣ⑓Ჷ❹ᕤグᛕᘧ඾㸦5᭶㸧

ᒾᡭ኱ᏛᏛ⏕㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ࣭ࣈ࣮ࢺࣁ࣮࢖Ꮫ⏕㉥༑Ꮠዊ௙ᅋྜྠ⤖ᅋᘧ㸦7᭶㸧

ᒾᡭ┴㆟఍㆟ဨ㐃┕┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔⦆和࢔ࢣ⑓Ჷどᐹ㸦9᭶㸧

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧30࿘年グᛕᘧ඾（9月）

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇盛岡赤十字病院へ㓄ഛ（3月）

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇実ᢏ◊ಟ 盛岡赤十字病院（4月）

社員ቑᙉ㐠ື月㛫⾤㢌キ䝱ン䝨ーン䛆䜹䝽トク前・クロステラス䛇 （5月）

䠪䠞䠟訓練䛆盛岡㥐・盛岡赤十字病院䛇 （7月）

ࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸࠶ࢀࡩ10ᅇ㉥༑Ꮠ➨ࠕ 㛤ദ㸦8࡛࡝࠶࡞࢔ࣆࢺ࣮ࢩᐑྂᕷࢆࠖ

᭶㸧

「第１ブロック支部合同災害救護訓練」岩手産業文໬センターア䝢オ（10月）

ᮾ日本大㟈災発生（3月11日）

ᮾ日本大㟈災（3月11日）に対する⩏援金のཷ付（3月12日～）

「第11回赤十字ふれあいフェスティバル」を୍関市総合య⫱㤋サブアリーナで開催

（10月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業 「こころのケア」（平ᡂ23年9月～平ᡂ25年3月䜎で）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキング」（平ᡂ23年10月～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「青✵ᩍᐊ」（6月・9月・11月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「⅕䛝出し交流会」（5月～平ᡂ25年3月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

ᖹᡂ 24 年

ᖹᡂ 25 年

2� 年

2� 年

2012
2013

2014

2015

「第12回赤十字ふれあいフェスティバル」をඵᖭ平市さ䛟らබᅬで開催（9月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ25年４

月～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ふれあい⅕䛝出し交流会」（平ᡂ25年4月～平ᡂ26年

3月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「被災地の赤十字ㅮ⩦ᬑཬとこころのケア」（平ᡂ25年

4月～平ᡂ26年3月）

岩手県赤十字⾑ᾮセンターዟᕞ౪⤥出ᙇ所業ົ開始（5月）

「第13回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

「赤十字150年෗┿展」地᪉ᕠ回展をいわて県民᝟ሗ交流センターで開催(7月)

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（7月）

大雨災害に伴い盛岡市、ⰼ巻市、▮ᕵ町、⣸Ἴ町へ救援物資㓄㏦（8月9日～10日）

岩手県平ᡂ25年㇦雨・大雨災害⩏援金のཷ付（8月14日～9月30日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字キ䝱リアᩍ⫱支援」（8月）

ྎ㢼18ྕに伴䛖大雨災害により盛岡市へ救援物資㓄㏦（9月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ26年４

月～⥅続）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ26年4月～平ᡂ

27年3月）

日赤岩手ஙඣ院盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（4月）

盛岡市ᯘ㔝ⅆ災に伴い盛岡市⋢ᒣ༊総合⚟♴センターへ救援物資㓄㏦（4月）

「第14回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡（5月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「䠦䠮䠟赤十字ふれあいコンサート」（6月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2014䡅䡊いわて」（7月29日～31日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

防災ᩍ⫱プログラム䝟イロット事業実施（1月）

防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ開催（2月）

日本赤十字社岩手県支部盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（新社ᒇⴠᡂᘧ2月20日、新

社ᒇ業ົ開始3月1日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ27年４

月～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ27年４月～平

ᡂ28年３月）
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年 ྕ す ᬺ ࡳ         ࡺ        ࠶   

ᖹᡂ 20 年

21 年

22 年

23 年

24 年

200�

200�

2010

2011

2012

ᒾᡭ࣭ᐑᇛෆ㝣ᆅ㟈Ⓨ⏕ 㸦6᭶14᪥㸧

ᒾᡭ┴ᨭ㒊ᩆㆤ⌜ 㸦7ྡ㸧୍ࢆ㛵ᕷ࡟ὴ㐵 㸦6᭶14᪥㸧

⌜࢔ࢣࡢࢁࡇࡇ 㸦ᘏ15ྡ࡭㸧ࢆዟᕞᕷ࡟ὴ㐵 㸦6᭶23᪥㹼27᪥㸧

ᒾᡭ┴ἢᓊ໭㒊ࢆ㟈※ࡿࡍ࡜ᆅ㟈Ⓨ⏕ 㸦7᭶24᪥㸧

ᒾᡭ┴ᨭ㒊ᩆㆤ⌜ 㸦7ྡ㸧ࢆὒ㔝⏫࡟ὴ㐵 㸦7᭶24᪥㸧

㜵⅏࣎ࣛࣥ࢔ࢣࡢࢁࡇࡇࡢࡵࡓࡢ࢔࢕ࢸ◊ಟ㛤ጞ㸦10᭶12ࠊ᭶3ࠊ᭶ᐇ᪋㸧

㸿㹃㹂㸦⮬ືయእᘧ㝖⣽ືჾ㸧ࢆ㹈㹐㹁ຍ┕2ࡢ㧗➼Ꮫᰯ࡟㓄ഛ 㸦11᭶㸧

ᰂ㐨ᩚ᚟ᖌ఍㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ⤖ᡂ 㸦11᭶㸧

㉥༑Ꮠዊ௙ᅋᇶ♏◊ಟ㛤ദ 㸦஧ᡞᕷࠊᐑྂᕷࠊ㔩▼ᕷஂࠊឿᕷࠊᒾἨ⏫㸧

ᒾᡭ┴㉥༑Ꮠ኱఍㸦ᒾᡭ┴ᨭ㒊๰❧120࿘年࣭ྠ᭷ຌ఍㐃ྜ఍⤖ᡂ20࿘年グᛕ

㸦11᭶8᪥㸧

ᒾᡭ┴ᨭ㒊๰❧120࿘年グᛕ஦ᴗᅜෆ஺ὶὴ㐵஦ᴗ㸦ᮏ♫࣭ᮾி㒔ᨭ㒊7ྡ࡬㧗

ᰯ⏕㸧

ⰼᕳᕷ⥲ྜయ⫱㤋࡛㛤ദ㸦5᭶㸧ࢆࠖࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸࠶ࢀࡩ㸷ᅇ㉥༑Ꮠ➨ࠕ

┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔⦆和࢔ࢣ⑓Ჷ❹ᕤグᛕᘧ඾㸦5᭶㸧

ᒾᡭ኱ᏛᏛ⏕㉥༑Ꮠዊ௙ᅋ࣭ࣈ࣮ࢺࣁ࣮࢖Ꮫ⏕㉥༑Ꮠዊ௙ᅋྜྠ⤖ᅋᘧ㸦7᭶㸧

ᒾᡭ┴㆟఍㆟ဨ㐃┕┒ᒸ㉥༑Ꮠ⑓㝔⦆和࢔ࢣ⑓Ჷどᐹ㸦9᭶㸧

日赤㭬㬆Ⲯ๰❧30࿘年グᛕᘧ඾（9月）

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇盛岡赤十字病院へ㓄ഛ（3月）

国内型⥭ᛴ対ᛂ䝴ニット䛆䡀䠡䠮䠱䛇実ᢏ◊ಟ 盛岡赤十字病院（4月）

社員ቑᙉ㐠ື月㛫⾤㢌キ䝱ン䝨ーン䛆䜹䝽トク前・クロステラス䛇 （5月）

䠪䠞䠟訓練䛆盛岡㥐・盛岡赤十字病院䛇 （7月）

ࣝࣂ࢕ࢸࢫ࢙ࣇ࠸࠶ࢀࡩ10ᅇ㉥༑Ꮠ➨ࠕ 㛤ദ㸦8࡛࡝࠶࡞࢔ࣆࢺ࣮ࢩᐑྂᕷࢆࠖ

᭶㸧

「第１ブロック支部合同災害救護訓練」岩手産業文໬センターア䝢オ（10月）

ᮾ日本大㟈災発生（3月11日）

ᮾ日本大㟈災（3月11日）に対する⩏援金のཷ付（3月12日～）

「第11回赤十字ふれあいフェスティバル」を୍関市総合య⫱㤋サブアリーナで開催

（10月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業 「こころのケア」（平ᡂ23年9月～平ᡂ25年3月䜎で）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキング」（平ᡂ23年10月～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「青✵ᩍᐊ」（6月・9月・11月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「⅕䛝出し交流会」（5月～平ᡂ25年3月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

ᖹᡂ 24 年

ᖹᡂ 25 年

2� 年

2� 年

2012
2013

2014

2015

「第12回赤十字ふれあいフェスティバル」をඵᖭ平市さ䛟らබᅬで開催（9月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ25年４

月～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ふれあい⅕䛝出し交流会」（平ᡂ25年4月～平ᡂ26年

3月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「被災地の赤十字ㅮ⩦ᬑཬとこころのケア」（平ᡂ25年

4月～平ᡂ26年3月）

岩手県赤十字⾑ᾮセンターዟᕞ౪⤥出ᙇ所業ົ開始（5月）

「第13回赤十字ふれあいフェスティバル」開催 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

「赤十字150年෗┿展」地᪉ᕠ回展をいわて県民᝟ሗ交流センターで開催(7月)

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（7月）

大雨災害に伴い盛岡市、ⰼ巻市、▮ᕵ町、⣸Ἴ町へ救援物資㓄㏦（8月9日～10日）

岩手県平ᡂ25年㇦雨・大雨災害⩏援金のཷ付（8月14日～9月30日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字キ䝱リアᩍ⫱支援」（8月）

ྎ㢼18ྕに伴䛖大雨災害により盛岡市へ救援物資㓄㏦（9月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ26年４

月～⥅続）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ26年4月～平ᡂ

27年3月）

日赤岩手ஙඣ院盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（4月）

盛岡市ᯘ㔝ⅆ災に伴い盛岡市⋢ᒣ༊総合⚟♴センターへ救援物資㓄㏦（4月）

「第14回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡（5月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「䠦䠮䠟赤十字ふれあいコンサート」（6月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2014䡅䡊いわて」（7月29日～31日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

防災ᩍ⫱プログラム䝟イロット事業実施（1月）

防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ開催（2月）

日本赤十字社岩手県支部盛岡市୕本ᰗへ⛣㌿新⠏（新社ᒇⴠᡂᘧ2月20日、新

社ᒇ業ົ開始3月1日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ27年４

月～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ27年４月～平

ᡂ28年３月）

― 96 ―

2403467中身.indd   96 2024/05/31   11:27



ᖹᡂ 2� 年

2� 年

2� 年

㸦130࿘年㸧

2015

201�

201�

「第15回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2015䡅䡊いわて」（7月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（8月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ふれあいコンサート」（8月）

ᮾティ䝰ール赤十字社救ᛴἲ➼ᬑཬ支援事業支部⫋員派遣（10月17日～25日）

防災ᩍ⫱プログラム䝟イロット事業実施（10月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

䜹ン䝪䝆ア赤十字社救ᛴἲᬑཬ支援事業支部救ᛴἲ䝪ランティアᣦᑟ員派遣（11

月６日～15日）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（1月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ28年4月

～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ28年４月～平

ᡂ29年３月）

⇃本地㟈災害発生（4月）

岩手県支部第1救護⌜（7ྡ）を⌧地に派遣（４月19日～24日）

盛岡赤十字病院医ᖌ1ྡを⇃本赤十字病院支援に1ྡ派遣（４月25日～5月１日）

盛岡赤十字病院┳護ᖌ1ྡを⇃本赤十字病院支援に1ྡ派遣（４月29日～5月5日）

岩手県支部第2救護⌜（7ྡ）を⌧地に派遣（5月1日～6日）

「第16回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

盛岡赤十字病院┳護ᖌ1ྡを⇃本地㟈被災⪅೺ᗣ支援事業に2ྡ派遣（7月15日

～22日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2016䡅䡊いわて」（7月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（8月）

ྎ㢼10ྕ災害発生（8月）

岩手県支部救護⌜６⌜（33ྡ）を▮ᕵᾘ防学ᰯSCUに派遣（8月31日～9月2日）

ஂឿ市、宮古市、岩泉町、住田町に救援物資㍺㏦（8月）

日赤災害医⒪コーディ䝛ーター（６ྡ）を岩泉町に派遣（9月6日、9日）

第71回国民య⫱大会・第16回全国㞀害⪅ス䝫ー䝒大会⮫᫬救護に救護員45ྡを

派遣（9月25日～10月24日）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

日本赤十字社定Ḱの୍部ኚ᭦（4月1日） 年㢠2,000෇௨上の会㈝を⣡める䜒のを

会員と定め、会員を社ἲ上の社員とつ定

ᖹᡂ 2� 年

㸦130࿘年㸧

ᖹᡂ 30 年

ᖹᡂ 31 年

令和ඖ年

201�

201�

201�

日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ29年4月

～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ29年4月～平ᡂ

30年3月）

釜石市ᯘ㔝ⅆ災に伴い釜石市❧平田ᑠ学ᰯ避難所ཬ䜃ᪧ県❧釜石ၟ業高ᰯయ

⫱㤋避難所に救援物資㓄㏦（5月）

「第17回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

赤十字ዊ௙ᅋ岩手県支部ጤ員会ቑ沢ጤ員長が赤十字ዊ௙ᅋ中ኸጤ員会ጤ員長

にᑵ௵（6月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（8月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

ᮾ日本大㟈災支援国赤十字・赤新月社会議（2月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（４月～平ᡂ

31年３月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（４月～平ᡂ31年３

月）

「第18回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

≉ู㣴護⪁人䝩ーム日赤㭬㬆Ⲯ：㞸石町༡⏿へ新⠏⛣㌿ （ⴠᡂᘧ６月26日・業ົ

開始７月１日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（８月）

平ᡂ30年７月㇦雨災害発生に伴い、こころのケア⌜（４ྡ）をᗈᓥ県࿋市に派遣䚹（８

月９日～16日）

北ᾏ道⫹᣺ᮾ部地㟈発生に伴い、盛岡赤十字病院DMAT⌜、救護⌜２⌜、こころ

のケア⌜１⌜、こころのケアㄪᩚ⌜１⌜を⌧地に派遣䚹（９月６日～10月１日）

岩手県赤十字大会（岩手県支部๰❧130࿘年・同有功会連合会結ᡂ30࿘年グᛕ）

（11月２日）

赤十字レッ䝗ライトアッププロ䝆ェクトึ参加 盛岡ᇛ㊧බᅬの石ᇉの୍部を赤䛟ライ

トアップ䚹（5月）

「第19回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

ラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップ2019釜石開催にಀる岩手県国民ಖ護ඹ同訓練（７月11日）、

７月27日、９月25日のラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップヨ合にテロ災害➼にഛ䛘救護⌜を派

遣

ᮾ日本大㟈災被災地支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」開催 （７月13日

～12月17日䜎で の䜉13回）
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「第15回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2015䡅䡊いわて」（7月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（8月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ふれあいコンサート」（8月）

ᮾティ䝰ール赤十字社救ᛴἲ➼ᬑཬ支援事業支部⫋員派遣（10月17日～25日）

防災ᩍ⫱プログラム䝟イロット事業実施（10月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

䜹ン䝪䝆ア赤十字社救ᛴἲᬑཬ支援事業支部救ᛴἲ䝪ランティアᣦᑟ員派遣（11

月６日～15日）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（1月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ28年4月

～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ28年４月～平

ᡂ29年３月）

⇃本地㟈災害発生（4月）

岩手県支部第1救護⌜（7ྡ）を⌧地に派遣（４月19日～24日）

盛岡赤十字病院医ᖌ1ྡを⇃本赤十字病院支援に1ྡ派遣（４月25日～5月１日）

盛岡赤十字病院┳護ᖌ1ྡを⇃本赤十字病院支援に1ྡ派遣（４月29日～5月5日）

岩手県支部第2救護⌜（7ྡ）を⌧地に派遣（5月1日～6日）

「第16回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

盛岡赤十字病院┳護ᖌ1ྡを⇃本地㟈被災⪅೺ᗣ支援事業に2ྡ派遣（7月15日

～22日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「サ䝬ーキ䝱ンプ2016䡅䡊いわて」（7月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（8月）

ྎ㢼10ྕ災害発生（8月）

岩手県支部救護⌜６⌜（33ྡ）を▮ᕵᾘ防学ᰯSCUに派遣（8月31日～9月2日）

ஂឿ市、宮古市、岩泉町、住田町に救援物資㍺㏦（8月）

日赤災害医⒪コーディ䝛ーター（６ྡ）を岩泉町に派遣（9月6日、9日）

第71回国民య⫱大会・第16回全国㞀害⪅ス䝫ー䝒大会⮫᫬救護に救護員45ྡを

派遣（9月25日～10月24日）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

日本赤十字社定Ḱの୍部ኚ᭦（4月1日） 年㢠2,000෇௨上の会㈝を⣡める䜒のを

会員と定め、会員を社ἲ上の社員とつ定
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ᖹᡂ 30 年

ᖹᡂ 31 年
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日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（平ᡂ29年4月

～）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（平ᡂ29年4月～平ᡂ

30年3月）

釜石市ᯘ㔝ⅆ災に伴い釜石市❧平田ᑠ学ᰯ避難所ཬ䜃ᪧ県❧釜石ၟ業高ᰯయ

⫱㤋避難所に救援物資㓄㏦（5月）

「第17回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

赤十字ዊ௙ᅋ岩手県支部ጤ員会ቑ沢ጤ員長が赤十字ዊ௙ᅋ中ኸጤ員会ጤ員長

にᑵ௵（6月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（8月）

日本赤十字社岩手県支部防災䝪ランティア㣴ᡂ◊ಟ（8月）

日本赤十字社岩手県支部施設合同災害救護訓練開催（11月）

ᮾ日本大㟈災支援国赤十字・赤新月社会議（2月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「ノルディックウ䜷ーキングとこころのケア」（４月～平ᡂ

31年３月）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」（４月～平ᡂ31年３

月）

「第18回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

≉ู㣴護⪁人䝩ーム日赤㭬㬆Ⲯ：㞸石町༡⏿へ新⠏⛣㌿ （ⴠᡂᘧ６月26日・業ົ

開始７月１日）

ᮾ日本大㟈災復興支援事業「盛岡赤十字病院⫋ሙయ㦂」（８月）

平ᡂ30年７月㇦雨災害発生に伴い、こころのケア⌜（４ྡ）をᗈᓥ県࿋市に派遣䚹（８

月９日～16日）

北ᾏ道⫹᣺ᮾ部地㟈発生に伴い、盛岡赤十字病院DMAT⌜、救護⌜２⌜、こころ

のケア⌜１⌜、こころのケアㄪᩚ⌜１⌜を⌧地に派遣䚹（９月６日～10月１日）

岩手県赤十字大会（岩手県支部๰❧130࿘年・同有功会連合会結ᡂ30࿘年グᛕ）

（11月２日）

赤十字レッ䝗ライトアッププロ䝆ェクトึ参加 盛岡ᇛ㊧බᅬの石ᇉの୍部を赤䛟ライ

トアップ䚹（5月）

「第19回赤十字ふれあいフェスティバル」開催䚹 盛岡市イオン䝰ール盛岡 （5月）

ラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップ2019釜石開催にಀる岩手県国民ಖ護ඹ同訓練（７月11日）、

７月27日、９月25日のラグ䝡ー䝽ール䝗䜹ップヨ合にテロ災害➼にഛ䛘救護⌜を派

遣

ᮾ日本大㟈災被災地支援事業「赤十字ዊ௙ᅋふれあい交流会」開催 （７月13日

～12月17日䜎で の䜉13回）
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ᖹᡂ 31 年

令和ඖ年

令和㸰年

令和 3 年

201�

2020

2021

௧࿴ඖ年ᮾ日本ྎ㢼（ྎ㢼第19ྕ）災害発生（10月12日）

被災した市町ᮧに救援物資㓄㏦（10月13日～11月8日）

宮ᇛ県୸森町に岩手県支部救護⌜１⌜（７ྡ）を派遣（10月16日～19日）

宮ᇛ県支部支援のため岩手県支部⫋員２ྡを派遣（10月19日～23日）

䝪ランティアセンターを開設し、ἢᓊ被災地に防災䝪ランティア➼26ྡを派遣（10月

18日～11月17日）

12月ୗ旬 新型コ0ロナウイルスが中国†北┬Ṋ₎市で発生し、全世⏺に感染ᣑ

大䚹日本で䜒2020年1月にึの感染⪅が☜ㄆ

２月ᮎ ௒年ᗘの救ᛴἲ➼のㅮ⩦を全て中止

新型コロナウイルス感染症対ᛂ（ダイ䝲䝰ン䝗プリンセスྕの஌⯪⪅（䠬䠟䠮㝜ᛶ２㐌

㛫㝸㞳対象⪅）の೺ᗣ管⌮のため、⛯ົ大学ᰯへ救護⌜（医ᖌ１ྡ・┳護ᖌ長１

ྡ・┳護ᖌ１ྡ・⸆๣ᖌ１ྡ）を派遣（２月28日～３月１日）

３月３日～４日開催予定の赤十字ዊ௙ᅋጤ員長・事ົᢸᙜ⪅会議を中止

新型コロナウイルス感染症ᣑ大のため、支部災害対⟇㆙ᡄ本部を設⨨（４月17日）

⫋員を２⌜にศ䛡㝸日໅ົとし、ᅾᏯ໅ົ᫬にはリ䝰ートアクセスを฼⏝

                                     （４月20日～䠑月10日）

赤十字レッ䝗ライトアッププロ䝆ェクトに参加し、盛岡ᇛ㊧බᅬの୍部を赤䛟ライトアッ

プ（䠑月８日～䠑月28日）

６月からྛ✀▷ᮇㅮ⩦、11月から救ᛴἲᇶ♏ㅮ⩦を෌開

䠦䠮䠟リーダーシップ・トレーニング・センターが新型コロナウイルス感染症の影響で

中止（2020年で70࿘年であったがึの中止）

第１回評議員会（６月10日予定）、第２回評議員会（２月10日予定）と䜒新型コロナウ

イルス感染症の影響により文書審議

第１ブロック支部合同災害救護訓練を盛岡市で実施（11月６日～７日）

災害救ຓ≟の䝴キとサチに岩手県支部のロ䝂ධり䝝ー䝛ス⏝䝽ッ䝨ンを贈࿊

災害救ຓ≟の䝝ー䝛スに赤十字䝬ークの䝽ッ䝨ンを付䛡るのは全国ึ（１月）

日本赤十字社がᮾ日本大㟈災⩏援金の募集を３月31日で⤊஢（⣙10年㛫募集）

青少年赤十字๰設100࿘年グᛕ岩手県䝫スタークンクール実施（䠑月～11月）

全国赤十字大会（明治⚄宮会㤋：䠑月20日開催予定）が新型コロナウイルス感染症

の影響で中止

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月15日）

青少年赤十字スタート・プログラムを滝沢市において実施（７月29日～30日）

宮ᇛ県において実施予定の第１ブロック支部合同災害救護訓練（10月８日～９日）

は、新型コロナウイルス感染症の影響で⩣年ᗘにᘏᮇ

令和 3 年

令和 4 年

令和 5 年

2021

2022

2023

釜石市で開催された「防災推進国民」大会に出展（11月６日～７日）

復興支援事業として陸前高田市、釜石市、大槌町の地域住民を対象に、平泉町に

てノルディックウオーキングと交流会を実施（11月17日）

第２回評議員会（２月10日予定）は新型コロナウイルス感染症の影響により文書審議

「次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー」（遺贈・相続財産寄付）を盛岡市にて開催（２月

23日）

ウクライナ人道危機救援金の募集を開始（３月２日～）

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月２０日）

青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター（滝沢市にて７月２６日から７月

２８日実施予定）が新型コロナウイルス感染症の影響で中止

大雨災害で青森県支部に救援物資支援（８月10日・25日）

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを北上市において実施（９月１日）

岩手県支部有功会感謝の集いを盛岡市において実施（９月９日）

赤十字ふれあいフェスティバルを北上市において実施（１０月９日）

管内施設合同災害救護訓練を盛岡市において実施（１０月１４日）

赤十字ふれあいフェスティバルを盛岡市において実施（１０月１６日）

明治安田生命と連携協定締結（２月９日）

第２回評議員会を盛岡市において開催（２月１３日）

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを盛岡市において実施（２月１日）

第28回日本災害医学会総会・学術集会で演題発表：盛岡市（３月10日）

いわて防災サミットに防災ブース出展：盛岡市（３月10日）

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月６日）

青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センターを滝沢市において実施（７月27

日～28日）

秋田県大雨災害被害へこころのケア・避難所アセスメントチームを派遣予定だった

が、ニーズ減少のため派遣中止（７月28日～31日）

さんさ踊り参加（管内全施設）

管内施設合同災害救護訓練を盛岡市において実施（９月22日）

盛岡市長選挙の結果により副支部長が交代することに伴い、評議員会文書審議を

実施（９月上旬）

地域包括ケア推進に関する協定書締結（支部・盛岡赤十字病院）宮古市、陸前高

田市（9月）

第１ブロック支部合同災害救護訓練を石巻市において実施（10月19日～21日）
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ᖹᡂ 31 年

令和ඖ年

令和㸰年

令和 3 年

201�

2020

2021

௧࿴ඖ年ᮾ日本ྎ㢼（ྎ㢼第19ྕ）災害発生（10月12日）

被災した市町ᮧに救援物資㓄㏦（10月13日～11月8日）

宮ᇛ県୸森町に岩手県支部救護⌜１⌜（７ྡ）を派遣（10月16日～19日）

宮ᇛ県支部支援のため岩手県支部⫋員２ྡを派遣（10月19日～23日）

䝪ランティアセンターを開設し、ἢᓊ被災地に防災䝪ランティア➼26ྡを派遣（10月

18日～11月17日）

12月ୗ旬 新型コ0ロナウイルスが中国†北┬Ṋ₎市で発生し、全世⏺に感染ᣑ

大䚹日本で䜒2020年1月にึの感染⪅が☜ㄆ

２月ᮎ ௒年ᗘの救ᛴἲ➼のㅮ⩦を全て中止

新型コロナウイルス感染症対ᛂ（ダイ䝲䝰ン䝗プリンセスྕの஌⯪⪅（䠬䠟䠮㝜ᛶ２㐌

㛫㝸㞳対象⪅）の೺ᗣ管⌮のため、⛯ົ大学ᰯへ救護⌜（医ᖌ１ྡ・┳護ᖌ長１

ྡ・┳護ᖌ１ྡ・⸆๣ᖌ１ྡ）を派遣（２月28日～３月１日）

３月３日～４日開催予定の赤十字ዊ௙ᅋጤ員長・事ົᢸᙜ⪅会議を中止

新型コロナウイルス感染症ᣑ大のため、支部災害対⟇㆙ᡄ本部を設⨨（４月17日）

⫋員を２⌜にศ䛡㝸日໅ົとし、ᅾᏯ໅ົ᫬にはリ䝰ートアクセスを฼⏝

                                     （４月20日～䠑月10日）

赤十字レッ䝗ライトアッププロ䝆ェクトに参加し、盛岡ᇛ㊧බᅬの୍部を赤䛟ライトアッ

プ（䠑月８日～䠑月28日）

６月からྛ✀▷ᮇㅮ⩦、11月から救ᛴἲᇶ♏ㅮ⩦を෌開

䠦䠮䠟リーダーシップ・トレーニング・センターが新型コロナウイルス感染症の影響で

中止（2020年で70࿘年であったがึの中止）

第１回評議員会（６月10日予定）、第２回評議員会（２月10日予定）と䜒新型コロナウ

イルス感染症の影響により文書審議

第１ブロック支部合同災害救護訓練を盛岡市で実施（11月６日～７日）

災害救ຓ≟の䝴キとサチに岩手県支部のロ䝂ධり䝝ー䝛ス⏝䝽ッ䝨ンを贈࿊

災害救ຓ≟の䝝ー䝛スに赤十字䝬ークの䝽ッ䝨ンを付䛡るのは全国ึ（１月）

日本赤十字社がᮾ日本大㟈災⩏援金の募集を３月31日で⤊஢（⣙10年㛫募集）

青少年赤十字๰設100࿘年グᛕ岩手県䝫スタークンクール実施（䠑月～11月）

全国赤十字大会（明治⚄宮会㤋：䠑月20日開催予定）が新型コロナウイルス感染症

の影響で中止

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月15日）

青少年赤十字スタート・プログラムを滝沢市において実施（７月29日～30日）

宮ᇛ県において実施予定の第１ブロック支部合同災害救護訓練（10月８日～９日）

は、新型コロナウイルス感染症の影響で⩣年ᗘにᘏᮇ

令和 3 年

令和 4 年

令和 5 年

2021

2022

2023

釜石市で開催された「防災推進国民」大会に出展（11月６日～７日）

復興支援事業として陸前高田市、釜石市、大槌町の地域住民を対象に、平泉町に

てノルディックウオーキングと交流会を実施（11月17日）

第２回評議員会（２月10日予定）は新型コロナウイルス感染症の影響により文書審議

「次世代へ繋ぐ社会貢献セミナー」（遺贈・相続財産寄付）を盛岡市にて開催（２月

23日）

ウクライナ人道危機救援金の募集を開始（３月２日～）

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月２０日）

青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センター（滝沢市にて７月２６日から７月

２８日実施予定）が新型コロナウイルス感染症の影響で中止

大雨災害で青森県支部に救援物資支援（８月10日・25日）

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを北上市において実施（９月１日）

岩手県支部有功会感謝の集いを盛岡市において実施（９月９日）

赤十字ふれあいフェスティバルを北上市において実施（１０月９日）

管内施設合同災害救護訓練を盛岡市において実施（１０月１４日）

赤十字ふれあいフェスティバルを盛岡市において実施（１０月１６日）

明治安田生命と連携協定締結（２月９日）

第２回評議員会を盛岡市において開催（２月１３日）

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを盛岡市において実施（２月１日）

第28回日本災害医学会総会・学術集会で演題発表：盛岡市（３月10日）

いわて防災サミットに防災ブース出展：盛岡市（３月10日）

第１回評議員会を盛岡市において開催（６月６日）

青少年赤十字リーダーシップ・トレーニング・センターを滝沢市において実施（７月27

日～28日）

秋田県大雨災害被害へこころのケア・避難所アセスメントチームを派遣予定だった

が、ニーズ減少のため派遣中止（７月28日～31日）

さんさ踊り参加（管内全施設）

管内施設合同災害救護訓練を盛岡市において実施（９月22日）

盛岡市長選挙の結果により副支部長が交代することに伴い、評議員会文書審議を

実施（９月上旬）

地域包括ケア推進に関する協定書締結（支部・盛岡赤十字病院）宮古市、陸前高

田市（9月）

第１ブロック支部合同災害救護訓練を石巻市において実施（10月19日～21日）
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令和 5 年 2023 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを釜石市において開催（10月29日）

岩手県支部有功会感謝の集いを盛岡市において開催（12月14日）

第２回評議員会を盛岡市において開催（２月６日）

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを盛岡市において開催（３月２日）

R6年⬟Ⓩ༙ᓥ地㟈（1月1日）発災

救護⌜第1⌜派遣（1月10日～14日）、第5⌜（２月13日～17日）䜎で派遣

日赤災害医⒪コーディ䝛ートチーム派遣2⌜（1月24日～30日、2月13日～25日）

こころのケア⌜1⌜派遣（3月18日～24日）

            

日　本　赤　十　字　社　現　勢　

 日本赤十字社の使命

1949年のジュネーブ四条約締約国 196カ国 (発行日（令和５年７月３日）現在） 191社　

 1. 沿　革 明治10年(1877)　5月 1日　博愛社設立　　　　 12. 国内災害救護

明治20年(1887)　5月20日　日本赤十字社に改称 救護員数

昭和27年(1952)　8月14日　日本赤十字社法制定 常備救護班

 2. 名誉総裁・名誉副総裁 無線局

名 誉 総 裁 　皇　后　陛　下 救護車両 2,206台

名 誉 副 総 裁 　秋篠宮皇嗣妃殿下 赤十字飛行隊(特殊奉仕団)

　常陸宮殿下・同妃華子殿下　　 災害における救護員出動数（令和4年度） 244人

　三笠宮妃百合子殿下　　寬仁親王妃信子殿下 救援物資配分数(毛布・安眠セット・緊急セット)（令和4年度） 11,314個

　高円宮妃久子殿下 令和4年度受付義援金額（令和5年3月31日現在） 6億2,424万3,358円

 3. 会　　　員 個人　　   20.1万人

（令和5年3月31日現在） 法人　  　 8.1万法人 13. 医 療 事 業

 4. 評  議  員 　　　　  　2,004人

 5. 代  議  員 　　　  　　  223人 5

 6. 役  員 4

　社  　長 清家　篤（常勤） 5

　副 社 長 鈴木　俊彦（常勤）　十倉　雅和（非常勤） 病 床 総 数

　理    事  61人（常勤5人、非常勤56人）

　監    事   3人（常勤1人、非常勤2人） 　   入　　院　　　　　　　　

　 　外　　来　　　　　　　　　

 7. 青少年赤十字 (令和5年3月31日現在)

幼稚園･保育所等 1,780校 147,304人 14. 血 液 事 業

小 学 校 7,099校 1,947,234人

中 学 校 3,459校 973,227人 地域血液センター 47 ブロック血液センター      7

高 等 学 校 1,753校 370,874人 附属施設 169 4

特 別 支 援 学 校 210校 20,279人 1

そ の 他 137校 35,237人

計 14,438校 3,494,155人 成 分 献 血 1,724万本

指 導 者 288,355人 400mL 献 血

200mL 献 血 769台

 8. 赤十字ボランティア(令和5年3月31日現在) 計 282台

地域赤十字奉仕団 2,088団 806,027人

青年赤十字奉仕団 150団 5,111人

特殊赤十字奉仕団 622団 28,566人 15. 社会福祉事業

個人ボランティア等 ‐ 11,130人

計 2,860団 850,834人 乳児院　 8 (291) 3 (286)

保育所　 3 (348)

 9. 救急法等の講習 児童養護施設 1  (40)

資格登録者数（令和5年3月31日現在） 受講者数

指　導　者 救 急 員 等 (令和4年度) 特別養護老人ホーム（併設ケアハウス20人を含む） 8(773)

救 急 法 基 礎 講 習 10,765人 273,336人 33,611人 障 害 者 福 祉 施 設 数（定員） 複 合 型 施 設 

救 急 法 6,827人 148,147人 262,265人 障害者支援施設　 1(50) （110）

水 上 安 全 法 1,465人 11,361人 30,167人 視聴覚障害者情報提供施設 2 （100）

雪 上 安 全 法 203人 1,220人 367人 補装具製作施設　 1 （18）

幼 児 安 全 法 2,270人 21,988人 46,386人 （10）

健康生活支援講習 1,709人 15,349人 30,059人

計 23,239人 471,401人 402,855人 16. 職員数（施設数）

職　員　数

10. 看護師等の教育 538人

721人

大学（大学院併設）     　　　　6 看護師　 16校   1,145人 59,091人

短期大学     　　　　          1 助産師　  6校　    88人 5,819人

看護専門学校      　　　      10 保健師　　 6校     149人 1,234人

助産師学校 　　　　　 　　　　 1 幹部看護師  1校     120人 67,403人

幹部看護師研修センター  　　   1 介護福祉士  1校      30人

　　　　計　　  　　　　 　 　19 17. 会　計（令和5年度当初予算）

147億8千万円

11. 国 際 活 動 211億8千万円

国際救援・開発要員派遣（令和4年度） 16カ国　　　 のべ61人 １兆1,940億7千万円

国際赤十字・赤新月社連盟出向 2人(スイス、マレーシア) 1,630億2千万円

国際活動費（令和4年度） 78億円 159億4千万円

（特に断りのない統計数字等は、令和5年4月1日現在）

わたしたちは、
苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、

いかなる状況下でも、
人間のいのちと健康、尊厳を守ります。

日本赤十字社スローガン 人間を救うのは、人間だ。

赤十字の基本原則　   人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性

8,077人(常備救護班要員を含む)

487班 5,231人

世界の赤十字社・赤新月社等

　     　　34,777床　(令和5年3月31日現在)

総患者数　(令和4年度) １日平均

病 院 91 老人保健施設

介護医療院

1,600万人 6.5万人

951万人 2.6万人

施　設　数 一  学  年  養  成  定  員

本社（1）

献 血 運 搬 車

供給本数 (令和4年度)献血者数 (令和4年度)

158万人

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム　

501万人 移 動 採 血 車

児　童　福　祉　施　設　数 （定員）

医療型障害児入所施設　  

老　人　福　祉　施　設　数 （定員）

  1（定員）

医 療 施 設 特 別 会 計

血 液 事 業 特 別 会 計

社 会 福 祉 施 設 特 別 会 計

支部（47）

医療事業（116）

血液事業（228）

社会福祉事業（28）

計

一 般 会 計
本 社

支 部

高齢者グループホーム

障害者支援施設

輸 血 用 製 剤

12万人

330万人

3,130局

99人

施　　　設　　　数　

診   療   所

施　　　設　　　数　

　（献血ルーム116を含む）

車両台数(令和5年3月31日現在)

附属施設（製造所）

分室　　　　　　　　1

（令和5年3月31日現在）
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令和 5 年 2023 次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを釜石市において開催（10月29日）

岩手県支部有功会感謝の集いを盛岡市において開催（12月14日）

第２回評議員会を盛岡市において開催（２月６日）

次世代へ繋ぐ社会貢献セミナーを盛岡市において開催（３月２日）

R6年⬟Ⓩ༙ᓥ地㟈（1月1日）発災

救護⌜第1⌜派遣（1月10日～14日）、第5⌜（２月13日～17日）䜎で派遣

日赤災害医⒪コーディ䝛ートチーム派遣2⌜（1月24日～30日、2月13日～25日）

こころのケア⌜1⌜派遣（3月18日～24日）

            

日　本　赤　十　字　社　現　勢　

 日本赤十字社の使命

1949年のジュネーブ四条約締約国 196カ国 (発行日（令和５年７月３日）現在） 191社　

 1. 沿　革 明治10年(1877)　5月 1日　博愛社設立　　　　 12. 国内災害救護

明治20年(1887)　5月20日　日本赤十字社に改称 救護員数

昭和27年(1952)　8月14日　日本赤十字社法制定 常備救護班

 2. 名誉総裁・名誉副総裁 無線局

名 誉 総 裁 　皇　后　陛　下 救護車両 2,206台

名 誉 副 総 裁 　秋篠宮皇嗣妃殿下 赤十字飛行隊(特殊奉仕団)

　常陸宮殿下・同妃華子殿下　　 災害における救護員出動数（令和4年度） 244人

　三笠宮妃百合子殿下　　寬仁親王妃信子殿下 救援物資配分数(毛布・安眠セット・緊急セット)（令和4年度） 11,314個

　高円宮妃久子殿下 令和4年度受付義援金額（令和5年3月31日現在） 6億2,424万3,358円

 3. 会　　　員 個人　　   20.1万人

（令和5年3月31日現在） 法人　  　 8.1万法人 13. 医 療 事 業

 4. 評  議  員 　　　　  　2,004人

 5. 代  議  員 　　　  　　  223人 5

 6. 役  員 4

　社  　長 清家　篤（常勤） 5

　副 社 長 鈴木　俊彦（常勤）　十倉　雅和（非常勤） 病 床 総 数

　理    事  61人（常勤5人、非常勤56人）

　監    事   3人（常勤1人、非常勤2人） 　   入　　院　　　　　　　　

　 　外　　来　　　　　　　　　

 7. 青少年赤十字 (令和5年3月31日現在)

幼稚園･保育所等 1,780校 147,304人 14. 血 液 事 業

小 学 校 7,099校 1,947,234人

中 学 校 3,459校 973,227人 地域血液センター 47 ブロック血液センター      7

高 等 学 校 1,753校 370,874人 附属施設 169 4

特 別 支 援 学 校 210校 20,279人 1

そ の 他 137校 35,237人

計 14,438校 3,494,155人 成 分 献 血 1,724万本

指 導 者 288,355人 400mL 献 血

200mL 献 血 769台

 8. 赤十字ボランティア(令和5年3月31日現在) 計 282台

地域赤十字奉仕団 2,088団 806,027人

青年赤十字奉仕団 150団 5,111人

特殊赤十字奉仕団 622団 28,566人 15. 社会福祉事業

個人ボランティア等 ‐ 11,130人

計 2,860団 850,834人 乳児院　 8 (291) 3 (286)

保育所　 3 (348)

 9. 救急法等の講習 児童養護施設 1  (40)

資格登録者数（令和5年3月31日現在） 受講者数

指　導　者 救 急 員 等 (令和4年度) 特別養護老人ホーム（併設ケアハウス20人を含む） 8(773)

救 急 法 基 礎 講 習 10,765人 273,336人 33,611人 障 害 者 福 祉 施 設 数（定員） 複 合 型 施 設 

救 急 法 6,827人 148,147人 262,265人 障害者支援施設　 1(50) （110）

水 上 安 全 法 1,465人 11,361人 30,167人 視聴覚障害者情報提供施設 2 （100）

雪 上 安 全 法 203人 1,220人 367人 補装具製作施設　 1 （18）

幼 児 安 全 法 2,270人 21,988人 46,386人 （10）

健康生活支援講習 1,709人 15,349人 30,059人

計 23,239人 471,401人 402,855人 16. 職員数（施設数）

職　員　数

10. 看護師等の教育 538人

721人

大学（大学院併設）     　　　　6 看護師　 16校   1,145人 59,091人

短期大学     　　　　          1 助産師　  6校　    88人 5,819人

看護専門学校      　　　      10 保健師　　 6校     149人 1,234人

助産師学校 　　　　　 　　　　 1 幹部看護師  1校     120人 67,403人

幹部看護師研修センター  　　   1 介護福祉士  1校      30人

　　　　計　　  　　　　 　 　19 17. 会　計（令和5年度当初予算）

147億8千万円

11. 国 際 活 動 211億8千万円

国際救援・開発要員派遣（令和4年度） 16カ国　　　 のべ61人 １兆1,940億7千万円

国際赤十字・赤新月社連盟出向 2人(スイス、マレーシア) 1,630億2千万円

国際活動費（令和4年度） 78億円 159億4千万円

（特に断りのない統計数字等は、令和5年4月1日現在）

わたしたちは、
苦しんでいる人を救いたいという思いを結集し、

いかなる状況下でも、
人間のいのちと健康、尊厳を守ります。

日本赤十字社スローガン 人間を救うのは、人間だ。

赤十字の基本原則　   人道・公平・中立・独立・奉仕・単一・世界性

8,077人(常備救護班要員を含む)

487班 5,231人

世界の赤十字社・赤新月社等

　     　　34,777床　(令和5年3月31日現在)

総患者数　(令和4年度) １日平均

病 院 91 老人保健施設

介護医療院

1,600万人 6.5万人

951万人 2.6万人

施　設　数 一  学  年  養  成  定  員

本社（1）

献 血 運 搬 車

供給本数 (令和4年度)献血者数 (令和4年度)

158万人

介護老人保健施設

特別養護老人ホーム　

501万人 移 動 採 血 車

児　童　福　祉　施　設　数 （定員）

医療型障害児入所施設　  

老　人　福　祉　施　設　数 （定員）

  1（定員）

医 療 施 設 特 別 会 計

血 液 事 業 特 別 会 計

社 会 福 祉 施 設 特 別 会 計

支部（47）

医療事業（116）

血液事業（228）

社会福祉事業（28）

計

一 般 会 計
本 社

支 部

高齢者グループホーム

障害者支援施設

輸 血 用 製 剤

12万人

330万人

3,130局

99人

施　　　設　　　数　

診   療   所

施　　　設　　　数　

　（献血ルーム116を含む）

車両台数(令和5年3月31日現在)

附属施設（製造所）

分室　　　　　　　　1

（令和5年3月31日現在）
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用 ㄒ ゎ ㄝ

                                                    

（令和６年４月䠍日現在）

代議員会

本社における議決機関。各ᨭ部の会員の中から㑅ฟされた 223人の代議員で構成されている。

ホ議員会

ᨭ部におけるᑂ議機関。各地区・ศ区の会員の中から㑅ฟされた 32人のホ議員で構成されている。

会員・༠ຊ会員

赤十字の⌮ᛕ䜔活動にご㈶同いた䛰き、ẖ年⥅⥆して 2,000෇௨ୖごᨭ᥼（会㈝という）いた䛰ける方を

䛂会員䛃、 500෇௨ୖ 2,000෇ᮍ‶のごᨭ᥼（会㈝という）をいた䛰ける方を䛂༠ຊ会員䛃と呼䜣でい䜎す。

ಶ人・法人をၥわず、䛹なたでも䛂会員䛃、䛂༠ຊ会員䛃になることができ䜎す。

᭷ຌ章

ከ㢠の会㈝を⣡めたಶ人・法人ཪはᅋ体及び赤十字の業務について≉別なຌປがあったಶ人・法人ཪ

はᅋ体にᑐし、日本赤十字社᭷ຌ章等㉗୚つ則にᇶ䛵き㉗られる表ᙲ。㖟Ⰽ（䛞䜣し䜗く）と㔠Ⰽ（き䜣し䜗

く）があり、㔠Ⰽ᭷ຌ章は最高のᰤ㄃章とされている。

᭷ຌ会

日本赤十字社の社᪨に㈶同しከ㢠の㔠ရをᣐฟし、あるいはຌປにより᭷ຌ章を㉗られた会員で構成

する௵ពᅋ体。

赤十字ዊ௙ᅋ

赤十字の使࿨とする人道的なㅖ活動を実㊶しようとする人々によって⤖成された䝪䝷䞁䝔䜱䜰⤌⧊。

㟷ᑡ年赤十字（Junior Red Cross 䠖 JRC）

ᑗ᮶をᢸう㟷ᑡ年が赤十字をṇしく⌮ゎし、日常⏕活の中でᮃ䜎しい人᱁と⢭⚄を⮬らసりୖ䛢ることを

目的とした事業。

RCY（Red Cross Youth 䠖 㟷年赤十字）とともに世⏺ඹ通。

䝸ー䝎ー䝅䝑䝥・䝖䝺ー䝙䞁䜾・䝉䞁䝍ー

合ᐟ⏕活を通じ、㟷ᑡ年赤十字⢭⚄とዊ௙活動をᏛ䜆䝸ー䝎ー㣴成◊ಟ会。

国際赤十字

赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社・赤新月社の総称。

赤十字国際委員会（International Committee of the Red Cross : ICRC）

戦時救護事業の中心機関で、中立を保つことができるよう委員は永世中立国のスイス人で構成されてい

る。ジュネーブに本部を置く。

国際赤十字・赤新月社連盟（International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies : IFRC）

平時における赤十字事業の中心となる各国赤十字社の国際的連合体。最高議決機関は通常 2年ごとに

開催される総会。本社在地ジュネーブ。

各国赤十字社・赤新月社

各々の国における人道的事業の実施機関。使用する標章の違いから、赤十字社と赤新月社の 2 種の呼

称があるが、権利・義務、役割等は全く同じ。令和６年４月 1日現在で 192社。

赤十字・赤新月国際会議

国際赤十字・赤新月運動の最高議決機関。赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国の赤

十字社及びジュネーブ条約加入国政府の代表によって構成され、原則として 4 年ごとに開催される。それ

ぞれの国の赤十字社代表と政府代表等が一票ずつの投票権をもっている。

ジュネーブ条約

赤十字の目的を達成するには国家間の取り決めが必要で、戦場で負傷した兵士を敵、味方の区別なく

救助することとし、救助する人たちの活動の安全保障をするために 1864 年成立した条約。赤十字条約とも

国際人道法ともいわれる。
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用 ㄒ ゎ ㄝ

                                                    

（令和６年４月䠍日現在）

代議員会

本社における議決機関。各ᨭ部の会員の中から㑅ฟされた 223人の代議員で構成されている。

ホ議員会

ᨭ部におけるᑂ議機関。各地区・ศ区の会員の中から㑅ฟされた 32人のホ議員で構成されている。

会員・༠ຊ会員

赤十字の⌮ᛕ䜔活動にご㈶同いた䛰き、ẖ年⥅⥆して 2,000෇௨ୖごᨭ᥼（会㈝という）いた䛰ける方を

䛂会員䛃、 500෇௨ୖ 2,000෇ᮍ‶のごᨭ᥼（会㈝という）をいた䛰ける方を䛂༠ຊ会員䛃と呼䜣でい䜎す。

ಶ人・法人をၥわず、䛹なたでも䛂会員䛃、䛂༠ຊ会員䛃になることができ䜎す。

᭷ຌ章

ከ㢠の会㈝を⣡めたಶ人・法人ཪはᅋ体及び赤十字の業務について≉別なຌປがあったಶ人・法人ཪ

はᅋ体にᑐし、日本赤十字社᭷ຌ章等㉗୚つ則にᇶ䛵き㉗られる表ᙲ。㖟Ⰽ（䛞䜣し䜗く）と㔠Ⰽ（き䜣し䜗

く）があり、㔠Ⰽ᭷ຌ章は最高のᰤ㄃章とされている。

᭷ຌ会

日本赤十字社の社᪨に㈶同しከ㢠の㔠ရをᣐฟし、あるいはຌປにより᭷ຌ章を㉗られた会員で構成

する௵ពᅋ体。

赤十字ዊ௙ᅋ

赤十字の使࿨とする人道的なㅖ活動を実㊶しようとする人々によって⤖成された䝪䝷䞁䝔䜱䜰⤌⧊。

㟷ᑡ年赤十字（Junior Red Cross 䠖 JRC）

ᑗ᮶をᢸう㟷ᑡ年が赤十字をṇしく⌮ゎし、日常⏕活の中でᮃ䜎しい人᱁と⢭⚄を⮬らసりୖ䛢ることを

目的とした事業。

RCY（Red Cross Youth 䠖 㟷年赤十字）とともに世⏺ඹ通。

䝸ー䝎ー䝅䝑䝥・䝖䝺ー䝙䞁䜾・䝉䞁䝍ー

合ᐟ⏕活を通じ、㟷ᑡ年赤十字⢭⚄とዊ௙活動をᏛ䜆䝸ー䝎ー㣴成◊ಟ会。

国際赤十字

赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国赤十字社・赤新月社の総称。

赤十字国際委員会（International Committee of the Red Cross : ICRC）

戦時救護事業の中心機関で、中立を保つことができるよう委員は永世中立国のスイス人で構成されてい

る。ジュネーブに本部を置く。

国際赤十字・赤新月社連盟（International Federation of Red Cross and Red Crescent Societies : IFRC）

平時における赤十字事業の中心となる各国赤十字社の国際的連合体。最高議決機関は通常 2年ごとに

開催される総会。本社在地ジュネーブ。

各国赤十字社・赤新月社

各々の国における人道的事業の実施機関。使用する標章の違いから、赤十字社と赤新月社の 2 種の呼

称があるが、権利・義務、役割等は全く同じ。令和６年４月 1日現在で 192社。

赤十字・赤新月国際会議

国際赤十字・赤新月運動の最高議決機関。赤十字国際委員会、国際赤十字・赤新月社連盟、各国の赤

十字社及びジュネーブ条約加入国政府の代表によって構成され、原則として 4 年ごとに開催される。それ

ぞれの国の赤十字社代表と政府代表等が一票ずつの投票権をもっている。

ジュネーブ条約

赤十字の目的を達成するには国家間の取り決めが必要で、戦場で負傷した兵士を敵、味方の区別なく

救助することとし、救助する人たちの活動の安全保障をするために 1864 年成立した条約。赤十字条約とも

国際人道法ともいわれる。
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1980年 （昭　55） 赤十字：みんなのためにどこにでも

1981年 （昭　56） あなたとともに赤十字

1982年 （昭　57） あなたの身近に赤十字

1983年 （昭　58） とっさの手当てが命を守る！覚えよう救急法

1984年 （昭　59） 人道を通じて平和へ

1985年 （昭　60） あなたの若さを－赤十字

1986年 （昭　61） いのちを救う愛の献血－赤十字

1987年 （昭　62） 幼い生命に愛の手を－赤十字

1988年 （昭　63） 伝統を明日への力に－赤十字

1989年 （平　元） 愛の手を世界に広げる赤十字

1990年 （平　2） 守ろう！人のいのちと尊さを

1991年 （平　3） 救おう！災渦にあえぐ人々を

1992年 （平　4） 災害に備えて守る尊い生命－赤十字

1993年 （平　5） すべての人々に人間の尊厳を

1994年 （平　6） すべての人々に人間の尊厳を

1995年 （平　7） すべての人々に人間の尊厳を

1996年 （平　8） すべての人々に人間の尊厳を

1997年 （平　9） すべての人々に人間の尊厳を

1998年 （平　10） すべての人々に人間の尊厳を

1999年 （平　11） すべての人々に人間の尊厳を

2000年 （平　12） すべての人々に人間の尊厳を

2001年 （平　13） 人道は限りない力

2002年 （平　14） 人道は限りない力

2003年 （平　15） 人道は限りない力

2004年 （平　16） 守ろう人間の尊さを

2005年 （平　17） 守ろう人間の尊さを

2006年 （平　18） 守ろう人間の尊さを

2007年 （平　19） 守ろう人間の尊さを

2008年 （平　20） 人間を救うのは、人間だ。

2009年 （平　21） 人間を救うのは、人間だ。

2010年 （平　22） 人間を救うのは、人間だ。

2011年 （平　23） 人間を救うのは、人間だ。

2012年 （平　24） 人間を救うのは、人間だ。

2013年 （平　25） 人間を救うのは、人間だ。

2014年 （平　26） 人間を救うのは、人間だ。

2015年 （平　27） 人間を救うのは、人間だ。

2016年 （平　28） 人間を救うのは、人間だ。

2017年 （平　29） 人間を救うのは、人間だ。

2018年 （平　30） 人間を救うのは、人間だ。

2019年 （平　31） 人間を救うのは、人間だ。

2020年 （令　２） 人間を救うのは、人間だ。

2021年 （令　３） 人間を救うのは、人間だ。

2022年 （令　４） 人間を救うのは、人間だ。

2023年 （令　５） 人間を救うのは、人間だ。

2024年 （令　６） 人間を救うのは、人間だ。

赤　十　字　標　語　一　覧
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